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  本电子书的封面、正文内文使用的图片（插图、背景）等，为再下载时随机生成，且与实体书、其他电子书显示不同，特此敬告。

  本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

  本电子书为竖排格式，阅读时请注意调整阅读设备字体大小。

  本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

  由于不同阅读器、不同设备的适配问题，存在样式错位、乱码、显示异常等情况，建议使用『多看阅读器』获得最佳阅读体验。

  また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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  CONTENTS

  序章

  プロローグ

  01　星期六　新武器！！

  01　土曜日　新武器!!

  02　星期天　门的另一头

  02　日曜日　扉の向こうに

  03　星期一　留下的东西，留下的人

  03　月曜日　残るもの、残すもの

  04　星期二　即使如此世界依然转动

  04　火曜日　それでも世界は廻っている

  05　星期三　效果超群！

  05　水曜日　こうかはばつぐんだ！

  06　星期四　菲雅莉的花蜜

  06　木曜日　フェアリーの花蜜

  07　星期五　二十岁之后才能喝酒

  07　金曜日　お酒は二十歳になってから

  08　星期六　1％的男人

  08　土曜日　１％の男

  闲谈　冒险者公会日志　～灾厄之日・然后～

  閑話　冒険者ギルド日誌　〜厄災の日・そして〜

  终章

  エピローグ

 
  序章

  プロローグ

  「唔……」

  「うーん……」

  　星期六上午。我像往常一样洗好堆积的衣物并晾干，到此为止都还好，但五月的晴朗天空，现在却呈现出风雨欲来之势。

  　土曜の昼前。いつものように
    
     溜
    たまった洗濯物を洗って干してまでは良かったんだけど、五月晴れだった空は、まさに雲行きが怪しい状態に。

  　这下子，还是趁现在赶紧收起来比较好吧……

  　これもう、今のうちに取り込んでおいた方がいいかなあ……

  　正当我这么想的时候，

  　そんなことを考えていると、

  「兄长。午后好像会下雨哦」

  「兄上。午後から一雨来るそうだぞ」

  「啊，果然吗。谢啦」

  「あー、やっぱりか。さんきゅ」

  　从二楼下来的美姬这样告诉我，于是我赶紧去收衣服。

  　二階から下りてきた
    
     美
    み
    
     姫
    きがそう教えてくれたので、さっさと取り込むことに。

  　我打开窗户，穿上木屐走到木制露台上。我瞥了一眼院子，明明前阵子才刚除过草，现在又长了不少啊。

  　窓を開け、木のサンダルを履いてウッドデッキへと。ちらっと庭を見ると、この間、草むしりしたばっかりなのに、また結構伸びてきてるんだよなあ。

  「我来帮忙」

  「手伝おうぞ」

  「帮大忙了」

  「助かる」

  　我拿起最前面的浴巾确认……干了啊。

  　いちばん手前にあったバスタオルを手に取って確認……乾いてるな。

  　我把收好的衣服递给美姬，剩下的也迅速收起来。之后把晾衣杆好好擦干净就结束了。当然，在晾之前也擦得很干净。

  　取り込んだ洗濯物を美姫へと手渡し、残りも手早く取り込んでいく。あとは物干し
    
     竿
    ざおをちゃんと拭いて終了かな。もちろん、干す前にも
    
     綺
    き
    
     麗
    れいに拭いたけど。

  「我的份收完了」

  「我の分は終わったぞ」

  「好」

  「はいはい」

  　毕竟都上初中三年级了，自己的内衣至少能好好叠起来。

  　さすがに中三にもなったからか、自分の下着ぐらいはちゃんと畳んでくれるようになった。

  　至今为止，我都是叠好，甚至放到美姬房间的衣柜里。

  　今まで、俺が畳んで、なんなら美姫の部屋の
    
     簞
    たん
    
     笥
    すにしまうところまでやってたわけだけど。

  「啊，今天的午饭怎么办？」

  「ああ、今日の昼飯どうする？」

  　我一边叠着剩下的衣服，一边问美姬想吃什么。

  　残った洗濯物を畳みつつ、美姫に希望を聞く。

  「嗯——今天想吃家系拉面」

  「ふーむ。今日は家系ラーメンが食べたいところよのう」

  「别把家庭拉面说成家系啊……」

  「家庭のラーメンを家系って言うなよ……」

  「我觉得伊势家的拉面这个意思没错啊？」

  「
    
     伊
    い
    
     勢
    せ家のラーメンという意味では間違えておらんと思うが？」

  　美姬这样说着，微微一笑。

  　そんなことを言ってニッコリと笑う美姫。

  　先不管家系什么的，家里应该还有两份中华面，而且还有剩下的汉堡肉用的绞肉……

  　何が家系なのかはいいとして、中華麺が二玉はあったはずだし、ハンバーグ用の
    
     合
    あい
    
     挽
    びき肉の残りがあったから……

  「做担担面吧」

  「
    
     担
    たん
    
     々
    たん
    
     麺
    めんでも作るか」

  「好！但是，要不辣！」

  「良き！　だが、
    
     辛
    からさ控えめで！」

  「好好」

  「はいはい」

  　虽然美姬不擅长吃辣，但我也不是不吃辣就不行的激进派，所以没问题。

  　辛いのが苦手な美姫だけど、俺も辛くないとダメっていう過激派じゃないから問題なし。

  　多加点牛奶吧。虽然用豆浆可能更正宗，但特意去买也太麻烦了。

  　牛乳多めに入れてかな。豆乳の方が本格的なのかもだけど、わざわざ買いに行くのはめんどくさいよな。

  「「我吃饱了」」

  「「ごちそうさまでした」」

  　我们俩一起拍拍胸口。

  　二人して胸元をパタパタと。

  　现在才想到，差不多快到梅雨季节了，吃担担面感觉有点不对。

  　今ごろになって思ったけど、そろそろ
    
     梅
    つ
    
     雨
    ゆっていう時期に担々麺ってズレてた気がするな。

  「兄长下午也要去ＩＲＯ吧？」

  「兄上も午後からＩＲＯへ行くのであろう？」

  「嗯，得做各种准备」

  「ああ、いろいろ準備しないとな」

  　我和美姬都沉迷于完全潜行VRMMORPG『Iris Revolution Online』，简称ＩＲＯ。

  　俺も美姫もハマっているフルダイブＶＲＭＭＯＲＰＧ『Iris Revolution Online』、通称ＩＲＯ。

  　只有我一个人（？）在无人岛开局，救了幼狼露比，驱逐了哥布林们，还打倒了区域头目红铠甲熊，确保了岛屿南侧的安全。

  　ただ一人（？）無人島スタートした俺は、
    
     仔
    こ
    
     狼
    ろうのルピを助け、ゴブリンたちを駆逐し、エリアボスのレッドアーマーベアも倒して、島の南側を確保できた。

  　哥布林们所在的洞窟连接着古代遗迹，遗迹深处有一扇需要『解锁密码』的门，我本来以为会卡在这里……

  　ゴブリンたちがいた洞窟から
    
     繫
    つながる古代遺跡の奥に『解錠コード』の必要な扉があって、詰んだかなと思ったんだけど……

  「你说准备，是差不多要往前进的意思吗？」

  「準備ということは、そろそろ先へ進むのか？」

  「我是这么打算的。山间小屋的装修也结束了，差不多该换一把新的主武器了吧？」

  「そのつもり。山小屋のリフォームも終わったし、メイン武器を新しくしたらかな？」

  「哦哦！你打算做什么样的武器？」

  「おお！　どのような武器を作るつもりなのだ？」

  「还没决定，不过我想做一把像爷爷常用的猎刀那样的武器。」

  「まだ決めてはないけど、じいちゃんがよく使ってる剣
    
     鉈
    なたみたいなのがいいかなって」

  　听到我这么说，美姬用温暖的眼神看着我。

  　俺のその言葉に生暖かい目をする美姫。

  「咦？不行吗？」

  「え？　ダメか？」

  「不，我觉得很有兄长的风格。不过我觉得，还是那种更能让中二心为之动摇的帅气武器比较好！」

  「いや、兄上らしいなと。我としては、もっとこう中二心を揺さぶるような、かっこいいやつが良いと思うのだが！」

  「驳回。我都已经是高中生了。」

  「却下。俺はもう高校生だっての」

  　虽然我觉得要是做了那种剑，斯薇可能会很高兴。

  　そういう剣を作ったら、スウィーが喜びそうな気がしなくもないけど。

  　在山间小屋附近的森林里遇到的妖精，美音给她取名为斯薇，不过她好像是妖精的女王。

  　山小屋の近くの森で遭遇したフェアリー、ミオンがスウィーと名付けてくれた彼女だけど、あれでもフェアリーの女王らしい。

  　她有时会通过神树去帮助本土的妖精们，有时又会突然出现在直播中，虽然总是被她耍得团团转，但观众们都很喜欢她。

  　神樹を通って本土のフェアリーたちを助けに行ったり、ライブに突然登場したりと振り回されっぱなしだけど、視聴者さんたちには大人気だ。

  「我这边是没什么问题，你那边怎么样？」

  「俺はいいとして、そっちはどうなんだ？」

  「世界任务结束后就平静下来了。啊，说起来，刚才好像发现了新的古代遗迹哦？」

  「ワールドクエストが終わってからは落ち着いたものよの。ああ、そういえば、先ほど新たに古代遺跡が見つかったそうだぞ？」

  「诶——」

  「へー」

  　地点在帝国的西北，安海姆领地的开拓地更北的地方。

  　場所は帝国の北西、アンハイム領って場所にある開拓地のさらに北なんだとか。

  　因为帝国开始内战，我还以为跟古代遗迹没有关系，看来是内战平息了。

  　帝国は内戦が始まっちゃったせいで、古代遺跡関連の絡みはないのかと思ってたけど、落ち着いたからってことか。

  　开拓地是接纳难民的地方，对那里的玩家而言是个好消息吧。

  　開拓地って難民受け入れてた場所なんだろうし、そこにいるプレイヤーたちには
    
     嬉
    うれしい話かな。

  「啊，世界任务中涌来的怪物就是从那里来的吗？」

  「あ、ワールドクエストで押し寄せてきてたモンスターってそこから来てたのか」

  「嗯嗯。」

  「うむうむ」

  　当时，我随便找了个理由说『调查大量袭来的怪物是从哪里来的』，作为寻找妖精的借口，没想到真的有那种地方。

  　あの時は、妖精を探す適当な理由として『大量に襲ってくるモンスターがどこから来るのか調査する』って話だったけど、本当にその場所があったってことだもんな。

  「是贝尔部长她们在王国西南部防卫的地方吗？那里没有发现吗？」

  「ベル部長たちと防衛してた王国の南西だっけ？　あそこには見つかってないのか？」

  「因为帮助了诺姆，所以好像不了了之了。」

  「ノームを助けたことで
    
     有
    う
    
     耶
    や
    
     無
    む
    
     耶
    やになってしまっておるようでの」

  「嗯？没有去找吗？」

  「ん？　探しに行ってないの？」

  「不，那边应该以奈特阁下和那里的公会为优先吧。」

  「いや、あちらはナット殿やあそこにいるギルドが優先されるべきであろう」

  「说得也是……」

  「そりゃそうか……」

  　那里是奈特和同伴们的公会所开拓的地方，美姬和贝露部长的『白银之馆』只是去帮忙而已。

  　あそこはナットと仲間たちのギルドが開拓した場所で、美姫やベル部長の『白銀の館』はヘルプに行ってただけだもんな。

  「白银之馆的主要地点是王国的西北部吧。那里果然是有矿床的古代遗迹吗？」

  「白銀の館のメインは王国の北西だっけ。そっちはやっぱり鉱床がある古代遺跡か？」

  　我记得第二层最深处的门是关着的，那里有可能已经打开了。

  　第二階層の最奥の扉が閉まっててみたいな話だった気がするけど、そこが開いたとかいう可能性がワンチャンありそう。

  「恐怕是。不过，感觉好像有点问题……」

  「おそらくの。だが、少々問題がありそうな気がしてのう……」

  「什么问题？」

  「何が？」

  「就是那个有翼人。」

  「例の有翼人よ」

  「啊——是那些很了不起的家伙吗……」

  「あー、なんか偉そうにしてた連中か……」

  　他们说要帮忙击退怪物，所以要我们低头，结果被蕾欧娜大人痛扁一顿后就回去了，是一群像小混混的家伙。

  　モンスターの撃退に力を貸すから頭を下げろとか言ったわりに、レオナ様にボコられて帰ったっていうチンピラみたいな連中。

  　结果，之后好像还是在某人的命令下前来帮忙……

  　結局、その後も誰かの命令で助力には来たらしいけど……

  「不过，你们还是会去看看吧？」

  「でも、見に行くんだろ？」

  「嗯，因为贝露阁下和蕾欧娜阁下都很感兴趣。不管怎么说，都必须采取行动。」

  「うむ、ベル殿もレオナ殿も乗り気ゆえの。いずれにしても、アクションを起こさねばなるまい」

  　应该不会不遇到吧。毕竟这就像故事任务一样。

  　遭遇しないってことはないだろうなあ。ストーリークエストみたいなものなんだろうし。

  　嗯——说到古代遗迹的矿床，我们岛上的遗迹就采到了魔银，感觉重要度很高……总觉得会有很多纠纷。

  　うーん、古代遺跡の鉱床っていうと、うちの島だと
    
     魔銀
    ミスリルが採れたりしたし、結構重要度高そうなんだよな。……なんかいろいろと
    
     揉
    もめそうな気がする。

  「这样啊。那么，我能说的只有，说不定会找到魔银矿石，所以要先做好各种准备。」

  「そっか。じゃあ、まあ、俺から言えるのは、ひょっとしたら
    
     魔銀
    ミスリル鉱石が見つかるかもしれないし、いろいろ根回ししとけよ」

  「你说什么！？」

  「なんだと!?」

 
  01　星期六　新武器！！

  01　土曜日　新武器!!

  「这边也在下雨啊……」

  「こっちも雨か……」

  　星期六中午。美音有课，所以完全是单人行动。

  　土曜昼。ミオンは習い事なので完全にソロ。

  　猎刀的制作留到晚上，海产也得等雨停，现在就来做木箱和藤篮吧。

  　剣鉈を作るのは夜にやるとして、海産物は雨が
    
     止
    やむのを待たないとだし、木箱とかつるかごを作ることにしよう。

  「汪。」

  「ワフ」

  「哎呀，露比，先吃饭吧。」

  「おっと、ルピ。先にご飯だな」

  「汪呜！」

  「ワフン！」

  　下雨天也能在土间做料理和陶艺，真是太好了。

  　雨が降っても土間で料理や陶工ができるようになって、ホント良かった。

  　对了，差不多该做个圆筒锅了。有了那个就能一次煮一大锅汤，分装到保存库的话，随时都能多一道汤品。

  　そういや、そろそろ寸胴鍋を作りたいところ。あれなら、どーんとまとめてスープを作れるし、小分けにして保存庫に入れとけば、いつでも一汁増やせる。

  　不过现在没有圆筒锅，所以就用灰鹿肉、雷克森和奇多普草炒蔬菜来吃。

  　とはいえ、今はそれもないので、グレイディアの肉に
    
     レクソン
    クレソン、
    
     キトプクサ
    ギョウジャニンニクと野菜
    
     炒
    いためにしていただく。

  　果然还是想要米饭，至少要有面包。要是北侧有小麦就好了……

  　やっぱりお米、せめて、パンが欲しい。北側に小麦とかあるといいんだけど……

  　总之先从木箱做起，我移动到仓库。

  　まずは木箱作りからってことで、蔵に移動。

  　由于要发出嘎吱嘎吱＆铿铿的声响，露比在家午睡。

  　ギコギコ＆カンカンやるよってことで、ルピは家でお昼寝。

  　如果天气好的话，它应该会去斯薇它们那边玩……不过菲雅莉族在下雨的时候会做什么呢？

  　天気が良ければスウィーたちのところに遊びに行くんだろうけど……フェアリーたちって雨降ってる時はどうしてるんだろ？

  　我一边想着这些事，一边从旧壁板中挑选状态比较好的……

  　そんなことを考えながら、旧壁板のうち、状態が悪くないものをチョイスして……

  　啊！我忘记要在一楼的转移魔法阵上放迷你柜子了。先做那个吧。

  　あっ！　一階の転移魔法陣の上にミニチェストを置くって話を忘れてた。先にそっちにしよう。

  　不需要讲究的造型，重视实用性就好。做个有抽屉的柜子应该就足够了。

  　凝った意匠はいらないので実用重視。棚に引き出しがついてる程度ので十分だよな。

  　我用绳子测量长度，然后用灰鹿角削成的木炭做标记。

  　ロープで長さを測って、グレイディアの角を削って作ったチャコで印をつける。

  　虽然不会像真的那样留下白线，但以用途来说已经足够了。

  　本物みたいに白い線がつくわけじゃないけど、用途としては足りてるのでよしということで。

  　长宽高各一米。我做了一个立方体的箱子……抽屉有两层就行了吧。我想不到要放什么东西。

  　縦横高さ一メートル。立方体みたいな箱を作って……引き出しは二つでいいか。入れる物がいまいち思いつかないんだよな。

  　现在需要收纳的东西，大概就是厨具之类的？不过，我开始觉得应该在土间做个餐具柜了。

  　今、収納が必要そうな物っていうと調理道具とか？　それはそれで土間に食器棚を作るべきな気がしてきた。

  　做完这个迷你柜子之后，接下来就做餐具柜吧……

  　このミニチェストを作り終わったら、次は食器棚にしよう……

  【木工技能的等级提升了！】

  【木工スキルのレベルが上がりました！】

  「哦，真幸运。这样就8级了！」

  「お、ラッキー。これで８！」

  　做完餐具柜之后，木工技能的等级提升了。

  　食器棚を作り終えたところで、木工スキルのレベルが上がった。

  　毕竟我用木工做了很多东西嘛。杯子、盘子、汤匙和筷子、弓的修补和箭矢。啊，斧柄、门和窗户也跟木工有关？然后还有迷你柜子和餐具柜。

  　木工で結構いろいろ作ったもんな。コップ、お皿、スプーンに箸、弓の補修に矢。あ、
    
     斧
    おのの柄とか扉や窓も木工が絡んでた？　そして、ミニチェストに食器棚。

  　在组装迷你柜子之前，幸好我注意到「如果在这里组装，不就没办法通过通往一楼的楼梯了吗？」……虽然吵醒了露比。

  　ミニチェスト、組み上げる前に「この場所で組み上げたら、一階への階段を通らないのでは？」って気づいて良かった……ルピを起こしちゃったけど。

  「嘿咻。」

  「よいしょっと」

  　我立起餐具柜，靠向山间小屋那边。

  　食器棚を立てて山小屋側に寄せる。

  　因为担心放在外面会沾上灰尘，所以我在上面加了双开门。幸好我有多做窗户用的合叶。

  　外置きすることで、
    
     土
    つち
    
     埃
    ぼこりなんかが心配だったので、上の方にだけ両開きの扉も付けた。窓用の
    
     蝶
    ちょう
    
     番
    つがいを余分に作ってあって良かった。

  　下面没有门，隔板也比较少。因为我想把准备做的圆筒锅放进去。

  　下の方には扉がなく棚板も少なめ。作ろうと思ってる寸胴鍋を収納したいので。

  「下面放点重物吧。〈石壁〉。」

  「ちょっと下に
    
     重石
    おもしでも置いとくか。〈石壁〉」

  　我在最下层的左右两边设置两块石壁砖。这样就不会被风吹倒了……应该。

  　最下段の左右に石壁ブロックを二つ設置。これで風に
    
     煽
    あおられて倒れるとかはない……はず。

  「汪。」「～～♪」

  「ワフ」「〜〜〜♪」

  「哦，是露比和斯薇。雨停了吗？」

  「お、ルピにスウィー。って、雨上がったんだな」

  　斯薇停在我的左肩，不时向我示意绿莓。我把放在道具栏里的自己吃的点心拿给它。

  　スウィーは左肩にとまって、ちらっちらっとアピールはグリーンベリーかな。インベントリに入れてあった自分用のおやつを渡す。

  　绿莓好像也顺利地生根了，感觉可以再种几棵小树。

  　グリーンベリーも無事に根付いたみたいだし、もう何本か若木を植え替えていい気がする。

  　不不不，先去海岸吧。我想补充鱼贝类和盐。

  　いやいや、先に魚介類。海岸行こう。塩も補充したいし。

  「去海岸吧。」

  「海岸まで行こうか」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　在煮海水制盐的期间，我潜水……终于拿到了昆布！

  　塩作りに海水を煮詰めてる間に素潜りして……
    
     遂
    ついに昆布をゲット！

  【提亚尔普】

  【ティアルプ】

  『生长在水深10米左右的大型海藻。

  『水深10メートル前後の場所に生える大きな海藻。

  　素材加工：干燥后可作为食材、调味料使用。』

  　素材加工：乾燥させることで食材、調味料として利用可能』

  　这样终于可以熬昆布高汤了！

  　これでやっと昆布だしが取れる！

  「噗哈！」

  「ぷはっ！」

  【潜水技能的等级提升了！】

  【潜水スキルのレベルが上がりました！】

  　啊，我还有潜水技能……

  　あ、潜水スキルも取ってたんだった……

  　然后，我又发现了虾子一样的生物，结果又被它逃掉了。我真是学不乖啊。

  　で、またエビっぽいのを見つけて逃げられる始末。学習しないなあ、俺。

  「鱼叉也得做才行……」

  「ヤスも作らないとだった……」

  　露比和斯薇在岸边开心地玩耍。

  　ルピとスウィーは波打ち際で楽しそうに遊んでいる。

  「差不多可以了吧。」

  「そろそろいいか」

  　我将昆布收起来，继续制盐。

  　昆布を収納して塩作りに戻る。

  　用魔法一口气把海水烘干怎么样？虽然我这么想过，但感觉会消耗掉很多MP，所以还是算了。

  　海水を一気に魔法で乾燥させれば？　と思ったけど、とんでもなくＭＰ消費しそうなので却下。

  　如果能轻松做到那种事，普通的魔术士早就这么做了。

  　それが難なくできるくらいなら、普通の魔術士がもうやってるだろうし。

  「好，这个量应该没问题。〈干燥〉」

  「よし、これくらいなら行けるかな。〈乾燥〉」

  　虽然冒出来的盐还残留着水分，但只要消耗干燥帕普果实的MP量，就能得到干净的盐。真方便。

  　もこもこと現れた塩にはまだ水分が残ってるけど、パプの実を乾燥させるぐらいのＭＰ消費で綺麗な塩に。便利便利。

  　我打开菜单确认现实时间……现在是下午四点前。

  　メニューを開いてリアル時間を確認すると……午後四時前か。

  　感觉还有时间做些简单的锻造……啊！

  　鍛冶で簡単なものを作るぐらいの時間はありそうだけど……あっ！

  「斯薇。我想做个新的盾牌，你能帮我找些适合间伐的帕普树吗？」

  「スウィー。盾を新しくしたいんだけど、間伐して良さそうなパプの木を教えてくれる？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『原来如此。所以你才把魔银矿床的事情告诉了赛丝酱啊。』

  『なるほどです。それで、セスちゃんに
    
     魔銀
    ミスリル鉱床のこと、話したんですね』

  「嗯。正好是个机会。」

  「うん。ちょうど良かったし」

  　星期六晚上。平时的话会开直播，但因为下周一开始就会公布考试成绩，所以到那之前都算是『考试期间』，不会开直播。

  　土曜の夜。いつもならライブをやるけど、週明けにテストの結果が返ってくるまでは『テスト期間中』ということでライブはなし。

  　明天终于要尝试那个『解锁密码』的门了，为了做好准备，我打算制作新的主武器和盾牌。

  　明日はいよいよ例の『解錠コード』の扉を試すので、それに備えるためにもメイン武器、そして盾を新しく作る予定。

  「汪。」

  「ワフ」

  「嗯，小心点哦。」

  「ん、気をつけてな」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　我在丁字路口和露比、斯薇、菲雅莉们分开。它们好像要去西南森林玩。

  　丁字路でルピ、スウィー、フェアリーたちと別れる。あっちは南西の森に遊びに行くっぽい。

  　至于我——

  　俺はというと、

  「先确认矿床吧。照明。」

  「まずは鉱床の確認かな。明かりを」

  　在光精灵的照明下，我走下采掘场的楼梯。

  　光の精霊に照らしてもらいつつ、採掘場の階段を下りる。

  　我环顾四周，手能触及范围的采掘点好像都复活了……

  　ぐるっと見回すと、手の届く範囲の採掘ポイントは復活しているみたいだけど……

  「唔，魔银的采掘点没有复活啊……」

  「うーん、
    
     魔銀
    ミスリルの採掘ポイントは復活してないな……」

  『是不是再也采不到了？』

  『二度と採れないんでしょうか？』

  「不，采掘点本身还在，感觉要几天才会复活吧。」

  「いや、ポイント自体は残ってるみたいだし、復活に数日かかるって感じじゃないかな」

  　在那之前，得好好珍惜现有的魔银铸块。

  　それまでは、今ある
    
     魔銀
    ミスリルインゴットを大事に使わないとだよな。

  　铁矿石已经够了，今天可以不用采掘。

  　鉄鉱石は足りてるので、今日のところは採掘はなしでいいだろう。

  「不过，猎刀还是铁比魔银好。」

  「まあ、剣鉈は
    
     魔銀
    ミスリルよりも鉄の方がいいかなって」

  『因为会缺角吗？』

  『やっぱり欠けたりするからですか？』

  「这也是原因之一，不过猎刀稍微重一点比较好。」

  「それもあるんだけど、剣鉈ってちょっと重いぐらいの方がいいからね」

  　我打开右手边的锻冶场门，拿起滚落在里面的铁铸块和魔银铸块各一个。

  　右手に見えた鍛冶場の扉を開け、奥に転がしてある鉄インゴットと
    
     魔銀
    ミスリルインゴットを一つずつ手に取る。

  「魔银很轻，不适合用来制作像猎刀这种靠重量来砍断的武器」

  「
    
     魔銀
    ミスリルって結構軽くって、なんかこう剣鉈みたいに重みで断ち切るやつには向いてないんだよ」

  　如果想让魔银和铁有同样的重量，就必须是铁的两倍大小，那已经算是长剑了。

  　
    
     魔銀
    ミスリルで鉄と同じ重さにしようとすると、倍ぐらいの大きさにしなきゃいけなくて、それはもう長剣なんじゃっていう。

  　要控制在合适的重量很难，考虑到这一点，每次STR上升的时候都要调整？　这问题……

  　程よく重くてっていう加減が難しいんだけど、それ考えるとＳＴＲ上がるたびに調整？　っていう問題が……

  『盾也是吗？』

  『盾もですか？』

  「盾果然要轻而坚固，所以我想用魔银……」

  「盾はやっぱり軽くて堅くて、だから
    
     魔銀
    ミスリルを使いたいところだけど……」

  『先试做吧』

  『まずは試作からですね』

  「嗯」

  「うん」

  　还有大小和形状的问题，果然还是得先把盾技能提升到一定程度。

  　大きさやら形なんかもあるし、やっぱり盾スキルをある程度上げてからだよな。

  【锻冶技能的等级提升了！】

  【鍛冶スキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您』

  『おめでとうございます』

  「谢啦」

  「さんきゅ」

  　我按照锻冶技能辅助的指示，制作了可以投掷的猎刀……刀尖感觉有点大。算了，总之先鉴定……

  　鍛冶のスキルアシストさんに従って、投げられる剣鉈って感じで作ってたら……少し刃先が大きい感じになってしまった。まあ、ともかく鑑定……

  【高质量的猎刀】

  【高品質な剣鉈】

  『单手使用的猎刀。高质量。攻击力＋41。

  『片手持ちの剣鉈。高品質。攻撃力＋41。

  　短剑：单手武器。投掷：可投掷。伐木：可砍伐一定程度大小的树木』

  　短剣：片手持ち武器。
    
     投
    とう
    
     擲
    てき：投擲可能。伐採：ある程度の大きさまでの木を切ることが可能』

  「攻击力好高！」

  「攻撃力高！」

  　攻击力接近双手斧了。

  　何気に
    
     両
    りょう
    
     手
    て
    
     斧
    おのに近い攻撃力だよな。

  　不过，看上去也很凶恶……

  　まあ、見ため的にも凶悪そうだけどさ……

  『不做一个刀鞘的话很危险……』

  『
    
     鞘
    さやを作らないと危なそうです……』

  「是啊。和小盾一起做吧」

  「だね。それはまあ小盾と一緒に作るよ」

  　小盾和刀鞘的材料，我白天的时候就准备好了，现在正放在洞窟里。

  　で、小盾と鞘の材料は、昼のうちに確保して洞窟に転がしてある。

  　我走出房间，拿起堆在洞窟一角的那根五十公分左右的歪曲圆木，然后回到锻冶场。

  　部屋を出て、洞窟の端に積まれているそれ。五〇センチほどのちょっと
    
     歪
    ゆがんだ丸太を持って鍛冶場へと戻る。

  『这是密林那边的树吗？我听说歪歪扭扭的很难用』

  『密林の方の木ですか？　歪んでて使いづらいって聞きましたけど』

  「虽然很难用来做房屋的柱子和直直的木板，不过帕普木可是很硬的」

  「家の柱とかまっすぐな板にはしづらいけどね。でも、このパプの木は堅いよ」

  　帕普木，也就是柿子树，又叫帕西蒙，高尔夫球杆也是用它做的。

  　パプの木、つまり、柿の木はパーシモンと呼ばれて、ゴルフクラブとかにも使われてたはず。

  『诶？你把帕普木砍下来了吗！？』

  『え？　パプの木を切っちゃったんですか!?』

  「嗯。我跟斯薇酱商量过，砍下了适合间伐的树」

  「うん。スウィーにちゃんと相談して、切った方がいいやつを間伐したから」

  『间伐？』

  『かんばつ？』

  　美音好像没听懂，不过这确实是个不常见的词。我也是爷爷教过我才懂的。

  　ミオンがピンと来てないっぽいけど、普通は聞かない言葉だよなと。俺もじいちゃんに教わってたから知ってるだけだけど。

  　树木之间如果生长得太近，就会互相争夺地下的营养，其中一方还会被遮住阳光，有很多不好的影响。为了避免这种情况，就要把其中一方砍掉。

  　木同士、近い場所に生えてると、地中の栄養を取り合うし、片方が日陰になるしと良くないことが多い。それを避けるために、どっちかを間引くってだけの話。

  　在植树造林的时候好像很常见，不过这方面我也不太懂。

  　植林とかしてると普通らしいけど、その辺はよくわからない。

  　这次我砍掉了被遮住阳光的那棵稍微小一点的树。所以，这根木头感觉不是太粗壮。

  　今回は、日陰側の少し小さい方の木を切らせてもらった。なので、あんまり立派でもない感じ。

  『翔君，你太博学了……』

  『ショウ君、物知りすぎです……』

  「不，我想公会里负责园艺的人应该知道吧？」

  「いや、多分、ギルドの園芸してる人とかも知ってると思うよ？」

  　迪……什么的……

  　ディ……なんとかさん……

  　我只记得仁培师父和真白姐的朋友希兹小姐的名字。

  　名前覚えてるの、ジンベエ師匠と
    
     真
    ま
    
     白
    しろ姉の友だちのシーズンさんだけだな。

  『用帕普的木材先做盾牌吧。』

  『そのパプの木材で、まずは盾ですね』

  「嗯。我本来以为只要切成圆片就能马上做出来，结果没那么简单。」

  「うん。輪切りにすればすぐかなって思ってたけど、そんな簡単じゃなかったよ」

  　在制作过程中，我透过赛丝看了师父的小盾。

  　作るにあたって、セス経由で師匠の小盾がどうなのか見せてもらった。

  　他有好好地意识到木头的纤维，而且铁框架也牢牢地固定住。

  　しっかりと木の繊維を意識して配置し、かつ、鉄のフレームがそれをガッチリとホールドしてるっていう感じ。

  　说到底，如果直接使用圆片，就会像劈柴一样裂开……

  　そもそも輪切りをそのまま使ったら、
    
     薪
    まき
    
     割
    わりみたいにぱっかり割れるよな……

  『翔，制作前先取得盾牌技能。』

  『ショウ君、作る前に盾のスキルを』

  「啊，糟糕。差点又忘了。谢啦。」

  「あ、やべ。また忘れるとこだった。さんきゅ」

  　我用1SP取得盾牌技能。

  　盾スキルを１ＳＰでポチッと取得。

  　如果这样能多少得到一些加成就好了……会怎样呢？

  　これで多少なりとも補正が入ってくれればだけど……どうかな？

  　就这样，我做了各种尝试，终于……

  　そんなわけで、小盾作りをあれこれやって、ようやく……

  「做好了。真是费了我好大一番工夫。」

  「できた。めちゃくちゃ苦労したなあ」

  『好厉害！和我想象的完全不一样！』

  『すごいです！　想像してたのと全然違いますね！』

  「技能辅助大显身手，我太得意忘形了……」

  「スキルアシストが大活躍なんだけど、調子に乗ってやりすぎた……」

  　是多亏了木工技能的等级吗？　我为了弥补弱项和不足之处，不知不觉就做出了大型的小盾？　这已经不是小盾了吧？

  　木工のスキルレベルのおかげ？　ここが弱いとか足りないとかそういうのに対応してると、いつの間にか大きな小盾？　これもう小盾じゃなくない？

  【优质圆盾】

  【良質な円盾】

  『用木材，铁，兰吉野猪的皮革制作的圆盾。优质品。防御力＋28。

  『木材、鉄、ランジボアの革で作られた円盾。良品。防御力＋28。

  　盾：可装备』

  　盾：装備可能』

  「从小盾变成了圆盾。不过，尺寸有点搞错了」

  「小盾じゃなくて円盾になってた。まあ、サイズちょっとミスったもんなあ」

  　我本来是打算做成从手肘到手掌的大小，但加上铁的外框之后，就变成了从上臂到手掌的大小。

  　肘から手のひらまでの大きさのつもりでいたんだけど、そこからさらに鉄の外枠もつけてってやってるうちに、二の腕から先ぐらいまでになってしまった。

  『看起来很不错，但是你拿得动吗？』

  『すごく良さそうですけど、持てますか？』

  「嗯，我拿拿看」

  「ん、ちょっと持ってみるか」

  　把手臂穿过皮带……虽然很重，但应该没问题吧？　还好我有把能力值的STR提升得高一些。

  　ベルトに腕を通して……ずっしりは来るけど、まあまあ問題ないかな？　ステータス、ＳＴＲ多めに上げといて良かった。

  　可能是多亏了贴在背面的兰吉野猪的皮革，把皮带勒紧之后，感觉很合身。

  　裏に貼ったランジボアの革のおかげか、ベルトをキツめに締めるといい感じのフィット感。
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  「然后，我拿着猎刀。嗯，平衡性正好」

  「で、こっちは剣鉈を持つ。うん、バランス的にちょうどいいか」

  　我姑且确认了一下周围，然后试着挥舞猎刀。

  　一応周りを確認してから、剣鉈を振り回してみる。

  　……握柄再长一点会更好吧。只有木柄的话，感觉会滑出来，有点可怕。用灰鹿的皮革缠一下吧。

  　……グリップがもう少しあった方がいいかな。木の柄だけだと、すっぽ抜けそうで怖い。グレイディアの革でも巻くか。

  「嗯，可以！接下来就是握柄和刀鞘了！」

  「うん、行ける！　あとはグリップと鞘！」

  『正好还剩一个小时』

  『ちょうどあと一時間ぐらいです』

  「太好了。这样明天应该能挑战了。」

  「良かった。これで、明日はチャレンジできそう」

  『是啊！』

  『ですね！』

  　SP的剩余量也减少了，差不多该升级了。

  　ＳＰの残りも減ってきたし、そろそろまたレベルアップしたいところ。

  　总觉得赛斯的角色等级已经15级，比我高3级，贝露部长好像已经17级了。

  　なんか、セスはもうキャラレベル15とかで俺より三つ上だし、ベル部長に至っては17らしいし。

  　蕾欧娜大人差不多要到等级上限20级了吧？

  　そろそろレオナ様とかレベルキャップの20になるんじゃないのかな？

  　话说回来，那个采掘场所在的古代遗迹怎么样了？

  　そういや、例の採掘場がある古代遺跡はどうだったんだろう。

  　因为有可能找到魔银矿床，所以和赛斯说了，如果真的找到了，应该会引起不小的骚动吧……

  　
    
     魔銀
    ミスリル鉱床が見つかるかもってことで、セスには話したけど、本当にそうだったら、ちょっとした騒ぎになってそうだよな……

 
  02　星期日　门的另一侧

  02　日曜日　扉の向こうに

  『今天重新探索吗？』

  『今日改めて、ですか？』

  「好像是。」

  「らしいよ」

  　昨天，赛丝他们前往阿梅拉领地前方的古代遗迹，打开了第二层最深处的门，进入了第三层。

  　昨日、アミエラ領の先にある古代遺跡に向かったセスたちは、例の第二階層最奥の扉を開き、第三階層へと進めたらしい。

  　不过，前方有许多从未见过的怪物，让他们陷入苦战。

  　けど、その先では見たことのないモンスターが多くて大苦戦。

  　赛丝大小的蘑菇怪物【绒菇】，以及毛毛虫怪物【玛布毛虫】让他们感到棘手，最后只能撤退。

  　セスほどの大きさもあるキノコモンスター【ネルファンガス】や、芋虫モンスターの【マブルキャタピラー】なんかに手を焼いて、撤退する羽目になったそうだ。

  『虫子真讨厌……』

  『虫は嫌ですね……』

  「我也很怕……」

  「俺も苦手……」

  　而且，它们似乎相当强。

  　しかも、結構というか、かなり強かったらしい。

  　绒菇会散布毒粉（胞子？），玛布毛虫会吐出粘性丝线……感觉很麻烦。

  　ネルファンガスは毒の粉（胞子？）を
    
     振
    ふり
    
     撒
    まくし、マブルキャタピラーは粘着性の糸を吐くんだとか……めんどくさそう。

  『找到魔银了吗？』

  『
    
     魔銀
    ミスリルは見つかったんですか？』

  「嗯。不过，只够做一把小刀……」

  「うん。ただ、ナイフ一本作れるかってぐらいだってさ……」

  　找到的采掘点几乎都是铁，偶尔是银，极少是魔银。

  　見つけた採掘ポイントはほとんどが鉄。
    
     稀
    まれに銀。ごく稀に
    
     魔銀
    ミスリルだったとのこと。

  　即使如此，能挖到魔银的消息还是引起了一阵骚动……

  　それでも、
    
     魔銀
    ミスリルが掘れるって話で大騒ぎになってるそうで……

  　看来还是暂时隐瞒这座岛的魔银采掘点比较好。

  　やっぱり、この島の
    
     魔銀
    ミスリル採掘ポイントのことは、しばらく隠した方が良さそう。

  『希望门的另一侧没有那种东西。』

  『扉の先にそういうのがいないといいんですけど』

  「嗯，就算有也不奇怪。」

  「まあ、いても不思議じゃないかな」

  　走下楼梯后，左手边就是那扇需要『解锁密码』的门。

  　階段を下りきったところで、左手には例の『解錠コード』の扉。

  　虽然已经要进入这扇门的另一侧了，不过刚才那些话，其实应该在进去之前问才对。虽然现在说这些也太晚了。

  　いざ、この扉の向こうへなんだけど、その前に聞く話じゃなかったよな。今さらなんだけど。

  　不过，我已经做好了准备。

  　ただ、しっかり準備はした。

  　腰间挂着猎刀和治愈药水。左手拿着圆盾。

  　腰には剣鉈とヒールポーション。左手には円盾。

  　复合铠也把被红铠甲熊弄出的伤痕修好了。

  　複合
    
     鎧
    よろいはレッドアーマーベアに付けられた傷も直した。

  　用红铠甲熊的皮革制作的斗篷和靴子，虽然已经破损但性能还在，应该能成为充分的战斗装备。

  　そのレッドアーマーベアの革から作ったマント、ブーツが壊れ性能だし、十分戦える装備になってるはず。

  「汪！」

  「ワフ！」

  「嗯。」

  「うん」

  　最重要的是有露比在。不过，我担心的是……

  　何よりルピがいる。けど、心配なのは……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　坐在我的左肩上，晃着脚的斯薇。

  　俺の左肩に座って足をぷらぷらさせてるスウィー。

  　虽然我问了好几次她到底要不要跟来，但她拍了拍胸脯，表示「交给我吧」。

  　本当についてくるのか何度も聞いたんだけど、胸をドンと
    
     叩
    たたいて「任せろ」というアピール。

  「如果真的有危险，你要逃走哦？」

  「本当にやばくなったら、逃げてくれよ？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　这家伙竟然竖起大拇指……

  　サムズアップしやがったこいつ……

  　露比最坏的情况就是重新复活，不过斯薇就不知道会怎么样了。

  　ルピは最悪リスポーンするからいいんだけど、スウィーはどうなんだろ。

  　我想起之前半兽人差点把妖精一口吞掉的场面，连忙摇了摇头。

  　前にオークがフェアリーをパクっとしそうになったのを思い出してしまい、慌てて頭を振る。

  　接下来就要面对挑战了，不应该往坏处想。

  　これからってのに、悪い方に想像するのは良くないな。

  『翔？』

  『ショウ君？』

  「没事。那么，开门吧。」

  「大丈夫。じゃ、開けるか」

  　我伸手触碰门。

  　扉に手を触れると、

  【已确认到受祝福者的访问。请输入解锁密码】

  【祝福を受けし者のアクセスを確認しました。解錠コードを入力してください】

  「4725」

  「４７２５」

  【解锁密码正确。要解锁吗？】

  【解錠コードが合致しました。解錠しますか？】

  　幸好密码是对的。要是搞错了，那可就成笑话了。

  　合ってて良かった。これで間違えてたらギャグだよな。

  「是」

  「はい」

  　我回答之后，用双手用力推开大门……嗯？

  　そう答えてから、両手でグッと扉を押し開け……ん？

  「好暗啊。照明」

  「暗いな。明かりを」

  　我拜托光精灵，让光线迅速照亮门的另一边……

  　光の精霊にお願いし、明かりがすうっと扉の向こうを照らし出すと……

  『呀！』

  『きゃ！』

  「真的假的……」

  「マジかよ……」

  　发出喀嚓喀嚓的干涩声音，踩着缓慢步伐朝这边靠近的，是披着破布的骷髅。

  　がしゃりがしゃりと乾いた音をたて、ゆっくりとした足取りでこちらへと近づいてくるのは、ぼろぼろの布を
    
     纏
    まとったスケルトン。

  　没想到会在这里跟不死者战斗。

  　まさか、ここでアンデッドと戦うことになるとは思わなかった。

  「糟糕。这下只能用魔法强行突破了吗？」

  「しまったな。これ、魔法で押しきるしかないのか？」

  　光是照亮可见的范围，就有五只以上的骷髅。

  　照らされて見える範囲だけでも、五体以上のスケルトンがいる。

  　虽然动作缓慢，看起来很弱，但问题在于猎刀能不能造成伤害。

  　動きは遅いし弱そうなんだけど、剣鉈でダメージ入るのかっていう問題が。

  「〈石砾〉！」

  「〈
    
     石
    いし
    
     礫
    つぶて〉！」

  　其实我很想用火球，但这里是地下通道，所以要自重。

  　本当なら火球を使いたいところだけど、地下通路内なので自重。

  　散弹飞出的石砾，将最前面的骷髅上半身打得粉碎。

  　散弾で飛んでいった石礫が、先頭にいたスケルトンの上半身を粉々にする。

  「只要打碎就没问题了……」

  「砕ききれば大丈夫っぽいけど……」

  　其他骷髅越过没有起身的骷髅，朝这边靠近。

  　起き上がってこないそれを追い越して、別のスケルトンが近寄ってくる。

  　这应该不是无限涌出吧？

  　これって無限湧きとかじゃないよな？

  『要暂时撤退吗？』

  『いったん引きますか？』

  「不，机会难得，我想用用看猎刀和圆盾。」

  「いや、せっかくだし、ちょっと剣鉈と円盾も使ってみたい」

  　对手看起来很弱，感觉是个提升盾技能的好机会。

  　相手が弱そうだし、盾スキルを上げるチャンスな気がする。

  　问题在于要打倒多少才够……

  　問題はどれくらい叩き潰せばいいのかだけど……

  「露比，麻烦你支援。」

  「ルピ、フォロー頼むな」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我想尽可能制造一对一的状况，所以拜托露比拖住剩下的敌人。

  　できるだけ一対一の状況を作りたいので、ルピには残りの足止めをお願いする。

  　接下来只要慢慢打倒它们就行了。

  　あとはコツコツ潰していけばいいはず。

  　我从刀鞘中拔出猎刀，摆好架势。

  　剣鉈を鞘から抜いて構えて、

  「好，上吧！咕呃！」

  「よし、やるか！　ぐえっ！」

  　就在我鼓起干劲的时候，斯薇拉了拉我的坠饰。

  　意気込んだところで、スウィーにペンダントを引っ張られる。

  『斯薇酱！？』

  『スウィーちゃん!?』

  「等等！你干嘛啊！」

  「ちょっ！　何するんだよ！」

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「哎，精灵石？啊，给精灵的？」

  「え、精霊石？　あ、精霊に？」

  　不过，借助光精灵和树精灵的力量，真的能派上用场吗？

  　とはいえ、光の精霊と
    
     樹
    きの精霊に力を借りてなんとかなるものなのかな。

  　好吧，试试看吧……

  　まあ、やってみるか……

  「拜托支援了。」

  「援護頼む」

  　我用手扶着坠饰这么说道，随后全身——包括猎刀和圆盾在内，都被淡淡的绿光所笼罩。

  　手を添えてそう伝えると、全身が、剣鉈と円盾も含めて、淡い緑の光に包まれる。

  　这是强化效果吧？虽然很想立刻打开菜单确认状态，但骷髅已经逼近到眼前了。

  　これってバフだよな？　今すぐメニューを開いてステータスを確認したいところだけど、もうすぐ近くまでスケルトンが近寄ってきてる。

  「斯薇，躲进兜帽里！」

  「スウィーはフードに入ってて！」

  　我这么说着，向前踏出一步，使出袈裟斩！

  　そう伝え一歩踏み出して
    
     袈
    け
    
     裟
    さ
    
     斬
    ぎり！

  「哎！」

  「えっ！」

  　手感比想象中还要轻，我砍断了骷髅的锁骨，顺势将肋骨也砍断了。

  　思った以上に手応えなく、スケルトンの鎖骨を叩き切り、そのまま
    
     肋
    ろっ
    
     骨
    こつをスッパリと叩き割る。

  　位于身体中央附近的漆黑魔石滚落在地，失去颜色后，骷髅完全四分五裂地崩塌了。

  　体の中央付近にあったどす黒い魔石がぽろっと転び落ち、そのまま色を失うと、スケルトンは完全にバラバラになって崩れ落ちた。

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「真的假的。精灵的增益效果好强啊……」

  「マジかよ。精霊のバフが強いんだよな、これ……」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「哦，下一个！」

  「おっと、次！」

  　这完全就是个作业游戏了……

  　これはもう完全に作業ゲーなんじゃ……

  「呼，全部收拾干净了吗？」

  「ふう、全部片付いたかな？」

  　到底打倒了多少骷髅呢。

  　スケルトン、何体倒したんだろう。

  　二十之后就没再数了，不过打倒了这么多，角色等级却没有提升。

  　二〇から先はもう数えてないんだけど、結構な数倒した割にはキャラレベルは上がらず。

  　虽然盾技能升到了3……难道骷髅本身和哥布林一样弱吗？

  　一応、盾スキルが３になったけど……スケルトン自体がゴブリン並みに弱いのか？

  『翔君，你好厉害！』

  『ショウ君、すごかったです！』

  「啊啊，嗯。厉害的不是我，应该是精灵吧？」

  「ああ、うん。俺っていうか精霊がすごかったんじゃないかな？」

  　对了！确认一下状态……

  　そうだ！　ステータスを確認……

  　果然，名字旁边写着【精灵的加护（光・树）】。

  　やっぱりというか、ネームの横に【精霊の加護（光・樹）】と書かれている。

  　MP消耗了四成左右？感觉攻击和防御时会消耗，所以碰到骷髅后就减少了。

  　ＭＰの消費は四割ぐらい？　攻撃や防御した時に消費があった気がするので、スケルトンに触れると減ってたって感じかな。

  「谢谢。已经没事了。」

  「ありがとう。もう大丈夫」

  　我这么说完，淡淡的光芒缓缓消失，MP开始迅速恢复。

  　そう伝えると、淡い光がゆっくりと消え、ＭＰがもりもりと回復し始める。

  　要是没有这件斗篷，可能就撑不住了……

  　このマントなかったらキツかったかもな……

  「汪。」

  「ワフ」

  「也谢谢露比。」

  「ルピもありがとな」

  　我一边蹲着摸露比，一边注意感知气息……好像没问题。

  　しゃがんでルピをモフりつつ、気配感知に気を回す……大丈夫そう。

  『突然出现骷髅吓了我一跳』

  『いきなりスケルトンはびっくりしました』

  「美音，你下意识发出的声音很可爱哦」

  「ミオン、思わず素の声出てて
    
     可
    か
    
     愛
    わいかったよ」

  『呜呜……』

  『ぅぅ……』

  　不过，我也吓了一大跳，如果那是僵尸的话我应该会尖叫吧。话说，僵尸的话会有腐臭味吗？完全潜行的腐臭味感觉会很难受……

  　まあ、俺もめっちゃビビったし、あれがゾンビだったら悲鳴あげてただろうなあ。っていうか、ゾンビだったら腐臭がするのか？　フルダイブで腐臭はキツそう……

  「不过，为什么会出现骷髅呢？」

  「それにしても、なんでスケルトンなんだろ？」

  『会不会是哪里有坟墓？』

  『どこかにお墓があるとかでしょうか？』

  「原来如此」

  「なるほど」

  　既然都变成骨头了，那应该是很久以前的事。不过，比写下那篇记录的人要晚吧。也就是说，那个人去支援之后发生了什么的可能性很高？

  　骨になるくらいだから随分前。でも、あの記録を書いた人よりは後だよな。となると、あの人が応援に向かった後に何か起きた可能性が高いか？

  　散落着四分五裂的骨头，不知道原本是什么的破布，失去颜色的魔石……虽然感觉不太舒服，姑且还是鉴定一下。

  　バラバラになった骨、元がどうだったか不明なボロ布、色を失った魔石があちこちに散らばっていて……あまり気分は良くないけど、一応、鑑定。

  【骷髅的骨头】

  【スケルトンの骨】

  『骷髅的骨头。失去作为核心的魔石，真正死亡。

  『スケルトンの骨。核となる魔石を失い、真の死に至った。

  　工艺：可作为素材利用』

  　細工：素材として利用可能』

  「不，用骷髅的骨头做工艺有点……」

  「いや、さすがにスケルトンの骨で細工はちょっと……」

  　破布就是普通的破布。魔石的话，净化之后或许能用，不过现在还有兰吉野猪的魔石……

  　ボロ布はただのボロ布。魔石はまあ浄化すれば使えるかもだけど、今のところはランジボアの魔石とかあるしなあ……

  「算了，时间宝贵，继续前进吧」

  「いいや、時間もったいないし、先へ進むか」

  『好的』

  『はい』

  「汪！」

  「ワフ！」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　我们越过骷髅的残骸继续前进，没过多久就来到了十字路口。

  　スケルトンの残骸を乗り越えて先へと進むと、ほどなくして十字路に到達した。

  　正面是笔直的通道。左侧是下楼的楼梯，右侧是上楼的楼梯。

  　まっすぐ正面に続く道。左側は下り階段、右側は上り階段。

  「唔，该往哪边走呢」

  「うーん、どうしたもんだかな」

  『那篇「记录」里不是写着北侧的门也锁上了吗？』

  『あの「記録」には北側の扉もロックしてるようなことを書いてませんでしたか？』

  「啊，说起来是这样。我记得上面写着南北的门都锁上了」

  「あー、そういやそうか。南北の扉をとか書いてあった気がする」

  　如果继续往前走，应该就会遇到那扇门。那边可能也有骷髅？

  　このまま行ったら、その扉があるはずだよな。そっちにもスケルトンいるかも？

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯？啊，右边比较好吗？」

  「ん？　ああ、右がいいの？」

  　露比像是在说这边一样，把脚放在右侧的上楼楼梯上。

  　ルピがこっちって感じで右側の上り階段に足をかける。

  　我也没有异议，要走的话就先往上走吧？是叫控制室来着？我不觉得那个地方会在下面。

  　特に異論もないし、行くなら先に上へかな？　あの記録に書いてあった制御室だっけ？　それが下の方にあるとは思えないし。

  『露比酱知道吗？』

  『ルピちゃん、わかるんでしょうか？』

  「不知道。不过，控制室应该是在这边吧」

  「どうなんだろ。でも、制御室ってところはこっちなんじゃないかな」

  　上面是控制室，下面是动力室，这样比较符合印象。虽然这只是我的一厢情愿。

  　上は制御室、下は動力室の方がそれっぽいイメージ。勝手な思い込みだけど。

  　我们沿着楼梯上了一层楼，然后直接来到了通往东边的通道……

  　階段を一階分ぐらい上がると、そのまま東に続く通路となっていて……

  「哇，这是」

  「うわ、これって」

  『好像部长在古代遗迹塔里用过的电梯』

  『部長が古代遺跡の塔で使ったエレベーターみたいですね』

  「是啊」

  「だよなあ」

  　电梯风格的传送装置。这个还能用吗？

  　エレベーター風の転送装置。これ動いてるのかな？

  『怎么办？』

  『どうしますか？』

  「能动的话就试试吧。感觉只有这个能让我们继续往前走」

  「動いてるなら試すよ。この先に行けそうなの、これしかないんだろうし」

  　电梯风格的门右侧有一个同样电梯风格的按钮。

  　まんまエレベーターな扉の右側には、これまたエレベーターなボタンが一つ。

  「能动吗？」

  「動くかな？」

  　我小心翼翼地按下了按钮，随后门微微发光。

  　そのボタンを用心しつつもポチっと押すと、うっすらと光った後に、

  　叮　噗咻……

  　チーン　プシュゥゥ……

  　然后门就随着声音左右滑开。

  　という音がして扉が左右にスライドして開く。

  『真的是电梯呢』

  『本当にエレベーターですね』

  「能动真是太好了」

  「動いてて良かったのかなあ」

  　电梯里似乎能容纳十个人。

  　一〇人は乗れそうなエレベーター内。

  　露比在我脚边，斯薇也从兜帽里探出头来，似乎都在关注着我的下一步行动。

  　ルピは足元で、スウィーもフードから顔を出して、俺の次の行動に注目している様子。

  　电梯里的面板上只有一个按钮。也就是说只能去终点吗。

  　中のパネルにはボタンが一つ。要するに終点にしか行けないってことか。

  　没过多久门就关上了，不过没有听到贝露部长那时的公告。是业务用电梯吗？

  　ほどなくして扉が閉まるが、ベル部長の時に聞いたアナウンスはなし。業務用エレベーター？

  「走吧」

  「行こうか」

  「汪」

  「ワフン」

  　我按下按钮，随后身体有一瞬间飘起来的感觉，紧接着——

  　ボタンをポチッと押すと、一瞬だけ体が浮いたような感覚があって、次の瞬間に、

  　叮　噗咻……

  　チーン、プシュゥゥ……

  「哎？啊，是后面吗！」

  「え？　あ、後ろか！」

  　电梯门在我们进来时的另一侧打开了。偶尔会有这种电梯呢。

  　入ったのと反対側が扉になって開いた。たまにこういうエレベーターあるよな。

  「虽然到了，不过这是……」

  「着いたはいいんだけど、これは……」

  　走出电梯，前方是往东延伸的通道，不过前方似乎发生了土石流？不对，是崩塌吗。破裂的天花板重叠在一起，上面有大块岩石堵住了路。

  　エレベーターを降り、そのまま東へと続く通路の先は土砂崩れ？　いや崩落ってやつかな。割れた天井が重なり、その上には大きな岩があって道を塞いでいる。

  『感觉有点难办呢……』

  『これはちょっと無理な気がします……』

  「算了，反正迟早要来确认的，无所谓……露比？」

  「まあ、いずれは確認に来ただろうし、別にいいんだけど……ルピ？」

  　露比轻快地沿着右侧墙壁走到崩塌处前方，然后看向我。

  　するすると右側の壁沿いを崩落場所の手前まで進んだルピが、こっちを見て、

  「汪」

  「ワフ」

  「咦，有能通过的地方吗？」

  「え、なんか通り抜けられる場所でもあるのか？」

  　我走到露比看的地方，确实有个能塞进脑袋的空间。

  　ルピが
    
     覗
    のぞいてる場所に行くと、確かに頭ぐらいは入りそうなスペースが空いている。

  　前方似乎通往外面，光线充足，能看到类似杂草的植物。长度大概有一米左右？

  　その先は外に繫がってるようで、しっかりと明るく、目に映るのは雑草っぽい何か。長さ的には一メートルぐらい？

  「露比小时候能从这里通过吗？」

  「ルピが小さい頃は、ここを通り抜けできたの？」

  「汪」

  「ワフン」

  　话虽如此，现在已经不行了，就算露比能出去，我也……不对，等等。

  　とはいえ、今はもう無理だし、ルピだけ出られたとしてもなあ……いや、待て。

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「我在想能不能把这个洞挖大到我能勉强通过的大小。」

  「俺がギリギリ通れるくらいの穴にできないかなって」

  『要挖大这个洞吗？』

  『穴を広げるんですか？』

  「嗯。正好我刚学会合适的魔法。」

  「うん。ちょうどいい魔法を覚えたところだったし」

  『啊！』

  『あ！』

  　挖掘魔法说不定能把洞挖大到我能通过的尺寸。

  　掘削の魔法なら俺が通れるサイズに穴を広げることができるかもしれない。

  　只是，问题在于……

  　ただ、問題は……

  「我怕在这里挖掘，会让这个崩塌的地方变得更严重。」

  「ここを掘削して、この崩落してる場所がさらにってなるのが怖いんだよな」

  『是啊』

  『ですね』

  　要是崩塌的地方崩塌到这边来，那可就一发不可收拾了。

  　さすがにこの崩落がこっちに
    
     雪崩
    なだれてきたら、一発アウトだと思う。

  　还是慎重一点，从靠近这边的地方开始扩大洞穴……

  　慎重に、手前側に穴を広げる感じで……

  「露比，斯薇，可能会有点危险，你们稍微离远一点」

  「ルピ、スウィー、危ないかもだから、ちょっと離れてて」

  　听到我这么说，她们虽然露出有些担心的表情，但还是乖乖地拉开了距离。

  　その言葉にちょっと心配そうな顔をしつつも、ちゃんと距離をとってくれる二人。

  『翔君也要小心哦？』

  『ショウ君も気をつけてくださいね？』

  「好」

  「りょ」

  　不过，崩塌现场本身应该不会倒向这边？

  　まあ、崩落現場自体はそうそうこっちに向かって倒れることはなさそう？

  　话说，其实也不用特意在旁边挖吧。

  　というか、わざわざすぐ側でやらなくてもいいよな。

  　反正能去远处的挖掘点，还是离远一点，直到魔法控制的极限吧。大概两到三米左右。

  　離れた採掘ポイントでも行けたし、魔法のコントロールができるギリギリまで離れよう。二、三メートルぐらいかな。

  「这边就是极限了吧。好……〈挖掘〉」

  「この辺が限界か。よし……〈掘削〉」

  　嘎咚！

  　ガコンッ！

  　洞穴靠近这边的部分变大了一点，相应的，也喷出了不少砂土。

  　穴が手前側に少し大きくなり、その分吐き出される土砂。

  　呜诶，MP消耗得相当多……减少了将近四成。是因为尺寸大，而且还有石壁混在里面吗？

  　うっへ、ＭＰが結構……四割近く削られた。サイズも大きいし、石壁も交じってるからか。

  　崩塌的地方纹丝不动，看来继续下去应该没问题。不过得注意MP的消耗。

  　崩落場所の方はピクリとも動かないし、このまま続けて問題はなさそう。ＭＰには気をつけないとだけど。

  「那么，再来一次。〈挖掘〉」

  「じゃ、もう一回。〈掘削〉」

  　这次是挖掘原本洞穴的上方。

  　今度は元の穴の上側を掘削。

  　虽然再挖一次应该就能挖出足够通过的洞，但MP好像不够了。

  　あと一回やれば十分通れる穴になりそうなんだけど、ＭＰが足りなさそう。

  「果然，挖掘土以外的东西很费劲啊。用这个破坏城墙，感觉不太现实……」

  「やっぱり、土以外を掘削するの大変だな。これ使って城壁を壊すとかは、さすがに非現実的な気がする……」

  『不过，还有魔晶石之类的哦？』

  『でも、魔晶石とかありますよ？』

  「啊，对哦！话说，我忘记把红铠甲熊的魔晶石带来了……」

  「あ、そうだった！　ってか、レッドアーマーベアの魔晶石、持ってくるの忘れてた……」

  　按照贝露部长的说法，那个好像可以预备200点左右的MP！

  　ベル部長の話だと、あれでＭＰ二〇〇ぐらい予備に持てるらしいのに！

  　我不由得蹲了下来，露比来到我的脚边，

  　思わずしゃがみ込んだ俺の足元に来たルピが、

  「汪呜」

  「ワフン」

  「啊啊，谢啦。真的被治愈了。各种意义上」

  「ああ、さんきゅ。癒やされるよ、ホント。いろんな意味で」

  　用玛那援助帮我恢复了MP。

  　マナエイドでＭＰを回復してくれる。

  　好，那，下一次就搞定吧。

  　よし、じゃ、次で決めるか。

  「呼……〈挖掘〉」

  「ふう……〈掘削〉」

  【元素魔法技能的等级提升了！】

  【元素魔法スキルのレベルが上がりました！】

  【土木技能的等级提升了！】

  【土木スキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您』

  『おめでとうございます』

  「谢啦。好，能过去吗？」

  「さんきゅ。さて、向こう行けるかな？」

  　我姑且慢慢地靠近，蹲了下来。

  　一応、そろそろと近づいてしゃがみ込む。

  　这个……只要把圆盾放进道具栏应该就没问题了。

  　これは……円盾をインベントリに放り込めば大丈夫そう。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「啊啊，你先去看看吗。小心点哦？」

  「ああ、先に見てきてくれるのか。気をつけてね？」

  　斯薇轻松地钻过洞穴，到了对面。

  　スウィーが難なく穴をくぐって向こうへと。

  　她似乎到处看了看，然后在洞穴对面用双手比了个圈。

  　しばらくあちこちを見て回ったのか、穴の向こうに現れて両手で丸を作る。

  「好，露比，你先过去」

  「よし、ルピ、先に行って」

  「汪」

  「ワフ」

  　嗯嗯。露比，长大了呢。

  　うんうん。ルピ、大きくなったよな。

  　我看着露比趴下来穿过洞口，然后自己也匍匐前进钻了过去。

  　伏せて通り抜けるルピを後ろから眺めたのち、自分も
    
     匍
    ほ
    
     匐
    ふく前進で穴をくぐり
    
     抜
    ぬける。

  「嘿咻！」

  「よいしょっと！」

  　出来的地方完全是在外面，不过是在灌木丛里。

  　出た場所は完全に外だろうけど
    
     藪
    やぶの中。

  　回头一看，悬崖上有条通道。

  　振り向くと崖があってその中に通路があるってことか。

  　然后往右边看去，有崩塌的痕迹……里面的通道被堵住了。

  　で、右の方を見ると、崖崩れがあって……中の通路はこれで塞がれたと。

  「汪呼！」

  「ワフッ！」

  「嗯？」

  「ん？」

  　露比叫了一声，我于是跟着它在灌木丛里前进。

  　ルピが呼ぶのでそのまま藪を進む。

  「咦咦！？」

  「ええ!?」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　走出灌木丛后，眼前是一片蓝天和碧海。

  　藪を出たところで、目の前に広がるのは青い空と青い海。

  　视线往下看，南边是开始游戏的海岸，东南方是密林，西南方是森林，然后西边是盆地，可以看到孤零零的山间小屋。

  　そこから目線を下げると、南端にはスタートした海岸、南東の密林、南西の森、そして西に盆地があって、山小屋がポツンと見える。

  「好厉害……应该说好可怕！」

  「すげえ……。ってか怖いよ！」

  『毕竟很高嘛。』

  『高いですもんね』

  「露比，你从这里掉下去的吗？」

  「ルピ、ここから落ちたの？」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　真的假的。真亏它能平安无事……

  　マジか。よく無事だったな……

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比似乎对这附近很熟悉，催促我往这边走。

  　ルピはやっぱりこのあたりに詳しいようで、俺にこっちと促してくる。

  　我当然没有理由拒绝，于是跟着它走，不过杂草丛生，很难走。

  　もちろん、断る理由もないのでついていくんだけど、雑草が生い茂ってて歩きづらい。

  『翔，小心点。』

  『ショウ君、慎重に』

  「嗯。抱歉，露比，拜托你走慢一点。」

  「うん。ごめん、ルピ。もうちょっとゆっくりで頼む」

  　露比听到我的声音后转过头，点点头后慢慢走。它既聪明又可爱。

  　その声に振り向いたルピが、
    
     頷
    うなずいてからゆっくり歩いてくれる。賢いし可愛い。

  　在类似瞭望台的狭窄场所前进了一阵子，道路缓缓左转，变成下坡。

  　しばらく、この狭い展望台のような場所を進むと、道は左に緩く折れつつ下り坂。

  「感觉这里原本有经过整备。」

  「これ、元々は整備されてた気がする」

  『的确有这种感觉。』

  『なんだかそんな感じがしますね』

  　阶梯状的地形相当漂亮，而且土壤似乎很硬，杂草也长得很稀疏。

  　割と綺麗な階段状で、土が硬いせいか雑草もまばらになっている。

  　在九十度转弯的地方阶梯结束，之后是只能供一人通过的山路。

  　九〇度曲がったところで階段は終わり、そこからは人一人通れるぐらいの山道に。

  　刚才那个地方果然是瞭望台吗？

  　やっぱり、さっき出た場所って展望台だったのか？

  「虽然荒废了，不过这里看起来也是经过整备的山路。」

  「荒れちゃってはいるけど、これも整備されてた山道っぽいな」

  『以前有人使用吗？』

  『昔は使われてたんでしょうか？』

  「大概吧？可能是留下那个『纪录』的人用过的。」

  「多分？　あの『記録』を残した人とかが使ってたのかも」

  　由于已经没有从悬崖摔落的危险，露比的脚步也变得轻快，沿着山路往北前进。

  　崖から落ちる危険はなくなったので、ルピの足取りも軽く、山道を北へと進んでいく。

  　稍微往上爬之后，往下走的地方……

  　少し登ってから、下った先には……

  「汪呼！」

  「ワフッ！」

  「这里就是水源地吗！」

  「ここが水源地か！」

  　眼前岩石的裂缝中涌出清澈的水，形成涓涓细流往东南方流去。

  　目の前に広がる岩の裂け目から綺麗な水が
    
     溢
    あふれ
    
     出
    でていて、それが小さなせせらぎとなって南東方向へと流れていく。

  「这该不会是通往洞窟旁边的河川吧？」

  「これって、ひょっとして洞窟の隣にある川まで繫がってる？」

  『啊，对耶。正好是那个方向。』

  『あ、そうですね。ちょうどその方向だと思います』

  　这条涓涓细流加上雨水和地下水，就形成了那条河川吗？

  　このせせらぎに、さらに雨水やら地下水が流れ込んで、あの川になってるのか。

  　居然连这种地方都重现了……

  　よくそんなとこまで再現してあるな……

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比津津有味地喝着涌出的水，我也想喝喝看，不过——

  　ルピがその湧き水を
    
     美味
    おいしそうに飲み始めてて、自分も飲んでみたくなったんだけど、

  『翔君。你有带魔晶石吧？』

  『ショウ君。魔晶石、持ってきてますよね？』

  「啊，嗯」

  「あ、うん」

  　总之，先处理那边吧。

  　とりあえず、そっちが先かな。

  　昨天我把手头的魔石全部都转换成了魔晶石。

  　昨日のうちに、手持ちの魔石は全部魔晶石に変換済み。

  　虽然没想到今天就能到达水源地，不过我有带用来制作精灵石的魔晶石。只是忘了把中号的魔晶石当成电池……

  　今日、水源地にたどり着けるとは思ってなかったけど、精霊石にするための魔晶石は持ってきてある。中サイズのをバッテリーがわりにするのは忘れてたけど……

  「是泡在水里吗？」

  「水に浸すんだっけ？」

  『是的』

  『はい』

  　我取出极小的魔晶石……

  　取り出した極小の魔晶石を……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「啊！……呃，虽然帮大忙了」

  「あっ！　……いや、助かるけどさ」

  　我正准备把魔晶石泡在水里，斯薇就把它抢走，飞向了水源。

  　さて、水にと思ったら、スウィーがそれを
    
     搔
    かっ
    
     攫
    さらって水源へと飛んでいった。

  　毕竟它都帮我做了树的精灵石，应该可以信任，不过我还是希望它能先说一声再拿走。

  　樹の精霊石を作ってくれたんだし、信用していいんだろうけど、一言断ってから持っていってほしいところ。

  「泡进去就结束了吗？」

  「浸せば終わりなのかな？」

  『不知道。我也没亲眼见过』

  『どうなんでしょう。私も見たわけではないので』

  　我看向斯薇，它似乎在寻找合适的地方。

  　スウィーの様子を見てると、良さそうな場所を探してるのかな。

  　它在四处晃悠确认之后，把魔晶石沉入了小小的台阶下。

  　あちこちをふらふらと確認した後、小さな段差となった下に魔晶石を沈める。

  「有什么好地方吗……哦哦！？」

  「何かいい場所みたいなのがあるのかな……おお!?」

  『好漂亮……』

  『綺麗です……』

  　总觉得有闪闪发光的水滴飞溅出来，然后被魔晶石吸收进去。

  　なんだかキラキラした水滴が飛び跳ね、そのまま魔晶石へと吸い込まれていく。

  　持续了一段时间后，斯薇把恢复平静的魔晶石——大概已经变成精灵石了——带了回来。

  　そんな様子がしばらく続いた後、落ち着いた元の状態へと戻り、スウィーが魔晶石──多分もう精霊石──を持ち帰ってくれる。

  「谢啦。这是谢礼」

  「さんきゅ。これ、お礼な」

  　我把道具栏里的点心，半份粘稠的帕普干粮给了它。

  　インベントリにおやつとして入れてあった、とろとろ干しパプを半分にして渡す。

  　感觉只要有斯薇在，就能用点心换到所有种类的精灵石……

  　スウィーがいてくれれば、おやつで精霊石が全種類
    
     揃
    そろいそうな気がしてきた……

  『翔君，鉴定一下』

  『ショウ君、鑑定を』

  「啊，嗯」

  「あ、うん」

  【精灵石（极小）：水】

  【精霊石（極小）：水】

  『寄宿着水精灵的魔晶石。

  『水の精霊が宿った魔晶石。

  　精灵魔法：可以消耗MP来使役水精灵』

  　精霊魔法：ＭＰを消費して水の精霊を使役することが可能』

  　哦哦，好开心！

  　おお、めちゃくちゃ嬉しい！

  　感觉我笑得都快要羞耻死了。

  　なんか、恥ずかしいぐらいニヤニヤしちゃってる気がする。

  「很好很好！露比和斯薇都谢谢啦！」

  「よしよし！　ルピもスウィーもありがとな！」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　被我摸头的露比看起来很高兴，斯薇则是一边吃着粘稠的帕普干粮一边竖起大拇指。

  　ワシワシされて嬉しそうなルピと、とろとろ干しパプを頰張りつつサムズアップするスウィー。

  　虽然不是在悠闲地休息，但能做自己想做的事也很开心。

  　のんびりってわけじゃないけど、自分のやりたいことをやって楽しめてるよな。

  『翔君，还有我哦？』

  『ショウ君、私もいますからね？』

  「啊，嗯。当然，美音也是。作为谢礼，我会再去给你做饭的」

  「あ、うん。もちろん、ミオンも。お礼っていうか、またご飯作りに行くよ」

  『好的！』

  『はい！』

  「呼。现在大概几点了？」

  「ふう。今って何時ぐらい？」

  『嗯，刚过下午三点』

  『えっと、午後三時を回ったぐらいです』

  「谢啦」

  「さんきゅ」

  　斯薇在吃甜食，露比在吃灰鹿肉，我们正在休息。

  　スウィーは甘味、ルピにはグレイディアのお肉をおやつにして小休憩中。

  　涌泉非常冰凉好喝，把绿莓挤进去后，就像柠檬水一样清爽。下次直播时就推广一下吧。

  　湧き水はすごく冷たくて美味しいし、グリーンベリーを絞って入れると、レモン水のような爽やかさ。これは次のライブで広めよう。

  「那么，我们再稍微散散步吧。」

  「じゃ、もうちょっと散策しようか」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　这一带好像是露比的庭院，交给它带路应该没问题。

  　この辺はルピの庭だったっぽいから、おまかせがいいのかな。

  　斯薇大概是吃饱后想睡觉，从兜帽里传来睡着的呼吸声……不对，是鼾声……

  　スウィーは食べたら眠くなったのか、フードの中から寝息、いや、いびきが聞こえてくる……

  　露比在小溪的另一侧，沿着通往东北方的山路快步前进。

  　沢の向こう側、北東へと続く山道をスタスタと進んでいくルピ。

  　它看起来没有特别警戒，所以这一带是安全地带，或者没有需要警戒的对手吗？

  　特に警戒はしてないようなので、この辺は安全地帯か、警戒するほどの相手はいないのか。

  「以地点来说，是在哥布林所在的洞窟附近，设置了笼式陷阱的河川上游吧？」

  「場所的には、ゴブリンがいた洞窟近く、かご
    
     罠
    わなを仕掛けてある川の上流だよね？」

  『我想是的。从那里没办法往北走，不过现在应该在北侧了吧。』

  『だと思います。あそこからだと北に行けませんでしたが、今はその北側にいるんじゃないかと』

  「我想也是。总觉得好好制作地图会比较好。」

  「だよな。なんかこう、ちゃんと地図を作った方がいい気がする」

  　只是，不知道电梯传送了多远的距离。

  　ただ、エレベーターでどれくらいワープしたか分からないのがなあ。

  『阿翔，没有地图技能吗？』

  『ショウ君、地図のスキルってないんですか？』

  「咦？啊啊，可能有……」

  「え？　ああ、あるかも……」

  　对哦。我原本以为地图只能自己测量制作，不过好像有地图技能？制图技能？之类的。

  　そうだった。地図も自分で測って作るしかないと思い込んでたけど、地図スキル？　製図スキル？　そういうのありそうだよな。

  「汪呼。」

  「ワフ」

  「哦，抱歉。怎么了？」

  「おっと、ごめん。どうした？」

  　露比回头叫了我一声，然后就离开山路往左走，走进了草丛。

  　振り向いて俺を呼んだルピ。そのまま山道を左に外れて、茂みの中へ踏み入る。

  『怎么了？』

  『どうしたんでしょう？』

  「不知道。是露比以前的窝吗？」

  「なんだろ。ルピの昔の寝床とかかな？」

  　狼基本上会在有屋顶的洞穴或者岩石之间筑巢，不过这里毕竟是游戏世界。

  　狼は基本的に屋根のある穴ぐらとか、岩の間とかに巣を構えるらしいけど、なにぶんここはＩＲＯっていうゲーム内。

  　总之，我跟在露比后面走，最后来到了岩石堆。

  　ともかく、ルピの後ろをついていくと、やがて岩場へと突き当たり、

  「露比以前住在这里吗？」

  「ここ、ルピが昔住んでたの？」

  「汪」

  「ワフン」

  　眼前是蹲下就能进去的洞窟入口。

  　目の前には中腰になれば入れるくらいの洞窟の入り口。

  　感觉好像在哪里见过……

  　どっかで見たことがあるような……

  『是不是很像诺姆们挖的洞？』

  『なんだか、ノームさんたちが掘った穴に似てませんか？』

  「对啊，我就是觉得好像见过」

  「それか。見たことある気がしたんだよ」

  　我和美音聊着这些的时候，露比快步走进了洞窟。

  　ミオンとそんなことを話してると、ルピがスタスタと中へ。

  　我连忙追上去。

  　慌てて追いかけて、

  「啊，对了。要照明」

  「あ、そうだった。明かりを」

  　我点起照明，弯着腰往里走。

  　明かりを従えて中腰で進むことしばし。

  　来到稍微宽敞的地方后，我挺直了腰。这里天花板很低，得小心点才行。

  　少し広いスペースにたどり着いて背筋を伸ばす。天井スレスレだから気をつけないとだな。

  「露比？」

  「ルピ？」

  　露比坐在最里面，样子有些奇怪。

  　一番奥の場所でお座りしているルピの様子がおかしい。

  　我从后面探头看去，发现那里有只全白的狼骨……

  　どうしたんだろうと、その後ろから覗き込んだ先にあったのは、真っ白な狼の骨……

  　露比只是目不转睛地盯着它。

  　ただただ、じっとそれを見つめ続けているルピ。

  「是露比的妈妈吗？」

  「ルピのお母さん？」

  　我听说狼是母亲守家，父亲外出狩猎。特别是孩子还小的时候。

  　狼って母親が家を守って、父親が狩りをするって聞いたことがある。特に子供が小さい間は。

  『露比酱……』

  『ルピちゃん……』

  「抱歉啊，露比。要是我能早点来这里的话……」

  「ごめんな、ルピ。俺がもっと早くここに来れてれば……」

  「咕呜。」

  「クゥン」

  　露比轻轻回答后摇了摇头。它死去是在我遇见露比之前吗……

  　小さくそう答えて首を振る。亡くなったのは、俺と会う前ってことなのか……

  　封闭测试，不，这座岛在那之前就已经运作了吗？

  　クローズドベータ、いや、そのもっと前からこの島って稼働してたのか？

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比转过头，露出威风凛凛的表情。像是在说已经道别完了。

  　ルピがすっと振り向いて
    
     凜
    り
    
     々
    りしい顔を見せる。お別れは済んだとでも言いたげな顔だ。

  「你真坚强啊。」

  「お前、強いな」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我摸了摸它，它理所当然地回答。又可爱又强大。

  　
    
     撫
    なでてやると、当然とばかりに答えてくれる。可愛いし強い。

  　话说回来，露比的母亲一直待在这里，是因为生病还是有什么原因吗？还是受伤了动不了之类的？

  　それにしても、ルピの母親、この中にずっといたのは病気か何かだったんだろうか。それか
    
     怪
    け
    
     我
    がをして動けなかったとかそういう？

  　还有，父亲怎么了？大概是出去狩猎后就没有回来了，是被那个铠甲熊干掉了吗？

  　あと、父親はどうしたんだろう？　狩りに出たまま戻らなかったってあたりなんだろうけど、あのアーマーベアにやられたのか？

  　虽然应该有什么理由，但一想到露比，总觉得心情郁闷……

  　何か理由はあるんだろうけど、ルピのことを思うとなんだかやるせない気持ちに……

  『翔君，请帮它做个坟墓吧。』

  『ショウ君、お墓を作ってあげてください』

  「啊，说得也是。不过，这里面有点煞风景呢。」

  「あ、そうだね。でも、この中はちょっと殺風景かな」

  　我觉得那个像瞭望台的地方比较好。这里压迫感太强了。

  　あの展望台っぽいところの方がいい気がする。ここは圧迫感すごいし。

  「露比，我想把露比的妈妈放到外面去，可以吗？」

  「ルピ。お母さん、外に出してあげたいけどいいか？」

  「汪」

  「ワフン」

  　露比回答“当然可以”……

  　もちろんって答えてくれたルピなんだけど……

  「嗯？这是」

  「ん？　これって」

  　它叼着母亲的一部分遗骨，放到我的手掌上。

  　母親の遺骨の一部を
    
     咥
    くわえて、俺の手のひらに載せる。

  【魔狼牙】

  【魔狼の牙】

  『幻兽玛那加鲁姆的牙齿。拥有强大的魔力。

  『幻獣マナガルムの牙。強い魔力を持つ。

  　工艺：可加工成装饰品』

  　細工：装飾品に加工可能』

  「喂喂，这个应该由露比拿着吧」

  「おいおい。これはルピが持ってるべきだろ」

  「汪？」

  「ワフ？」

  　我把牙齿放进挂在脖子上的小包里。

  　首にぶら下げているポーチにその牙を入れてやる。

  　毕竟是遗物，之后加工一下给露比做个首饰吧。正当我这么想的时候——

  　形見なんだし、あとで加工してルピに首飾りでも作ってあげるかな。とか思ってたら、

  「汪」

  「ワフ」

  　它又叼来另一颗牙齿，放到我的手掌上。

  　もう一つ牙を持ってきて、俺の手のひらに。

  　呃，虽然有两颗啦……

  　いや、まあ、二つあるものだけどさ……

  「给我拿着好吗？」

  「俺が持ってていいの？」

  「汪！」

  「ワフン！」

  「那就一起戴吧。项链可以吗……」

  「じゃ、お揃いにしようか。ネックレスでいいかな……」

  　手环之类的要是掉了就麻烦了，而且我和露比都挂在脖子上的话，感觉也更像一对。

  　腕輪とかだと落としてなくしそうで怖いし、俺もルピも首から下げてた方がお揃い感あるし。

  『我也想要和翔君还有露比酱一样的东西』

  『私もショウ君とルピちゃんとお揃いのが欲しいです』

  「哎？」

  「え？」

  『因为露比酱现在的家人是我们……我也想要……』

  『今のルピちゃんの家族は私たちだから……私も欲しいです……』

  「啊，嗯。不过，要怎么做？美音，你只是在ＩＲＯ里创了个角色吧？」

  「あ、うん。けど、どうやって？　ミオン、ＩＲＯはキャラ作っただけだよね？」

  　要选择这座岛作为起始点的话，就必须进行建国宣言，而且说到底，牙齿只有两颗。

  　スタート地点にこの島を選ぶには建国宣言をしないとだし、っていうか、そもそも牙は二つしかないし。

  『在ＩＲＯ制作的道具可以作为NFT艺术品，转换成虚拟形象的道具。不过需要支付运营方发行手续费』

  『ＩＲＯで製作したアイテムは
    
     ＮＦＴ
    非代替性トークンアートとして、アバターアイテムに変換できるそうです。運営さんに発行手数料を払う必要がありますけど』

  「原来如此」

  「なるほど」

  　如果是以生产为主的玩家，能把游戏里制作的衣服和铠甲拿到虚拟形象身上的话，应该会很高兴吧。

  　生産メインのプレイヤーなんかだと、ゲームで作った服やら鎧やら、普段のアバターに持ってこられたら嬉しいよな。

  『不行吗？』

  『ダメですか？』

  「汪」

  「ワフン」

  「不，露比好像也同意了，没问题。不过，要等我做好之后吧？」

  「いや、ルピもオーケーみたいだしいいよ。でも、俺がそれを作ってからだよね？」

  『是的！』

  『はい！』

  　本来打算做个简单的首饰，既然如此，那得好好做才行。

  　簡単な首飾りにしようと思ってたけど、そういうことならちゃんと作らないとだよな。

  　反正我也不打算拿去卖，只要美音和露比满意就行了吧。

  　まあ、一般に売り出すつもりはないから、ミオンとルピが納得してくれればいいか。

  「那等我做好之后再说。现在先回去，把那个展望台打扫干净吧。露比，你妈妈先交给我保管」

  「じゃ、それは作った時にまた。今は戻って、あの展望台を綺麗にしよう。ルピ、お母さん、いったん預かるな」

  「汪」

  「ワフン」

  　我一个一个地仔细捡起遗骨，收进道具栏。

  　一つずつ、丁寧に拾い上げてインベントリに収納。

  「好，回去吧」

  「よし、戻ろう」

  『好的』

  『はい』

  　接下来的探索，等晚上再来就行了吧？

  　ここから先はまた夜にでも来ればいいかな？

  　刚才的山路还在继续，我也想调查一下能走到哪里。而且我也很在意露比的父亲……

  　さっきの山道はまだ続いてたし、一応、どのあたりまで行けるか調べておきたい気持ちもある。ルピの父親についても気になるし……

  「嗯？」

  「ん？」

  　正准备离开洞窟，露比却在入口处警戒着什么。

  　洞窟を出ようと思ったら、ルピが入り口で何かに警戒してる風。

  　这是……感知气息技能捕捉到了什么……

  　これは……気配感知にざわざわと引っかかる何か……

  「好像有什么在等着我们。」

  「何か待ち構えてるっぽいな」

  『是怪物吗？』

  『モンスターですか？』

  「大概是。虽然感觉不是很强的对手，但就是有种不爽的感觉……」

  「多分。強い相手って感じはしないけど、なんか
    
     癪
    しゃくに障る感じが嫌だな……」

  　露比在意的是树上？我拿着圆盾走到它身边，顺着它的视线看过去——

  　ルピが気にしてるのは樹の上？　円盾を手に隣まで行って目線を追うと、

  「啊噗！」

  「あぶっ！」

  　锵！

  　ガンッ！

  　拳头大小的石头飞了过来，我连忙用圆盾挡下。

  　拳ほどの大きさの石が飛んできて、慌てて円盾でそれを受け止める。

  「～～！？」

  「〜〜〜!?」

  　斯薇大概是被声音吵醒，探出头来查看情况。

  　その音に起こされたのか、何事かと顔を出すスウィー。

  「看来是难缠的对手，你先躲进兜帽里。」

  「厄介な相手っぽいから、しばらくフードに隠れてて」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　为了在紧急时刻保护头部，我用赤铠熊的皮革中最硬的部分制作兜帽，只是被石头扔到应该完全没问题。

  　いざという時に頭を守れるように、赤鎧熊の革でも一番硬いところを使ってるし、投石ぐらいなら全然平気なはず。

  　确认斯薇躲好之后，我从圆盾后面探头窥视……看到红色的名牌【绯红猿】。

  　スウィーがしっかり隠れたのを確認し、円盾の陰から覗き見ると……【クリムゾンエイプ】という赤いネームプレート。

  『很强吗？』

  『強いんでしょうか？』

  「唔，感觉不是打不赢的对手，但好像会很麻烦。」

  「うーん、勝てない相手じゃなさそうだけど、すごいめんどくさそうな気がする」

  　而且，似乎不只眼前看到的这一只。气息感知在其他树上也有反应。

  　それに、あの見えてる一匹だけでもなさそう。気配感知は他の樹の上にも反応してるし。

  「伤脑筋。怎么办，露比？要冲刺回去吗？」

  「まいったな。どうする、ルピ？　ダッシュして戻るか？」

  　露比摇头表示NO。

  　首を横に振ってノーの意思表示。

  　然后，它稍微往前走……

  　そして、少しだけ前に出て……

  「呜哦哦哦哦哦～……」

  「ウオォォォォ〜ン……」

  　清澈的嚎叫声响起，气息感知的反应开始躁动。

  　澄んだ
    
     遠
    とお
    
     吠
    ぼえが響き渡り、気配感知の反応がざわつき始める。

  　我心想不知道会发生什么事，于是举起圆盾，以便随时保护露比。

  　何が起こるのかと思い、いつでもルピを守れるように円盾を構えていたら、

  「「嗷嗷～！」」

  「「オオ〜ン！」」

  「「嗷嗷～！」」

  「「ウオ〜ン！」」

  　啊！是露比的〈嚎叫〉！

  　ああ！　ルピの〈ハウリング〉か！

  　四面八方开始传来嚎叫声，而且声音越来越近。

  　あちこちから遠吠えが聞こえ始め、それがどんどんと近づいてくる。

  「嗷！」

  「オン！」

  　我追着冲出去的露比离开洞窟，看到锈色的狼群在树根处对猿猴们吠叫。

  　飛び出したルピを追いかけて洞窟を出ると、
    
     錆
    さび色の狼たちが樹の根元で猿を
    
     吠
    ほえ
    
     立
    たてている。

  　露比看向我这边……是要我让那些家伙从树上掉下来吧。

  　ルピがこっちを見て……俺があいつらを木から落とせってことだよな。

  　虽然用石砾魔法也可以，不过要一发命中打落的话，还是用弓比较好。

  　石礫の魔法でも良さそうだけど、一発当てて落とすなら弓の出番だろう。

  「要中啊。」

  「当たってくれよ」

  　我从道具栏取出短弓，拉紧弓弦，瞄准后射出！

  　インベントリから取り出した短弓を引き絞り、狙いをつけて放つ！

  「叽！！」

  「ギィッ!!」

  　箭命中了左边的侧腹，猿猴直接头下脚上地摔了下来。

  　左の脇腹に命中し、そのまま真っ逆さまに落ちる猿。

  　狼群立刻扑了上去……

  　そこに襲いかかる狼たち……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「好，下一发！」

  「ああ、次！」

  　虽然好像有十几只，不过就让它们成为我练习弓箭和发泄的靶子吧。

  　十数匹いるっぽいが、弓の練習と八つ当たりの的になってもらおうか。

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  【弓技能的等级提升了！】

  【弓スキルのレベルが上がりました！】

  「呼，结束了吧。」

  「ふう、終わりかな」

  『成功了呢！』

  『やりましたね！』

  「总算是解决了。几乎都是多亏了露比和狼群。」

  「なんとかね。ほとんど、ルピと狼たちのおかげだよ」

  　我一共射穿了十七只绯红猿，它们全都摔下来成了狼群的饵食。

  　計一七匹のクリムゾンエイプを射抜き、その全てが落下して狼たちの餌食に。

  「嗷嗷！」

  「オオン！」

  　露比一吠，狼群就拖着猿猴来到露比面前。我数数，二四……八只。看起来像是两家人。

  　ルピが
    
     吠
    ほえると、狼たちが猿を引きずってルピの前までやってくる。えーっと、二の四の……八匹。二家族って感じに見えるな。

  　我记得嚎叫的绝技有『让同族服从』的效果，所以应该没错，不过比露比还大的成犬……成狼趴伏在地的样子，还是让我觉得怪怪的。

  　ハウリングのアーツ、『同族を従える』とか書いてあった気がするし、間違ってないんだろうけど、ルピよりも大きい成犬……成狼がひれ伏してるのに違和感が。

  【棕狼】

  【ドラブウルフ】

  『栖息在深山，拥有锈色毛皮的狼。智力高，会以家族为单位狩猎。』

  『山奥に住む錆色の毛を持つ狼。知能が高く家族で狩りをする』

  　鉴定结果也显示它们是狼，不过更让我惊讶的是名牌变成了绿色。它们被当成我驯服的魔物了……

  　鑑定結果を見ても間違いなく狼なんだけど、それよりもネームプレートが緑になってる方に驚く。俺がテイムしてる扱いなんだ……

  『露比酱，你好厉害！』

  『ルピちゃん、すごいですね！』

  「嗯，了不起。」

  「うん、偉いぞ」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　我摸了摸一脸得意的露比，棕狼们见状也摇起尾巴……它们也想要摸摸吗？

  　ドヤ顔のルピを撫でてやると、それを見たドラブウルフたちが尻尾をパタパタして……撫でられたいの？

  「汪。」

  「ワフ」

  「嗯，你们帮忙了，得好好谢谢你们才行。」

  「ああ、手伝ってくれたお礼が必要だよな」

  　首先，我开始肢解绯红猿。

  　まずはクリムゾンエイプを解体。

  　肉、皮、骨头、魔石（极小），虽然还算不错，不过我不太想吃肉，所以直接交给棕狼们。

  　肉、皮、骨、魔石（極小）とまずまずなんだけど、肉を食べようって気にはならないので、そのままドラブウルフたちに。

  「谢谢你们。」

  「ありがとな」

  「汪。」

  「バウ」

  　我将肉分给它们，摸摸它们的头，它们就开心地摇起尾巴。就算体型大还是很可爱。

  　一匹ずつ、肉を渡して頭を撫でると、すごく嬉しそうに尻尾を振る。大きくても可愛い。

  「那我们回去吧。」

  「じゃ、帰ろうか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「「「汪！」」」

  「「「バウ！」」」

  　我们沿着来时的路回去，在瞭望台前与棕狼们告别。

  　来た道を戻り、展望台の手前でドラブウルフたちとはお別れ。

  　它们都有自己的家族领地，我也不打算勉强它们。

  　それぞれ、自分たち家族のテリトリーがあるんだし、無理につきあわせるつもりもない。

  　剩下的时间，我为了把长满杂草的瞭望台清理干净，努力割草。

  　残りの時間、雑草だらけの展望台を綺麗にするべく、せっせと草刈りを。

  「呼，差不多了吧？」

  「ふう、こんなもんかな？」

  『是的。变得很漂亮了。』

  『はい。ずいぶん綺麗になりましたよ』

  　多亏了猎刀，割草也变得轻松，不过如果要正式清理，还是带锄头来比较好。

  　剣鉈にしたおかげで、雑草を刈るのも楽ちんなんだけど、本格的にってなると
    
     鍬
    くわを持ってきた方がいいよな。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　两人努力帮我搬运割下来的草，模样也很可爱。

  　二人とも刈った草をせっせと運んでくれてて、その姿がまた可愛い。

  　露比看起来没有因为母亲的事而消沉，让我稍微松了口气……

  　ルピは母親のことも引きずってる感じはなくて、ちょっとホッとする……

  「好啦，要埋在哪里呢。离山崖崩塌的地方太近也不好。」

  「さて、どこにするかな。あんまり崖崩れの場所に近いのもな」

  『问问看露比酱怎么样？』

  『ルピちゃんに聞くのはどうですか？』

  「啊，对哦。露比～？」

  「あ、そっか。ルピ〜？」

  　它开心地跑过来坐下。

  　嬉しそうにかけてきてお座り。

  「妈妈要埋在哪里比较好？」

  「お母さん、どこがいいかな？」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　原来如此。南端可以眺望整座岛的地方吗？

  　なるほど。南端で島を一望できる場所か。

  　露比开始用前脚挖土，我也来帮忙。

  　ルピが前足で土を掘り始めたのでお手伝い。

  　虽然也可以使用挖掘的魔法，不过还是用手挖比较好。

  　掘削の魔法を使ってもいいんだろうけど、ちゃんと手で掘った方がいいよな。

  「那么，安息吧……」

  「じゃ、安らかに……」

  「汪呼……」

  「ワフ……」

  　我将骨头一一放好，然后轻轻盖上土。

  　一つ一つ骨を置いて、そっと土を
    
     被
    かぶせる。

  　最后堆起土堆，以免不小心踩到。

  　間違えて踏んでしまわないように、最後に盛り土を。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「谢谢。」

  「ありがとう」

  　斯薇不知何时找来了白色花朵，供奉在墓前。

  　スウィーがいつの間にか探してきた白い花を、そのたもとに供えてくれる。

  　虽然我合掌膜拜，不过这边的宗教信仰不一样。

  　手を合わせて拝むんだけど、こっちって宗教は別だよな。

  　露比的种族玛那加鲁姆是苍空女神大人的使者，肯定已经到那边去了。

  　ルピの種族、マナガルムは
    
     蒼
    そう
    
     空
    くうの女神様の使いだって話だし、そこへ行ったに違いない。

  「汪呼。」

  「ワフ」

  「嗯，回去吧。」

  「ああ、帰ろうか」

  　时间已经过了下午四点，差不多该登出准备晚饭了。

  　午後四時はもう回ってるし、そろそろログアウトして夕飯の準備をしよう。

  　从拓宽的通道回去……这样没问题吗？保险起见，还是施加转压魔法吧。

  　拡幅した抜け道から戻って……大丈夫かなこれ？　念のため転圧の魔法かけておくかな。

  　我钻过洞穴，回到古代遗迹。

  　ごそごそと穴をくぐって古代遺跡の中に戻ってくる。

  『这个崩塌的地方，只能从这里过去吗？』

  『この崩れた先には、ここからしか行けないんでしょうか？』

  「啊，对哦。结果还是没到那个控制室。不过，要处理这个崩塌的地方……现在应该没办法。」

  「あー、そうだった。結局、制御室ってところに行けてないんだよな。でも、さすがにこの崩れたのをどうにかは……今は無理だと思う」

  　土木技能提升的话，或许会有办法吧。

  　土木スキルが上がったりしたらどうにかなるのかな。

  　不行，要是发生二次灾害，就没人能救我了……

  　いや、二次災害になったりしたら、誰も助けてくれないわけで……

  『感觉还是找其他路线比较好。』

  『他のルートを探した方がいい気がしますね』

  「嗯。最坏的情况下，从展望台那边找地方挖掘，或许能到崩塌现场的另一侧，不过还有其他能去的地方。」

  「うん。最悪、展望台の方からあたりをつけて掘削していけば、崩落現場の向こう側に出られるかもだけど、他にもまだ行ける場所あるし」

  　总之，等没有其他能去的地方再考虑吧……

  　とりあえず、他に行ける場所がなくなったら考えよう……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　今天的晚饭是猪排酱。

  　今日の夕飯はポークチャップ。

  　简单来说，就是『番茄酱口味的香煎猪肉』。

  　簡単に言うと『ケチャップ味のポークソテー』って感じかな。

  「嗯嗯，好吃！」

  「うむうむ、美味！」

  「那就好。别忘了吃卷心菜。」

  「そりゃ良かった。ちゃんとキャベツも食えよ」

  「我知道。」

  「わかっておる」

  　她吃得津津有味，但嘴边沾满了番茄酱，看起来实在不像个初中生……

  　あぐあぐと
    
     美
    う
    
     味
    まそうに食ってくれるのはいいんだけど、ケチャップソースが口の周りについてて中三には見えない……

  「对了，你们白天有再去挑战古代遗迹吗？」

  「そういや、昼のうちに古代遺跡に再チャレンジしたのか？」

  「这个嘛，因为找不到人手……」

  「それが、メンバーがうまく集まらんでのう……」

  　根据美姬的说法，今天因为蕾欧娜大人不在，所以没有挑战。

  　美姫の話だと、今日はレオナ様がいないのでなしだったらしい。

  　听说她去参加完全潜行格斗游戏的大会预赛了。

  　なんか、フルダイブ格ゲーの大会予選があって、そっちに出てるんだとか。

  「你们有准备对付毒粉的对策吗？」

  「毒の粉とかの対策は？」

  「这个嘛……戈尔德姐姐大人好像很忙，所以补师不够。」

  「それものう……。ゴルドお姉様が忙しいようで、ヒーラーが足らんのだ」

  「哎呀呀。」

  「あらら」

  「听说这个时期冲绳也有很多观光客。」

  「今の時期は沖縄も観光客も多いそうでな」

  　美姬叹了口气，喝了一口法式清汤。

  　ため息一つ、コンソメスープを飲む美姫。

  　听说她家在经营民宿，梅雨季前的这个时期也是赚钱的时候。

  　民宿を経営してるって話だし、梅雨前の今ごろも稼ぎ時なんだとか。

  「白银之馆里还有其他补师……希兹小姐是补师吧？」

  「白銀の館に他にヒーラー……、シーズンさんがヒーラーだったよな？」

  「她被姐姐大人带着到处跑，现在好像在王都接任务……」

  「姉上に連れ回されておって、今は王都のクエストを片っ端からやっておるようだの……」

  　真白姐……

  　真白姉ぇ……

  「啊，班长……波莉呢？」

  「あ、いいんちょ……ポリーは？」

  「嗯？让波莉阁下参加是没问题，但这样能解决问题吗？」

  「む？　ポリー殿を参加させるのは良いが、それが対策になるのか？」

  「不是，我感觉精灵的加护应该能防住毒粉啊」

  「いや、精霊の加護って毒の粉は防げそうな気がしたんだけどな」

  　这次用的是猪里脊，下次用猪五花或许也不错。下次请美音吃的时候就用猪五花吧。

  　今回は豚ロースで作ったけど、次はヒレで作ってもいいかも。ミオンにご
    
     馳
    ち
    
     走
    そうする時はヒレにするか。

  「怎么了？」

  「どした？」

  「精灵的加护是什么？」

  「精霊の加護とはなんだ？」

  「哎？获得精灵的加护不是会得到强化吗。今天我获得了光精灵和树精灵的强化，轻松打倒了不死者」

  「え？　精霊の加護もらうとバフかかるじゃん。今日、光の精霊と樹の精霊のバフもらってアンデッド楽に倒せたぞ」

  　卷心菜丝和猪排酱汁混合着蛋黄酱，味道相当不错。这时，美姬突然开始扒饭。

  　キャベツの千切りも、ポークチャップのタレとマヨネーズが混ざってなかなかいい感じ。と、美姫が急にご飯をかっこみ始める。

  「怎么了？」

  「どした？」

  「啊尼哟哎啊，啊啊卡西多加护卡咯！」

  「あにょうえあ、ああかしとうじょかくがたらう！」

  「……我大概知道你想说什么，冷静点吃饭」

  「……言いたいことはなんとなくわかったから、落ち着いて食え」

  「晚好嘶」

  「ばわっす」

  『翔君』

  『ショウ君』

  「你又……发现不得了的东西了呢」

  「また、やら……すごいことを見つけたそうね」

  　晚上七点半。虽然比平时早，但美音还是像往常一样出来迎接我，她对面是半眯着眼的贝露部长。

  　午後七時半。いつもより早いんだけど、ミオンがいつものように出迎えてくれ、その向かいには半目のベル部長。

  「兄长！快给我看视频！」

  「兄上！　
    
     早
    はよう動画を見せよ！」

  　赛丝冲向自己的座位，催促道，

  　セスが自分の席へとダッシュしてせがむのは、

  「美音，今天和骷髅战斗的部分，能给她们俩看看吗？」

  「ミオン。今日、スケルトンと戦った部分、二人に見せてあげてくれる？」

  『好的』

  『はい』

  　我拿出白天的存档，从打开“解锁密码”门的地方开始播放。

  　お昼のアーカイブを取り出し、例の『解錠コード』の扉を開けるところから再生開始。

  　在斯薇的提醒下，我向精灵石请求帮助，全身被淡绿色的光芒包裹。

  　スウィーに指摘されて、精霊石に助力を願うと、淡い緑の光が全身を覆う。

  　战斗本身感觉很单调，不过这样一看，露比确实有在辅助我。

  　戦闘自体は単調という感じだけど、こう見るとルピが的確に俺をサポートしてくれてたんだな。

  『直接跳到最后吧』

  『最後までスキップしますね』

  　美音说完，直接跳到战斗结束。

  　ミオンがそう言って戦闘終了まではスキップ。

  　最后我确认了状态，视频在显示着精灵加护的地方停了下来。

  　最後に俺がステータスを確認し、精霊の加護が表示されてるところで停止してくれた。

  「差不多就是这样」

  「って感じですね」

  　啊，贝露部长，你冻结了。

  　あ、ベル部長、フリーズしてる。

  　赛丝则在沉吟着思考。

  　セスはというと「うーむ」と
    
     唸
    うなって考え中。

  「精灵加护有那么稀奇吗？只要是新创建的精灵角色，都能使用光精灵和树精灵的加护吧？」

  「精霊の加護ってそんな珍しいもんです？　光の精霊も樹の精霊も、新規にエルフで始めた人なら使えてますよね？」

  　比如我身边的班长就是。

  　身近なとこだといいんちょがそうだし。

  「……至少我没见过」

  「……少なくとも私は見たことないわよ」

  「哎？」

  「え？」

  　从冻结中恢复过来的贝露部长，半眯着眼睛说道。

  　フリーズから復活したベル部長がジト目でそう告げる。

  『没人注意到吗？』

  『気づいてる人がいない？』

  「是啊。说不定还需要两个以上的精灵组合」

  「そうよの。さらに二つ以上の精霊の組み合わせが必要かもしれぬ」

  　赛丝说道。

  　とセス。

  　啊，一种精灵是不行的吗。

  　ああ、一種類の精霊だと無理ってことか。

  　虽然也有人拥有两种以上的精灵，但没有注意到加护的使用方法。

  　二種類以上持ってる人もいるけど、加護っていう使い方に気づいてないか。

  「这需要验证。从兄长的战斗来看，光精灵和树精灵的加护对不死者有效，这点应该没错。

  「これは検証が必要よな。兄上の戦闘を見る限り、光と樹の精霊の加護が、アンデッドに対し効果的であるのは間違いなかろう。

  　另一个是消耗的MP。很有可能是多亏了兄长的那件斗篷才能维持」

  　もう一つは消費ＭＰ。兄上のあのマントがあって維持できておる可能性が高い」

  『因为翔君的斗篷很厉害嘛』

  『ショウ君のマントはすごいですもんね』

  「确实，没有那个的话会很吃力」

  「確かにアレがないとキツいと思う」

  　是啊。精灵太卖力的话，我可能会因为MP耗尽而倒下，得小心点才行……

  　そうなんだよな。精霊が張りきりすぎて俺がＭＰ枯渇してダウンしてた可能性もあったし、気をつけないと……

  「不管怎么说，我觉得精灵的加护效果也会因精灵的种类而异。这样才比较自然」

  「いずれにしても、精霊の加護も精霊の種類によって効果が違いそうな気がするわね。そうであった方が自然だと思うわ」

  「嗯。幸好波莉阁下能使用和兄长一样的精灵。请她帮忙验证吧」

  「うむ。幸いなことに、ポリー殿は兄上と同じ精霊を使えるのでな。検証に協力してもらおうぞ」

  「嗯，是啊」

  「ええ、そうね」

  　那么，接下来交给班长就行了吧。

  　じゃ、あとはいいんちょに任せちゃっていいかな。

  　只要告诉我验证结果就行了。

  　検証結果だけ教えてもらうことにしよう。

  『不是一样的哦。因为翔君之后也能使用水精灵了』

  『同じじゃないですよ。ショウ君はこの後、水の精霊も使えるようになりましたから』

  　啊，对哦……

  　あ、そうだった……

  『不去看看其他路线吗？』

  『他の道を見に行かないんですか？』

  「嗯，今天就不去了。在那之前，我还有几件事想做……」

  「うん、今日はね。その前にやっときたいことがいくつか……」

  　因为现实的晚饭是猪肉，所以游戏内的晚饭是鸡肉，帕比鸠。

  　リアルの夕飯がポークだったので、ゲーム内の夕飯はチキン、パーピジョンで。

  　夹着奇多普草的葱鸡肉串，不管多少我都吃得下。

  　キトプクサを挟んだネギマ、いくらでも食べられるよな、これ。

  「我吃饱了」

  「ごちそうさま」

  「汪」

  「ワフン」

  　好，既然决定了，就得趁早行动。

  　さて、思い立った時にやっとかないとだよな。

  「露比，妈妈的遗物可以暂时交给你保管吗？」

  「ルピ、ちょっとお母さんの形見、預けてくれるか？」

  「汪。」

  「ワフ」

  　它坐下来，把脖子上的小包递给我。

  　お座りして首のポーチをどうぞと差し出してくれる。

  『啊，要先做露比的项链对吧。』

  『あ、ルピちゃんのためにネックレスを先に作るんですね』

  「嗯。难得有这个机会，我想用上那些魔银。」

  「うん。せっかくだし、あの
    
     魔銀
    ミスリルを使おうかと思って」

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  　魔银虽然稀少，但饰品用不了多少，而且轻一点比较好。

  　希少な
    
     魔銀
    ミスリルだけど、アクセサリに使うなら量も少なくて済むし、何より軽い方がいい。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　斯薇和菲雅莉们正好来了，她们大概正准备去西南森林玩吧。

  　ちょうどスウィーとフェアリーたちがやってきて、今から南西の森へと遊びに行くんだろう。

  「好，走吧。」

  「よし、行こうか」

  『要顺便做手套吗？』

  『グローブも作るんですか？』

  「嗯。今天我击落了十几只绯红猿，但手指很吃力……」

  「うん。今日、クリムゾンエイプを十数匹撃ち落としたんだけど、あれ指が辛くて……」

  『啊，对哦。』

  『あ、そうですよね』

  　老实说，已经不是吃力而是疼痛了。虽然不至于痛到无法继续射击，但如果数量再翻倍，我大概会在中途切换成魔法。

  　正直、辛いを超えて痛かった。さすがに撃てなくなるほどでもなかったけど、あの倍の数がいたら、途中で魔法に切り替えてたと思う。

  「奈特也戴着手套，我这才注意到，原来那是装备品啊。」

  「ナットもしっかりグローブをつけてたし、装備品としてちゃんとあるんだろうなって、今ごろになって気づいたよ」

  　空手拿枪感觉比较顺手，但和怪物战斗时，手也需要保护，还是早点做比较好。

  　素手で持つ方がフィット感があっていいんだけど、モンスターと戦う時は手のガードも必須だろうし、早いうちに作っておいた方がいいだろう。

  『要用什么素材呢？』

  『素材は何を使うんですか？』

  「红铠甲熊的皮革还有剩，就用那个吧。」

  「レッドアーマーベアの革がまだ少しあったからそれかな」

  『不过，要在锻造场做吗？』

  『でも、鍛冶場で作るんです？』

  「嗯。我想先做露比和我的坠饰，而且这边有手套的样品。」

  「うん。先にルピと俺のペンダントを作りたいし、こっちにはグローブのサンプルがあるから」

  　进入锻冶场后，我首先拿起的是锻冶用的耐热手套。

  　鍛冶場に入って最初に手に取るのは、鍛冶用の耐熱グローブ。

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  「虽然我不打算做这么厚的手套，不过有可以参考的东西应该会比较顺利。」

  「まあ、こんなにゴツいグローブにするつもりはないけど、参考にできる物があった方が多分はかどると思う」

  　左手拿盾或弓，右手拿猎刀或搭箭，所以想稍微改变一下制作方式。

  　盾や弓を持つ左手と、剣鉈を持ったり矢を
    
     番
    つがえる右手で、ちょっと作りも変えたいところ。

  　我甚至想做出好用的手套，让它流行起来，大概吧？

  　いい感じのグローブを作って、ちょっと
    
     流
    は
    
     行
    やらせたい気がしなくもない、かな？

  「咦……这又搞砸了？」

  「え……、これって、またやらかし？」

  【魔狼牙的坠饰】

  【魔狼の牙のペンダント】

  『以魔银和幻兽玛那加鲁姆的牙制成的坠饰。具有优秀的玛那保持力。

  『
    
     魔銀
    ミスリルと幻獣マナガルムの牙でできたペンダント。マナを保持する力に優れる。

  　最大MP＋183』

  　最大ＭＰ＋１８３』

  『好厉害，哦』

  『すごい、ですよ』

  「啊，嗯……」

  「あ、うん……」

  　MP＋183，按照贝露部长的说法，相当于一颗魔晶石（中）？也就是说，这个坠饰可以储存这么多MP吗？

  　ＭＰ＋１８３ってベル部長の話だと魔晶石（中）一個分ぐらいだっけ？　それをこのペンダント一つで持てるってことか。

  　不过，如果这是按照岛上的故事发展，那就意味着有需要这个装备的敌人存在……

  　でも、これが島のストーリーに沿ってるんだとしたら、この装備が必要なレベルの敵がいるってことだよな……

  『露比酱的MP增加的话，玛那援助也会变得很厉害呢』

  『ルピちゃんもＭＰが増えると、マナエイドもすごくなりそうですね』

  「好，再做一个，把更好的给露比吧」

  「よし、もう一個作って良い方をルピに渡そう」

  　嗯。事到如今，再怎么想这夸张的性能也没用。而且有总比没有好。

  　うん。壊れ性能っぽいのは今さら考えてもしょうがない。しょうもないのができるよりはよっぽどいいんだし。

  　我量了另一颗牙的尺寸，同样制作了固定座。

  　もう一つの牙を採寸して、同じようにホルダーを作成する。

  【锻冶技能的等级提升了！】

  【鍛冶スキルのレベルが上がりました！】

  　然后把牙牢牢固定，熔接上护套防止脱落，再用兰吉野猪的皮绳穿过，就完成了。

  　あとは牙をきっちりはめた後に、こぼれ落ちないようにガードを溶着させ、ランジボアの
    
     革
    かわ
    
     紐
    ひもを編んで通して出来上がり。

  【工艺品技能的等级提升了！】

  【細工スキルのレベルが上がりました！】

  　怎么样？

  　どうかな？

  【魔狼牙的坠饰】

  【魔狼の牙のペンダント】

  『以魔银和幻兽玛那加鲁姆的牙制成的坠饰。具有优秀的玛那保持力。

  『
    
     魔銀
    ミスリルと幻獣マナガルムの牙でできたペンダント。マナを保持する力に優れる。

  　最大MP＋187』

  　最大ＭＰ＋１８７』

  「嗯。果然牙和魔银的组合很厉害啊」

  「うん。やっぱり牙と
    
     魔銀
    ミスリルの組み合わせがすごいんだな、これ」

  『我觉得也和翔君的锻冶技能和工艺品技能很厉害有关』

  『ショウ君の鍛冶スキルや細工スキルもすごいからだと思うんですけど』

  「唔，感觉白银之馆里应该有人的技能等级比我高吧」

  「うーん、白銀の館には俺よりスキルレベル高い人もいそうだしなあ」

  　听说仁培师父的陶工技能好像已经9了，他似乎会成为第一个让生产系技能达到MAX的人。不愧是师父。

  　ジンベエ師匠なんか陶工スキルが９になったらしくて、生産系スキルＭＡＸ一番乗りになるんじゃって話らしい。さすが師匠。

  「汪！」

  「ワフ！」

  「露比，欢迎回来。你来得正好」

  「ルピおかえり。ちょうど良かった」

  　露比似乎把斯薇和菲雅莉们送回去了，它飞快地跑了过来。

  　スウィーやフェアリーたちを送ってきたのか、ダッシュで駆けてきた。

  　看到我在工作，它很聪明地在前面停了下来，坐好。

  　俺が作業してたのを見て、ちゃんと直前で止まってお座りする賢さ。

  「这个，和我是一对的」

  「これ、俺とお揃いな」

  　我取下小包，把魔狼牙的坠饰挂到露比的脖子上。

  　ポーチを外して魔狼の牙のペンダントをかけてあげる。

  　然后我也戴上挂有光・树・水精灵石的坠饰，这样就成对了。

  　俺はさらに光・樹・水の精霊石もぶら下がってるそれを身につけて、これでおそろに。

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「啊哈哈，好痒啊」

  「あはは、くすぐったいって」

  　看到露比开心地扑过来，我真的很庆幸自己做了这个。

  　大喜びでジャレついてきたルピを見ると、ホント、作って良かったな。

  
   [image: ]
  

  『请别忘了还有和我成对的哦』

  『私とのお揃いも忘れないでくださいね』

  「好」

  「はい」

  　为了不忘记，还是先做好准备吧……

  　忘れないように手続きしておこう……

  「好，这边也完成了」

  「よし、こっちも完成」

  【赤铠熊的优质手套】

  【赤鎧熊の良質なグローブ】

  『用赤铠熊的皮革制作的手套。具有柔韧和柔软性的优质品。

  『レッドアーマーベアの革から作られたグローブ。しなやかさと柔軟性を持つ良品。

  　防御力＋8。气息遮断＋1』

  　防御力＋８。気配遮断＋１』

  　嗯，又是这样。

  　うん、またかって感じ。

  『好厉害啊。我觉得现在已经是最大了，装备上会怎么样呢？』

  『すごいですね。今もう最大だったと思うんですけど、それを装備するとどうなるんでしょう？』

  「说起来也是。赶紧装备……之前，先确认一下」

  「そういやそうだ。さっそく装備……の前に、ちょっと確認」

  　因为不是消耗MP的作业，所以我把斗篷脱下来放在道具栏里。

  　ＭＰを消費する作業でない分には、マントは外してインベントリに放り込んである。

  　也就是说，现在只有靴子有加成。

  　つまり、今はブーツだけ補正がかかってるので、

  「只有靴子的话，气息遮断的技能等级是8。基础是7，所以＋1对吧」

  「ブーツだけだと、気配遮断のスキルレベルは８。素が７だから＋１されてだよな」

  『再披上斗篷，就会再＋2』

  『そこにマントを羽織ると、さらに＋２ですよね』

  「嗯。披上斗篷……上升了。气息遮断的技能等级显示为MAX」

  「うん。マントを羽織ると……上がった。気配遮断のスキルレベルはＭＡＸって表示になってる」

  『是的』

  『はい』

  「在这里，戴上手套后……」

  「ここで、グローブをはめると……」

  〖世界首位技能等级上限突破者出现了！〗

  〖ワールド初のスキルレベル上限突破者が現れました！〗

  【世界首位技能等级上限突破（ALL）：获得5SP】

  【ワールド初のスキルレベル上限突破（ＡＬＬ）：５ＳＰを獲得しました】

  【世界首位技能等级上限突破（气息遮断）：获得3SP】

  【ワールド初のスキルレベル上限突破（気配遮断）：３ＳＰを獲得しました】

  【可以习得隐匿技能】

  【
    
     隠
    おん
    
     密
    みつスキルが獲得可能になりました】

  「啊……」

  「あ……」

  『恭喜您！』

  『おめでとうございます！』

  「哈哈哈……美音，抱歉，能帮我看看论坛吗？」

  「ははは……。ミオンごめん、ちょっとフォーラム見てきてくれる？」

  『好的！』

  『はい！』

  　技能等级MAX是10，所以不算突破，11才算突破吗！

  　スキルレベルがＭＡＸの10だと突破はしてなくて、11なら突破してる判定なのかよ！

  　因为达到最大值时什么都没发生，所以完全大意了……

  　最大になった時に何も出なかったから完全に油断してた……

  「汪？」

  「ワフ？」

  「露比真聪明啊。」

  「ルピは賢いなあ」

  　总之先摸摸露比治愈一下吧。

  　とりあえずルピをモフって癒やされよう。

  　还有，隐匿技能也让人在意。

  　それと、隠密スキルも気になる。

  　哪个呢……啊，角色等级上升了，但还没分配BP。不，这倒是无所谓……

  　どれだ……ってキャラレベル上がったのにＢＰ振ってないままだな。いや、それは良くて……

  「有了。隐匿技能，需要SP9，也就是说这是稀有技能吗？」

  「あった。隠密スキル、必要ＳＰ９ってことはレアスキルか」

  　刚才的奖励让剩余SP增加到了14，但用掉9点取得技能的话，有点微妙。

  　今の残りＳＰがさっきの褒賞で14に増えたんだけど、ここで９を使って取るかは微妙な線。

  　说起来，隐匿这个词给人的印象，感觉在人多的地方会派上用场，我在这里取得有意义吗？

  　そもそも隠密って言葉のイメージからして、人の多いところで役に立ちそうな雰囲気だから、俺がここで取って意味あるのかなっていう。

  　如果斯薇又带我去有人的地方，再考虑吧……

  　またスウィーに人のいる場所に連れて行かれたりしたら考えよう……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  ☆☆☆精通精灵魔法的串☆☆☆

  ☆☆☆精霊魔法を極めるスレッド☆☆☆

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　『精灵的加护』是什么？

  　『精霊の加護』とは？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　哈？　那是什么？

  　は？　何それ？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　魔女贝露的直播里用过。

  　魔女ベルのライブでやってた。

  　好像是从精灵那里得到增益，感觉相当有用。

  　精霊にバフをもらえるらしいんだけど、かなり有用っぽい。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　诶？　那是什么。

  　え？　何それ。

  　增益不是神圣魔法的领域吗……

  　バフって神聖魔法の領分じゃ……

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　成功了。显示出了精灵的加护（树）。

  　できた。精霊の加護（樹）って表示出たよ。

  　不过，这是什么增益？

  　でも、これどういうバフなんだ？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　直播里用过的。

  　ライブでやってた分。

  　光：攻防微增？（不死者特攻防？）

  　光：攻防微アップ？（アンデッド特攻防？）

  　树：微弱的回复

  　樹：わずかなリジェネ

  　两者都只对施法者有效。

  　いずれも術者のみ。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　原来如此，每个精灵的增益内容都不同吗。

  　なるほど、精霊ごとにバフ内容が違うのか。

  　这是运营在叫我们验证吧！

  　これは検証しろっていう運営からのお達しだな！

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　比神圣魔法弱，而且只对施法者本人有效，所以是区别对待吗。

  　神聖魔法よりも弱め、かつ、術者本人だけってので住み分けか。

  　考虑到MP效率，如果要正式以支援为主的话，还是神圣魔法更有优势。

  　ＭＰ効率とかも考えると、本格的に支援メインなら神聖魔法の方に分がありそうだな。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　MP效率很差吗？

  　ＭＰ効率悪いの？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　好像所有装备的精灵都会发动。

  　アクセ装備してる精霊全部が発動するらしい。

  　不想发动的精灵石必须放进道具栏里。

  　発動したくない精霊石はインベに入れるとかしないとだってさ。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　施加加护的精灵会逐次消耗MP，这点也令人不安。

  　加護をほどこしてくれてる精霊が逐次ＭＰ持っていくのも不安要素。

  　神圣魔法是先消耗MP，所以比较安心。

  　神聖魔法なら先にＭＰ消費するから安心ではある。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　运营，精灵魔法是不是太要求感觉了？(~_~;

  　運営、精霊魔法にフィーリングを要求しすぎじゃない？(~_~;

  ☆☆☆关于参战虚拟偶像☆☆☆

  ☆☆☆参戦バーチャルアイドルについて語らう☆☆☆

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　萝露酱出奔了……

  　ロールちゃんが出奔した……

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　啥？

  　は？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　出走？纪念什么？

  　出走したの？　何記念？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　帕尔提姆公国建国纪念。

  　パルテーム公国建国記念。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　什么意思？话说，说话啊w

  　どういうこと？　てか、会話しろｗ

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　看来是离开了王国，去了公国。

  　どうやら王国を出て、公国に行ったらしい。

  　在王都东南方，古代遗迹之塔前被放弃的开拓地上。

  　王都の南東、古代遺跡の塔がある手前の放棄された開拓地にいる。

  　公国的士兵也在，完全是侵略啊。

  　公国の兵士もいるし、完全に侵攻だな。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　啥！？

  　はあ!?

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　沙耶酱也在，哈尔奈酱她们也在。

  　サーヤちゃんもいるし、ハルネちゃんたちもいるな。

  　Game Dolls全员好像都以那个地方为据点。

  　ゲームドールズ全員があの場所を拠点にするっぽいぞ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　我去看看直播！

  　ちょっとライブ見てくる！

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　哈尔奈酱不是在安希雅公主那里吗……逃走了？

  　ハルネちゃんはアンシア姫のところにいたのでは……逃げた？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　要是对安希雅公主逃跑的话，之后会很恐怖。

  　アンシア姫相手に逃げるのは後が怖すぎる。

  　会不会是有什么交涉？

  　何かしら交渉してって線じゃないか？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　嗯，对安希雅公主来说，Galls和Uniz同居应该也很难办吧？

  　まあ、アンシア姫としても、ゲールズとユニッツの同居には難儀してたんじゃない？

  　她们本人之间关系也不好，粉丝之间也火花四溅……

  　本人たち同士あんまり仲良くもできないし、ファン同士は火花散ってるし……

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　啊，原来如此。然后，因为觉得麻烦了所以才这样。

  　あー、なるほど。で、めんどくさくなったからってのはありそう。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　Uniz只要正常玩MMORPG就好了，但Game Dolls有攻略啊。

  　ユニッツは普通にＭＭＯＲＰＧしてればいいけど、ゲームドールズは攻略があるからなあ。

  　萝露酱她们也卡关了，所以让她们会合，换个心情吧。

  　ロールちゃんたちも詰んでたし、合流させて心機一転って感じかね。

  　而且古代遗迹之塔也是攻略对象。

  　古代遺跡の塔っていう攻略対象もあるし。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　安希雅公主的安排也应该要警戒吧。

  　アンシア姫的な仕込みも警戒すべきでしょ。

  　毕竟邻国还有贝露碳和蕾欧娜大人在w

  　何せ隣の王国にはベルたそとレオナ様いるからｗ

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　贝露碳，感觉会翻白眼w

  　ベルたそ、白目
    
     剝
    むいてそうｗｗ

  ［防卫大国］沃鲁斯托王国·王都广场［先制自卫权］

  ［防衛大国］ウォルースト王国・王都広場［先制的自衛権］

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　要说损失的话，确实有损失。

  　痛手っちゃ痛手かね。

  　最近萝露酱也经常露脸玩游戏，也有粉丝是冲着这个来的。

  　最近はロールちゃんも表に出てプレイしてたし、それ目当てのファンもいたし。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　嗯，多少有点吧？

  　まあ、多少はね？

  　王国里有贝露碳和蕾欧娜大人，就算不是V，赛丝酱之类的人气角色也有很多。

  　王国はベルたそにレオナ様がいるし、Ｖじゃなくてもセスちゃんとか人気者多いから。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　话虽如此，为了填补萝露酱她们制作的消耗品，还是得让新玩家努力才行。

  　とはいえ、ロールちゃんたちが作ってた消耗品を補うには、新規プレイヤーさんに頑張ってもらわないとかな。

  　尽可能地支援他们吧。

  　できるだけ、フォローしていきましょう。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　是啊是啊。多亏开拓地的出现，王都的任务也充实起来了。

  　んだんだ。開拓地ができたおかげか、王都のクエストも充実してきたしね。

  　真是个能正常玩MMORPG的好国家。

  　普通にＭＭＯＲＰＧできるいい国だよ、ホント。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　紧急快报。这里是西北部阿梅拉领开拓地。

  　緊急速報。こちら北西部アミエラ領開拓地。

  　有翼人出现了，说要见代表。

  　有翼人が現れて代表を出せと言ってきた。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　哈？是那些很了不起的家伙吗？

  　は？　あの偉そうな奴らか？

  　代表……是领主大人吗？还是赛丝酱？

  　代表って……領主様か？　それかセスちゃんかな？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　赛丝酱就行了吧？

  　セスちゃんで良くね？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　领主大人似乎因为公国的侵略（？）而不在。

  　どうやら領主様は公国の侵攻（？）の件で不在だそうです。

  　赛丝酱和贝露碳似乎会代替他出场。

  　代わりにセスちゃんとベルたそが出る模様。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　虽然交给他们，也不打算抱怨，但希望他们不要做出奇怪的妥协。

  　お任せするし、文句言うつもりはないが、変な妥協はしないでほしい。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　是啊。话说，蕾欧娜大人不在，真可惜。

  　だよな。ってか、レオナ様いねーの痛いな。

  　是F・V・C的预选赛吗？

  　
    
     Ｆ・Ｖ・Ｃ
    Fulldive VirtualIdle Championsの予選だっけ？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　对。现在应该正在进行预选赛。

  　そう。今ごろ予選の試合中のはず。

  　不过，预选赛应该没问题，为了下周的淘汰赛，暂时不会玩IRO。

  　まあ、予選は問題ないだろうし、来週のトナメに向けてしばらくＩＲＯはなしだそうだ。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　呜哇，真的吗……

  　うえー、マジかー……

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　赛丝酱的姐姐，是叫玛莉小姐来着？

  　セスちゃんのお姉さん、マリーさんだっけ？

  　她能和蕾欧娜大人单挑，应该能轻松取胜吧。

  　レオナ様とタイマン張れてたし、余裕で勝てそうだけど。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　说起来，没看到那位美女呢。

  　そういや、あの美人さん見ないな。

  　怎么了呢……

  　どうしたんだろ……

  †横行霸道† 格兰尼亚帝国·帝都凯旋门下 †力量就是POWER†

  †横行覇道† グラニア帝国・帝都
    
     凱
    がい
    
     旋
    せん門下 †力こそパワー†

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　好像来了。

  　なんか来た。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　什么啊。

  　なんやねん。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　大哥哥和大姐姐来了～

  　大きいお兄さんとお姉さんだ〜。

  　不对，说正经的，巨人族的人来了。

  　いや、真面目に話すと、巨人族の人たちが来た。

  　说是要和这个开拓地的代表谈话。

  　この開拓地の代表と話がしたいとのこと。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　真的假的。话说，有代表吗？

  　マジか。で、代表なんているのか？

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　因为安海姆领的负责人现在不在，所以『未来的霸权』的公会长好像会代替他去听。

  　アンハイム領の担当官が今いないので、『未来の覇権』のギルマスが代わりに聞いてくるそうだ。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　哦哦，那边的公会长是个很认真的人，交给他应该没问题。

  　おお、あそこのギルマス、まめな人だし任せていいんじゃない。

  　应该不会发生什么奇怪的事。

  　変なことにはならんと思う。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　自导自演辛苦了。虽然想这么说，但我也赞成这个评价，所以没有异议。

  　自演乙。と言いたいところだが、その評には賛成なので異論なし。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　他有好好地说「只是听他们说而已」哦。

  　ちゃんと「話を聞くだけにしますので」って言ってたよ。

  　明明是公会长，态度却太低了，笑死。

  　ギルマスなのに腰低すぎて草。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　说起来，巨人族的人们好像也不是什么坏人。

  　そもそも巨人さんたちは別に悪い人じゃなさそうだしな。

  　听说是有翼人来到王国，明明是杂鱼却来挑衅。

  　王国に来た有翼人とか、クソザコなのに煽ってきたらしいじゃん。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　然后被蕾欧娜大人痛扁了对吧。

  　で、レオナ様にボコられたんでしょ。

  　现在还有这种行动模式的NPC吗w

  　今どきそんなムーブするＮＰＣおるんかよっていうねｗ

  【分离独立】帕尔提姆公国·帝都凯旋门下【彻底抗战】

  【分離独立】パルテーム公国・帝都凱旋門下【徹底抗戦】

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　可以信任吗？

  　信用していいものなんかねえ？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　她们是以攻略为主，应该在建国时吃过苦头，学到教训了吧。

  　彼女たちは攻略がメインなんだし、建国で痛い目をみて学んでるでしょ。

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　喂，有人知道开拓地的负责人是谁吗？

  　おーい、開拓地の責任者が誰か知ってる人いる？

  　精灵的大人物说有话想谈，跑过来了耶？

  　エルフの偉い人が話がしたいって来てるんだけど？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　咦？这个开拓地真的是个大杂烩啊。

  　うえ？　この開拓地はホント寄り合い所帯だからなあ。

  　没有玩家公会，说到负责人……是哪个NPC？

  　プレイヤーズギルドもないし、責任者っていうと……ＮＰＣの誰か？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　原来如此。

  　なるほど。

  　总之，我端茶请对方稍候……怎么办？

  　とりあえず、お茶出して待っててもらってるけど……どうしよう？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　那个Galls领（？）的后方有军队，问问他们如何？

  　例のゲールズ領（？）の後詰に兵隊さんたちがいるから、その人たちに聞いたらどうかな？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　谢啦！我去拜托看看！

  　さんきゅ！　ちょっとお願いしてみる！

  ￥客似云来￥ 马西斯共和国·大圣堂 ￥生意兴隆￥

  ￥千客万来￥ マーシス共和国・大聖堂 ￥商売繁盛￥

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　不愧安。轻松解决了古代遗迹供给过剩的问题。

  　さすアン。ちょっと供給過多になってた古代遺跡の問題をあっさり解決した。

  　因为内部是副本所以不会发生争执，但要是出现的战利品都一样的话，价格就会下跌。

  　内部がインスタンスだから揉め事は起こらんけど、出てくる戦利品が同じのばかりじゃ値崩れするわ。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　魔石（极小）已经卖不出去了。

  　魔石（極小）はもはや売り物にならないですね。

  　要是能做成精灵石的话还能卖，但难度太高了……

  　精霊石にできれば値はつきますが、そのハードルが高い……

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　光精灵还好，但树精灵和水精灵的难度就很高了。

  　光の精霊はまだいいけど、樹の精霊とか水の精霊はハードルが高いよね。

  　土精灵石的制作方法不明，火精灵石的存在本身……

  　土の精霊石は製法不明のままだし、火の精霊石は存在自体が……

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　虽然感觉是遇到困难时的无人岛，但学生现在是考试时期啊。

  　困った時の無人島って感じだけど、学生さんはテストの時期だったなと。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　那里是找梗的最好地方啊w

  　あそこが一番ネタ探せるよなｗ

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　哈？技能等级上限突破！？

  　は？　スキルレベル上限突破!?

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　我投翔君一票。

  　ショウ君に一票。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　在这种混乱的时候会做这种事的，只有他了吧w

  　このゴタゴタしてる最中にそんなことしそうなの、彼だけだろｗ

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  『我回来了』

  『ただいまです』

  「哦，美音你回来啦。怎么样？」

  「お、ミオンおかえり。どうだった？」

  『那个，被世界公告了』

  『えっと、ワールドアナウンスされてました』

  　嗯，我就知道。

  　まあ、そうだと思った。

  　毕竟还特意说了『世界首次』！

  　わざわざ『ワールド初の』って言ってたもんな！

  「论坛，乱成一团了吗？」

  「フォーラム、荒れてたりした？」

  『没有。其实感觉现在不是做那种事的时候……』

  『いえ。実はちょっとそれどころではない感じなんです……』

  「诶？怎么回事？」

  「え？　どういうこと？」

  『从晚上九点过后开始，各地似乎发生了各种各样的事情，大家的话题都围绕着这些事。

  『午後九時過ぎぐらいから、各地でいろいろあったみたいで、そちらの話ばかりでした。

  　虽然翔君的世界公告也让人很惊讶，但感觉现在不是讨论这个的时候……』

  　ショウ君のワールドアナウンスも驚かれてはいましたが、今はそれよりもという感じで……』

  　那真是太好了……吗？

  　それは良かった……のかな？

  　不，我更在意『各种各样的事情』的内容。

  　いや、それよりも『いろいろあった』中身の方が気になる。

  「各种各样的事情是指什么？」

  「いろいろって何があったの？」

  『是的。首先，之前王国开拓的古代遗迹塔附近，似乎被帕尔提姆公国占领了。』

  『はい。最初にあったのは、前に王国が開拓していた古代遺跡の塔の近くを、パルテーム公国が占拠したそうです』

  「啊——那里被占领了啊……」

  「あー、あそこ取られちゃったんだ……」

  　毕竟那里是已经做好了充分准备的地方，所以想在荒废之前占领下来。

  　まあ、いい感じに下準備まで終わってる場所だから、時間経って荒れる前に確保したいよな。

  　虽然不知道国家之间的纠纷会对玩家造成多大的影响，但既然王国已经放弃了，感觉也不能太强硬。

  　国同士の揉め事がどれくらいプレイヤーに影響あるのかわからないけど、王国も放棄した以上は強くは出れない感じかな。

  『然后呢，占领那里的是Game Dolls的成员，听说在共和国的北条哈尔奈小姐和在王国的新田萝露小姐也去了那里。』

  『それでですね。そこを占領したのがゲームドールズの皆さんらしくて、共和国にいた
    
     北
    ほう
    
     条
    じょうハルネさんや、王国にいた
    
     新
    にっ
    
     田
    たロールさんたちもそっちへ行ってしまったそうです』

  「啥！？」

  「はあ!?」

  　喂喂喂……

  　おいおいおい……

  「所以王国和共和国的人才会问『为什么？』吧。说起来，Game Dolls的旧圣国成员不是在安希雅公主那里吗？」

  「それで王国やら共和国の人らも『なんで？』って話になるよな。そもそも、ゲームドールズで旧聖国の人たちってアンシア姫のところにいたんじゃなかったっけ」

  『是的。这部分我也不是很清楚。大家都说，这会不会是安希雅小姐的计策。』

  『はい。その辺もよくわからない感じです。みなさん、アンシアさんの策なんじゃないかって』

  「啊……」

  「ああ……」

  　感觉就像是自己不出手，但会去试探一下情况。

  　なんかこう、自分は手を出さないけど、ちょっかいだけ出して様子見的な。

  　虽然她应该有什么打算，不过这件事还是交给赛丝去考虑比较好。

  　何かを仕掛けようとしてるんだろうけど、これはセスに考えてもらった方がいいやつだろうな。

  「嗯，如果是这样的话，大家的注意力都会被吸引过去吧……咦？美音，你刚才是不是说“一开始”？」

  「まあ、そういうことなら、みんなそっちに気を取られちゃうよな。……あれ？　ミオン、最初はって言ったっけ？」

  『是的。在那之后，赛丝酱她们所在的开拓地来了有翼人，帝国北方的开拓地来了巨人，其他还有各种各样的……』

  『はい。その後なんですが、セスちゃんたちがいる開拓地に有翼人さんが、帝国の北の開拓地に巨人さんが、他にもいろいろと……』

  「咦……」

  「え……」

  　据美音所说，公国的开拓地来了精灵，安希雅公主所在的开拓地来了魔王国的人。

  　ミオンの話だと、公国の開拓地にはエルフが、アンシア姫がいる開拓地には魔王国からの接触があったらしい。

  　什么都没有的只有奈特所在的王国西南和刚才提到的东南方古代遗迹塔附近。

  　何もなかったのは、ナットがいる王国の南西と、さっきの話にあった南東の古代遺跡の塔の近くだけ。

  「感觉突然动起来了啊！？」

  「なんかいきなり動きすぎな気がするんだけど!?」

  『是的。然后玩家们就大吵大闹起来了』

  『はい。それでもう、プレイヤーのみなさんは大騒ぎで』

  「虽然和这座岛没有关系……」

  「この島は関係ないんだろうけど……」

  　话说回来，这剧情强行把玩家卷进来了啊。

  　それにしても、かなり強引にプレイヤーをメインストーリーに巻き込んでくるよな。

  　我觉得应该也有人想玩得更悠闲一点。

  　もっとのんびりプレイしたい人たちもいると思うんだけど。

  『要和部长联系一下吗？』

  『部長に連絡を取ってみますか？』

  「唔……算了，还是别问了。我们也没法马上帮上什么忙，如果需要的话，应该会等事情结束之后再联系我们吧？」

  「んー……、いや、やめとこう。俺たちがすぐ何か手伝えるってわけでもないし、必要なら終わった後に連絡来るんじゃない？」

  『是啊。我想应该还有一小时左右，这段时间要做什么呢？』

  『そうですね。あと一時間ぐらいはあると思うので、それまでどうします？』

  　我今天打算在剩下的时间里，在土间西侧开垦一小片田地。

  　一応、今日は残りの時間、土間の西側に小さな畑でも作る予定。

  　要种什么之后再考虑，至少先整理出田垄，不过在那之前——

  　植えるものは後で考えるとして、畝ぐらいは作っておきたいところだけど、その前に。

  「刚才突破上限之后，我获得了隐匿技能，你觉得呢？」

  「さっきの上限突破で隠密ってスキルが取れるようになったんだけど、ミオンはどう思う？」

  『隐匿吗？我总觉得，会让人联想到潜入别人家里收集情报之类的。』

  『隠密ですか。なんだか、人の家に忍び込んで情報を集めるとか、そういうのを想像しますけど』

  「是啊。我是在想，在这座岛上是不是用不到。而且稀有技能需要9SP。」

  「だよな。この島でいるのに必要なのかなって思ってさ。レアスキルでＳＰ９必要だし」

  　总之，锻造场的工作已经结束了，我开始收拾。

  　とりあえず、鍛冶場でやることは終わったので、後片付けを開始。

  　结果，魔银只用掉了铸块的四分之一左右。

  　結局、
    
     魔銀
    ミスリルはインゴットの四分の一ぐらいを使っただけで済んでしまった。

  　如果今后也以饰品类为主，感觉量应该足够了。

  　今後もアクセサリ系をメインに作るなら、十分な量がある気がする。

  『不过，如果一开始获得稀有技能，说不定会因为【先驱者】的奖励而得到SP哦？』

  『でも、レアスキルを最初に獲得すると【先駆者】の褒賞でＳＰがもらえるかもですよ？』

  「咦？啊……」

  「え？　あー……」

  　说起来，我取得调教驯服了露比的时候，好像得到了【调教的先驱者】。

  　そういや、調教を取ってルピをテイムした時に【調教の先駆者】ってのをもらったっけ。

  　如果发生同样的情况，取得稀有技能时使用9SP，奖励会得到10SP，收支计算上是＋1……

  　それと同じことが起これば、レアスキル取得に９ＳＰ使って、褒賞で10ＳＰもらえるから、収支は＋１になる計算……

  「要试试看吗？」

  「取ってみようかな？」

  『啊，这只是我的想法，翔君还是照自己的意思做吧？』

  『あ、私がそう思っただけですから、ショウ君の好きなようにしてくださいね？』

  「嗯。」

  「うん」

  　我整理好行李，最后确认房间有没有忘记的东西。

  　荷物をまとめ、最後に部屋に忘れ物がないかを確認。

  　锻造工具已经放回指定的地方，斗篷和手套也放进道具栏了。

  　鍛冶道具は所定の場所に戻したし、マントとグローブはインベントリに入れた。

  「那我们回去吧。」

  「じゃ、戻ろうか」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　在返回山间小屋的路上。

  　山小屋までの帰り道。

  　我突然对隐匿技能产生了兴趣，正在烦恼。

  　なんとなく隠密スキルについて、ちょっと興味が出てきたので悩み中。

  「我还是想试试隐匿技能。」

  「やっぱり、隠密スキル取ってみようと思う」

  『呃，是因为我说了那句话吗？』

  『えっと、私が言ったからですか？』

  「唔，如果真是那样，我会很高兴吧。比起那个，我感觉它还有别的用途。」

  「うーん、それはそうだったら嬉しいなってぐらいかな。それよりも、別の使い道がありそうな気がしてきて」

  『别的用途？』

  『別の使い道ですか？』

  「嗯。我回来了。」

  「うん。ただいまっと」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　打开门后，露比钻进阁楼床下蜷成一团。

  　扉を開けると、ルピはロフトベッドの下に潜り込んで丸くなる。

  　在下田工作前，我一边休息一边再次确认技能和状态。

  　畑仕事をする前に、ちょっと休憩しつつスキルとステータスの再確認。

  　白天升级的BP还留着。话说，我之前都忘了。

  　昼にレベルアップした分のＢＰはまだ残してある。っていうか、忘れてたんだけど。

  「这个BP现在先保留。紧急时可以转成SP。」

  「このＢＰは今のところは保留で。いざという時にＳＰにできるし」

  『原来如此。』

  『なるほどです』

  「然后，我要取得隐匿技能。」

  「で、隠密スキルを取るよ」

  『可以问理由吗？』

  『理由を聞いても？』

  「取得之后再说吧。」

  「それは取ってみてからね」

  　于是，我取得了隐匿技能！嗯，什么都没发生。

  　ということで、隠密スキルを取得！　うん、何も起きない。

  　驯服技能也是在驯服露比时第一次取得，所以还有可能取得先驱者。

  　調教スキルもルピをテイムした時に初めてだったし、まだ先駆者を取れる可能性はある。

  　我关闭技能列表打开状态栏，查看隐匿技能的说明……

  　スキル一覧を閉じてステータスを開き、隠密スキルの説明を……

  【隐匿】

  【隠密】

  『可以在隐蔽自身存在和情报的情况下行动。会被同等级以上的看破技能无效化。

  『自身の存在や情報を隠蔽したまま行動できる。同レベル以上の看破スキルで無効化される。

  　〈技能隐蔽〉（双击技能。双击角色名可全解除）』

  　〈スキル隠蔽〉（スキルをダブルタップ。キャラクター名をダブルタップで全解除）』

  「果然……」

  「やっぱり……」

  『咦？』

  『え？』

  「你看，这样就」

  「ほら、こうやると」

  　我关闭说明，双击隐匿技能……果然消失了。

  　説明を閉じて、隠密スキルをダブルタップすると……やっぱり消えた。

  【隐匿的先驱者：已获得10SP】

  【隠密の先駆者：10ＳＰを獲得しました】

  「好！」

  「よし！」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　这样一来，BP又可以转到状态值上了。而且——

  　これでＢＰはまたステータスの方にまわせる。それと、

  「这样直播的时候，状态值就不用愁了。」

  「これでライブの時にステータス出すのに困らないかなって」

  『是啊！』

  『ですね！』

  　不过，既然可以突然消除技能显示，那随着技能等级提升，状态值显示应该也能消除吧。

  　それにしても、いきなりスキル表示を消せるってことは、スキルレベル上がるとステータス表示とかも消せるようになるんだろうな。

  　不过直播时消除状态值的话，感觉反而会被吐槽，所以还是算了。

  　ライブでステータス消したりしたら、逆に突っ込まれそうだからやらないけど。

  　还有看破技能也让人在意。多半是隐匿技能的反制技能吧……是不是可以看见对方的状态值之类的？

  　あと看破スキルも気になる。多分、隠密スキルのカウンターなんだろうけど……相手のステータス見られるようになるとかそういう感じ？

  　咦？现在其他人也能使用鉴定之类的技能吗？

  　あれ？　今って鑑定とかって他の人にできるのか？

  　露比和斯薇都能用，感觉应该没问题。啊，不过，应该看不到技能吧。不对，有看破技能的话，是不是就能看到了？

  　ルピやスウィーにはできたし普通にできそう。ああ、でも、スキルまではわかんないか。いや、看破スキルがあればできるのかな？

  　不过，待在岛上的话，应该跟这个没关系……

  　ま、島にいる分には関係ないよな……

 
  03　星期一　留下的人，留下的人

  03　月曜日　残るもの、残すもの

  「早。」

  「おは」

  「早。昨天突破技能上限的人是你吧？」

  「おは。昨日、スキル上限突破したのお前だろ？」

  「啊～对啊。」

  「あー、だな」

  　奈特说，官方论坛上几乎可以确定是我了。总觉得怪怪的……

  　ナット
    
     曰
    いわく、公式フォーラムでは九分九厘、俺ってことになってるらしい。なんだかなあ……

  　不过，关于突破了哪个技能的上限，大家的意见似乎有分歧。

  　ただ、どのスキルを上限突破したのかは、意見が割れてるそうだ。

  　好像有人猜是调教、料理或素材加工，但全都不对。

  　調教、料理、素材加工あたりじゃないかって話らしいけど、どれも不正解なんだよな。

  「实际上到底是哪个？」

  「実際、どれなんだ？」

  「可以是可以，但你要保密哦？」

  「いいけど、内緒にしといてくれよ？」

  　我向他说明，我的气息遮蔽技能等级是7，加上赤铠熊素材的装备＋4，合计11级，突破了上限。

  　気配遮断のスキルレベルが７あって、赤鎧熊素材の装備で＋４されて、計11になって上限突破したことを説明する。

  「真的假的。区域头目素材果然很厉害。」

  「マジかよ。やっぱエリアボス素材ってすげえんだな」

  「你上次袭击时有拿到什么吗？」

  「この間の襲撃の時に何かゲットしなかったのか？」

  「有啊。我拿到了兀鲁克之牙。」

  「おう。ウルクの牙はゲットしたぜ」

  　牙吗？咦？美姬拿到的是角吧？

  　牙か。あれ？　
    
     美
    セ
    
     姫
    スがゲットしたのは角だったっけ？

  「角和牙是不一样的吧？」

  「角と牙とは別だよな？」

  「当然。头上有两根的是角，从嘴里长出来的两根是牙。」

  「そりゃな。頭に二本あんのが角で、口から二本生えてんのが牙だ」

  「我觉得做成某种饰品比较好哦。虽然不能说得太详细，但牙做成坠饰之类的应该不错吧？」

  「何かしらアクセにしてもらった方がいいと思うぞ。ちょっと詳しくは話せないけど、牙はペンダントとかがいいんじゃないか？」

  「哦，真的吗？我去拜托一下熟人！」

  「お、マジか？　ちょっと知り合いに頼むわ！」

  「素材加工技能可能也很重要，你要小心哦。」

  「素材加工スキルも重要かもだから気をつけろよ」

  　我本想说干脆去白银之馆，但奈特好像在拉夏铎领？而且听说那边有两个玩家公会。

  　なんなら白銀の館にと思ったが、ナットがいるラシャード領だっけ？　プレイヤーズギルド二つあるって話だしな。

  「好了，各位同学，大家早。」

  「はいー、みなさんー、おはようございますー」

  　熊野老师出现，早上的班会开始了。

  　
    
     熊
    くま
    
     野
    の先生が現れて朝のホームルームが始まる。

  　说起来，我和奈特闲聊的时候，美音和班长好像也在聊些什么，她们在聊什么呢……

  　そういえば、俺とナットがダベってる間、ミオンといいんちょもなんか話してたけど、何話してたんだろ……

  　和往常一样的成员一起吃午饭。阳光也差不多开始变强了，估计这个月就是最后一次在屋顶上吃午饭了吧。毕竟梅雨季也快到了。

  　いつものメンバーでの昼飯。そろそろ日差しがキツくなってきたし、屋上での昼飯も今月いっぱいぐらいかな。梅雨にも入るだろうし。

  「所以，你们俩考试怎么样？」

  「で、二人はテストはどうだったの？」

  「没问题。」

  「問題なし」

  「嗯，我也是。」

  「おう、俺も」

  　这是升上高中后的第一次考试，也没有特别难。虽然还是犯了些低级错误……

  　高校上がって一発目だったし、特に難しいこともなく。しょうもないミスも少しあったけど……

  「那下午也不用补习了呢。」

  「じゃ、午後から補習ってこともないのね」

  　今明两天上午是考试讲解。下午是给不及格的人补习，不过我们班应该没人不及格吧。

  　今日明日と午前中はテストの解説。午後は赤点だった連中は補習らしいけど、うちのクラスには誰もいないんじゃないかな。

  「下午就是久违的社团活动了！」

  「午後からは久々に部活だな！」

  「从连休前开始就没活动了，确实很久没去了呢。」

  「連休前からになるから久しぶりよね」

  　啊，运动社团的两人在连休期间也没有社团活动，所以确实很久没去了。

  　ああ、運動部の二人は連休中も部活なしだったから久々なのか。

  　我们社团倒是回家吃过饭后才是正式活动……

  　うちは家に帰って、飯食った後が本番みたいな部活だからなあ……

  　美音轻轻拉了拉我的袖子，嗯，是那个吧。

  　ミオンがちょいちょいと袖を引っ張って、うん、あれね。

  「昨天有翼人好像来闹事了，班长你知道些什么吗？」

  「昨日、有翼人が来て大荒れみたいだったけど、いいんちょ何か知ってる？」

  「咦？美姬酱没告诉你吗？」

  「え？　美姫ちゃんから聞いてないの？」

  「美姬昨天晚上玩ＩＲＯ玩到很晚，没聊到什么就睡着了，早上又睡昏头……」

  「美姫は昨日の晩はギリギリまでＩＲＯしてたみたいで、話す間もなく寝ちゃったし、朝は朝でボケてるしで……」

  　虽然下午的社团活动时可以问贝露部长，不过我还是想听听班长以公正的角度发表的意见。

  　午後からの部活でベル部長に聞くんだけど、一応、いいんちょの公平な目線からの意見も聞いておきたい。

  「我虽然没有深入参与，不过由纪小姐说对方提出了很无理的要求。」

  「私は深くは関わってないんだけど、ユキさんの話ではかなり無茶な要求をされたそうよ」

  　她一脸困扰地告诉我的内容，确实是无理的要求。

  　なんとも困ったって顔で話してくれた内容は、確かに無茶苦茶な要求だった。

  　他们要求我们把那个矿床所在的古代遗迹所有权转让给他们。因此，我们使用遗迹时必须支付一定的费用，而且挖出来的矿石要分一半给他们。

  　あの鉱床がある古代遺跡の所有権を彼らに渡すこと。なので、あそこを利用する際に一定の料金を払い、かつ、掘り出した鉱石の半分は彼らに渡すこと。

  「太乱来了吧。美姬酱没有发飙吗？」

  「無茶苦茶だろ。美姫ちゃんキレてたんじゃないのか？」

  「毕竟只是代理，她忍下来了。倒是贝露小姐……」

  「さすがに代理だったから我慢してたわよ。それよりも、ベルさんの方が……」

  「呜呃。」

  「うへ」

  　说来说去，贝露部长也是……会坦率地表露感情的类型。听说她被安希雅公主用桌游打得落花流水时，还真的哭了……

  　なんだかんだ、ベル部長も……素直に感情が出るタイプだもんな。アンシア姫にボードゲームでボコられた時にマジ泣きしたらしいし……

  「你们答应他们的要求了吗？」

  「それ要求のんだの？」

  「没有，美姬酱只是以代理人的身份说『我了解你们的要求了，我们会回去讨论』。」

  「いえ、あくまで代理という体にして『お話は受け取りました。持ち帰って検討させていただきます』で通したそうよ」

  「哦哦，真是成熟的应对。」

  「おお、大人の対応だな」

  　奈特表示佩服，我也点头赞同。

  　感心するナットに俺も頷く。

  　据说这是仁培师父传授的智慧，遇到难以回答的问题就用这句话来应付。

  　なんでも、ジンベエ師匠からの入れ知恵だったそうで、答えに困ることは全部それでかわすように言われてたらしい。

  「不过，实际上那里是阿梅拉子爵的领地，不能擅自决定吧。」

  「でも、実際、あそこってアミエラ子爵の領地になるんだし、勝手に決められないよな」

  「这点有点微妙呢。」

  「それがちょっと微妙なのよね」

  「「咦？」」

  「「え？」」

  　我和奈特不太懂微妙是什么意思，于是反问。

  　微妙っていう意味がよくわからなくて、聞き返す俺とナット。

  　根据班长的说法，他们的主张是那座古代遗迹属于拥有北方山脉的龙族，而他们是龙族的使者。

  　いいんちょの話だと、彼らの主張はあの古代遺跡は北の山脈を持っている竜族にあり、我々はその使いだからということらしい。

  「龙族是指龙吧？」

  「竜族ってドラゴンってことだよな？」

  「搞不好只是他们自己在说而已。」

  「あいつらが勝手に言ってるだけかもしれねーじゃん」

  「是这样没错……」

  「それはそうなんだけど……」

  　因为没人知道真假，所以无法回答。

  　誰もその真偽がわからないから答えようがないって感じだそうで。

  　最后似乎还是只能问子爵大人。

  　やっぱり子爵様に聞くしかないって話になったそうだ。

  「真麻烦。」

  「めんどくせー」

  「是啊。」

  「だな」

  「如果事情变得麻烦，就来我们所在的拉夏铎领地的开拓地吧。」

  「厄介なことになったら、俺らのいるラシャード領の開拓地へ来りゃいいんだよ」

  　奈特挥挥手这么说。

  　そう言って手をひらひらさせるナット。

  「那可不行。我们是以公会的身份接下工作。」

  「そんなわけにもいかないわよ。ギルドとして仕事を受けてるんだし」

  　班长真的很认真。

  　ホント、いいんちょは真面目だよな。

  　虽然感觉也有人觉得这只是游戏，但因为是完全潜行，NPC也像真人一样，所以很难做出不讲理的事情吧。

  　ゲームなんだからって考えてる人もいそうな気はするけど、フルダイブでＮＰＣも人間っぽいから、不義理なこともしづらいんだろうし。

  「结论是留到下次再做？」

  「結論は持ち越し？」

  「嗯，说好之后再讨论了」

  「ええ、後日って話になったわね」

  　总之，还好是在考试期间结束之后吧？

  　とりあえず、テスト期間が終わった後で良かったってとこかな？

  　我好像也没法帮上什么忙，只能为美姬加油了……

  　俺が何か手伝うとかもできなさそうだし、美姫を応援するぐらいしかないよな……

  『翔君，麻烦你检查一下明天公开的视频』

  『ショウ君、明日公開する動画のチェックをお願いします』

  「啊，嗯。抱歉总是交给你」

  「あ、うん。いつも任せっぱなしでごめん」

  　我只管自己玩得开心，美音则会剪辑出不错的视频。

  　俺は好きなようにプレイしてるだけで、いい感じの動画を作ってくれるミオン。

  　一开始我还觉得不可思议，或者想说她是不是本来就喜欢做这个，但应该是有才能吧。

  　最初は不思議だなとか、もともと趣味だったのかなとか思ってたけど、才能なんだろうな。

  　内容是石造仓库和山间小屋的装修集锦。

  　内容としては、石造りの蔵と山小屋のリフォームの総集編。

  　虽然直播时已经展示了完成后的样子，但装修前和装修中的情况也收录得很有趣。

  　ライブでは完成したところを見せちゃったけど、リフォーム前とか、作業途中とかがちゃんと収録されてて面白い。

  　还有，斗篷的回复量好厉害这一点也好好地剪辑掉了……

  　あと、何気にマントの回復がすごいあたりはちゃんとスキップされてるし……

  「嗯，完美。做得非常好」

  「うん、バッチリ。すごく良くできてる」

  『太好了』

  『良かったです』

  「虽然自己说有点那个，但真亏你能做出这样的视频啊。要是土间和多功能石窑流行起来就有趣了……」

  「なんか自分で言うのもなんだけど、よくこんなの作ったよな。これで土間とか多機能石窯とか流行ったりしたら面白いんだけど……」

  『应该会流行吧？毕竟素材加工技能也流行起来了，听说生产系的玩家都学会了制作绳子哦？』

  『流行るんじゃないでしょうか？　素材加工スキルも流行りましたし、ロープ作りは生産系の人はみなさん覚えたそうですよ？』

  「哇，真的假的……」

  「うわ、マジか……」

  　是因为开拓未开发地的目的和岛上的生存生活相符合吗？

  　未開地の開拓っていう目的と、島でのサバイバルが合致してるからかな？

  　不过，太在意这些也没用。

  　まあ、あんまりそんなこと気にしてもしょうがないんだけど。

  『话说回来，部长怎么还没来？』

  『それにしても部長が来ませんね？』

  「是啊……不会是补习吧？」

  「だね。……まさか補習？」

  『老师应该不会……』

  『さすがにそれは先生が……』

  　也是啊。要是惹平时温和的雅塔老师生气……

  　だよなあ。普段穏和なヤタ先生を怒らせたら……

  「你们好。」

  「こんにちは」

  「早好嘶。」

  「ちわっす」

  『你好。』

  『こんにちは』

  　看到担心的贝露部长出现，我松了口气。

  　心配してたベル部長が現れてホッとする。

  　她被雅塔老师逮住了很久，应该没有不及格吧。

  　ヤタ先生に結構捕まってたし、赤点はないよな。

  「……考试的话，我顺利拿到了平均分以上」

  「……テストなら問題なく平均点以上取れたわよ」

  「不，我什么都没说啊」

  「いや、何も言ってないんですけど」

  「你脸上都写着了」

  「顔に書いてあったわ」

  『是啊』

  『ですよ』

  　真的假的……话说，美音也看出来了？

  　マジか……。てか、ミオンにもバレてたの？

  「因为有点晚了，所以有点担心，然后松了口气就表现在脸上了……」

  「ちょっと遅かったから心配だったっていうか。それでホッとしたのが顔に出ただけで……」

  「我说啊，我在班上也是有朋友的哦？有不少人终于在连休前拿到了VRHMD，开始玩起了ＩＲＯ，所以就变成了一次提问大会」

  「あのねえ。私だってクラスに友だちいるわよ？　連休前にやっとＶＲＨＭＤが手に入って、ＩＲＯ始めてたって子が多いから、ちょっと質問大会になっちゃってたのよ」

  　班上好像突然流行起了ＩＲＯ，最新款的VRHMD似乎很难买到。

  　なんかクラスでＩＲＯがめちゃくちゃ流行りだして、最新ＶＲＨＭＤはなかなか手に入らない状態だったらしい。

  　VRHMD卖得好，制造它的六条电子公司就能赚钱，所以开发＆运营ＩＲＯ的六条软件公司就算不赚钱也没关系，大概是这么回事吧。

  　ＶＲＨＭＤが売れれば、作ってる
    
     六
    ろく
    
     条
    じょうエレクトロニクスが
    
     儲
    もうかるから、ＩＲＯを開発＆運営してる六条ソフトウェアは儲からなくても大丈夫とかそういうやつなのかな。

  　那种质量，感觉不知道花了多少钱。

  　あのクオリティー、どれだけ金をかけてるんだよって感じだし。

  『那个……部长隐瞒了自己就是魔女贝露的事吧？』

  『あの……、部長は魔女ベルなことを隠してるんですよね？』

  「嗯，所以只教了他们VRHMD的基本使用方法。比如最初穿戴式ID的登录，还有从身体测量开始创建虚拟形象之类的。」

  「ええ、だから、ＶＲＨＭＤの基本的な使い方だけよ。最初のウェアアイディの登録や、身体計測からのアバター作成なんかをね」

  「啊，那个与其说是麻烦，不如说很难懂吧。」

  「ああ、あれ面倒くさいっていうか、わかりづらいですよね」

  　不过，只要完成一次登录，不管用哪个VRHMD都能轻松认证，很方便就是了。

  　まあ、一度登録し終われば、どのＶＲＨＭＤを使っても楽に認証できて便利なんだけど。

  『因为部长在电脑社很熟悉吗？』

  『部長が電脳部で詳しいからってことですか？』

  「是啊。平时也会给他们建议。」

  「そうね。普段からアドバイスをしてるわよ」

  　话是这么说，但感觉『魔女贝露』的身份已经暴露了吧？

  　そりゃそうなんだろうけど、なんかもう普通に『魔女ベル』だってバレてるんじゃないの？

  　总觉得大家好像都在默默守护着她……

  　それをみんな生暖かく見守ってくれてるような気がしなくもない……

  「怎么了？」

  「どうしたの？」

  「啊，没什么。先不说这个，昨天的有翼人事件我大致听说了……」

  「あ、いえ。それはそれとして、昨日の有翼人の話はだいたい聞いたんですが……」

  「啊，那个啊……」

  「ああ、あれね……」

  　她这么回答，整个人瘫在电竞椅上。

  　そう答えて、ぐったりとゲーミングチェアに沈み込む。

  　看来那场交涉果然让她很累。

  　やっぱり、あの交渉はお疲れだった様子。

  『下次要直播交涉吗？』

  『次回はライブで交渉するんですか？』

  「不，我打算退出交涉。老实说，就算直播无聊的交涉过程，观众也不会觉得有趣吧。」

  「いえ、私は交渉の席から外れるつもりよ。正直、つまらない交渉ごとをライブしても、視聴者さんも楽しめないでしょ」

  「的确，应该很少人喜欢看那种东西……」

  「確かにそういう物好きは少ないかと……」

  　如果这是安希雅公主的直播，应该会很热闹吧。

  　これがアンシア姫のライブだったりしたら盛り上がるんだろうけど。

  　毕竟她的观众群就是喜欢看那种东西。

  　あそこの視聴者層ってそういう人たちの集まりだろうし。

  『交涉要全交给赛丝酱吗？』

  『交渉はセスちゃんだけに任せるんですか？』

  「还在调整中。今天赛丝酱会去向子爵大人报告，结果如何还不知道。我打算请仁培先生代替我出席。」

  「まだ調整中よ。今日にもセスちゃんが子爵様に報告に行くから、その結果次第ね。私の代わりにはジンベエさんに入ってもらうつもりよ」

  「啊——毕竟师父的人生经验很丰富嘛。」

  「あー、師匠は人生経験豊富そうでしたもんね」

  「早知道一开始就拜托他了……」

  「最初から頼めば良かったわ……」

  　他本人似乎不太喜欢抛头露面，而且有『白银之馆』这块招牌，昨天才会由赛丝和贝露部长出席。

  　本人、あんまり前に出たがらない人らしいし、『白銀の館』っていう看板があるから、昨日はセスとベル部長が出たそうだ。

  　不过，下次交涉可能会谈得更具体，所以正在调整让仁培师父和副公会长由纪小姐出席。

  　ただまあ、次回の交渉はもっと具体的な話になるかもってことで、ジンベエ師匠やサブマスのユキさんが同席する方向で調整中とのこと。

  「先不说这个，你有听说Game Dolls那些人的情况吗？」

  「そっちはいいとして、ゲームドールズの人たちの話は聞きました？」

  「是啊。虽然不知道他们在想什么，不过目前也只能静观其变了。反正他们也没有做什么对我们不利的事。」

  「ええ。何を考えてるのかわからないけど、今のところは様子見するしかないわね。こちらに不利益になるようなことをしてるわけでもないし」

  　根据他们的说法——

  　曰く、

  『王国的环境不太好，所以我们决定前往公国的新天地。我们打算把分散各地的成员都找来，一起同乐。』

  『王国はいまいちだったので公国の新しい場所に行きます。離れて活動してたメンバーみんなが集まって楽しもうと思います』

  　就只是这样而已。这其实是很正常的玩法，没什么特别值得关切的地方。不过建国即灭亡的前例，冲击性实在是太大了……

  　だそうで。これって、ごく普通のプレイングだし、特に問題視されるようなこともないんだよな。ただ、建国即滅亡って前例のインパクトがすごいけど……

  『在意也没用。』

  『気にしてもしょうがないです』

  「是啊。现在得先跟有翼人交涉，没空管他们了。老实说，他们愿意离开王国，我反而松了一口气呢。」

  「そうね。有翼人との交渉でそれどころじゃないもの。正直、王国から出てくれてホッとしたわ」

  「总觉得他们好像会搞砸什么事呢。」

  「なんか、やらかしそうでしたよね」

  「……你讲这种话，不觉得一点说服力也没有吗？」

  「……あなたが言っても説得力ないと思わない？」

  　啊、嗯，说得也是……

  　あ、はい、そうですね……

  「总觉得在学校玩这么长时间的ＩＲＯ，感觉很不可思议呢。」

  「なんか、学校で長い時間ＩＲＯできるってのも不思議な感じ」

  『是啊。今天跟明天感觉特别不一样呢。』

  『そうですね。今日と明日は特別な感じがします』

  　和贝露部长大致交换完情报之后，下午两点过后便登入ＩＲＯ。

  　ベル部長と一通りの情報共有ののち、午後二時過ぎからＩＲＯへと。

  　平常的社团活动时间是到下午五点半，不过今天决定提早到四点半结束。剩下的一个小时用来打扫社办。

  　いつもの部活は午後五時半までだけど、今日は早めの四時半で終わりにしましょうということになった。残りの一時間は部室の掃除をするとのこと。

  「我吃饱了。」

  「ごちそうさま」

  「汪！」

  「ワフン！」

  「～～♪」「「「～～♪」」」

  「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  　不只是露比，斯薇和菲雅莉们也一起吃饭。

  　ルピだけでなく、スウィーやフェアリーたちも一緒にご飯。

  　它们似乎相当喜欢我之前做的『粘稠帕普干』……

  　この間作った『とろとろ干しパプ』が随分と気に入ったようで……

  『翔君。之前忘记说了，可以让我看看你的状态吗？』

  『ショウ君。この前、言い忘れてたんですが、ステータス見せてもらっていいですか？』

  「咦，嗯。可以是可以，隐匿技能有什么问题吗？」

  「え、うん。いいけど、隠密スキルに何かあった？」

  『不，不是那个。』

  『いえ、そっちではないです』

  　不是那个的话，还有什么？

  　あれじゃなきゃなんなんだろ？

  　总之我打开状态栏。

  　ともかく、ステータスを開いて、

  「要解除技能隐蔽吗？」

  「スキル隠蔽は解除した方がいい？」

  『不，保持这样就好。翔君，岛民的数量增加了。』

  『いえ、そのままでいいですよ。ショウ君、島民の数が増えてます』

  「咦？……哈？二十二人！？」

  「え？　……は？　二二人!?」

  　什么时候增加的？啊，是那个吗！

  　いつ増えた？　ってあれか！

  「棕狼的家人！」

  「ドラブウルフの家族！」

  『我想是的。因为它们有八只。』

  『だと思います。あの子たち八人いましたから』

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　露比一脸得意，仿佛在说「是我做的！」，我只能摸摸它。

  　ルピが「僕がやりました！」みたいなドヤ顔してるので撫でてあげるしかない。

  　突破十人时有奖励，下次大概是突破一百人吧？

  　一〇人突破で褒賞来たし、次は一〇〇人突破あたりかな？

  「不过，岛民的基准是什么呢？棕狼它们应该从以前就住在那里了。」

  「でもこれって、何を基準に島民なんだろう。ドラブウルフたちって、前からあそこに住んでたと思うんだけど」

  『它们加入了露比酱的指挥，而翔君又在露比酱之上吧？』

  『ルピちゃんの指揮下に入ったわけですし、そうなるとショウ君はさらにその上ですよね？』

  「啊，嗯，姑且算是吧……」

  「あ、うん、一応そうなるか……」

  『因为它们进入了岛上唯一的玩家翔君的庇护之下吧？斯薇酱它们也是翔君在保护的』

  『島で唯一のプレイヤーのショウ君の
    
     庇
    ひ
    
     護
    ご下に入ったから、じゃないでしょうか？　スウィーちゃんたちもショウ君が守ってあげてますし』

  　露比的嚎叫效果确实写着『召集同族，纳入指挥』。

  　確かにルピのハウリングの効果に『同族を招集・指揮下におく』って書いてあった。

  　不过，我没想到效果会一直持续下去，原来现在也还在持续吗。

  　ただ、それがずっと続くとは思ってなかったんだけど、今も続いてるってことか。

  「亲近我的话，就是岛民了吧。如果是这样，那我是不是也得经常去见见那些棕狼？」

  「懐いてくれてると島民なのかな。だとしたら、あのドラブウルフたちにもマメに会いに行かないとダメ？」

  「汪呼」

  「ワフ」

  「偶尔去一下可以吗？」

  「たまにぐらいで大丈夫？」

  「汪呼」

  「ワフン」

  　露比的回答大概是这个意思，偶尔去看看情况似乎就可以了。

  　ルピの答えはそんな感じで、たまに様子見に行くぐらいでいいっぽい。

  　之前是它们帮助了我，如果它们遇到什么困难，我也想帮它们。

  　この前はこっちが助けてもらったし、向こうが何か困ってるんなら助けてあげたいところ。

  『现在去看看吗？』

  『今から見に行きますか？』

  「嗯，今天先去下面的楼梯吧。另外，我也想确认一下骷髅会不会又冒出来」

  「んー、今日は先にあの下に向かう階段かな。あと、またスケルトン湧いてたりしないか確認したいんだよな」

  『是啊。不过，那些骷髅……为什么会出现在那种地方呢？』

  『そうですね。でも、あのスケルトンって……なぜあんな場所にいたんでしょう？』

  「这也是个谜啊。我猜它们原本应该是人，以前住在这座岛上？不过，留下记录的那个人好像没有遇到过……」

  「それも謎なんだよな。多分だけど元は人だったんだろうし、この島に昔住んでたとか？　でも、あの記録を残した人は遭遇してないっぽいし……」

  『说不定，和那个人赶去的事件有关……』

  『ひょっとしたら、その人が駆けつけた事件と関係してるのかもです……』

  　啊～还有这种可能啊。之前那个人好像说过魔导装置失控之类的，会不会是那个的影响？如果是这样，不调查一下原因可不行……

  　あー、その線もあるのか。なんか、魔導装置が暴走してどうこうみたいな話だったし、その影響がこっちにまで？　だとしたら、原因調査はしとかないとまずいよな……

  「那我开门咯。」

  「じゃ、開けるよ」

  『好的。请小心。』

  『はい。気をつけてくださいね』

  　我点头之后伸手触碰门，输入解锁密码『4725』解除门锁。

  　頷いてから扉に手を触れ、解錠コード『４７２５』でロックを解除。

  　上次回去的时候，我怕门开着会冒出骷髅，所以有好好把门关上……

  　前回の帰り、開けっ放しにしといたらスケルトンが出てくるかもってことで、ちゃんと閉めなおしたんだけど……

  「没有吗？」

  「いないか」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　露比叫了一声表示没问题。我的察觉气息技能也没有感应到什么异状。

  　ルピが大丈夫と一声。確かに気配感知でも変な感じはしない。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「好好好。」

  「はいはい」

  　左肩的斯薇像是在喊「GO！GO！」一样催促我前进。

  　左肩のスウィーが「ゴーゴー！」って感じで前進指示。

  　它是不是把我当成超级机器人之类的了？

  　俺をスーパーロボットか何かだと思ってないか？

  「照明。」

  「明かりを」

  　我拜托光精灵像平常一样提供自动追踪的照明，然后开始前进。

  　光の精霊にいつもの自動追尾な照明をお願いしてから前進開始。

  　骷髅的骨头已经不见了。如果是普通游戏，我大概会觉得「这样很正常」，不过在ＩＲＯ里，我总觉得有点在意。

  　スケルトンの骨とかなくなってるな。普通のゲームならそうかって感じだけど、ＩＲＯだとなんか微妙に気になるところ。

  　我在笔直的通道上前进，右手边是上楼的楼梯，左手边是下楼的楼梯。

  　まっすぐな通路を進み、右手に上り階段、左手に下り階段。

  「好，今天走下面。」

  「よし、今日は下へ」

  　我缓慢、慎重地走下楼梯，不过没有特别感觉到什么异状。

  　ゆっくり、慎重に階段を下りていくが、特におかしな気配はなし。

  　和上楼时一样走完一层楼的阶梯后，这次是往西延伸的通道……

  　上りの時と同じく一階分を下りたところで、今度は西へと通路が延びていて……

  「这边也是吗？」

  「こっちもか」

  『是电梯呢。』

  『エレベーターですね』

  「应该会通往下层吧。」

  「さらに下へなんだろうなあ」

  　上楼的时候没什么感觉，不过下楼就让人有点沉重。

  　上に行く分には平気だったけど、下に行くのはなんか気が重い。

  　我莫名有种不好的预感……毕竟不死者给人的印象就是从土里冒出来的。

  　微妙に嫌な予感がしなくもなく……アンデッドって土の下から出てくるイメージがあるし。

  「汪呼！」

  「ワフ！」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「好，走吧！」

  「よし、行くか！」

  　烦恼也解决不了问题，还是快点下去确认有什么东西吧。

  　悩んでても何も解決しないし、さっさと行って何があるか確認しよう。

  　我按下唯一一个按钮，电梯便发出和上楼时一样的声音打开了门。

  　一つだけあるボタンをポチッと押すと、上にあるのと同じように音がして開く。

  　门打开后没有出现怪物！之类的老套剧情，电梯内也有照明，十分明亮。按钮果然还是只有一个。

  　扉が開いてモンスターが！　みたいなお約束はなく、エレベーター内は照明もあって明るい。で、やっぱりボタンは一つだけか。

  『翔，后面可能也会打开。』

  『ショウ君、また後ろが開くかもなので』

  「啊，对哦。」

  「あ、そうだった」

  　不知道哪边会打开，还是转向侧面比较好？

  　どっちが開くかわからないし、横向いておくのが正解？

  　要是左右两边都打开的话，我可要笑出来了……

  　左右のどっちかが開いたら笑うんだけど……

  　叮　噗咻——

  　チーン　プシュゥゥ

  　随着这样的声音，我们搭乘过来的那侧门打开了。什么嘛……

  　という音がして、普通に乗ってきた側の扉が開いた。なんだよ……

  「嗯？好像不是通道，而是房间？」

  「ん？　なんか通路じゃなくて部屋か？」

  　在光精灵的照明下，可以看到房间的一部分。

  　光の精霊の明かりに照らされたのは部屋の一部っぽい。

  　然后……

  　そして……

  「呜呜……」

  「ウウゥゥ……」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　露比发出低吼，斯薇则躲进了兜帽里。

  　ルピが唸り、スウィーがフードの中へと隠れる。

  「照明！」

  「明かりを！」

  　我请光精灵加强照明，于是大量骷髅出现在灯光下……

  　光の精霊に照明を強くしてもらうと、そこに照らし出されたのは大量のスケルトン……

  　这里也有吗！

  　こっちにもいたのか！

  『翔君！』

  『ショウ君！』

  「加护！」

  「加護を！」

  　挂在脖子上的精灵石发出淡淡的光芒。

  　首にかかってる精霊石から放たれる淡い光。

  　咦？不只是绿色，还有淡蓝色的光？是水精灵的功劳吗？MP应该没问题吧？

  　あれ？　緑だけでなく薄い青の光？　って水の精霊のおかげか。ＭＰ大丈夫だよな？

  　不过，普通的骷髅只是杂鱼，所以只是在做例行公事……

  　まあ、ただのスケルトンなら
    
     雑
    ざ
    
     魚
    こなので作業なんだけど……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「啊，对哦。」

  「ああ、そうだな」

  　露比提醒我不要大意，就在我重新打起精神的时候——

  　油断するなとルピに怒られて気合を入れなおしたところに、

  「叽————！」

  「キイィィィ！」

  「呜哇！」

  「うわっ！」

  　幽灵！？

  　ゴースト!?

  　面对突然袭击过来的敌人，我不假思索地横向挥出猎刀。

  　襲ってきたそれに思わず剣鉈を横に振るう。

  「哦哦哦……」

  「オォォ……」

  　猎刀仿佛穿过什么都没有的空间，幽灵发出临死前的惨叫，化为光粒消失。幸好有效，不过这应该是加护的功劳吧。

  　何もなかったかのように剣鉈が通り抜けたが、ゴーストは断末魔の声をあげ、光の粒となって消える。効いたみたいで良かったけど、これって加護があったからだよな。

  　骷髅们喀嚓喀嚓地靠近，幽灵们穿过骷髅袭击过来，我不断打倒它们。

  　ガシャガシャと近づいてくるスケルトンたち、それをすり抜けて襲いかかってくるゴーストたちを倒し続ける。

  『翔，MP没问题吗？』

  『ショウ君、ＭＰ大丈夫ですか？』

  「嗯。还行。」

  「うん。まだ平気」

  　大概是因为之前做的魔狼牙的坠饰吧。

  　多分、この前作った魔狼の牙のペンダントのおかげだろう。

  　虽然回复速度没有变快，但因为最大MP增加了，所以目前应该没问题。

  　回復が早くなったわけじゃないけど、最大ＭＰが増えたおかげで今のところは大丈夫そう。

  「这要持续到什么时候啊……」

  「いつまで続くんだこれ……」

  『也考虑一下撤退吧！』

  『撤退も考えてくださいね！』

  「了解！」

  「りょ！」

  　无限涌出的话可就不好玩了。

  　無限湧きとか
    
     洒
    しゃ
    
     落
    れにならないんだけど。

  　就在我这么想的时候，终于不再有幽灵靠近，骷髅的脚步声也变少了。

  　そう思ったあたりで、ようやっと近づいてくるゴーストがいなくなり、スケルトンの足音も少なくなってきた。

  「应该就快结束了！」

  「もうちょっとのはず！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　感知气息捕捉到的讨厌感觉几乎都消失了……嗯？

  　気配感知に引っかかる嫌な感じはほぼなくなってきてて……ん？

  「露比，小心！」

  「ルピ、気をつけろ！」

  　有什么比之前更浓的气息正在靠近。

  　何か今までよりずっと濃い気配が近づいてくる。

  　然后，我听到沉重的脚步声……

  　そして、聞こえてくる重い足音……

  「真的假的……」

  「マジかよ……」

  　一眼就能看出比其他骷髅大上一圈。原本的身高应该接近三米……是巨人族的骷髅吗？手里拿着长剑，身上穿着全身板甲……

  　見た目にわかる一回り大きいスケルトン。元の身長が三メートル弱はありそうな……巨人族のスケルトンなのか？　手には長剣を持ち、身に付けているのはフルプレート……

  【骷髅将军】

  【スケルトンジェネラル】

  『骷髅骑士的上位种。生前卓越的剑技因失去肉体而衰退』

  『スケルトンナイトの上位種。生前の卓越した剣技は肉を失ったことによって衰えている』

  「喂喂，直接跳到将军也太狠了吧！」

  「おいおい、一足飛びでジェネラルは
    
     酷
    ひどいだろ！」

  　嗡！

  　ブォン！

  「唔！」

  「くっ！」

  　我避开挥下的长剑后退，长剑与石板地面碰撞，迸出火花。

  　振り下ろされた長剣を
    
     避
    よけて後ずさると、石畳と衝突した長剣から火花が散る。

  　幸好它只剩下骨头，剑技也衰退了，不至于完全看不见剑路。

  　骨だけになって剣技が衰えてるおかげか、剣筋が全く見えないとかじゃなくて良かった。

  『翔君，还是逃走比较好！』

  『ショウ君、逃げた方が！』

  「没问题，我还能打。露比，拜托了。」

  「大丈夫、まだやれる。ルピ、頼む」

  「汪！」

  「ウォン！」

  　我从发动玛那援助的露比那里得到MP，几乎完全恢复了。

  　マナエイドを発動したルピからＭＰをもらってほぼ全快に。

  　如果对手只有一只，这样应该足以战斗。接下来……

  　相手が一体なら、これで十分戦えるはず。あとは……

  　锵！

  　ガキッィン！

  　我用圆盾卸开它斜劈过来的一剑。

  　
    
     袈
    け
    
     裟
    さがけの一撃を円盾で受け流す。

  「喝！」

  「はっ！」

  　骷髅将军试图用左手接下猎刀，结果手直接碎了。

  　剣鉈の一撃を受け止めようとしたスケジェネの左手が砕ける。

  　这家伙原本有拿盾吗？刚才的动作完全就是盾兵……

  　こいつ、元々は盾持ってたのか？　手の動きが完全にそれだったんだけど……

  「糟糕！」

  「やべっ！」

  　即使手碎了，它也毫不畏惧，直接用右手的长剑横扫过来。

  　手を砕かれても全く
    
     怯
    ひるまず、そのまま右手の長剣を横
    
     薙
    なぎにしてくる。

  　我连忙举起圆盾，正面接下这一剑……

  　
    
     咄
    とっ
    
     嗟
    さに構えた円盾がそれをまともに受け止め……

  　喀！

  　ガゴッ！

  　我直接被扫飞出去，滚了好几圈才停下来。

  　そのまま吹っ飛ばされ、ごろごろと転がってようやっと止まる。

  『翔！』

  『ショウ君！』

  「力气也太大了吧……」

  「力強すぎだろ……」

  　虽然真的不会痛，但是被扫飞出去还是会吓一跳，然后觉得「好痛」。

  　本当に痛いわけじゃないけど、吹っ飛ばされるとびっくりして「痛い」って思っちゃうな。

  「嘎呜！」

  「ガウッ！」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　露比瞄准骷髅将军的脚，反复进行打带跑，斯薇则是为它加油……原来它是在我被扫飞出去的时候跑出来的吗！

  　ルピがスケジェネの足を狙って何度かヒットアンドウェイを繰り返し、スウィーがそれを応援……って吹っ飛ばされた時に飛び出したのか！

  「露比！斯薇！」

  「ルピ！　スウィー！」

  　我连忙起身，把它们两个叫回来。

  　慌てて起き上がって二人を呼び戻す。

  　只要打倒那家伙就行了，这是个尝试那个的机会。

  　あいつさえ倒せればだし、あれを試すチャンスか。

  　骷髅将军缓缓转身面向我，大步走了过来。

  　ゆっくりとこちらに向き直って、大股で近づいてくるスケジェネ。

  　可能是因为左手肘以下都没了，总觉得它有点往右偏……

  　左腕の肘から先がないせいか、心なしか右に傾いてる……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　我确认露比回来，斯薇也躲回兜帽里。

  　ルピが戻り、スウィーがフードに隠れたのを確認。

  　接着从道具栏取出魔晶石，握在左手。

  　インベントリから魔晶石を取り出して左手に握る。

  　我仔细确认它的步伐……

  　しっかりと奴の歩幅を確認して……

  「〈挖掘〉！」

  「〈掘削〉！」

  　在它踏出的右脚落地处，挖出一个三十公分见方，深一米的坑。

  　踏み出した右足を下ろす場所に、三〇センチ四方、深さ一メートルほどの穴を開ける。

  　骷髅将军的右脚踩空，身体向前倾，右手的长剑脱手，用手撑住地面，头部就在我的眼前……

  　スケジェネが右足を踏み外してつんのめり、右手の長剣を手放して手をつくと、その頭部が目の前に……

  「结束了！」

  「終わりっ！」

  我用〈要害攻击〉挥下猎刀，它的头部碎裂，所有骨头仿佛失去连接般哗啦啦地崩落。

  〈急所攻撃〉で剣鉈を振り下ろすと頭部が砕け、全ての骨が接続を失ったようにガラガラと崩れ落ちた。

  「呼……」

  「ふう……」

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  【盾技能的等级提升了！】

  【盾スキルのレベルが上がりました！】

  【精灵魔法技能的等级提升了！】

  【精霊魔法スキルのレベルが上がりました！】

  「汪呜～！」

  「ワオォ〜ン！」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  『成功了！』

  『やりましたね！』

  「嗯。虽然有点作弊，不过赢了就好。」

  「うん。またちょっとズルだけど、勝ったから良しってことで」

  　我手上的魔晶石似乎把好不容易累积的MP全部用光了。魔狼牙大概也空了吧。

  　手に持った魔晶石はせっかく溜めてあったＭＰを全部使いきったっぽい。魔狼の牙も多分空になってるかな、これ。

  　之前角色升级时的BP，结果因为隐匿的关系没有分配，这次得重视MP，多分配一些INT才行。

  　前にキャラレベ上がった時のＢＰ、結局、隠密のこともあって割り振ってなかったし、ＭＰ重視でＩＮＴ多めにしないとだな。

  「好像没事了？」

  「もう大丈夫っぽい？」

  「汪。」

  「ワフン」

  　露比说没事，于是我解除了精灵的加护。MP原本剩下三成左右，现在开始迅速恢复，让我松了口气。

  　ルピが大丈夫だよと言ってくれるので、精霊の加護を解除。ＭＰが残り三割ぐらいだったのが、もりもり回復し始めて一安心。

  「好了，一直这么暗也不太好，从高一点的地方照亮……好痛！」

  「さて、暗いままだとアレだし、もう少し高い場所から明るく照らして……いててっ！」

  　我正准备使用光精灵石，斯薇拉扯我的耳垂。没想到还挺痛的，痛觉的设定是怎么回事……

  　光の精霊石にと思ったところで、スウィーが俺の耳たぶを引っ張る。意外と痛いんだけど、痛覚設定ってどうなってるんだ……

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「哎，怎么了？」

  「え、何？」

  　她好像在说「这边这边」，有什么东西吗？

  　なんだか「こっちこっち」って風なんだけど何かあるのか？

  　我直接低空飞到墙壁下方。

  　そのまま低く飛んでいって壁の下の方へと。

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「哎？这是什么……」

  「え？　なんだこれ……」

  　墙壁上有个四角形凹槽，真神秘。

  　四角い
    
     窪
    くぼみのような何かが壁にあって謎。

  『感觉……好像可以打开？』

  『何か……開きそうな感じじゃないですか？』

  「啊，那个吗？」

  「ああ、それか」

  　我蹲下来仔细观察，是往上面滑动吗？我用手指勾住微妙的凹凸处往上推。

  　しゃがみこんでよく見てみると、上にスライドかな？　微妙な引っ掛かりに指をかけて上に。

  「打开了。这是……魔晶石？」

  「開いた。これは……魔晶石？」

  『是隐藏道具之类的吗？』

  『隠しアイテムとかでしょうか？』

  「不，我觉得不是……啊，要我注入玛那吗？」

  「いや、なんか違うと思う……。ああ、マナを入れろってこと？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇双手抱胸，连连点头。

  　腕を組んでうんうんと頷くスウィー。

  　虽然我很好奇她怎么会知道，但别看她这样，好歹也是妖精女王……

  　なんで知ってるんだって気がするんだけど、こう見えてフェアリーの女王だしなあ……

  「MP应该没问题了，我试试看。」

  「ＭＰはもう大丈夫そうだし、やってみるよ」

  『好的。』

  『はい』

  　贝露部长教过我如何将MP转移到魔晶石，刚才也用中型魔晶石实践过了。只要用手指注入MP就好。

  　魔晶石にＭＰを移すのはベル部長に教わったし、さっき使ってた中サイズの魔晶石で実践済み。指を添えてＭＰを流し込むだけ。

  「哦哦！？」

  「おおっ!?」

  　注入了大约两成MP后，房间突然变亮了。

  　二割ほどＭＰを入れたところで、部屋が急に明るくなる。

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「这是紧急用的吗……话说这里好大啊！」

  「これ、非常用だったのか……ってか、広いなここ！」

  　被照亮的房间感觉就像两座美杜体育馆纵向并排在一起。

  　照らし出された部屋は
    
     美
    み
    
     杜
    もりの体育館が縦に二つ並んだ感じ。

  　虽然好像没有其他怪物了，但深处的地板上好像画着什么图案。

  　もう他にモンスターはいないようだけど、なんか奥の方の床に模様が描かれてるな。

  『这是什么地方呢？』

  『どういう場所なんでしょう？』

  「不知道。感觉像是仓库，或者说是储藏室……」

  「なんだろ。物置っていうか、倉庫みたいな雰囲気だけど……」

  　斯薇一副已经没问题的样子，把我的手指从魔晶石上剥下来。意思是不用勉强灌满吗？

  　とスウィーがもう大丈夫という感じで、俺の指を魔晶石から剝がす。無理に満タンにしなくてもいいってことか。

  「汪。」

  「ワフ」

  「嗯，稍微到处看看吧。」

  「うん、ちょっと見て回ろうか」

  　我让光精灵的照明保持在开启状态，走向房间深处。

  　光の精霊の明かりは一応つけたままにして部屋の奥へ。

  　画在地面上的这个图案，应该是魔法阵，但异常地大……

  　この地面に描かれてる紋様、魔法陣なんだろうけど、異様にデカイ……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯？」

  「ん？」

  　斯薇指着的地方有一个稍微小一点的魔法阵。

  　スウィーが指差す先には、少し小さめの魔法陣。

  　感觉有一米见方的这个魔法阵，

  　一メートル四方はある感じのこれって、

  「感觉像是传送魔法阵……」

  「転移魔法陣な気がする……」

  『哎！？』

  『えっ!?』

  　以防万一，我进行了鉴定。

  　念のため鑑定。

  【传送魔法阵】

  【転移魔法陣】

  『注入MP后，可以让站在此处的人或物转移到对应的传送魔法阵。

  『ＭＰを注ぐことで乗っている人や物を、対となる転移魔法陣へと転移させる。

  　但是，如果魔法阵上有障碍物等，由于存在安全问题，所以不会发动』

  　ただし、魔法陣の上に障害物などがある時は安全の問題があるため発動しない』

  「这和山间小屋的传送魔法阵是相连的吗？」

  「これが山小屋にあった転移魔法陣と繫がってる？」

  『如果是这样，那写下「纪录」的人不就在这里了吗？』

  『それだとあの「記録」を書いた人がここにいたことになりますよね？』

  「这里好像有类似的人……」

  「ここにそれっぽい人……」

  　我想应该不是那只骷髅将军，那么就是普通的骷髅或幽灵？不不不，那样对待人家也太可怜了……

  　あのスケルトンジェネラルではないと思うし、だとすると、ただのスケルトンかゴーストのどれか？　いやいや、それはちょっと扱いが
    
     可哀
    かわい
    
     想
    そうすぎるだろうし……

  「不对。那个人原本是中央研究所的人。」

  「違うか。あの人って、元々は中央の研究所にいたとか書かれてたし」

  『是的。』

  『はい』

  　既然如此，这个房间有什么意义呢？

  　となると、この部屋の意味ってなんなんだろ。

  　乍看之下是仓库？可是如果是仓库，应该会有什么东西要保管，再说这个大魔法阵到底是……

  　ぱっと見は倉庫？　でも、それなら保管してあった何かがあってもいいはずだし、そもそもこの大きな魔法陣は一体……

  「这个大魔法阵也是传送魔法阵吗？」

  「この大きい魔法陣も転移魔法陣なのかな？」

  『咦？』

  『え？』

  「不知道能不能鉴定……」

  「鑑定できるかな……」

  　只要靠近到一定距离，应该就能鉴定，不过这个魔法阵可是有体育馆那么大。

  　一応、対象から一定距離に近づけば鑑定できるはずなんだけど、何せこの魔法陣、体育館一つ分あるもんな。

  　只要走到正中央就行了吗？如果在角落就能鉴定……

  　これって真ん中まで行けばいいのか？　端っこで鑑定できれば……

  「汪呜！」

  「ワフッ！」

  「咦！」

  「えっ！」

  　大魔法阵开始发光，我连忙和露比一起后退。

  　でかい魔法陣が光り始め、慌ててルピと後ろに下がる。

  　斯薇呢！？啊，它扑到我的兜帽里了。

  　スウィーは!?　ってフードに飛び込んできた。

  『翔，快到电梯那边！』

  『ショウ君、エレベーターの方へ！』

  「啊，嗯。还是先确认一下……」

  「あ、うん。一応、確認してから……」

  　我慢慢后退到电梯那边，眼睛看着发光的魔法阵。这绝对会有什么东西跑出来吧。

  　じりじりとエレベーターの方へ
    
     後
    あと
    
     退
    ずさりつつ、目は光る魔法陣に。これって絶対に何か出てくるやつだよな。

  　光芒逐渐变强，视野几乎一片白。

  　次第に光が強くなり、ほぼほぼ視界が真っ白になる。

  　我蹲下身用右手遮住眼睛，左手的圆盾挡在露比面前……

  　しゃがんで右手で目を隠しつつ、左手の円盾をルピの前に……

  「喂喂……」

  「おいおい……」

  　光芒平息后，出现了一只银色的龙。

  　光が収まった中に現れたのは銀色のドラゴン。

  　它巨大的身躯几乎塞满了这个宽敞的房间。

  　この広い部屋にみっしりという感じの巨大な
    
     体
    たい
    
     軀
    く。

  　那张能把我整个吞下去的脸四处张望，然后似乎注意到了脚边的我们，用锐利的眼神瞪了过来。

  　俺ぐらいは
    
     丸
    まる
    
     吞
    のみできそうな顔があちこちを見回したのち、足元の俺たちに気づいたのか、鋭い目で睨んでくる。

  「哎呀？」

  「おや？」

  　话说，它刚才说话了？

  　っていうか、今、しゃべった？

  「是你启动了这座古代遗迹吗？」

  「
    
     貴方
    あなたがこの古代遺跡を稼働させたのですか？」

  「呃，我打开了这个房间的照明……」

  「えっと、この部屋の照明はつけましたけど……」

  「原来如此。看来并不是完全启动啊。」

  「なるほど。完全稼働ということではありませんでしたか」

  　它歪着头，用手指……爪子抵着下巴，做出沉思的动作？

  　そういって首を
    
     捻
    ひねり、顎に指……爪をあてて考え込むような仕草？

  　没想到能看懂它的表情……

  　意外と表情わかるもんだな……

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  「啊，没事。我们语言相通。」

  「あ、大丈夫。言葉が通じるから」

  　要是它立刻吐出龙息，我们就完蛋了吧。

  　ノータイムでブレス吐かれてたら終わってたんだろうな、これ。

  　虽然不知道是什么样的龙息……

  　どんなブレスなのか知らないけど……

  「啊！等等，斯薇！？」

  「あっ！　ちょ、スウィー!?」

  　原本待在兜帽上的斯薇擅自飞向了龙。

  　フードにいたスウィーが勝手に飛び出してドラゴンの方へ飛んでいってしまう。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「哎呀，失礼了。我是银龙亚珍塔。再次为突然出现一事向您道歉。」

  「おっと、これは失礼しました。私は銀竜アージェンタ。改めて、突然現れたことをお
    
     詫
    わびさせていただきます」

  　它低下头，视线与我平齐。

  　そういって頭を低く下げて目線を合わせてくる。

  　虽然很可怕，但态度很友好，吓了我一跳……

  　怖いんだけどフレンドリーでびっくりする……

  「那个，我叫翔。大概，是现在这座岛上唯一的人类。这是我的搭档露比」

  「えっと、ショウです。多分、今、この島に住んでる唯一の人間です。こっちは相棒のルピ」

  「汪」

  「ワフ」

  　露比乖乖坐下打招呼。真聪明。

  　ちゃんとお座りして挨拶するルピ。賢い。

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「这位是菲雅莉的朋友斯薇」

  「フェアリーのスウィーは友だちです」

  　回来的斯薇很了不起地坐在我左肩上。

  　戻ってきたスウィーが左肩に偉そうに座る。

  　面对龙还能摆出这种态度，好厉害……

  　ドラゴン相手にその態度取れるのがすごいよ……

  「原来如此，这座岛上的人类只有你。可以请教一下你是如何启动这个房间的吗？」

  「なるほど、この島の人間は貴方のみと。この部屋をどうやって稼働させたかうかがってもよろしいでしょうか？」

  「好的。那个……」

  「はい。えっと……」

  　首先，我告诉它我下到下面，和骷髅还有幽灵战斗的事，然后是斯薇告诉我的紧急电源之类的事。

  　まず、下りてきて、スケルトンやらゴーストやらと戦ったことを話し、その後、スウィーに教えてもらった非常用電源っぽいやつのことを。

  　我把玛那注入魔晶石后，照明就亮了，然后我开始调查这个房间……

  　その魔晶石にマナを入れたら照明がついたので、この部屋がなんなのかを調べてたら……

  「原来如此。关于这座古代遗迹，可以把你所知道的都告诉我吗？」

  「なるほど。この古代遺跡のことを、知っている限りで良いので、教えてもらえますか？」

  「好的。啊，可以告诉我理由吗？如果可以的话……」

  「はい。あ、理由を聞かせてもらっていいですか？　できればですけど……」

  「这个嘛。不过，这件事请不要告诉别人。」

  「そうですね。ただし、このことは他言無用でお願いしますよ」

  　我虽然不可能在游戏中告诉别人，但现实世界里的话又如何呢？正当我这么想的时候……

  　俺の場合、ゲーム内で誰かに伝えることは不可能なんだけど、リアルの方で伝えるのはどうなんだろう？　そんなことを考えてると……

  『翔君，通往活动室的直播也已经停止了』

  『ショウ君、部室への配信も、もう止めてあります』

  　听到美音的话，我点了点头。

  　ミオンの言葉を聞いて頷く。

  「我们龙族根据很久以前与女神的约定，管理着古代遗迹。

  「私たち竜族は、はるか昔に女神と交わした
    
     約
    やく
    
     定
    じょうにより、古代遺跡を管理しています。

  　这个古代遗迹是过去由于魔导设施失控而失去联络的遗迹之一。我们也有必要了解情况」

  　この古代遺跡は、かつて魔導施設の暴走により連絡が途絶えた遺跡の一つ。私たちとしても知っておかねばなりません」

  　魔导设施失控，失去联络……

  　魔導施設の暴走、連絡が途絶えた……

  　和那个“记录”上写的一模一样啊。

  　あの『記録』に書かれてたこと、そのまんまだったのか。

  「……就是这样的感觉」

  「……っていう感じです」

  　我向银色的龙，亚珍塔先生说明了至今为止的情况。

  　銀色のドラゴン、アージェンタさん相手に今までの状況を説明する俺。

  　该说他善于倾听吗，他没有中途打断我的话，而且在关键的地方会提问，所以非常容易交流。

  　聞き上手というか、途中で話を遮ってきたりはせず、それでいて要所要所で質問はしてくれるので、すごく話しやすかった。

  「上面的通道被堵住了」

  「上の通路は遮断されていると」

  「是的，如果有从崩塌的地方到对面的地图，我想应该可以绕过去」

  「ええ、崩落した場所から向こうの地図があれば、
    
     迂
    う
    
     回
    かいすることも可能だと思うんですけど」

  「地图……回到龙都的话或许会有」

  「地図は……竜の都へと戻ればあるかもしれませんね」

  　龙都。还有那种地方啊。

  　竜の都。そんな場所あるんだ。

  「亚珍塔先生是从那里来的吗？」

  「アージェンタさんはそこから？」

  「是的。说起来，我还没有说过这边的情况呢」

  「はい。そういえば、こちらのことを話していませんでしたね」

  　亚珍塔先生开始向我说明。

  　そういって説明を始めてくれるアージェンタさん。

  　龙都曾经是古代文明最繁荣的地方，但因为某个魔导设施失控而化为了废墟。

  　竜の都はかつて古代文明が最も栄えた場所だったそうだが、とある魔導施設の暴走により
    
     廃
    はい
    
     墟
    きょ化した跡地だそうだ。

  　与女神的约定，就是龙族可以随意使用那片土地，但作为交换，龙族必须管理剩下的魔导设施和古代遗迹，以防止同样的事情再次发生。

  　女神との約束というのは、竜族がその地を好きにして良い代わりに、二度とそんなことが起こらないように、残された魔導施設、古代遺跡を管理することらしい。

  「我们定期会去龙都巡逻，然后发现本应停止功能的大型传送魔法阵再次启动了」

  「定期的に竜の都を巡回していますが、機能停止していたはずの大型転送魔法陣が、再稼働しているのに気がつきまして」

  「啊，是因为我把玛那注入了紧急用的那个吗？」

  「あ、俺が非常用のあれにマナを入れたからですか？」

  「恐怕是的」

  「おそらくはそうでしょう」

  「总感觉有点抱歉」

  「なんだか、すいません」

  「不不，多亏了你，我们才能找到这里」

  「いえいえ。おかげでここを見つけることができました」

  　亚珍塔先生笑眯眯（？）地回答道。

  　そうにこやかに（？）返してくれるアージェンタさん。

  　这个大小的传送魔法阵在启动时需要解除锁定，而我注入MP后似乎解除了锁定。

  　このサイズの転送魔法陣は起動するにもロック解除が必要で、俺がＭＰを注いだことでそのロックが解除されたらしい。

  　不过，要传送这么大的东西，确实需要这种安全装置（？）吧。

  　まあ、これだけのサイズを転送させるってなれば、そういう安全装置？　みたいなのも必要なんだろうな。

  「这里是为了什么而建的房间呢？」

  「ここってなんのための部屋なんでしょう？」

  「可能是为了进行大规模的物资传送。但运送的是什么就不清楚了」

  「大規模な物資転送を行っていたのではないかと。何を運んでいたかについては不明ですが」

  「原来如此。所以才这么宽敞啊……」

  「なるほど。だからこんなに広いのか……」

  　这里曾经用来制造什么，然后运送到其他地方？还是反过来？是什么来着？我记得上面写着“玛那循环系统”……

  　ここで何かを作って送ってた？　それか逆かな？　なんだっけ？　『マナリサイクルシステム』とか書いてあった記憶……

  「啊，说起来，这个房间和通道里有骷髅和幽灵」

  「あ、そういえば、この部屋とか通路とかにスケルトンやゴーストがいたんですけど」

  「恐怕是魔导设施失控后逃到这里的人们吧」

  「おそらくは魔導施設の暴走から逃げてきた人たちでしょう」

  　原来如此。他们以为逃到这里就安全了，结果却被关在了里面。要是能打开那个“解锁密码”或许就能得救了……

  　なるほど。ここまで逃げてくれば大丈夫だと思ったら、閉じ込められてしまったってことなのかな。あの『解錠コード』が開けられれば助かったのかも……

  「失控是怎么回事？」

  「暴走って何があったんですか？」

  「根据女神所说，这里曾经建造了收集周围玛那并将其结晶化的设施。然而，失控导致这颗星球的玛那几乎枯竭」

  「女神の話では、周囲のマナを集めて結晶化する施設を造っていたようです。ですが、その暴走は、この星のマナを枯渇寸前まで追い込みました」

  　失控比想象中还要严重。话说，要是发生这种事，游戏里就会陷入MP枯竭的晕厥状态。然后无法自然恢复，最终饿死？太可怕了……

  　想像以上にひどい暴走だった。っていうか、そんなこと起きたら、ゲーム的にもＭＰ枯渇してスタン。からの、自然回復なしで餓死ってパターン？　怖すぎる……

  「古代文明就是因此而灭亡的吗……」

  「古代文明ってそれで滅んだのか……」

  「是的。龙族等强大的种族暂且不论，人族大概有九成都死了」

  「はい。竜族のように種として強いものはともかく、人種は九割近くは亡くなったかと」

  　所以高度的魔法才会变成失落的技术吧。

  　それで高度な魔法がロストテクノロジーになったんだろうなあ。

  　之前赛丝说过，王城等地方直接使用了古代文明遗留下来的东西，这下就说得通了。

  　前にセスが、王城なんかは古代文明が残したものをそのまま使ってるって話をしてたけど、これで繫がった感じかな。

  『翔君。请向他询问一下，是否有人会来这里』

  『ショウ君。誰かがここに来る可能性について聞いてください』

  　啊，对哦。

  　あ、そうだった。

  　除了巨大的传送魔法阵之外，还有普通大小的转移魔法阵，要是有人用那个来到这座岛上就麻烦了……虽然这里也不是我的岛。

  　でかい転送魔法陣だけじゃなくて、普通サイズの転移魔法陣もあって、それを使われてこの島に来られても困る。……俺の島ってわけでもないけど。

  「有人会通过这里的魔法阵过来吗？」

  「ここにある魔法陣で、誰か他に人が来たりしますか？」

  「不，应该不会。龙都，与这里相连的区域禁止龙族以外的人进入。我们还要求巨人族和有翼人族等受到庇护的种族不要靠近这里」

  「いや、それはないでしょう。竜の都、ここへと繫がる区画は竜族以外立ち入り禁止に。巨人族や有翼人族といった庇護下の種族にも近寄らぬよう申しつけております」

  　嗯？哎？巨人族和翼人族？

  　ん？　え？　巨人族や翼人族？

  「现在大陆上的有翼人和巨人族的人们，正在与王国和帝国的人接触……」

  「今大陸で有翼人や巨人の人たちが、王国や帝国の人と接触してるって……」

  「哎呀。你从哪里听说的？」

  「おや。その話をどこで？」

  「很难说清楚是从哪里听说的。应该说是另一个世界吧」

  「どこでって言われると難しいですね。ここじゃない世界って言えばいいのかな」

  　游戏里的NPC是怎么看待游戏之外的事情的呢？玩家本身是被当作『受到祝福』的……

  　ゲーム内のＮＰＣってゲーム外のことどう認識してるんだろ？　プレイヤーそのものは『祝福を受けた』って扱いだけど……

  「原来如此，是女神居住的世界吗？

  「なるほど、女神の住まう世界でですか。

  　确实，在王国和帝国这两个国家的北方，白龙山脉的古代遗迹也在龙族的管辖之下。

  　確かに王国や帝国を名乗る国の北、白竜山脈にある古代遺跡も竜族の管轄下にあります。

  　最近，那里出现了魔物泛滥的预兆，所以我们向各种族发出了帮助人族的指示」

  　つい最近、それらに魔物の氾濫の予兆がありましたので、各種族に人種を助けるよう指示は出しましたが」

  「帮助？」

  「助ける？」

  「这是公主大人的命令。关于这一点，只能说是她一时兴起吧。」

  「お
    
     姫
    ひい
    
     様
    さまの申しつけです。これに関しては、気まぐれとしか言いようがありません」

  　公主大人，又是这种古风的称呼方式啊。

  　おひいさまって、また古風な言い方だなあ。

  　不，先不管这个，「帮助人类的指示」到底是在哪里被扭曲了？

  　いや、それはいいとして「助けるよう指示」って話がどこでねじ曲がったんだ？

  　巨人们似乎很老实地遵守着这个指示，但有翼人为什么态度那么傲慢呢……

  　巨人さんたちはその指示を愚直に守ってたっぽいけど、有翼人はなんであんな高慢な態度なんだろう……

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  「呃，这是我听说的，所以我觉得最好向本人确认一下……」

  「えっと、これは聞いた話なんで、本当かどうかはちゃんと確認を取ってもらった方がいいと思うんですけど……」

  　我告诉亚珍塔老师，贝尔部长、赛丝和蕾欧娜大人所在的开拓地出现了有翼人。

  　王国のアミエラ領。ベル部長やセス、レオナ様たちがいる開拓地に現れた有翼人のことを話す。

  　虽然他们确实帮助了人类，但那种态度有点让人难以接受。

  　確かに助けてくれたんだろうけど、あの態度はちょっとどうかと思うし。

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　亚珍塔老师说着闭上眼睛，揉了揉眉间。明明是龙，动作却非常像人类。

  　そう言って目を閉じ、眉間をもむアージェンタさん。ドラゴンなのに動きがとても人間っぽい。

  「我并没有亲眼看到……」

  「俺が直接見たわけじゃないんで……」

  「不不，很容易就能想象得到。那个种族虽然优秀，但自尊心很高，总是瞧不起不会飞的人……」

  「いえいえ、容易に想像がつきます。かの種族は優秀ではあるのですが、どうも
    
     気
    き
    
     位
    ぐらいが高く、飛べぬものを下に見る癖がついておりまして……」

  　自从魔导设施失控以来，转移魔法就成了失落的技术。

  　魔導施設の暴走以来、転移の魔法はロストテクノロジーに。

  　这样一来，能在空中高速飞行的有翼人就一下子成为了优势的存在。

  　そうなると、空をかなりの速度で飛べる有翼人は一気に優位な存在となった。

  　当初是联系幸存者们的纽带，但渐渐地……似乎就是这种感觉。

  　当初は生き残った人たちを繫ぐ存在だったのが、だんだんと……っていう感じらしい。

  「他们并没有抛弃人类，而是人类抛弃了他们，要是他们能察觉到这一点就好了」

  「彼らが人を見捨てたのではなく、人が彼らを見捨てたということに、いい加減、気づいてくれれば良いのですが」

  「哈哈哈……」

  「ははは……」

  　明明是龙，却好像很辛苦。

  　ドラゴンなのになんだか大変そう。

  「不过，巨人族的人们感觉很谦虚啊」

  「でも、巨人族の人たちは随分と謙虚な感じでしたけど」

  「他们对引发魔导设施失控的种族感到内疚」

  「彼らには魔導施設を暴走させた種族という負い目があるのです」

  「诶？」

  「え？」

  　据说，引发失控的罪魁祸首就是巨人族。

  　なんでも、その暴走を引き起こした張本人っていうのが巨人族だったそうで。

  　有个巨人族的人虽然生为巨人族，却因为身材矮小而受到不平等待遇，那个人似乎故意让设施失控了。

  　巨人族に生まれながらも、小柄なことで不遇な扱いを受けていた人物がいて、その人がわざと施設を暴走させたらしい。

  　不知道那是不是复仇。因为那个人也死了……

  　それが
    
     復
    ふく
    
     讐
    しゅうだったのかどうかはわからない。その本人も死んでしまったから……

  「他们害怕与人类扯上关系。担心会不会再次犯下同样的错误」

  「彼らは人と関わることを恐れているのですよ。また同じ過ちを犯すのではないかと」

  「听起来好悲伤啊」

  「なんだか切ない話ですね」

  　据美音所说，巨人族的人们在帮助帝国的人们之后，就冷淡地回去了，那也是因为受到过去的影响吧。

  　ミオンの話だと、巨人さんたちは帝国の人たちを助けた後、そっけなく帰っちゃったそうだけど、それも昔を引きずってるってことなんだろうな。

  『翔君。时间差不多了……』

  『ショウ君。そろそろ時間が……』

  「不好意思。我得回去了」

  「すいません。もう戻らないと」

  「没事没事，我也差不多该回去向公主大人报告了。过几天再联系你」

  「いえいえ、私もそろそろ戻ってお姫様に報告しなくては。後日また、連絡させていただきます」

  「啊，好的。」

  「あ、はい」

  　我听到了许多关于这个世界的背景，说不定还能得到这座古代遗迹的情报？

  　いろいろとこの世界のバックグラウンドが聞けたし、この古代遺跡の情報ももらえるかも？

  『翔君，得把门关上才行。』

  『ショウ君、扉を閉めておかないとです』

  「哎呀，糟糕。」

  「おっと、やべ」

  　银色的龙，亚珍塔先生在那之后立刻就用转移魔法阵回去了。

  　銀色のドラゴン、アージェンタさんはあの後すぐ転移魔法陣で帰っていった。

  　我还在想之后要怎么联络，不过他回去之后好像会送能联络的魔导具过来。虽然我完全不知道那是什么样的魔导具……

  　後日またって話をどうするのかと思ってたんだけど、戻った後、連絡を取れるような魔導具を送ってくれるらしい。どういう魔導具なのかさっぱりだけど……

  「嗯，『4725』。」

  「えーっと『４７２５』っと」

  　我关上门，解锁密码沿用至今的。

  　扉を閉めて、解錠コードは今までのを使い回し。

  　因为没有解锁密码就无法开门，所以之前的密码就继续沿用。

  　解錠コードなしにできなかったので、前のやつをそのままで。

  「好，继续赛跑！」

  「よし、競走の続き！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　我和露比跑回山间小屋。

  　ルピと山小屋へと戻る道を走る。

  　斯薇在我的兜帽里，虽然感觉摇晃得很厉害，但它似乎不以为意。它好像在享受骑马的感觉……

  　スウィーは俺のフードの中で、結構激しい揺れがある気がするんだけど平気っぽい。ロデオ感覚で楽しんでる気がする……

  「这、这实在有点吃力……」

  「さ、さすがに辛い……」

  　我跑上楼梯，来到山间小屋所在的盆地时就放弃了。

  　階段を駆け上がって、山小屋のある盆地に出たところでギブアップ。

  　如果VIT更高的话，是不是就能轻松跑完呢？

  　これってＶＩＴがもっとあれば平気だったりするのかな。

  『翔君，不用那么急，还有五分钟。』

  『ショウ君、そこまで急がなくても、まだ五分ほどありますから』

  「好。接下来用走的……」

  「りょ。あとは歩くよ……」

  　从这里到山间小屋是平缓的下坡。我一边调整呼吸一边走着，抵达了玄关。

  　山小屋までは緩やかな下り。息を整えつつ歩いてる間に玄関に到着。

  「那么，待会儿见。」

  「じゃ、また後でな」

  「汪」

  「ワフン」

  　我这么一说，露比就钻进了阁楼床的下层，斯薇则把露比当枕头……

  　そう伝えるとルピはロフトベッドの下側に潜り込み、スウィーはルピを枕に……

  　虽然让它们住在这里也行，但这样一来其他菲雅莉们该怎么办呢。

  　まあ、ここに住んでもらってもいいんだけど、そうなると他のフェアリーたちはどうなんだっていう。

  「算了，之后再说。晚安……」

  「ま、後でいいや。おやすみ……」

  「我回来了」

  「ただいま」

  『欢迎回来』

  『お帰りなさい』

  「贝露部长……还在玩吗」

  「ベル部長は……まだプレイ中かな」

  　总之，我和亚珍塔先生的对话内容全都是秘密。我也拜托了美音。

  　とりあえず、アージェンタさんと話した内容は全て内緒。ミオンにもお願いしてある。

  〈翔君，能打扰一下吗？〉

  〈ショウ君、ちょっといいですか？〉

  〈哎？啊，嗯，怎么了？〉

  〈え？　あ、うん、どうしたの？〉

  　明明就在眼前却用私聊说话，吓了我一跳。是因为不知道贝露部长什么时候会回来吧。

  　目の前にいるのにウィスパーされるとびっくりする。ベル部長がいつ戻ってくるかわからないからなんだろうけど。

  〈刚才翔君的限定直播，好像没有保存下来……〉

  〈さっきのショウ君の限定配信ですけど、ちゃんと保存されてないみたいです……〉

  〈哎？美音你不是看得见也听得见吗？〉

  〈え？　ミオンは見えてたし聞こえてたよね？〉

  〈是的。但是，龙先生在的时候发生的事情完全没有保存下来，好像只有那部分被跳过了〉

  〈はい。でも、ドラゴンさんがいる間の出来事が全く保存されてなくて、そこだけスキップしたみたいになってます〉

  　真的假的……难道是游戏里有不能保存直播的锁吗？

  　マジか……。これって、ゲームからの配信に保存できないようなロックが掛かってるとかそういうやつ？

  　完全潜行系的演唱会之类的，因为不能把录下来的内容流传出去，所以有这种机制，是和那个一样的吗？

  　フルダイブ系のコンサートライブとかで、その録画が出回るとまずいからって仕組みがあるけど、あれと同じ？

  〈大概是不想让其他玩家知道游戏外的地方吧。没有视频的话，可信度也会降低〉

  〈ゲーム外の場所で他のプレイヤーに知られたくないってことかな。動画がないと
    
     信
    しん
    
     憑
    ぴょう性も下がるわけだし〉

  〈原来如此。不过，这本来就是秘密吧？〉

  〈なるほどです。でも、そもそも秘密にしておくんですよね？〉

  〈嗯，我和亚珍塔先生约好了。虽然把美音也卷进来了，但还是请你保密〉

  〈うん、アージェンタさんと約束したし。ミオンも巻き込んじゃったけど、内緒でお願い〉

  〈当然！〉

  〈もちろんです！〉

  　既然约好了，我就不打算泄露出去。

  　約束した以上、俺からバラす気はない。

  　所以，如果要暴露的话，我觉得要么是有人注意到，要么是亚珍塔先生主动暴露。话说……

  　なので、バレるとしたら、誰かがそれに気づくか、アージェンタさんからバラすかした時だと思う。というか……

  〈我觉得这和接下来的世界任务有关，所以由我来说的话，感觉有点像剧透，不太好〉

  〈この先のワールドクエストに絡んでる気がするから、俺から言うのはネタバレっぽくてどうかと思うんだよな〉

  〈是吗？〉

  〈そうなんですか？〉

  〈虽然只是我的直觉。贝露部长她们和有翼人发生纠纷，帝国和巨人族进行交涉，共和国是魔王国吗？总之，遇到了各种各样的种族〉

  〈なんとなくだけどね。ベル部長たちが有翼人と揉めてるとか、帝国は巨人族と交渉してるとか、共和国は魔王国だっけ？　とにかく、いろんな種族と遭遇してるし〉

  　根据亚珍塔先生的话，有翼人和巨人的后盾是龙，龙族。

  　アージェンタさんの話で、有翼人と巨人のバックがドラゴン、竜族なのはわかった。

  　还有共和国是魔王国，公国是精灵避难的地方……他们没有后盾吗？

  　あとは共和国には魔王国、公国はエルフが避難してきてたそうだけど……そっちはバックはないのかな。

  　啊，还有奈特所在的王国西南部。虽然成功拯救了诺姆，但之后好像没有发生什么特别的事情？

  　ああ、あと、ナットがいる王国の南西部か。ノームを救うことができたけど、その後は特に何か起きてたりはしないよな？

  　世界任务结束后的主线剧情是“幻想邂逅”，感觉不久后在本土也会遇到龙……

  　ワールドクエストが終わってからのメインストーリーが『幻想
    
     邂
    かい
    
     逅
    こう』だったし、多分そのうち本土でもドラゴンと遭遇する気がする……

  「哎呀，让你久等了吗？」

  「あら、待たせちゃったかしら？」

  『没有，没关系。现在正好是下午四点半』

  『いえ、大丈夫ですよ。今、ちょうど午後四時半です』

  　贝露部长回来了，悄悄话也到此为止。

  　ベル部長が戻ってきたので内緒話も終わりに。

  　不过，该说是正好吗？

  　で、ちょうど良かったというか、

  「王国的西南方，诺姆们以前的住处再往前走一点的地方，好像发现了古代遗迹」

  「王国の南西、ノームたちの昔の
    
     住
    すみ
    
     処
    かのさらに先に古代遺跡が見つかったそうよ」

  「咦？什么时候发现的？」

  「え？　いつです？」

  「好像是中午过后。正好是我们登录之前」

  「お昼すぎだったらしいわ。ちょうど私たちがログインする前だったみたいね」

  　如果那个时候没有登录的话，就不会看到世界公告了。

  　ワールドアナウンスもその時ログインしてないとわからないんだよな。

  　美音立刻就去官方论坛查看了。

  　ミオンがさっそくというか、公式フォーラムを見に行ってくれてる模様。

  『还不清楚是什么样的古代遗迹呢』

  『どういう古代遺跡かはまだ不明なんですね』

  「是啊。发现遗迹的“午后之花”公会的人们只提供了情报，就把后续工作交给了“月夜之宴”公会的人们」

  「そうね。見つけた『昼下がりの華』ギルドの人たちは情報だけ渡して、『月夜の
    
     宴
    うたげ』ギルドの人たちに後を任せるそうよ」

  　原来如此。因为“午后之花”公会主要活动在白天到傍晚，所以把后续工作交给了主要活动在夜晚的公会。

  　なるほど。昼から夕方メインのギルドだから、あとは夜メインのギルドにパスってことか。

  「除此之外还有什么特别的吗？」

  「それ以外には特に？」

  「特别的？还有别的什么吗？」

  「特にって、他に何かあるの？」

  「啊，不是，因为有遇到有翼人和巨人之类的地方，所以我想说会不会还有别的什么」

  「あ、いや、有翼人とか巨人とか遭遇してる場所もあるから、他にも何かあるのかなって」

  「哦，你说那个啊。公国好像正在跟因世界任务而前来避难的精灵们协议。听说他们原本居住的村落已经毁灭了。」

  「ああ、そういう。公国はワールドクエストで避難してきたエルフと協議中らしいわね。元いた里が壊滅してたらしいわ」

  　贝鲁部长说道。

  　とベル部長。

  　不行不行。因为见到了亚珍塔先生，害我太在意「还有别的吗？」这件事了。

  　いかんいかん。アージェンタさんと会ったことで「他にも？」って意識が向きすぎてるな。

  『感觉跟诺姆们很像呢。』

  『ノームさんたちと似た感じですね』

  「是啊。起纠纷的只有有翼人而已……」

  「そうね。揉めてるのは有翼人だけよ……」

  　根据贝鲁部长的说法，关于在安海姆领地的西北方发现的古代遗迹，巨人族似乎并没有提出什么要求。

  　ベル部長の話だと、アンハイム領の北西に見つかった古代遺跡に関して、巨人族は特に要求などしてこなかったらしい。

  　是因为亚珍塔先生说的『愧疚』之类的东西吗？

  　アージェンタさんが言ってた『負い目』みたいなやつのせいなのかな。

  『共和国那边没有发生任何事吗？』

  『共和国は何も起きてないんでしょうか？』

  「共和国的情况可能有点不一样。不过，听说魔王国派来了使节团。好像是安希雅小姐为了进行新的交易而进行交涉。」

  「共和国はちょっと別かしらね。でも、魔王国からの使節団が来てるらしいわ。アンシアさんが新しい交易をするにあたっての交渉だとか」

  　贝鲁部长苦笑着说道。

  　と苦笑いのベル部長。

  「交易是指什么？」

  「交易って何を？」

  「你问什么，好像是看了翔君的直播后想到的哦？」

  「何をって、ショウ君の放送を見て思いついたらしいわよ？」

  「『咦？』」

  「『え？』」

  　从冰姬安希雅就任领主的旧圣国往东走，似乎会抵达魔王国南端的渔村。

  　氷姫アンシアが領主に就いた旧聖国の場所から東へ行くと、魔王国の南端の漁村に出るらしい。

  　听说是要交易在那里捕到的海鲜……

  　そこで取れてる魚介類を取引するそうで……

  「啊——对不起。那是我在直播当天中午发现的。」

  「あー、すいません。あれ、ライブの日の昼に見つけたやつなんで」

  「啊，不用在意。阿梅拉领地没办法处理海鲜。而且，总是让『白银之馆』领先也不好」

  「ああ、気にしなくていいわよ。魚介類はアミエラ領では扱いようがないもの。それに、いつもいつも『白銀の館』が先行するのもね」

  　啊，对哦。毕竟是海鲜嘛。

  　あ、そっか。魚介類だもんな。

  　在王国哪里能捕到呢？明天去问问奈特吧……

  　王国だとどこで取れるんだろ？　明日にでもナットにちょっと聞いてみるか……

  『说起来，粘稠的帕普干也很流行呢』

  『そういえば、とろとろ干しパプも流行してますよね』

  「那也是多亏了翔君。在等待任务的期间，大家都在吃哦」

  「あれもショウ君のおかげね。クエストで待ちがある間、みんな食べてるわよ」

  「哈哈哈……」

  「ははは……」

  　不过，难得的完全潜行，吃东西的话还是美味点更好。

  　まあ、せっかくのフルダイブなんだし、食べるなら美味しい方がいいよな。

  「那么，来打扫活动室吧」

  「さて、部室の掃除をしましょうか」

  『那个……部长。老师今天不会来吗？』

  『あの……部長。先生は今日は来ないんでしょうか？』

  「我觉得会来……在我们打扫完活动室之后」

  「来ると思うわよ。……部室の掃除が終わった頃にね」

  「哎哎……」

  「ええー……」

  　虽然活动室是我们随意使用的，自己打扫是没问题，但雅塔老师也有自己的座位……

  　俺たちが好き勝手使ってる部室だし、自分たちで掃除するのはいいんだけど、ヤタ先生の席もあるのに……

  「打扫工具在这里」

  「掃除道具はここね」

  「好」

  「りょっす」

  　话虽如此，我们又不是运动部，活动室平时就打扫得很干净，所以只要掸掸灰，打扫一下架子就行了。这时，美音僵住了……

  　とはいえ、運動部でもないし、普段から綺麗に使ってる部室なので、ほこりを払って棚の掃除をするぐらいかな。と、ミオンが固まっている……

  「难道你没打扫过？」

  「ひょっとしてやったことない？」

  　听到我的问题，美音摘下VRHMD，点了点头。

  　その問いにＶＲＨＭＤを外したミオンはこくこくと頷く。

  　美音毫无疑问是位大小姐。她连自己房间的打扫都是椿小姐代劳的吧。

  　まごうことなきお嬢様だもんなあ。ミオンの場合、自分の部屋の掃除も
    
     椿
    つばきさんがやってくれてるとかなのかな。

  「哎？出云同学不擅长打扫吗？」

  「え？　
    
     出雲
    いずもさん、掃除苦手なの？」

  「是的……」

  「はぃ……」

  　她这么惊讶，看来是不知道美音是大小姐。虽然美音应该没有刻意隐瞒，但也不会主动说出来吧。

  　驚いてるってことは、ミオンがお嬢様なの知らないのか。隠してるわけじゃないと思うけど、自分から言うようなことでもないもんな。

  　然后，贝露部长用眼神示意我「你来教她」。

  　で、ベル部長から「あなたが教えなさい」的な目線が飛んでくる。

  「呃，首先像这样，从高处开始」

  「えっと、まずはこれをこういう感じで、高いところからね」

  　从用掸子拍落高处的灰尘开始。

  　はたきで高いところのほこりを落とすところからスタート。

  　打扫的基本是从上到下。先打扫完下面，灰尘再从上面掉下来就没意义了。

  　掃除の基本は上から下へ。先に下を綺麗にしても、後で上からほこりが落ちたら意味がない。

  　我啪嗒啪嗒地拍落架子上的灰尘。

  　パタパタと棚の上からほこりを落としていく。

  「嗯」

  「ぅん」

  「轻轻拍就可以了」

  「軽くでいいからね」

  　我这么告诉她，她用不熟练的手法轻轻拍落灰尘。

  　そう伝えると慣れない手つきだけど、そっとほこりを落としていってくれる。

  　说起来，我拜托真白姐做同样的事，她就用力过猛把墙壁弄伤了……

  　そういえば、同じことを真白姉に頼んだら、思いっきりやって壁に傷がついたんだよな……

  「我觉得自己的房间应该自己打扫」

  「自分の部屋は自分で掃除すると思うのだけれど」

  「我也会打扫美姬的房间」

  「俺、美姫の部屋も掃除してますけどね」

  「这会不会保护过度了……」

  「それは過保護じゃないかしら……」

  　因为放着不管她就不打扫啊。

  　だって、ほっとくと掃除しねーし。

  　如果她自己打扫的话我倒也不会管，但她总是把房间门开着，好像在煽动我忍不住去打扫一样。

  　自分で掃除するっていうんならほっとくんだけど、部屋の扉を開けっぱなしにして、俺が我慢できなくて掃除するのを煽ってるっぽいんだよな。

  　顺便一提，这种多余的技巧（？）好像是真白姐教的……

  　ちなみに、その余計なテクニック（？）は真白姉ゆずりっぽい……

  「说起来，这个架子上放的是什么啊？」

  「そういや、この棚とかって何が入ってるんですか？」

  「放着以前社团活动的专辑之类的。打扫完之后，给你看看好东西」

  「昔の部活のアルバムとかが入ってるわよ。掃除が終わったら、いいもの見せてあげるわ」

  　贝露部长说出了有点意思的话。

  　ベル部長がちょっと面白そうな話をしてくれる。

  「去年部长加入的时候，没有前辈吗？」

  「去年、部長が入った時って先輩とかいなかったんですか？」

  「没有哦。因为前辈们毕业了，要是我没有加入的话，社团就要进入休眠状态了」

  「いなかったわよ。入れ違いで卒業されたから、私が入らなかったら部が休眠状態になるところだったのよ」

  「这样啊……」

  「へー……」

  　听说休眠状态持续两年的话，社团就会解散。

  　その休眠状態が二年続くと廃部になるらしい。

  　进入休眠状态的社团应该很少有人加入，所以实际上已经接近解散了吧。

  　いったん休眠した部に人が入るって滅多にないだろうし、実質廃部寸前だったってことか。

  「嗯」

  「ん」

  「嗯，感觉不错。接下来用这个轻轻擦拭……像这样轻轻擦」

  「うん、いい感じ。次はこれで軽く拭いていくんだけど……こんな感じで軽くね」

  　因为没有顽固的油污，所以用准备好的湿巾轻轻擦拭架子的表面和内侧。

  　しつこい油汚れがついてるわけでもないので、用意されていたウェットクロスで棚の表面や内側をさっと拭く。

  　我把湿巾递给不住点头的美音……应该没问题。另外，真白姐擦的时候，第一下就把湿巾弄破了。

  　こくこくと頷くミオンにそれを渡して……大丈夫そう。なお、真白姉がやると、一発目でウェットクロスが破れる模様。

  「你很熟练呢」

  「手慣れてるわねえ」

  「如果不是厨房，也不会那么辛苦」

  「台所とかじゃなきゃ、そんな苦労しないですし」

  　不管怎么说，油污是最麻烦的。

  　なんだかんだ、油汚れが一番めんどくさいんだよな。

  　感觉家里的换气扇也差不多该洗一次了。下周末把过滤器换一下吧。

  　家の換気扇とかもそろそろ一度洗った方がいい気がしてきた。次の週末にフィルターぐらいは変えようかな。

  「最后用地板蜡擦一下就结束了」

  「最後はフローリングワイパーで終わりよ」

  「收到。啊，那边就交给你了，我可以看看冰箱吗？」

  「りょっす。あ、そっちは任せますけど、冷蔵庫の中見ても？」

  「嗯，嗯。可以……」

  「え、ええ。いいけど……」

  　我从之前开始就很在意。

  　前から気になってたんだよな。

  　我一边想着大概只放了能量饮料，一边打开冰箱，

  　まあ、エナドリしか入ってないんだろうなあ、とか思いつつ冷蔵庫を開けると、

  「啊」

  「あー」

  「怎，怎么了？」

  「ど、どうしたの？」

  「请不要把温度调到最高」

  「とりあえず最大にしとけばいいだろって設定やめてください」

  　和预想的一样，里面只放了能量饮料，但温度调节的旋钮调到了最高，里面结了一层薄薄的霜。

  　予想通りエナドリしか入ってないのはいいとして、温度調整のつまみが最大になってて、奥の方にうっすらと霜が。

  　如果温度是5的话，调到3就可以了，她大概没看过说明书吧……

  　[image: ]〜⑤までなら③でいいんだけど、説明書読んでないんだろうな……

  　我告诉她，一般冰箱的温度调节，调到中间是最稳定的。而且，贝露部长家的冰箱应该也是这样设置的。

  　一般的な冷蔵庫の設定は、この手の温度調節は真ん中安定なことを伝えておく。というか、ベル部長の家の冷蔵庫だってそうしてるはずだし。

  「我不知道有这么大的区别……」

  「そんなに違いがあるって知らなかったわ……」

  「把温度调得太低也没用吧。就像明明不玩游戏，却把电脑的CPU调到最高档位一样」

  「無駄に冷やしてもしょうがないでしょ。ゲームもしてないのにコアぶん回して電気使ってるみたいなものっすよ」

  「那……确实很讨厌」

  「それは……確かに嫌ね」

  　这种程度的霜，放着不管也会消失吧？

  　これくらいの霜なら、ほっとけば消えるかな？

  　不过，如果一直留着的话，年末大扫除的时候再除霜吧。

  　まあ、残り続けるようなら、年末に大掃除する時にでも霜取りしよう。

  「大家好。打扫完了吗？」

  「こんにちはー。お掃除は終わりましたかー」

  「正好刚结束……这是？」

  「ちょうど終わるところでしたけど……それって？」

  　雅塔老师在打扫结束的绝妙时机出现了。她手上拿着一个有点豪华的化妆盒？应该不是点心礼盒吧……

  　掃除が終わる絶妙のタイミングで現れたヤタ先生。手にはちょっと豪華な化粧箱？　菓子折りってわけでもないと思うけど……

  「啊」

  「ぁ」

  「来，送到了哦。美音和翔君一起打开吧」

  「はいー。届いてましたよー。ミオンさんとショウ君で開けてください」

  　她把盒子递给我……好重！

  　俺にその箱が渡されて……重っ！

  「哎？是什么？」

  「え？　なんです？」

  「打开就知道了」

  「開ければわかりますよー」

  　雅塔老师笑眯眯的。贝露部长笑嘻嘻的？美音则是一脸兴奋？

  　ヤタ先生はニコニコ。ベル部長はニヤニヤ？　ミオンはワクワク？

  　算了，既然她说打开就知道了，那就打开吧……

  　まあ、開けてみればわかるって言うんなら、開けるんだけど……

  「哦？啊，啊啊！」

  「おお？　あっ、ああ！」

  　我小心地拆开漂亮的包装，打开化妆盒，里面出现的是铁盾，不对，是盾。

  　綺麗な包装を丁寧に剝がして、化粧箱を開けると、そこに現れたのは鉄の盾、もとい、
    
     楯
    たて。

  「你们两个拿着，然后坐到那边去」

  「二人で持って、そこに座ってくださいー」

  「哎？要做什么？」

  「え？　何するんです？」

  「拍纪念照」

  「記念撮影よ」

  　贝露部长打开柜子的门，拿出看起来很贵的单反相机。

  　ベル部長が棚の扉を開けて結構高そうな一眼レフカメラを取り出す。

  「来来来，在这里」

  「はいはいー、ここでー」

  　我被雅塔老师拉着，和美音站在一起。

  　ヤタ先生に引っ張られ、ミオンと並ばされる俺。

  　我很少被人拍照，所以有点害羞……

  　なんか、改まって写真を撮られることってあんまりないので気恥ずかしい……

  「这个，是因为社团活动获奖才拍的吗？」

  「これって、やっぱり部活で賞を取ったからとかそういう？」

  「当然也有这个原因，不过，有事没事就拍张照片也不错哦。之后再看的时候会很开心的」

  「もちろんそれもありますがー、何かにつけて写真を撮っておくといいですよー。後から見直した時に楽しいですしー」

  「来来来，再靠近一点」

  「ほらほら。もっとくっつきなさい」

  　听到这句话，美音一下子贴了过来。雅塔老师和贝露部长笑嘻嘻的……

  　その言葉にぴったりとくっついてくるミオン。なんかニヤニヤしてるヤタ先生とベル部長……

  　拍了几张之后

  　何枚か撮られたところで、

  「好，贝露同学也拿着自己的盾进来吧」

  「はいー、ベルさんも自分の楯を持って入りましょうー」

  「好」

  「はい」

  　贝露部长把数码相机交给雅塔老师，从架子深处拿出铁盾。部长的盾也放在这里啊。

  　ベル部長がデジカメをヤタ先生に渡し、棚の奥から鉄の楯を取り出す。部長のもここに置いてあったんだ。

  
   [image: ]
  

  　三个人拍完之后，雅塔老师也加入进来，四个人一起拍。连三脚架都有……

  　三人で撮った後は、ヤタ先生もまじえて四人でも。ちゃんと三脚まであるし……

  「拍好的照片会发给我们吧」

  「撮った写真って送ってもらえるんですよね」

  「嗯，当然。不过，因为要作为社团活动的记录保存下来，所以会打印出来」

  「ええ、もちろん。でも、部活動として残さないとだから、プリントアウトするわよ」

  「哎，现在很少见了……」

  「え、今どき珍しい……」

  　说到专辑，一般都是用ESD保存，然后用专用的纸张显示器半永久性地保存下来。

  　アルバムっていうと、
    
     ＥＳＤ
    エターナルステートドライブで、半永久的に保持＆専用のペーパーディスプレイが一般的なんだけど。

  「这种东西，就像是自古以来的习俗一样」

  「こういうのはー、古くからある慣わしみたいなものですからー」

  「打印就交给我来吧，我们先看看以前的专辑。里面还有雅塔老师学生时代的照片哦」

  「プリントアウトは私の方でやっておくとして、昔のアルバムを見ましょ。ヤタ先生の学生時代のもあるわよ」

  「哎？雅塔老师是校友吗？还是说，是电脑部的前辈？」

  「え？　ヤタ先生ってＯＧだったんですか？　というか、電脳部の先輩？」

  「是的哦。问我是几年前毕业的会惹我生气的哦」

  「ですよー。何年前かは聞いたら怒りますからねー」

  　雅塔老师笑嘻嘻地散发出压迫感。

  　ニッコリ威圧感たっぷりのヤタ先生。

  　我决定不去深究……

  　そこは察することにします……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【嘿呀这个】锻造·采掘讨论串【在哪的咻】

  【えんやこら】
    
     鍛
    か
    
     冶
    じ・採掘スレッド【どっこいしょ】

  　这里是锻造·采掘玩家的聚集地。

  　鍛冶・採掘をメインのプレイヤーが集う場所です。

  　不仅限于情报交换，也欢迎广泛交流。

  　情報交換だけでなく、広く交流を深めていきましょう。

  ★关于锻造技能的详细说明请看这里 [链接]

  ★鍛冶スキルの詳細についてはこちら [image: ] [リンク]

  　・可制作的武器·防具·其他道具一览表请看这里 [链接]

  　・作成可能な武器・防具・その他道具一覧 [image: ] [リンク]

  ☆关于采掘技能的详细说明请看这里 [链接]

  ☆採掘スキルの詳細についてはこちら [image: ] [リンク]

  　・采掘点所在的任务·地图请看这里 [链接]

  　・採掘ポイントがあるクエスト・マップ [image: ] [リンク]

  ◇常见问题◇

  ◇よくある質問◇

  Q.　锻造·采掘所需的道具在哪里买得到？

  Ｑ．鍛冶・採掘に必要な道具はどこで買えますか？

  A.　在杂货店有卖。只买最低限度的道具，剩下的自己做比较省钱。

  Ａ．雑貨屋に売ってます。最低限のものだけ買って、あとは自分で作るのが安上がりです。

  Q.　矿石要怎么才能用于锻造？

  Ｑ．鉱石はどうすれば鍛冶に使えるようになりますか？

  A.　先把矿石做成铸块。

  Ａ．鉱石はまずインゴットにしましょう。

  　　向生产设施的工作人员打听，会告诉你铸块的方法。

  　　生産施設にいる係員に聞けば、インゴットにする方法を教えてくれます。

  Q.　我想卖自己制作的东西。

  Ｑ．作ったものを売りたいです。

  A.　任务以外制作的东西，商业公会可以收购。

  Ａ．クエスト以外で作ったものは、商業ギルドで引き取ってもらうことが可能です。

  　（但是，量多的话会被砍价）

  　（ただし、量が多いと買い叩かれます）

  Q.　我想在广场摆摊。

  Ｑ．広場で露店売りしたいです。

  A.　去商业公会买摆摊许可证吧。有日票和月票。

  Ａ．商業ギルドで露店許可証を買いましょう。一日券、一ヵ月券があります。

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　王国西北的古代遗迹，感觉还是放弃比较好。

  　王国北西の古代遺跡、諦めた方がいい気がしてきた。

  　那个有翼人真的让人很火大啊？

  　あの有翼人とやらマジでムカつくんだが？

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　挖到的矿石要交出一半，太不讲理了吧。

  　掘った鉱石の半分よこせとか無茶苦茶ですよね。

  　魔银矿石虽然很有吸引力，但连一个铸块都做不了的量还要交出一半……

  　
    
     魔銀
    ミスリル鉱石は魅力的ですが、インゴット一つにもならない量の半分を持っていかれるのは……

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　就算拼命收集魔银以外的矿石运出去，到了出口也会被拿走一半吧？

  　
    
     魔銀
    ミスリル以外を必死に集めて運んでも、出口で半分取られるんでしょ？

  　怎么想都还是去帝国或共和国接任务，在国家管理的古代遗迹挖矿比较好。

  　どう考えても帝国か共和国でクエスト受けて、国が管理してる古代遺跡で掘った方がいいよ。

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　就是说啊……

  　ですよねえ……

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　喂！帝国西北的古代遗迹挖到矿石了！

  　おい！　帝国北西の古代遺跡から鉱石出たぞ！

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　咦？真的假的？在哪边挖到的？

  　え？　マジ？　どの辺から出たの？

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　真的假的！我听说魔银的传闻才跑到王都来的，回去吧！

  　マジか！　
    
     魔銀
    ミスリルの
    
     噂
    うわさを聞いて王都まで来てたけど戻るか！

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　第三层以下有采掘点。

  　第三階層から下に採掘ポイントがある。

  　15级左右的六人队伍可以稳定挖矿，但不死者很多，如果有神官战士的话，13级左右的队伍应该也能去。

  　キャラレベ15ぐらいの六人パーティーで安定だが、アンデッド多いから神官戦士がいるならキャラレベ13ぐらいでも行けそう。

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　挖到的矿石是什么？

  　出る鉱石ってどんなの？

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　铁占六成，铜占两成，银占一成。

  　鉄が六割、銅が二割、銀が一割。

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　剩下的一成呢？

  　残りの一割は？

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　好！我也要去！

  　よし！　俺も行くわ！

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　我讨厌你这种直觉敏锐的小鬼w

  　君のような勘のいいガキは嫌いだよｗ

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　但是，那里有巨人们在吧？

  　でも、あそこって巨人さんたちがいたよな？

  　希望他们不要像有翼人那样强人所难……

  　有翼人みたく無茶言ってこなきゃいいんだが……

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　巨人们有常识，不像有翼人那样嚣张，所以应该没问题。

  　巨人たちは常識あったし、有翼人みたいなイキりではなかったから大丈夫だと信じたい。

  【普通的锻造师】

  【一般的な鍛冶師】

  　公国和共和国的古代遗迹也有这种可能吧？

  　これ、公国とか共和国の古代遺跡も可能性あるんじゃないか？

  　从平衡性上来看，应该不会只有王国和帝国……

  　バランス的にも王国と帝国だけってことはないだろ……

  ★☆★☆★无人岛考察串★☆★☆★

  ★☆★☆★無人島考察スレッド★☆★☆★

  　这里是考察与主线剧情（？）无关的无人岛的串。

  　メインストーリーとは無関係（？）な無人島について考察するスレッドです。

  【常见问题与回答】

  【よくある質問と答え】

  Q. 请教我无人岛开局的方法。

  Ｑ．無人島スタートの方法を教えてください。

  A. 现在，无人岛开局处于运营停止状态。

  Ａ．現在、運営により無人島スタートは休止状態です。

  （在创建角色后的选择起始点的地图上拼命寻找登陆无人岛的地点）

  （キャラメイク後のスタート地点選択のマップで無人島の上陸可能地点を必死に探す）

  Q. 现在，有在无人岛玩游戏的人吗？

  Ｑ．今、無人島でゲームしてる人って？

  A. 确认到的只有一名。『美音的二人悠闲ShowTime』

  Ａ．確実にわかっているのは一名のみです。 [image: ] 『ミオンの二人のんびりショウタイム』

  Q. 无人岛有趣吗？

  Ｑ．無人島って面白いの？

  A. 因人而异。普通人还是不要……

  Ａ．人によると思います。普通の人は
    
     止
    やめた方が……

  Q. 说到底，无人岛开局有什么意义？

  Ｑ．そもそも無人島スタートってなんの意味が？

  A. 这个串就是考察这个的！

  Ａ．それを考察するスレッドだってば！

  【鲭鱼妻】

  【サバヨメ】

  　定期：无人岛开局今天也未开放。

  　定期：無人島スタートは今日も未開放でした。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　定期辛苦了！

  　定期乙です！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　感觉差不多该开放了吧。

  　そろそろ開放してくれてもいい気がするんだがなあ。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　在这里的人，都在等无人岛开局开放吗？

  　ここにいる人たちは、みんな無人島スタート再開を待ってるんですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不不不，我可不等。

  　いやいや、自分は違うよ。

  　虽然我对无人岛玩法有兴趣，视频和直播也都有看，但自己玩是不行的。

  　無人島プレイに興味はあるし、動画もライブもチェックしてるけど、自分でやるのは無理。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　我也玩不了。

  　私も無理ですね。

  　就算初期SP很充裕，但要一个人开拓无人岛实在是……

  　いくら初期ＳＰが潤沢にもらえても、ソロで無人島を開拓していくのはさすがに……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　想无人岛开局的只有鲭鱼妻氏吧？

  　無人島スタートしたいって思ってるのはサバヨメ氏ぐらいなのでは？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　鲭鱼妻氏只是看和发帖而已。

  　サバヨメ氏はチェック＆カキコだけだよ。

  　只是在共和国玩的鲭鱼罐氏让妻子看和发帖而已。

  　共和国でプレイしてるサバカン氏が、奥さんにチェック＆カキコしてもらってるだけだぞい。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　真的假的……谢谢。

  　マジか……。ありがとうございます。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　虽然不想无人岛开局但还是在考察吗？

  　無人島スタートしたいわけじゃないけど考察してるんですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　就是这样。

  　そういうこと。

  　比如特意造出无人岛的意义之类的。

  　わざわざ無人島なんてものを造った意味とかをね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这只是场面话，实际上就是个看翔君搞砸了的串ｗ

  　というのは建前で、実際にはショウ君のやらかしを見守るスレですｗ

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　我不否认ｗ

  　否定はしないｗ

  　实际上，素材加工的重要性之类的东西，也是从翔君的视频里传开的。

  　実際、素材加工の重要性とかは、ショウ君の動画から広まったからねえ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　素材加工，陶工，制药，调教，精灵魔法……光是技能就有很多啊ｗ

  　素材加工、陶工、調薬、調教、精霊魔法……スキルだけでも随分あるなｗ

  　帕普瓜，绳子，笹竹，光苔，要列举的话就没完没了。

  　パプの実、ロープ、
    
     笹
    ささポ、
    
     光
    ひかり
    
     苔
    ごけとあげ始めたらキリがない。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　在本土开始世界任的开拓后，无人岛的知识就变得非常有用。

  　本土でワークエの開拓が始まって、無人島のノウハウがめちゃくちゃ役に立ったよな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　只要看无人岛，做生意的点子就不用愁了，不过好像还有隐藏的东西。

  　無人島を見てれば商売のネタにも困らないんだけど、まだまだ隠してることあるっぽいよな。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　隐藏的东西？

  　隠してること？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　公开的视频里没拍到的部分有很多，这是这个串的居民的共识。

  　公開されてる動画で映してない部分が結構あるっていうのが、このスレの住人の共通認識。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　不直播的时候问本人吗？

  　ライブで本人に聞いたりはしないんですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　游戏里又没法提供回报，只求情报也不太好。

  　ゲーム内での見返りを提供できないし、情報だけ寄越せってのもね。

  　用打赏的评论问……也像RMT一样不好吧。

  　投げ銭のコメントで聞くとかも……ＲＭＴっぽくてあかんでしょ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　就算有『去那座岛的方法』，他也不会公开吧。

  　例えば『あの島に行く方法』があったとしても、それを公開はしないだろう。

  　换做是我绝对不会干这种事ｗ

  　自分なら絶対にやらないｗ

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　确实如此。

  　確かにそうですね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　美音酱肯定不会允许的！

  　ミオンちゃんが許すはずがない！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　菲雅莉们增加的事也含糊其辞了。

  　フェアリーたちが増えた件もあいまいにされてるからなあ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　之前闹得沸沸扬扬的那件事说不定是真的。

  　ちょっと前に騒いでた例の件は本当かもな。

  　不过我觉得翔君并没有错ｗ

  　だからと言って、ショウ君は何も悪くないと思うがｗ

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　那件事是什么事？

  　例の件ってなんですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　世界任务结束的时候，好像有人在旧圣国附近看到了菲雅莉。

  　ワールドクエストの終わり頃、旧聖国の近くでフェアリーを見かけたらしい。

  　根据那些家伙的说法，那个菲雅莉就是岛上的菲雅莉。

  　そいつらの話だと、そのフェアリーが島にいるフェアリーなんだとさ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　说是看到了，其实是在撒谎。

  　見かけたとかいうのはダウト。

  　正确来说是想要捕获，结果被遇到的半兽人队长痛扁了一顿。

  　捕獲しようとして、遭遇したオークリーダーにボコられたが正解。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　好像是被安希雅公主逼问出来的是吧。

  　アンシア姫に詰められて吐いたんだっけ。

  　不过，听说去了那个地方也没发现什么。

  　まあ、その場所に行っても何もなかったって話だけどな。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　也就是说菲雅莉们逃到岛上了吗？

  　フェアリーたちは島へ逃げたということですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　如果那件事是真的的话。

  　話が本当ならね。

  　虽然有很多吐槽点，比如是怎么去岛上的。

  　島までどうやって行ったんだとかツッコミどころ満載だけど。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　如果用故事风格来说，就是『妖精在女神的保护下逃到了孤岛』的感觉？

  　物語風に言うと『フェアリーは女神に保護されて孤島へと逃れたのだった』って感じ？

  　然后，翔君就碰巧出现在了那里。

  　んで、そこにたまたまショウ君がいたってあたりだと思うよ。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『老师，他给人的感觉和学生时代完全不一样呢』

  『先生、学生の頃と雰囲気が全然違いましたね』

  「我也这么觉得」

  「俺もそれ思った」

  　在那之后，我看了以前社团活动的相册，雅塔老师戴着黑框眼镜，留着齐刘海，感觉非常朴素。

  　あれから昔の部活動のアルバムを見せてもらったんだけど、ヤタ先生、黒縁メガネでおかっぱ頭っていう、めちゃくちゃ地味な感じ。

  　虽然和现在稍微时髦一点的红框眼镜有点相似。

  　今のちょっとおしゃれな赤縁メガネに少しだけ面影はある感じだけど。

  「多谢款待」

  「ごちそうさまでした」

  「汪」

  「ワフン」

  　今天晚上的游戏内晚餐是帕比鸠和炖鲁迪什。干查加菇的高汤非常美味。

  　今日の夜のゲーム内夕飯はパーピジョンとルディッシュの煮込み。干しチャガタケの
    
     出
    だ
    
     汁
    しが効いてて
    
     旨
    うま
    
     味
    みがすごい。

  『今天是来拿龙先生的魔导具的吗？』

  『今日はドラゴンさんの魔導具を受け取りにですか？』

  「明天再拿也可以。反正对方也不着急」

  「それは明日でいいかなって。向こうも急いでた感じじゃなかったし」

  　龙族似乎被女神大人委任管理古代遗迹，但这座岛离本土很远。

  　竜族が女神様から古代遺跡の管理を任されてるらしいけど、この島は本土からは遠く離れた場所。

  　和失控的设施不同，它似乎一直稳定地运转着，所以应该不是什么危险的设施。

  　暴走した施設と違って安定稼働してたみたいだから、危険な施設ってわけでもないと思う。

  　……虽然崩塌的地方有点让人担心。

  　……崩れてる場所はちょっと不安だけど。

  『今天要一直往前走吗？』

  『今日はまっすぐ進みます？』

  「是的。如果能走到岛的另一侧就好了」

  「そのつもり。島の向こう側に出られるといいんだけど」

  　我打算继续在夜晚的ＩＲＯ里探索古代遗迹。

  　夜のＩＲＯは、引き続き古代遺跡を探索予定。

  　十字路口左右的通道已经探索完毕，虽然之后还得再去一趟，但今天先往北边走。

  　十字路の左右の通路は把握済みで、そのうちまた行かないとだけど、今日はまっすぐ北側へ。

  『翔君，要不要先取得地图技能？我觉得之后一定会派上用场。』

  『ショウ君、その前に地図のスキルを取りませんか？　あとできっと役に立つと思うんです』

  「啊，对哦！谢啦。」

  「あ、そうだった！　さんきゅ」

  　呃，地图技能是……咦？

  　えーっと、地図スキルは……え？

  「不能取得耶……」

  「取れないんだけど……」

  『咦？是需要什么前提吗……』

  『え？　何か前提が必要なんでしょうか……』

  「应该是。这样的话，是稀有还是普通呢……」

  「だと思う。となるとアンコモンかレアか……」

  　地图需要什么前提呢？

  　地図に必要そうな前提ってなんだろう。

  　啊，是测量和计测之类的吗？不对，没看到那种技能。

  　あ、測量と計測とかそっち？　いや、でもそんなスキル見当たらないし。

  『我有点在意，这个世界长度和重量的单位是怎么样的呢？』

  『少し気になったんですが、この世界って長さや重さの単位ってどうなってるんでしょうか？』

  「这么说来，玩家之间用米或公斤就能沟通，所以没在意过。不对，图鉴上写着体长几米，所以也能沟通吗？」

  「そういえばそうだな。プレイヤー同士は普通にメートルとかキロとかで通じるからいいんだけど。いや、図鑑には体長何メートルとか書いてあったから通じるのか？」

  『啊，对不起。之后再问也没关系。』

  『あ、ごめんなさい。後回しでいいですよ』

  「嗯。明天我会去问贝露部长的。」

  「うん。まあ、明日にでもベル部長あたりに聞いてみるよ」

  『好的。』

  『はい』

  「总之，可见范围和感知气息的范围内似乎没有怪物。」

  「とりあえず、見える範囲にも気配感知の範囲にもモンスターはいなさそう」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　在十字路口直走的前方，原本以为可能会有不死者，但似乎没问题。

  　十字路をまっすぐ進んだ先、アンデッドがいるかもと思ったけど大丈夫そう。

  　斯薇兴奋地喊着「Go Go」。看来女王也有各种各样的类型……

  　スウィーが「ゴーゴー」って感じではしゃいでる。女王にもいろいろあるってことだよな……

  『如果按照那份「记录」，应该还有需要「解锁密码」的门吧？』

  『あの「記録」に書いてある通りなら、また「解錠コード」の扉がありますよね？』

  「应该是。是因为有那扇门，所以逃出来的人才会……？」

  「そのはず。あれがあったせいで、逃げてきた人たちがってことなのかな？」

  『上面的通道崩塌也令人在意。』

  『上の通路の崩落も気になります』

  「是啊。原因不明。」

  「だね。原因不明だし」

  　就在我们交谈的时候，我们没有遇到岔路，抵达了熟悉的门。

  　そんなことを話しているうちに、特に分岐路もなく見覚えのある扉にたどり着く。

  「就是需要『解锁密码』的门？」

  「例の『解錠コード』が必要な扉？」

  『是的。』

  『です』

  　门上画的图案，或者该说是魔法阵似乎不一样。虽然我不是很清楚。

  　扉に描かれてる模様というか魔法陣が違うらしい。俺にはよくわからないけど。

  「那我开门了。」

  「じゃ、開けるよ」

  『请小心哦？』

  『気をつけてくださいね？』

  「好。」

  「りょ」

  　我轻轻把手放在门上，回答「4725」，确认门锁顺利解除。

  　そっと手を添え、問い合わせに「４７２５」と答えて、無事ロックが外れたことを確認。

  　我缓缓推开门，门后是被天花板的微光照亮的通道。

  　ゆっくりと押し開けると、そこには天井からの淡い光に照らされた通路が続いていた。

  「呼。总之第一关什么都没有。」

  「ふう。とりあえず第一関門は何もなし、と」

  『好紧张。』

  『緊張します』

  　毕竟上次是「一开门就看到骷髅！」的感觉。

  　前が『開けたらそこにはスケルトンが！』って感じだったもんな。

  　如果那些骷髅是逃离那个魔导设施失控的人，那门后应该不会有骷髅吧。

  　あのスケルトンが、例の魔導施設の暴走から逃げた人たちなら、扉の向こう側にはいないんだろうけど。

  「这边的照明是亮着的，表示从这里开始是不同的区域吧……」

  「こっちは照明が
    
     点
    ついてるってことは、ここから先は区画が違うんだろうな……」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  「嗯，继续前进吧。」

  「ん、進もうか」

  　露比快步往前走，看来没有敌人。

  　ルピがスタスタと進んでいくし、敵はいないんだろう。

  　啊，这种时候最需要注意的是……

  　ああ、こういう時に気をつけないといけないのは……

  「斯薇，你偶尔确认一下后面。」

  「スウィー、たまに後ろ確認して」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　虽然应该不可能，但还是拜托她一下。

  　ありえないはずだけど、一応お願いを。

  　我原本想把门关上，但要是逃跑的时候会很麻烦。

  　扉閉めていこうかと思ったけど、逃げてきた時に困るし。

  『前面会像南侧那样分成两条路吗？』

  『この先は南側みたいに分かれてるんでしょうか？』

  「如果是上下对称的话，应该会吧。不过到时候就从左侧，也就是西侧开始走。」

  「上下対称ならそうだよな。まあ、その時は左側、西側からにするよ」

  『是这样吗？』

  『そうなんですか？』

  「因为这条路是西边的。从西侧出去应该比较近。」

  「この道が西よりだからね。西側の方が外に出るのは近いはず」

  『原来如此。』

  『なるほどです』

  　话虽如此，我也不太清楚整座岛的大小。

  　とはいえ、島全体のサイズ感もイマイチよくわかってない。

  　选择无人岛开局的时候，虽然在选择地图上看到了大致的形状，但也就只知道是菱形……

  　無人島スタートに選んだ時に、選択地図上でのざっくりとした形は見えたんだけど、
    
     菱
    ひし
    
     形
    がただったかなーってぐらいで……

  「咦？好像有门？」

  「あれ？　扉っぽい？」

  『看来不是对称的呢。』

  『対称じゃないみたいですね』

  「汪呼。」

  「ワフン」

  「嗯，走吧。」

  「うん、行こうか」

  　虽然有点扫兴，不过有门的话，就有可能通往外面。以位置来说，应该是岛的西北吧？

  　ちょっと拍子抜けだけど、扉ってことは外へ出る可能性も。場所的には島の北西かな？

  　我走近一看——

  　近づいて見てみると、

  「这是普通的魔导门吧？」

  「これは普通の魔導扉の方だよね？」

  『是的。』

  『です』

  　也就是说，打开这扇门会通往洞窟？而且很可能有怪物。

  　ということは、これを開けると洞窟？　で、モンスターがいる可能性も高そう。

  「露比、斯薇，可能会有敌人出现哦。」

  「ルピ、スウィー、敵が出てくるかもだぞ」

  「汪呼！」

  「ワフ！」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　我双手握住双开门的把手，听见了惯例的对受祝福者提问。我回答「是」之后把门往自己这边拉，从走廊溢出的光线照亮了对面……

  　両開きの扉、その取っ手に両手をかけると、例の祝福を受けし者への問いかけが聞こえる。それに「はい」と応じて扉を手前に開けると、廊下から
    
     溢
    あふれた光が向こうを照らして……

  「！！　〈火球〉！」

  「っ!!　〈火球〉！」

  　看到被照亮的洞窟般场所里，有只体长三米左右的巨大蜈蚣，我忍不住咏唱了火球魔法。然后直接把门关上。

  　洞窟のような場所に照らし出された、体長三メートルほどもある巨大ムカデを見て、思わず火球の魔法を唱えた。そして、そのまま扉を閉める。

  　门的另一侧传来火球的爆炸声……

  　扉の向こうから火球の爆発音が……

  「……可能不太妙。虽然忍不住就攻击了，不过火球不太妙。」

  「……やばいかも。思わず撃っちゃったけど、火球はまずかった」

  『没办法。我也有点……』

  『しょうがないです。私もあれはちょっと……』

  　普通人也会在生理上无法接受吧。

  　普通の人は生理的に無理なやつだよな。

  　先不说这个，希望天花板不会因为火球的爆炸而崩塌。

  　それはそれとして、火球の爆発で天井が崩れてたりしないといいんだけど。

  　我把耳朵贴在门上，听不见对面的声音……好像有沙沙声。

  　扉に耳をあてて、向こう側の音が聞こえたりは……なんかカサカサ言ってるな。

  「只能上了吗……」

  「やるしかないか……」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　露比很有精神地回答，斯薇……躲进兜帽里了吗？

  　元気よく答えるルピに、スウィーは……フードの中に入っちゃったか。

  　嗯，菲雅莉应该不太喜欢蜈蚣或蜘蛛之类吧。

  　まあ、ムカデとかクモとかって、フェアリーは苦手だろうなと。

  『请小心哦？』

  『気をつけてくださいね？』

  「嗯。露比也不要大意哦。它可能有毒，而且就算砍断了，也会活一阵子哦？」

  「うん。ルピも油断するなよ。毒持ちかもしれないし、切ってもしばらく生きてるからな？」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　感觉它好像在说「我知道」？那我就放心了。

  　知ってるよって感じかな？　それなら安心。

  　我道具栏里姑且有雷克森草做的解毒药。

  　一応、インベントリにはレクソンから作った解毒薬も持ってきてる。

  　接下来就是好好地获得元素精灵的加护。希望水精灵能给我对毒的加护……

  　あとはきっちり精霊の加護をもらおう。対毒は水の精霊あたりに期待したいとこだけど……

  「加护。」

  「加護を」

  　听到我的话，精灵石发出光芒包裹住我。

  　その言葉に精霊石から光が溢れて俺を包む。

  　我确认了一下状态栏。【元素精灵的加护（光・树・水）】。

  　ちょっとステータス確認。【精霊の加護（光・樹・水）】を確認。

  　打开门后稍微后退一点吧。比起被包围，还是在明亮的通道里打进来的东西更安全。

  　扉を開けたら少し下がるか。囲まれるよりも、この明るい通路に入ってきたやつを叩いていく方が安全だろうし。

  「露比，我会把它引过来，你稍微后退一点。」

  「ルピ。中へ誘い込むから少し下がって」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　好，上吧！

  　さて、やるか！

  　双开门打开后，一只灰黑色的蜈蚣扑了过来。

  　両開きの扉を開けたところで、飛びかかってくる
    
     煤
    すすけた色のムカデ。

  　看名牌似乎是叫【灰褐蜈蚣】，不过没时间鉴定。

  　ネームプレートを見ると【トープセンチピード】って奴らしいけど、鑑定している暇はない。

  　我用圆盾弹开它的咬击，用猎刀砍向它的脖子（？）

  　円盾で
    
     嚙
    かみつきを弾いて、その首（？）に剣鉈を、

  「〈要害攻击〉！」

  「〈急所攻撃〉！」

  　锵！

  　ガンッ！

  「咦？」

  「え？」

  　明明发动了要害攻击的绝技，猎刀却砍中了蜈蚣壳的坚硬部分。

  　急所攻撃のアーツを発動したはずなのに、剣鉈が当たったのはムカデの殻の硬い部分。

  「啊噗！」

  「あぶっ！」

  　我再次用圆盾挡住它的咬击，蜈蚣像是在评估我一样，抬起镰刀头（？）威吓我。

  　再度の嚙みつきをもう一度円盾で防ぐと、ムカデは俺を見定めるように鎌首（？）を持ち上げて威嚇する。

  「为什么要害攻击对这家伙没用啊……」

  「なんで、急所攻撃が効かないんだ、こいつ……」

  『翔君，听说有些虫类怪物会避开要害攻击！』

  『ショウ君、虫のモンスターには急所攻撃を避ける敵もいるそうです！』

  「真的假的。说起来，贝露部长她们会那么辛苦，可能也是因为这个原因吧……」

  「マジか。てか、ベル部長たちが苦労してるの、そのへんもあるんだろうな……」

  　蜈蚣的头摇来晃去，感觉像是在找我的破绽。看来它也不愿意一直咬圆盾。

  　ムカデは頭をフラフラとさせ、俺の隙を
    
     窺
    うかがっている感じ。さすがに何度も円盾に嚙みつくのは嫌ってことか。

  　不过，这下麻烦了。就算砍中壳的部分，猎刀感觉也很难造成伤害，这样的话，露比的爪子应该也很难奏效。

  　しかし、まいったな。殻の部分に当たっても、剣鉈じゃダメージが通りづらい気がするし、そうなるとルピの爪なんかも微妙なはず。

  「沙——！」

  「シャーッ！」

  「唔！〈要害攻击〉！」

  「くっ！　〈急所攻撃〉！」

  　锵！

  　ガンッ！

  　我用圆盾挡开咬击，试着在它伸直身体的时候挥下猎刀，但还是不行。

  　円盾で嚙みつきを受け流し、伸びきったところに剣鉈を振り下ろしてみたがダメ。

  　它似乎察觉到了我的攻击，立刻扭动身体，微妙地错开了被砍中的位置……

  　こっちの攻撃に気づいたら、咄嗟に体をうねらせて、微妙に当たる場所をずらしてるのか……

  「汪呜！」

  「バウッ！」

  　露比瞄准了蜈蚣缩回去的头进行攻击，但蜈蚣也立刻扭动身体，弹开了它的爪子。

  　戻っていくムカデの頭を狙ったルピの攻撃も、咄嗟に体をうねらせて弾かれる。

  「叽沙——！」

  「キシャーッ！」

  「糟糕！」

  「やばっ！」

  　蜈蚣口中喷出的黄色液体眼看就要喷到露比身上，我连忙用圆盾挡开！

  　ムカデの口から放たれた黄色い液体がルピにかかりそうになって、慌ててそれを円盾で遮る！

  『翔君！』

  『ショウ君！』

  　圆盾冒出了白烟，可能是因为没能完全挡住，液体喷到了肩膀，HP开始一点一点地减少。

  　円盾から白い煙が上がり、防ぎきれず肩口に当たったせいか、ＨＰがじわじわと減っていく。

  　我心想这应该是酸液，但加护的水色光芒覆盖了上去，转眼间就消失了。

  　これは酸かなと思ったら、加護の水色の光がそれを覆ってあっという間に消えた。

  「谢啦！」

  「さんきゅ！」

  　因为有水精灵的加护，所以对烧伤之类的有耐性，或者说是会帮忙补血。之后再向贝露部长报告吧。然后，

  　水の精霊の加護があるんだから、
    
     火傷
    やけどとかそっちへの耐性というか、フォローをしてくれるんだな。あとでベル部長に報告しよう。で、

  「汪呜……」

  「ワフ……」

  「别泄气啊，露比。多亏了你，我稍微明白了。」

  「しょげるなよ、ルピ。おかげでちょっとわかったし」

  　从蜈蚣的动作来看，它似乎拥有某种类似高级感知气息的技能。

  　ムカデの動きを見る感じ、何か気配感知の上級っぽいものを持ってる気がする。

  　感知这边的攻击并做出应对。可能是【危机感知】之类的技能吧。

  　こっちの攻撃を感知して対応する何か。【危機感知】とかそういうやつじゃないかな。

  　既然如此，那我也有能做的事……

  　それならこっちにもやれることがある……

  　蜈蚣的手脚和甲壳发出摩擦的刺耳声音，再次摆出攻击姿势。

  　キシキシと手足と甲殻が擦れる不快な音が響き、ムカデが再び攻撃態勢に。

  　露比在我身后待机，以便随时都能冲出去。

  　ルピは俺の後ろ、いつでも飛び出せるようにスタンバってもらう。

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  　美音感到很奇怪，但我没有时间说明。而且能不能顺利也不好说……

  　ミオンが不思議がってるが、説明してる余裕はない。うまくいくかどうかも微妙だし……

  「嘶——！」

  「シャーッ！」

  　蜈蚣以破坏圆盾的气势咬了过来，这次我用力接住并推了回去！

  　円盾を壊す勢いで嚙みつきにきたムカデの頭を、今回は思いきり受け止めて押し返す！

  　然后，就这样，

  　そして、そのまま、

  「〈土墙〉！」

  「〈土壁〉！」

  　我用足以完全挡住身体的土墙挡在中间。

  　俺の体が完全に隠れる大きさの土壁を間に立てる。

  「汪呜！」

  「バウッ！」

  　露比从我身后绕着土墙往左跑，而我……

  　ルピが俺の後ろから左回りに土壁を回り込み、俺は……

  （〈要害攻击〉！）

  （〈急所攻撃〉！）

  　用猎刀砍向蜈蚣脖子的关节（？），然后一口气拔出。

  　ムカデの首の節目（？）に剣鉈を叩き込むと、それを一気に振り抜く。

  　与身体分离的头颅咚地一声掉在地上，身体则是在地上翻滚了几次后，终于停止了动作。

  　体から泣き別れた頭がどさっと床に落ち、体は何度ものたうちまわった後に、その動きを止めた。

  【精灵魔法技能的等级提升了！】

  【精霊魔法スキルのレベルが上がりました！】

  【隐匿技能的等级提升了！】

  【隠密スキルのレベルが上がりました！】

  【隐匿技能的等级提升了！】

  【隠密スキルのレベルが上がりました！】

  【短剑技能的等级提升了！】

  【短剣スキルのレベルが上がりました！】

  【独力获得了隐匿＆短剑绝技〈背刺〉！】

  【隠密＆短剣アーツ〈バックスタブ〉を独力で獲得しました！】

  【讨伐了灰褐蜈蚣】

  【トープセンチピードを討伐しました】

  【追加了安全区域】

  【セーフゾーンが追加されました】

  「呼……」

  「ふう……」

  『翔君。刚才我也没看到你在做什么……』

  『ショウ君。今、私からも何をしてるか見えなかったんですけど……』

  「咦？隐匿技能连这种地方都有影响吗？」

  「え？　隠密スキルってそんなとこまで影響出るの？」

  　这倒是有点出乎意料……

  　これはちょっと予想外……

  　我只是想，如果对方单纯是用类似【危机感知】的技能来闪避，那能不能用【隐匿】来超越它。

  　単純に向こうが【危機感知】っぽいもので避けてるなら、それを【隠密】で上回れないかなってだけだったんだけど。

  『原来是隐匿技能啊！』

  『隠密スキルだったんですね！』

  「嗯。土墙是为了遮挡对方的视线，我想说只要让露比吸引它的注意力，应该就能从隐匿行动中发动要害攻击……不过好像发生了超乎预期的事情。」

  「うん。土壁は相手の視線を遮るためで、ルピに注意を引いてもらえば、隠密行動から急所攻撃も通るかなって思ったんだけど……なんか予想以上のことが起きたっぽい」

  『那就是……背、刺？是吗？』

  『それが……ばっくす、たぶ？　ですか？』

  「是背刺。就是那种偷袭的感觉。」

  「バックスタブだね。不意打ちとかそういう感じのやつ」

  　在有职业的RPG里，这种技能是盗贼或刺客在用的，但在ＩＲＯ里是通过技能获得的绝技。

  　職業があるＲＰＧとかならローグとかアサシンが使うんだけど、ＩＲＯはスキルから得られるアーツだったってことか。

  『独力获得是怎么回事……』

  『独力で獲得しましたっていうのは……』

  「我完全没有那个打算啊」

  「そんなつもりは全然なかったんだけどなあ」

  　结果是背刺，所以是获得了作为绝技的〈背刺〉吗？

  　結果としてバックスタブになったので、アーツとしての〈バックスタブ〉を獲得したってことなのかな。

  『等级也提升了很多呢』

  『レベルもいろいろ上がりましたね』

  「嗯。不过在那之前先鉴定一下吧」

  「うん。まあ、ちょっとその前に鑑定かな」

  【灰褐蜈蚣】

  【トープセンチピード】

  『全长近三米的巨大蜈蚣怪物。会从嘴里吐出酸性液体，需注意。

  『全長三メートル近くになる巨大ムカデモンスター。口から酸性の液体を吐くので注意。

  　素材加工：壳可作为各种素材』

  　素材加工：殻は各種素材となる』

  【鉴定技能的等级提升了！】

  【鑑定スキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您！』

  『おめでとうございます！』

  「谢啦。话说，把这个解体的话……」

  「さんきゅ。っていうか、これ解体したら……」

  【解体技能的等级提升了！】

  【解体スキルのレベルが上がりました！】

  『又提升了！』

  『また上がりました！』

  「果然。鉴定和解体新东西的话，技能经验值会更多啊」

  「やっぱり。新しいものを鑑定したり解体したりする方が、スキル経験値も多いんだろうなあ」

  　魔石是小的。还有，壳可能有什么用，所以收进道具栏。

  　魔石のサイズは小。あと、殻を何かに使えるかもってことでインベントリに収納。

  　用来遮挡视线的土墙……先放着不管吧。有空的时候再回收。

  　この目隠しに使った土壁は……とりあえず放置でいいか。余裕がある時に回収で。

  『安全区域是刚才出现的地方吗？』

  『セーフゾーンはさっきの出た場所でしょうか？』

  「大概吧。应该和摧毁哥布林聚落的时候一样。」

  「多分そうかな。ゴブリンの集落を潰した時と同じだと思う」

  　打倒的蜈蚣所居住的洞窟应该会变成安全区域？只要确认一下就好。

  　倒したムカデが寝ぐらにしていた洞窟がセーフゾーンになってるはず？　確かめればいいか。

  「汪。」

  「ワフ」

  「嗯，走吧。斯薇也已经没事了吧？」

  「うん、行こうか。スウィーももう大丈夫だぞ？」

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  　斯薇从兜帽里探出头，确认蜈蚣不在后松了口气。不过，她似乎随时准备躲起来。

  　フードから顔を出して、ムカデがいないのを確認してホッとした様子。でも、いつでも隠れられるようにっていう感じ。

  「我用火球攻击了，没问题吗……」

  「火球撃っちゃったけど大丈夫かな……」

  　光精灵发出的亮光照亮了这个空间，这里有点宽敞，左角有一块一人大小的安全区域，发出淡淡的光芒。

  　光の精霊に出してもらった明かりで照らされた場所は、ちょっとした広さがあって、左隅に人一人分のセーフゾーンが淡く光ってる。

  『看起来没问题。』

  『大丈夫そうですね』

  「太好了。」

  「良かった」

  　我姑且确认了一下天花板和墙壁。

  　一応、天井や壁を確認。

  　虽然有点烧焦……咦？这可以用土木技能确认吗？

  　少し焦げた感じはあるけど……あれ？　これって土木スキルで確認できたりしないのか？

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「啊，不，有点……」

  「あ、いや、ちょっと……」

  　要怎么……检查？感觉像是鉴定？意识要这样……

  　どうやって……検査？　鑑定っぽい感じかな？　意識をこう……

  「啊，成功了。」

  「あ、できた」

  『咦！？』

  『えっ!?』

  　绿色的网格显示出来，是看到的地方的强度吗？应该没问题吧？

  　見た箇所の強度なのか、グリーンのメッシュが表示されてるので大丈夫？

  　如果技能等级提升，是不是能看见更多东西呢……

  　スキルレベルが上がれば、もっといろいろ見える感じになるのかな……

  「我好像可以用土木技能看到强度……但不太清楚。总之先保留。」

  「土木スキルで強度が見えてるっぽいんだけど……よくわかんないな。とりあえず保留で」

  『好的。』

  『はい』

  　还有……这个是骨头吗？这是鸟吗？是什么鸟呢……

  　あとは……なんか骨があるけど、これは鳥？　なんの鳥だろ……

  　话说，那只蜈蚣会吃鸟吗？不过嘛，它那么大只，又会吐酸液，感觉能抓住鸟。

  　っていうか、あのムカデ、鳥とか食べてたのか。いやまあ、あの大きさがあって、酸を吐けるから捕まえられそうだけど。

  『好像连接着外面呢』

  『外に繫がってるみたいですね』

  「那么，会是什么样的地方呢……」

  「さて、どんなところかな……」

  　呃，从方向上来看，出口是朝向西北方的吗。

  　えーっと、方角的には北西に向かっての出口か。

  　走了一会儿，就看见了阳光照耀下的外面……石板路？

  　しばらく歩いたところで、
    
     陽
    ひの光に照らされた外が見えてきて……石畳？

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我慢慢地追上跑出去的露比，外面的景象逐渐映入眼帘。

  　駆け出したルピをゆっくりと追いかけていくと、外の様子がどんどんと流れ込んでくる。

  　然后，当我们完全来到外面时，发现这里是个石板路参道一样的地方。

  　そして、完全に外に出ると、石畳の参道という感じの場所。

  「这里是什么地方……」

  「なんだろ、ここ……」

  『没有特别的通知，是古代遗迹的延续吗？』

  『特に通知が出ませんでしたし、古代遺跡の続きでしょうか？』

  「啊，对哦。如果是别的古代遗迹，应该会收到发现通知」

  「あ、そっか。別の古代遺跡だったら、発見アナウンスが出てたはずか」

  『是的』

  『はい』

  　我大致环顾了一下，道路的宽度大概能让两三人并排走。两侧与其说是悬崖，更像是堆砌的石墙，明显是人工建造的。

  　ざっと見回すと、二、三人が並んで歩けるぐらいの道幅。両脇は崖というか、石垣が積まれてる感じで、あきらかに人の手が入っている。

  　不过，石墙和石板路的缝隙间长满了杂草，完全没有被使用的感觉。不过嘛，要是有人在使用，这里就不是无人岛了……

  　ただ、その石垣や石畳の隙間から雑草が生えまくっているので、誰かが使ってるという感じは全くしない。まあ、そんな人がいたら、ここ無人島じゃないもんな……

  「露比和斯薇知道这附近吗？」

  「ルピとスウィーはこの辺は知ってたりしない？」

  　对于我的提问，她们俩都默默地摇了摇头。我想也是。

  　その問いかけに、二人とも無言で首を横に振る。だよなあ。

  　露比从以前的窝来到这里，应该翻过了一座山，而斯薇是不是在这座岛上都还是个问题……

  　ルピがあの昔の寝ぐらからここまで来るとなると山越えだろうし、スウィーはそもそもこの島にいたかも怪しいし……

  「美音，抱歉。现在大概几点了？」

  「ミオン、ごめん。今って何時ぐらい？」

  『刚过晚上九点哦』

  『午後九時を回ったところですよ』

  「谢啦。那我们再调查一会儿，十点之后就回去吧」

  「さんきゅ。じゃ、もう少し調べて、十時回ったら帰ることにするか」

  　虽说离山间小屋不远，但每次过来都要花时间也是个问题。

  　山小屋からそんなに遠くないとはいえ、毎回こっちに来るために時間かかるのも問題だよな。

  　要是能像本土一样有公共马车的话，就能节省时间了，真羡慕……

  　本土だと乗合馬車ができたら時短できるのが羨ましい……

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，小心点」

  「うん、気をつけてな」

  　路几乎笔直，露比在前面带路。

  　道はほぼまっすぐなので、ルピが少し前を先導してくれる。

  　在平缓的上坡路前方出现的是……

  　なだらかな上り坂を進んだその先に現れたのは……

  「哇……」

  「うわぁ……」

  『这是……教会或者神殿之类的建筑物吗？』

  『これは……教会とか神殿とかそういう建物でしょうか？』

  「啊，确实有这种感觉」

  「あー、そういう感じする」

  　出现在眼前的是相当大的石造建筑。

  　目の前に現れたのは石造りのなかなか大きな建物。

  　正如美音所说，感觉有点像教会？尖塔之类的很显眼。

  　ミオンの言う通り、なんか教会っぽい感じ？　
    
     尖
    せん
    
     塔
    とうとかいうやつが目につく。

  　再靠近点……就在我这么想的时候，斯薇敲了敲我的后脑勺。

  　もうちょっと近くに……と思ったところで、スウィーが俺の後頭部をトントンと叩く。

  「嗯？怎么了？」

  「ん？　どうしたの？」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「那边……啊！」

  「あっちって……あっ！」

  　在和我身高差不多的树上，挂着一串紫红色的果实。

  　俺の背丈ほどの木にぶら下がってる赤紫の果実の集まり。

  　我冲过去鉴定！

  　ダッシュで駆け寄って鑑定！

  【格雷普尔果实】

  【グレイプルの実】

  『格雷普尔的果实。果皮涩涩的，里面的果实酸甜可口。

  『グレイプルの果実。果皮は渋みがあるが、中の実は酸味と甘味が絶妙。

  　料理：果汁可作为饮料、调味料使用。素材加工：可作为酒、醋的原料』

  　料理：果汁を飲料、調味料として利用可能。素材加工：酒、酢の原料となる』

  「葡萄！」

  「ぶどう！」

  『太好了！』

  『やりましたね！』

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇立刻摘下一颗，直接大口咬下。我也马上尝了一口。

  　スウィーがさっそくというか、自分で一つもいでそれを丸
    
     齧
    かじりする。俺もさっそく、

  「真好吃……」

  「これ美味しい……」

  　虽然食用葡萄和加工葡萄应该不一样，但在ＩＲＯ里是一样的吗？

  　ぶどうって生食用と加工用って違うはずだけど、ＩＲＯの中だと一緒なのかな。

  　用这个做葡萄干，然后从葡萄干里提取酵母，就能做面包……要是有小麦就好了……

  　これでレーズンを作って、そこから酵母を起こせばパンが……、小麦があればなあ……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「啊，不行，不能给露比吃……」

  「あー、いや、ルピにはあげられないかな……」

  『翔君？为什么？』

  『ショウ君？　どうしてですか？』

  　美音的声音有点吓人，但我有正当理由。

  　ミオンの声にちょっと圧があるんだけど、ちゃんとした理由があって、

  「不是，葡萄对猫狗来说是毒药。好像会引起葡萄中毒，对内脏不好……」

  「いやいや、犬とか猫ってぶどうはダメなんだよ。なんか、ぶどう中毒になって内臓に悪いらしいんだけど……」

  『这、这样啊。』

  『そ、そうなんですね』

  　这是从爷爷那里听来的，所以不会有错。

  　これはじいちゃんから聞いた話だから間違いない。

  　露比虽然是叫做玛那加鲁姆的幻兽，但因为是狼，所以应该是犬科。

  　ルピはマナガルムっていう幻獣だけど、狼なのでイヌ科のはずだよな。

  　虽然因为是游戏，所以可能没事，但一想到如果露比试了之后身体不舒服

  　ゲームだから平気なのかもだけど、それを試してみてルピの具合が悪くなったらと思うと、

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「咦？没事吗？真的？」

  「え？　大丈夫なの？　本当に？」

  　斯薇比划着，好像在说露比应该没问题。

  　スウィーが身振りをまじえ、ルピなら大丈夫って言ってるっぽい。

  「唔，因为是狼所以没问题吗。说起来『酸葡萄』的狐狸好像也是犬科……」

  「うーん、狼だから大丈夫なのかなあ。そういえば『すっぱいぶどう』の
    
     狐
    きつねもイヌ科だっけ……」

  『我稍微查一下』

  『ちょっと調べてきますね』

  「抱歉，拜托了」

  「ごめん、お願い」

  　在确定没问题之前，只能让露比等着了，不过斯薇也挺配合的，只吃了一颗就等我查完。

  　大丈夫か確信が持てるまで、ルピには待ってもらうしかないんだけど、スウィーも付き合いがいいのか、一粒食べたところで待ってくれている。

  『翔君。我觉得没问题。动物园的狼先生也吃过葡萄。还有苹果、柿子、西瓜之类的』

  『ショウ君。大丈夫だと思います。動物園の狼さんがぶどうをもらって食べてました。あと、リンゴやカキ、スイカなんかも』

  「真的吗……」

  「マジか……」

  　犬科的野生动物吃葡萄也没事？狐狸和狸猫好像也会吃葡萄。

  　イヌ科も野生動物なら平気？　狐、
    
     狸
    たぬきもぶどうは食べるらしいし。

  　狗是因为和人类一起生活，所以才变得不能吃葡萄的吗？

  　犬はやっぱり人間と暮らすようになって、ダメになったりしたのかな？

  「汪？」

  「ワフ？」

  「啊，抱歉抱歉。露比也可以吃，不过要是不行的话就吐出来哦？」

  「っと、ごめんごめん。ルピも食べていいけど、ダメならぺってしろよ？」

  「汪呜！」

  「ワフン！」

  　露比从我手里吃下格雷普尔果实，尾巴摇得飞快。

  　俺の手からグレイプルの実を食べ、尻尾を激しく振るルピ。

  　正好，我决定坐下来休息一会儿。

  　ちょうどいいし、ちょっと休憩ってことで地べたに腰を下ろす。

  「还有很多，想吃多少就吃多少」

  「たくさんあるし、好きなだけ食べていいよ」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　露比还好说，斯薇这么小的身体，葡萄都消化到哪里去了？不对不对，这是游戏……

  　ルピはいいとして、スウィーは小さい体のどこに消化されてるんだ？　いやいや、ゲームだったな、これ……

  『呜呜，看起来好好吃……』

  『うう、美味しそうです……』

  「啊哈哈。拜托椿小姐买给你吃如何？」

  「あはは。椿さんにお願いして買ってきてもらえば？」

  『就这么办……』

  『そうします……』

  　总觉得她会买非常昂贵的葡萄……

  　なんか、めちゃくちゃお高いぶどうとか買ってきそう……

  　话说回来，这附近有不少没见过的东西。

  　それにしても、この周りには結構、見たことのないものがあるな。

  　嗯？那是水井？虽然原本像是瞭望塔的建筑已经腐朽，不过以前应该有人住在这里吧。

  　ん？　あれは井戸？　なんか、やぐらだったものは朽ちてるっぽいけど、昔はここに人が住んでたってことだよな。

  「这里是那栋类似教会的建筑物后方吗？」

  「ここって、あの教会っぽい建物の裏手なのかな」

  『是的。能去的地方似乎只有这里和那个洞窟。』

  『そうですね。この場所と、あの洞窟ぐらいしか行ける場所がなさそうです』

  「这么说来，对面就是正面吗……」

  「となると、向こう側が正面になるのか……」

  　绕一圈的话，时间应该差不多刚好。

  　ぐるっと一回りしたら、ちょうどいいくらいの時間になりそう。

  　虽然想确认建筑物内部，不过要是出现怪物，时间可能会不够。

  　建物の中まで確認したいところだけど、モンスターとか出てきたら時間足りなさそう。

  「好，走吧。」

  「よし、行こう」

  「汪。」

  「ワフン」

  「～～！！」

  「〜〜〜!!」

  「啊啊，嗯。这是给其他菲雅莉的土产。回程会去采收。」

  「ああ、うん。他のフェアリーたちのお土産用ね。帰りに収穫するから」

  　我如此回答斯薇并安抚它。

  　スウィーにそう答えて
    
     宥
    なだめる。

  「那么，左侧很窄，从右侧开始。」

  「じゃ、左側は狭いし、右側から」

  『是。』

  『はい』

  　这个空间是将山坡地挖平而成。从后方看，建筑物右侧相当宽敞。

  　山肌をえぐった跡に整地されてるこのスペース。裏手から見て、建物右側は結構広い。

  　建筑物本身似乎很坚固，不过窗户全被木板堵住，无法得知内部情况。

  　建物自体はしっかりしてそうだけど、窓は全て木戸で塞がれているので中の様子はわからず。

  「这是……马厩吗？」

  「これは……
    
     馬
    ば
    
     房
    ぼうっていうか馬小屋かな」

  　虽然木造的马厩到处都腐朽了，但柱子，屋顶，栅栏，还有类似喂食桶的东西都还在。

  　木造であちこち朽ちてるけど、柱、屋根、柵、そして、飼い葉
    
     桶
    おけのようなものも。

  　虽然不知道是多久以前的事了，但这里曾经养过马吗？

  　どれくらい前かわからないけど、馬が飼われてたのか。

  　我们就这样走到正面，

  　そのまま表まで進むと、

  「哇……」

  「うわ……」

  『好厉害……』

  『すごいです……』

  　建筑物的正面，前方有一扇巨大的铁栅栏门。

  　建物の正面、その先にあるのは大きな鉄柵の扉。

  　悬崖的缝隙间，夹着坚固的石造门柱，那扇门看起来像是大宅邸里会有的那种厚重门扉。

  　崖の切れ目、しっかりとした石造りの門柱の間に挟まれたそれは、大きな
    
     屋
    や
    
     敷
    しきとかにありそうなごついやつ。

  「这座岛还挺大的……」

  「結構広いんだな、この島……」

  　从铁栅栏的缝隙间可以看到对面，有一条缓缓下坡的路。只是，路上杂草丛生，让人犹豫是否要立刻去确认。

  　鉄柵の隙間から見える向こう側は、なだらかに下っていく道が見える。ただ、道は草が生い茂ってるし、今すぐ確認に行くのはためらわれる感じ。

  『门能打开吗？』

  『扉は開きますか？』

  「不知道。话说，要怎么打开？」

  「どうだろ。っていうか、どうやって開けるんだ？」

  『翔君，鉴定一下』

  『ショウ君、鑑定を』

  「啊……」

  「あ……」

  　可能是因为完全潜行，我经常忘记这是游戏。呃……

  　フルダイブなせいか、どうもゲームなのを忘れがちなんだよな。えっと……

  【古代魔导大门扉】

  【古代魔導大門扉】

  『被古代魔法上锁的大门扉。用于城门等地方』

  『古代魔法によって施錠されている大門扉。城門などに利用される』

  「感觉是很厉害的门，但和地下的是同一个构造吗？」

  「なんかすごそうな扉だけど、地下のと同じ仕組みかな」

  『要打开看看吗？』

  『開けてみますか？』

  「不，今天没时间了，等稳定下来再说吧」

  「いや、今日は時間もないし落ち着いたらで」

  『啊，也是』

  『あ、そうですね』

  　这扇大门的对面肯定是不同的区域，这扇门是为了防止那边的怪物跑进来吗？那首先得确保这个地方的安全。

  　この大門の向こうは確実に違うエリアだと思うし、そっちのモンスターが入り込んでこないための扉とか？　なら、まずはこの場所の安全を確保したいところ。

  　回头一看……果然很像教会。

  　振り返ると……やっぱり教会っぽいなあ。

  「咦？这扇门是平时的那扇？」

  「あれ？　この扉っていつもの？」

  『是啊，没有解锁密码的那扇门。』

  『ですね。解錠コードがない方です』

  「原来建筑物也能用啊……」

  「建物にも使えたんだ……」

  　我还以为是遗迹专用的，不过既然是门，那重要设施也会用吧。

  　遺跡専用かと思ってたけど、扉なんだし重要施設なら使うよな。

  　那就跟平时一样……

  　じゃ、いつものように……

  「抱歉，等我一下。」

  「ごめん。ちょっと待って」

  　MP已经完全恢复了，所以我要请求精灵的加护。还有，也拜托光精灵提供照明，这样应该可以了吧？有什么东西出现的话就用隐匿……

  　ＭＰはもう全快してるので、精霊の加護をお願いする。あと、光の精霊に明かりも頼んでこれでいいかな？　何かいた時は隠密を使おう……

  「好，我要开门了。」

  「よし、開けるよ」

  　我用力推开门，回答平时的问题『是』。

  　ぐっと力を込め、いつもの問いかけに『はい』と答える。

  　双开门缓缓打开……感知气息没有反应。被照亮的内部有两排长椅，感觉像是礼拜堂。

  　両開きの扉をゆっくりと開いて……気配感知に反応なし。明かりに照らされた内部は長椅子が二列に並んでいて、礼拝堂って感じかな。

  「好像没问题。」

  「大丈夫そう」

  『松了一口气。这里果然是教会呢。』

  『ホッとしました。ここはやっぱり教会みたいですね』

  「是啊。里面意外地干净，顶多就是灰尘有点多，长椅看起来还能用。」

  「だね。中は意外と綺麗っていうか、ほこりが多いぐらいで、長椅子なんかは全然使えそう」

  　我解除精灵的加护，抬头一看，天花板很高。从外面看起来是两层楼建筑，但高处只有走廊吗？

  　精霊の加護を解除し、上を見ると天井が高い。外からは二階建てに見えたけど、高いところには廊下があるだけか。

  　我慢慢靠近祭坛，然后渐渐觉得不太对劲……

  　ゆっくりと祭壇に近づいていって、徐々に違和感がこう……

  「这种地方不是应该在最里面放着神像之类的吗？」

  「こういう場所って一番奥に神様の像とかあるんじゃなかったっけ？」

  『我也这么觉得。在ＩＲＯ里不是这样吗？』

  『そんな気がします。ＩＲＯだと違うんでしょうか？』

  「这个也明天问问看吧。」

  「これも明日聞いてみようか」

  　祭坛的位置在高了一层的地方，然后更里面的地方——

  　祭壇の場所はそれっぽく一段上がったところに。さらに奥には、

  「感觉这里应该放着神明，不对，是女神像的……」

  「ここに神様、いや、女神様の像が置いてあった気がする……」

  『是啊。』

  『ですね』

  　明显不自然的空间。

  　明らかに不自然なスペース。

  　在更高一层的地方，有个圆形的空间，感觉只留下纯白的台座？

  　さらに一段高い場所に、円形のスペースがあって、真っ白な台座だけが残ってる感じ？

  「是那个吗？在搬家离开的时候，把女神像好好地带走了之类的？」

  「あれかな。引っ越していなくなる時に、女神像はちゃんと持っていったとかかな？」

  『是啊。我觉得不会把女神大人丢下就搬家。』

  『そうですね。女神様を置き去りにして引っ越さないと思います』

  　嗯——本来以为能学到神圣魔法，但有点困难吗？

  　うーん、神聖魔法が取れるかもと思ったけど、ちょっと厳しいか。

  　其他在教会里也没有新奇的东西。

  　その他、教会の中は他に目新しいものはなし。

  　本来想说如果有书的话……但都被拿走了。

  　本があればと思ったんだけど……持ってっちゃうよな。

  「大概就这样吧。斯薇，回去咯。」

  「こんなとこかな。スウィー、帰るよ」

  　我叫回从兜帽里出来，在四处飞来飞去的斯薇。

  　フードから出て、あちこちをふらふらと飛び回ってたスウィーを呼び戻す。

  　本来想说它会不会找到什么有趣的东西，但说到底它只对甜的水果感兴趣。

  　何か面白い物でも見つけてくれるかなと思ったけど、そもそも甘い果物にしか興味なかった。

  「那么，接下来就去采格雷普尼尔，然后回去吧。」

  「じゃ、あとはグレイプルを収穫して帰ろうか」

  「汪。」

  「ワフ」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　虽然应该不会有人来，但要是蜈蚣又出现，跑进里面就糟了。

  　誰も来ないとは思うけど、またムカデが現れて、この中に入られるのもまずい。

  　我关好门之后，来到外面。

  　きっちりと扉を閉めて外へと出る。

  「现在大概晚上十点左右？」

  「午後十時まわったぐらい？」

  『是的。刚刚过了十点。』

  『はい。ついさっき十時になりました』

  　明天中午开始又可以在学校做，没必要着急。

  　明日はまた昼から学校でできるし、急ぐ必要もない。

  　要先去大门外面吗？要是能找到露比的父亲或兄弟就好了……

  　大門の向こうより先に上かな？　ルピの父親とか兄弟とか見つかるといいんだけど……

  「来，这个给你。两串应该够了吧？」

  「はいこれ。とりあえず二房あれば足りるよね？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇竖起大拇指回应。

  　サムズアップして返すスウィー。

  　我在土间的桌上放了两串格雷普尔果实，剩下的就交给她。我目送斯薇飞往神树所在的森林。

  　土間のテーブルにグレイプルの実を二房置いて、あとはお任せ。神樹のある森の方へと飛んでいくスウィーを見送る。

  　本来想在道具栏里装满采集物，不过考虑到魔导冷藏柜也没多少空间，所以还是克制了。

  　インベントリいっぱいに採集してこようかと思ったけど、魔導保存庫の空きもあんまりなかったなと思って自重。

  　采集技能很久没升级了，是因为这是第一次采集的东西吗？

  　採集スキルが久々にレベルアップしたけど、やっぱり初めて採集するものだったからかな？

  「唔，好想做葡萄干……」

  「うーん、レーズン作りたい……」

  　离晚上十一点还有一点时间。

  　午後十一時までまだ少しあるんだよな。

  『是很快就能做好的东西吗？』

  『すぐにできるものなんですか？』

  「大概吧？说起来就是葡萄干嘛。」

  「多分？　要は干し
    
     葡
    ぶ
    
     萄
    どうな訳だし」

  　干燥魔法太优秀了，感觉跟干燥有关的东西大概都能做出来。

  　乾燥の魔法が優秀すぎて、干す関連のは大抵できそうな予感。

  　本来需要花时间干燥的东西，感觉也能靠这个魔法和游戏的缩短时间功能顺利搞定？

  　本来なら時間をかけて乾燥させることが必要なものも、この魔法とゲームの時短が合わさってうまくいく感じ？

  『我想看！』

  『見たいです！』

  「那我稍微试试看吧。啊，有料理技能的人应该都会做，所以这并不算特别厉害哦？」

  「じゃ、ちょっと試すかな。あ、普通に料理スキル持ってる人とかやってるだろうし、特別すごいわけじゃないよ？」

  『好的』

  『はい』

  　我在石窑里点火，调整成小火。然后在砂锅里放几个格雷普尔果实，放到火上。

  　石窯に火を入れて弱火に調整。土鍋に何個かグレイプルの実を入れて火にかける。

  『咦？要烤吗？』

  『え？　焼くんですか？』

  「嗯。也包含杀菌的意思？」

  「うん。殺菌の意味も含めて？」

  　虽然我也不太清楚，但奶奶是用烤箱烤过之后再晒干的。

  　俺も詳しいことはよくわからないけど、ばあちゃんがオーブンで焼いてから干してたからなあ。

  　我一边烤一边翻动果实，以免烤焦。然后果皮开始出现皱褶，感觉有点像葡萄干。

  　焦げないように転がしつつ焼くと、皮に多少
    
     皺
    しわが寄ってきて、レーズンっぽさがなんとなく。

  「然后，把这个……〈干燥〉」

  「で、これを……〈乾燥〉」

  　格雷普尔果实眼看着逐渐萎缩。

  　みるみるうちに
    
     萎
    しぼんでいくグレイプルの実。

  　随着体积减少，果皮的皱褶越来越多……差不多这样吧？

  　体積が減った分、皮の皺がどんどん増えていって……これぐらいかな？

  【料理技能的等级提升了！】

  【料理スキルのレベルが上がりました！】

  【素材加工技能的等级提升了！】

  【素材加工スキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您！』

  『おめでとうございます！』

  　啊，两个都升级了。不，现在这不重要。

  　あ、両方上がった。いや、それは今は良くて。

  「谢谢。然后，看起来是不是很眼熟？」

  「ありがと。で、見たことある感じになったでしょ？」

  『是的，是葡萄干呢！』

  『はい、レーズンですね！』

  　虽然比常见的葡萄干大一点，但还算像葡萄干。

  　よく見るレーズンよりちょっと大きいけど、まあまあレーズン。

  　姑且鉴定一下吧。

  　一応、鑑定しておくかな。

  【干格雷普尔】

  【ドライグレイプル】

  『格雷普尔果实晒干后的产物。果皮的涩味和酸味变淡，留下浓郁的甜味，味道鲜美。

  『グレイプルの実を干した物。皮の渋みと酸味が薄まり、甘味が濃く残って美味。

  　料理：可用来制作面包和点心。素材加工：可作为格雷普尔酵母的材料』

  　料理：パンや菓子に利用される。素材加工：グレイプル酵母の材料となる』

  「很好很好」

  「よしよし」

  　这样就能制作酵母了，接下来只要能弄到小麦，应该就能制作面包……

  　これで酵母が作れるから、あとは小麦さえ調達できればパンが作れるはず……

  『非常甜吗？』

  『すごく甘いんですか？』

  「唔，说是甜，其实也只是水果的甜味，应该比帕普干果的酸味少一点吧」

  「んー、甘いって言っても果物の甘さだし、干しパプよりも酸味は少しあるんじゃないかな」

  　反正知道可以随便做，就先吃一个……

  　いくらでも作れるのはわかったし、一つぱくっと……

  「啊，糟糕。这个好吃到可以随便吃……」

  「あ、やばい。これいくらでも食べられるぐらい美味しい……」

  　虽然现实中的葡萄干没有好吃到值得花钱去买，但这个的话我可能会买。

  　リアルのレーズンって買ってまで食べるほどでもなかったけど、これだったら買うかも。

  「汪！」

  「ワフ！」

  「好好。露比也有份……」

  「はいはい。ルピにも……」

  　我刚这么想，斯薇带来的菲雅莉们就死死盯着这边……

  　と思ったら、スウィーが連れてきたフェアリーたちにガン見されてました……

  「我回来了」

  「ただいま」

  『欢迎回来』

  『お帰りなさい』

  「等你好久了，兄长！」

  「待っておったぞ、兄上！」

  「抱歉这么晚才回来……」

  「遅くにごめんなさいね……」

  　因为两人似乎在晚上十一点后还在等我，所以我回到了虚拟活动室。

  　午後十一時を回ったところで二人が待ってるらしいので、バーチャル部室に戻ってきた。

  　赛丝看起来很有精神，但贝露部长似乎很累。

  　セスは元気そうだけど、ベル部長はお疲れのご様子。

  「怎么了？」

  「どうしたんです？」

  「阿梅拉领，不，沃鲁斯托王国为了避免和有翼人发生冲突，决定放弃那个古代遗迹了」

  「アミエラ領、いえ、ウォルースト王国は、有翼人と揉めるのを避けて、あの古代遺跡を諦めることになったわ」

  「『哎？』」

  「『えっ？』」

  　赛丝在仁培师父的陪同下，与阿梅拉子爵大人进行了会谈。

  　セスがジンベエ師匠を伴って、アミエラ子爵様と会談。

  　我报告了前几天有翼人出现，单方面提出要求后离去的事情。

  　先日、有翼人たちが現れて、一方的に要望を出して去っていったことを報告した。

  　子爵大人听到后大吃一惊，暂时离席后回来，决定放弃那个古代遗迹。

  　それを聞いた子爵様は驚き、しばらく席を外したのちに戻ってきて、例の古代遺跡は諦めてくれということになったそうだ。

  「总觉得……还以为他会再深思熟虑一下。话说，国家下达撤退指示会不会太快了？」

  「なんか……もっと熟考するかと思ったんですが。というか、国から撤退指示って早くないです？」

  「子爵阁下应该是离席后，直接去王都请示指示了吧。」

  「子爵殿は席を外して、王都で直接指示を仰いだのであろう」

  「啊？直接去王都，怎么可能一瞬间就……啊——！」

  「は？　王都で直接って、そんな一瞬で行け……あー！」

  　有啊，一瞬间就能去的方法。山间小屋的一楼也有。

  　あるな。一瞬で行ける方法。山小屋の一階にも眠ってるけど。

  「因为不是直接听到，所以只是我的想象。」

  「直接聞いたわけではないゆえ、想像に過ぎんがのう」

  「子爵大人也是国家的宫廷魔术师，应该就是这样吧。」

  「子爵様は国の宮廷魔術士でもあるし、その通りでしょうね」

  『我明白了。』

  『納得です』

  　发生紧急情况时，可以利用传送魔法阵来去自如吧。

  　緊急事態が起きた時に、転移魔法陣で行ったり来たりできるんだろうなあ。

  「不过，立刻撤退的理由是什么？那些家伙被蕾欧娜大人痛扁，应该不是赢不了吧。」

  「でも、そんなすぐ撤退する理由って？　あいつらレオナ様にボコられてたし、勝てないわけじゃないと思うけど」

  「子爵阁下说，那些有翼人确实受到龙族的庇护。因此，他想避免与他们起争执，进而与龙族起争执。」

  「子爵殿曰く、彼ら有翼人は確かに竜族の庇護下にあるそうだ。故に、彼らと揉めて、竜族とも揉めるのは避けたいとな」

  　啊，银龙亚珍塔先生的话果然是正确的吗？

  　ああ、やっぱり銀竜アージェンタさんの話は正しかったわけか。

  「你对龙的事情不感到惊讶呢？」

  「ドラゴンの話には驚かないのね？」

  『因为翔君从书上得知龙的存在。』

  『ショウ君は本でドラゴンの存在を知ってましたから』

  「是。」

  「っす」

  　我顺着美音的话接了下去。

  　ミオンがフォローしてくれたのに乗っかる俺。

  　刚才的反应算是惊讶吗？……我的演技反而会让人怀疑吧。

  　さっきのは驚くとこだったかな。……俺の演技じゃ、逆に怪しまれるか。

  「嗯……」

  「うーん……」

  　怎么说呢，我完全无法接受。

  　なんというか、めちゃくちゃ納得いかない。

  　是因为我从亚珍塔先生那里听说了很多内幕吗？不，应该不是吧。

  　俺がアージェンタさんにいろいろ裏話を聞いてるから？　いや、そうでもないよなあ。

  「虽然我们撤退了，但应该也有人即使要付入场费，也想去那个古代遗迹吧。考虑到这一点，现在没必要再起争执了。」

  「我々は撤退するが、彼らに上がりを払ってでも、あの古代遺跡に行ってみたいというものもおろう。それを考えれば、ここで必要以上に揉めるのは得策ではあるまい」

  『那个，所以今天叫翔君来是？』

  『あの、それで今日ショウ君を呼んだのは？』

  「生产组是无所谓，但战斗班很期待那个古代遗迹。我想暂时在别的地方活动，但想不到好地方。」

  「生産組はいいんだけど、戦闘班はあの古代遺跡をあてにしてたのよね。しばらくは別の場所で活動しようと思うんだけど、良い場所が思いつかなくて」

  　贝露部长说道。

  　とベル部長。

  「就算你问我，奈特所在的西南部不行吗？」

  「俺に聞かれてもって感じですが、ナットがいる南西部はダメなんです？」

  「那个地方是第二候补。如果没其他地方的话，我是打算去那里，但可以的话，还是希望是没被任何人碰过的地方……」

  「あの場所は候補としては二番手よの。他になければそうするつもりではあるが、できればどこも手をつけてない場所が良いのう……」

  　连王国的地理都不太清楚的我，就算问了也没用啊。

  　王国の地理すら危うい俺に聞かれてもなあ。

  　我瞥了一眼美音，向她求助……

  　ちらっとミオンを見てヘルプを求めると……

  『没有海边的城镇吗？我觉得那种地方应该也有古代遗迹。』

  『海辺の街とかないんでしょうか？　そういう場所にも古代遺跡とかありそうな気がします』

  「啊，我还没听说过有港口城市呢」

  「あー、港町とかっていう話、いまいち聞かないすね」

  　话说，这个世界的造船技术到底发展到什么程度了？如果有帆船的话，那我们岛上的居民说不定就能出海了……不过从距离上来看，应该不太可能。

  　っていうか、船の技術ってどの程度なんだろ。帆船があるようなら、うちの島に来られる可能性が微妙に……距離的に無理だな。

  「嗯，我记得顺着流经王都的河流往下走就能到海边」

  「ふむ、確か王都を流れる川を下って行けば海へと出るであろうの」

  「在那前方有个叫格里涅的渔村。虽然偶尔会成为任务的目的地，但那里并没有什么高等级的怪」

  「その先にはクリーネっていう漁村があるわ。たまにクエストの行き先になることがあるけど、そんなにレベルの高いモンスターはいなかったわよ」

  「那你们就去那里观光一下吧？既然有翼人和巨人出现了，那说不定还能遇到人鱼呢」

  「まあ、観光がてら行ってみたらどうです？　有翼人とか巨人とか出てきたんだし、人魚とかと出会ったりするかも？」

  「「就是这个！（啊！）」」

  「「それね！（だ！）」」

  　诶？这么随便就能决定吗？

  　え？　そんな思いつきでいいの？

 
  04　星期二　世界依然在转动

  04　火曜日　それでも世界は廻っている

  「感觉事情变得很麻烦啊……」

  「なんかめんどくせえことになってんだな……」

  　奈特一脸不情愿地回答。

  　ナットが嫌そうな顔でそう答える。

  　星期二的中午。因为天气不太好，我们便在教室里吃午餐。

  　火曜の昼。天気がイマイチなので教室での昼食に。

  　昨天阿梅拉领地的事班长也知道，所以详细说明就全丢给她了。

  　昨日のアミエラ領の一件はいいんちょも知ってたので、詳しい説明は丸投げ。

  「因为无聊的固执而起争执也没意义吧。」

  「つまらない意地を張って揉めてもしょうがないでしょ」

  「是这样没错啦……」

  「そりゃそうだけどよ……」

  　奈特似乎不太能接受，不过我也同意他的看法。

  　納得いかない風のナットだが、俺もそこは同意見。

  　不过，毕竟是当事人赛丝和贝露部长决定的事。

  　ただまあ、当事者のセスやベル部長が決めたことだしなあ。

  「就算不去古代遗迹，阿梅拉领地的开拓地也没问题吗？」

  「古代遺跡行けなくても、アミエラ領の開拓地は問題なし？」

  「嗯，就只是很普通地进行农业和酪农业，多出来的部分就运到王都。感觉就像是用小麦之类的东西来交换。」

  「ええ、ごく普通に農業や酪農をしてもらって、余った分は王都に出荷ね。代わりに小麦なんかを買ってる感じかしら」

  　似乎已经走上普通地方村落的轨道，这部分可以放心。

  　ごく普通の地方の村として軌道には乗ってるらしいので、そこは一安心。

  　再加上，如果从古代遗迹里挖出矿石和战利品的话……

  　加えて、古代遺跡から鉱石と戦利品が出ればってとこだったけど、か……

  「班长打算怎么办？」

  「いいんちょはどうすんだ？」

  「我还在犹豫。由纪小姐说可以跟着赛丝酱他们一起去，我也想去稍微不同的地方看看……」

  「迷ってるところね。ユキさんから、セスちゃんたちについていっていいって言われてるし、少し違った場所に行ってみたい気もしてるけど……」

  　嗯，也是啦。

  　まあ、そりゃそうだよな。

  　她不像生产组那样，是那种会一直窝在同一个地方努力制作道具的角色，而且她又很能打，所以我想她应该会想去冒险。

  　生産組みたいに、同じところにこもって物作りに励むキャラでもないし、結構戦えるキャラだから、冒険に出たいだろうとは思う。

  「去不就好了？」

  「行けばいいんじゃないの？」

  「那个……因为我不知道蕾欧娜大人会怎么做。」

  「その……レオナ様がどうするかわからないから」

  　她已经完全变成蕾欧娜大人的粉丝了，奈特你这样真的好吗？这时，美音在平板上找着什么……啊，是F・V・C的预赛结果啊。

  　すっかりレオナ様のファンになっちゃってて、ナットいいのかそれでっていう。と、ミオンがタブレットで何かを探して……ああＦ・Ｖ・Ｃの予選結果か。

  「班长，你看这个。蕾欧娜大人顺利突破了F・V・C的预赛，我想她应该会到这周末的决赛结束前都不会登入游戏。」

  「いいんちょ、これ。レオナ様は順当にＦ・Ｖ・Ｃの予選突破してるし、今週末の決勝が終わるまでＩＲＯはインしないと思うよ」

  　美音连连点头。

  　ミオンがこくこく頷いてくれる。

  「这样啊。那我就和赛丝酱他们一起去吧……」

  「そうなのね。じゃ、セスちゃんたちと行こうかしら……」

  「顺带一问，他们要去哪里？」

  「ちなみにどこ行くって？」

  「啊，他们说要沿着王都的河流，去海边的渔村。」

  「ああ、王都流れてる川をたどって、海のある漁村に行くんだって」

  　虽然只是我的猜测，但她们两个的目的好像都是「人鱼」？

  　俺の思いつきだけど、二人とも『人魚』目当てっぽい？

  　所以，我希望班长务必同行，以一个正常人的身份担任刹车的角色。

  　なんで、いいんちょには是非同行してもらって、常識人としてストッパーの役目を果たしてほしいところ。

  「感觉很有趣呢。不知道有没有船？」

  「面白そうだな。船とかあんのかな？」

  「我也有些在意。不过，我想应该不会有那种能到我岛上的大船。」

  「俺もちょっと気になってる。まあ、俺の島に来られるようなでかい船はないと思うけど」

  　这么说来，岛上目前还没有港口的遗迹呢。

  　そういえば、島には今のところ港跡はなかったよな。

  　平时的移动应该是用传送魔法阵，但一开始是怎么来到那座岛的还是个谜。

  　普段の移動は転移魔法陣だったとは思うけど、最初にどうやってあの島に来たのかが謎。

  　明明离我们的岛和本土都相当远……

  　うちの島とか本土からすごく遠いのに……

  「啊，对不起。等很久了吗？」

  「あ、すいません。待たせちゃいました？」

  「没关系。我也才刚到」

  「大丈夫よ。今来たところだから」

  　贝露部长难得先到了活动室，等我们开门。

  　珍しく、ベル部長の方が先に部室に来ていて、俺たちの鍵待ちだった模様。

  　打开门进入活动室后，贝露部长立刻戴上了VRHMD。有什么急事吗？

  　鍵を開けて部室に入ると、さっさとＶＲＨＭＤを被るベル部長。急ぎの何かがある感じ？

  「怎么了吗？」

  「何かありました？」

  「昨天忘记问了，玛莉小姐现在在哪里？」

  「昨日、聞き忘れてたんだけど、マリーさんは今どこに？」

  「哎？啊……对不起。我也不知道」

  「え？　あーっと……すいません。俺もわかんないっす」

  　虽然感觉我怎么会不知道，但玛莉姐的行动完全无法预测。赛丝大概也不知道。

  　なんで知らないんだよって感じもするけど、
    
     マリー
    真白姉の行動は何一つ読めないからなあ。多分、セスにもわからないと思う。

  「是吗，对不起」

  「そう、ごめんなさいね」

  『找义姐大人有什么事吗？』

  『お
    
     義姉
    ねえさんに何か？』

  「没有，只是希兹小姐应该和玛莉小姐在一起」

  「いえ、マリーさんと一緒にシーズンさんがいるはずなのよ」

  「啊，还在被她折腾吗……」

  「あー、まだ振り回してるのか……」

  　贝露部长似乎想让公会成员共享谁在哪里做什么。也是。

  　ベル部長としては、誰がどこで何をしてるかはギルメンで共有しときたいらしい。まあそうだよな。

  　如果不共享在阿梅拉领发生的事，回来后会变成“哈？”的情况。

  　アミエラ領で揉めた結果も共有しておかないと、戻ってきて「は？」みたいなことになるし。

  『让翔君和赛丝酱发消息过去怎么样？』

  『ショウ君やセスちゃんからメッセージを投げておくのはどうですか？』

  「嗯，那我发个消息过去吧。不过她看了应该也记不住吧。」

  「うん、まあ、送っとくか。ただ、読んでも忘れちゃうだろうしなあ」

  「啊，没关系。让蒂玛莉亚小姐给希茲小姐发消息就行了」

  「ああ、大丈夫よ。ディマリアさんからシーズンさんにメッセしてもらえばいいから」

  　她们俩好像是表姐妹，所以让蒂玛莉亚小姐来联系就行了。

  　なんでも、二人は
    
     従姉妹
    いとこらしいので、そっちから連絡してもらえるそうだ。

  　嗯，比起我和赛丝来联系玛莉姐要靠谱多了……

  　うん、俺やセスからマリー姉に連絡するよりは確実だな……

  　之后，我们确认了今天的视频『山间小屋装修总集篇』，然后公开。

  　あの後、今日の動画『山小屋リフォーム総集編』を確認してから公開。

  　我一边看着评论栏，一边向贝露部长请教了关于在ＩＲＯ世界里长度和重量的单位，这还挺有意思的。

  　コメント欄の様子見をしつつ、ベル部長にＩＲＯの世界での長さとか重さの単位の話を聞いたんだけど、これがなかなか面白かった。

  　商业公会里好像有魔导具的米原器，然后以此为基准测量绳子的长度。

  　魔導具のメートル原器が商業ギルドにあるらしく、そこで測ったロープとかを基準にしてるんだとか。

  　至于重量，是以铜币为基准，２００枚铜币为１千克。

  　重さに関しては、銅貨が基準になってるそうで、二〇〇枚で一キロという扱い。

  　好像还有玩家测量过１升水的重量……真厉害。

  　ちゃんと水一リットルと釣り合うか測って調べたプレイヤーさんがいるそうで……すごいよな。

  「在岛上没法测量啊……」

  「島じゃどっちも測れないんだよな……」

  『是啊』

  『ですね』

  　岛上既没有商业公会，也没有铜币，更没有测量１升水的方法，所以地图技能只能先保留了……

  　島には商業ギルドもなければ、銅貨もないし、水一リットルを測る方法もないので、地図スキルは保留になった……

  「好了，那我打开了」

  「さて、じゃ、開けるよ」

  『好的』

  『はい』

  　今天首先要到下面去取银龙亚珍塔先生送来的魔导具。

  　今日はまず下で銀竜アージェンタさんから送られてくる魔導具の受け取り。

  　等这些都做完，就到上面找找野菜吧？北侧的教会那边，我打算晚上再去……

  　それが終わったら、上へ行って山菜でも探すかな？　北側の教会の先は夜にでもという予定……

  「4725」

  「４７２５」

  　我输入解锁密码，打开门确认里面。

  　解錠コードの扉を開けて中を確認。

  　嗯，已经不会有骷髅出现了。

  　うん、もうスケルトンは出てこないな。

  「汪」

  「ワフ」

  　露比示意我没事了，我跟在它后面。

  　ルピが大丈夫だよと先導してくれるのに続く。

  　斯薇今天也跟来了，不过我好像听到它在兜帽里打呼……

  　スウィーは今日もついてきてるんだけど、フードの中からいびきが聞こえる気がする……

  「接下来就是女神像了吧」

  「あとは女神像だよなあ」

  『不同教会供奉的女神像也不一样呢』

  『どの女神様なのかは教会によって違うんですね』

  「真是莫名讲究。不过，感觉很有日本风格」

  「妙に細かいよね。まあ、日本らしい気がするけど」

  　我让贝露部长看了昨天的视频，从蜈蚣战之后，我们走出洞窟的部分开始，问她关于祭坛最深处空着的事。

  　ベル部長に昨日の動画、ムカデ戦の後、洞窟を出たあたりからを見てもらい、例の祭壇の一番奥が空っぽな件を質問。

  　那里果然应该是放女神像的地方，不过不同地方供奉的女神像也不一样。

  　やっぱり、女神像が置かれてる場所らしいけど、場所によってどの女神様なのか違うらしい。

  『要试试部长的点子吗？』

  『部長のアイデア、試してみますか？』

  「唔，等再稳定一点吧」

  「うーん、もう少し落ち着いたらね」

  　贝露部长的点子，就是让我制作女神像放上去……

  　ベル部長のアイデアというのは、俺がその女神像を作って飾ればっていう……

  　不过我根本没见过女神像。

  　そもそも女神像自体を見たことないんだけど。

  　我们乘坐转移电梯下楼，来到巨大的传送房间。天花板的灯还亮着。

  　転移エレベーターで下りて、巨大な転送部屋に到着。天井の明かりはついたまま。

  　明明没往紧急用的魔晶石里注入多少MP，却能撑这么久啊……

  　非常用の魔晶石にＭＰはあんまり入れなかったのに、結構長持ちするんだな……

  「汪」

  「ワフ」

  「哦，好像放着什么东西」

  「お、なんか置いてある」

  　在小的转移魔法阵的正中央，孤零零地放着一个豪华的小箱子。

  　小さい方の転移魔法陣の真ん中に豪勢な小箱がぽつんと。

  　感觉好像很贵，真的可以收下吗？

  　なんかお高そうな感じなんだけど、もらっちゃっていいのかな。

  『翔君，鉴定一下』

  『ショウ君、鑑定を』

  「啊，对哦」

  「あ、そうだった」

  　先鉴定箱子。

  　まずは箱を鑑定。

  【魔导传送箱】

  【魔導転送箱】

  『注入MP，可以将里面的东西传送到成对的魔导传送箱。

  『ＭＰを注ぐことで中身の物を、対となる魔導転送箱へと転送する。

  　到达时，上部的水晶会闪烁』

  　到着時は上部の水晶が点滅する』

  「诶诶，感觉好厉害啊……」

  「ええー、なんかすごい高そうな物なんだけど……」

  『要打开看看吗？』

  『開けてみませんか？』

  「好。里面肯定放着什么吧」

  「りょ。なんか入ってるよな、きっと」

  　总之，一开始是信之类的吧？

  　とりあえず最初の手紙とかかな？

  「嗯，是信。还有……纸和钢笔？」

  「うん、手紙だ。あとは……紙と万年筆？」

  『要读读看吗？』

  『読んでみますか？』

  「总之先读读看，如果需要回复的话，就回山间小屋再写吧」

  「とりあえず読んで、返事が必要なら、山小屋に帰ってから書くことにするよ」

  　折成四折的信，还有我用的纸，看起来都很高级。

  　四つ折りの手紙も、俺が使うための紙もかなり上質っぽい。

  　钢笔之类的像是魔导具，龙都比人类的国家还要发达吗？

  　万年筆みたいなのは魔導具な気がするし、竜の都って人間の国よりも発展してるのかな？

  「我看看……」

  「えっと……」

  『翔大人

  『ショウ様

  　前几天突然来访，失礼了。

  　先日は突然の訪問、失礼いたしました。

  　关于翔大人所在的岛屿和古代遗迹，现在正在调查文献。

  　ショウ様のおられる島と古代遺跡については、現在、文献を調査しているところです。

  　对于龙族来说，那是一座远离大陆的孤岛，而且，由于无法确保派遣的调查员，因此希望您在力所能及的范围内提供调查报告。

  　竜族としては、大陸から大きく離れた孤島であり、かつ、派遣できる調査員を確保できない状況のため、無理のない範囲で調査報告をいただければと思っております。

  　另外，关于翔大人提到的有翼人无礼行为，也在另外调查中。

  　また、ショウ様よりお伺いした有翼人たちの無礼についても別途調査中です。

  　包括先前的文献调查，如果有进展，会用这个魔导传送箱通知您』

  　先の文献調査も含め、進捗がありましたら、この魔導転送箱にてお伝えいたします』

  　呃，真的假的……

  　えー、マジかー……

  『怎么办？』

  『どうします？』

  「这也是任务吗？嗯，就以不会造成负担的程度去做吧？反正对方好像也在调查古代遗迹……」

  「これもクエストなのかな。まあ、負担にならない程度でやる感じ？　向こうも古代遺跡について調べてくれてるみたいだし……」

  『说的也是。』

  『そうですね』

  　我把信放回魔导传送箱，连同箱子一起收进道具栏。

  　手紙を魔導転送箱に戻して、箱ごとインベントリに入れる。

  　之后要去调查展望台的另一边，所以等结束之后再回来回复吧。

  　この後は展望台の向こうの調査に行くので、返事はそれが終わって戻ってきてからかな。

  　信上也写着『在不勉强的范围内』，所以不用急着回复也没关系吧。

  　手紙にも『無理のない範囲で』って書いてくれてるし、急いで返事しなくても大丈夫だよな。

  　我们从上层楼梯通过传送电梯，抵达已经变成死路的崩塌现场。

  　上階段から転送エレベーターを通り、行き止まりになっちゃってる崩落現場に到着。

  　我在这里有件事想试试。

  　ここでちょっと試したいことが。

  「露比，斯薇也在这里等一下。」

  「ルピ、スウィーもここでちょっと待ってて」

  　我让露比待命，让斯薇从兜帽里出来，骑在露比身上。

  　ルピに待てを。スウィーにはフードから出てもらって、ルピにまたがってもらう。

  『怎么了？』

  『どうしたんです？』

  「没什么，只是之前在蜈蚣所在的洞窟里，看到了类似强度的东西。」

  「いや、この前、ムカデがいた洞窟で強度みたいなの見れたから」

  『啊。』

  『あっ』

  　我想看看这个崩塌现场，被砂土堵住的地方是什么情况。

  　この崩落現場、土砂で塞がれた場所がどうなってるのか見てみたい。

  　我集中意识，想要看到崩塌部分的全体，但只能看到视线前方。

  　意識を集中して、崩れた部分全体を見ようとしたが、わかったのは視点の先だけ。

  「嗯，如果不能看到大范围就麻烦了。看来得再提升土木技能才行啊」

  「うーん、広い範囲でわからないと面倒だな。もっと土木スキル上げないとなのかな」

  　我一边注意着，一边稍微靠近。下方是绿色，应该没问题。上方……黄色网格中偶尔会夹杂着橙色。

  　注意しつつ、少し近寄って下の方は緑だから大丈夫そう。上の方は……黄色いメッシュに時折オレンジが交じってるな。

  『感觉很危险』

  『危ない気がします』

  　我点头同意美音的话。

  　ミオンの言葉に頷く。

  　一般来说，绿色是安全，红色是危险。黄色是注意……橙色感觉很不妙。

  　一般的に考えたら、緑が安全で赤が危険。黄色は注意……オレンジはやばそう。

  「总之，今天就到这里吧。我会再想想办法的」

  「とりあえず、今日はこれでいいや。どうにかする方法はまた考えるよ」

  『好的』

  『はい』

  　我把露比和斯薇叫过来，穿过横洞来到展望台。

  　ルピとスウィーを呼んで、横穴をくぐって展望台へと出る。

  　上次是从展望台到水源地，然后到露比以前的窝。

  　前回は展望台から水源地まで行って、その後はルピの昔の寝ぐらまでだった。

  　今天我打算从水源地往下走，看看有没有进入古代遗迹的其他路线，顺便寻找食材。

  　今日は水源地を下っていって、古代遺跡に入る別ルートがあるかどうかと、食材を探す予定。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「谢谢」

  「ありがとう」

  　我把斯薇采来的白色小花放在露比妈妈的坟墓上。

  　スウィーが採ってきてくれた小さな白い花をルピのお母さんのお墓に。

  「那我们走吧」

  「じゃ、行こうか」

  「汪」

  「ワフン」

  　我们从展望台往下走了一段路，来到了水源地。

  　展望台を下りてしばらく進むと水源地に。

  　我慢慢地沿着流向东南方的潺潺溪流前进……

  　南東へと流れていくせせらぎをゆっくりと追いかけていくんだけど……

  「……有什么东西……应该说有什么东西跟过来了？」

  「……なんかいる……っていうかついてきてる？」

  「汪」

  「ワフ」

  「啊，是这样啊。叫它过来吧」

  「ああ、そういうことか。呼んであげて」

  　露比轻轻叫了一声，随后，从后面偷偷（？）跟过来的棕狼一家便走了过来。

  　ルピがそれに応えるように軽く吠えると、後ろからこっそり（？）ついてきてたっぽいドラブウルフの一家がやってくる。

  『是狼先生们呢』

  『狼さんたちですね』

  　来到我们面前的四只锈色的狼，应该是夫妻和两个孩子吧？

  　やってきた錆色の狼四匹、夫妻と子供二人かな？

  　它们在坐着的露比面前趴下……

  　お座りしてるルピの前に伏せるんだけど……

  　嗯，露比的地位更高，或者说是『狼王』吧。

  　まあ、ルピの方が偉いっていうか『狼の王』だもんなあ。

  「如果路上遇到灰鹿或者兰吉野猪，就狩猎它们吧」

  「途中でグレイディアとかランジボア出たら狩ろうか」

  「汪」

  「ワフ」

  　露比走在前面，我跟在后面，棕狼一家则跟在我后面。

  　ルピを先頭に、俺が続き、その後ろにドラブウルフたちを従えて進む。

  　露比好像干劲十足，是想表现自己吗？

  　なんだかルピが張りきってるっぽいのは、いいところ見せよう的なやつかな？

  　它走路的样子很有派头，真可爱。

  　風格のある歩き方をしようとしてて可愛い。

  「哦，这是。露比，等一下」

  「お、これって。ルピ、ちょっと待ってて」

  【科雷弗尔】

  【クレフォール】

  『生长在清流边的植物。根和叶子可食用，具有强烈的刺激性香味，可作为调味料。

  『清流の水辺に生息する植物。根や葉は食用となり、強い刺激を持つ香味があるため、薬味や調味料として使われる。

  　料理：叶子和根可食用』

  　料理：葉・根ともに食用可能』

  「芥末！」

  「わさび！」

  『咦，这是芥末吗？』

  『え、それってわさびなんですか？』

  「嗯。啊，不过，你也没见过实物吧」

  「うん。あー、まあ、実物見ることなんてないかな」

  　不过，美音应该吃过回转寿司，厨师也会在她面前现磨芥末吧？

  　でも、ミオンは回らないお
    
     寿
    す
    
     司
    しとか食べるだろうし、板前さんが目の前でおろしてくれたり？

  　我单纯是因为陪爷爷去采野菜，所以才知道的。

  　俺は単に、じいちゃんの山菜採りに付き合わされたから知ってただけなんだけど。

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  「不，斯薇绝对不要吃比较好……」

  「いや、スウィーは絶対に食べない方がいいぞ……」

  　我只能想象到她被呛到的未来。

  　
    
     悶
    もん
    
     絶
    ぜつする未来しか見えないし。

  　露比和棕狼一家的嗅觉都很灵敏，所以已经离得远远的了。

  　ルピやドラブウルフたちは嗅覚が鋭いからか、すでに遠巻き気味。

  　不过，会生吃芥末的动物……灰鹿会吃吗？

  　まあ、わさびを生で食べる動物って……グレイディアとかなら食べるのか？

  　反正要吃的只有我，所以只采了两根就继续前进。

  　食べるのは自分だけだと思うんで、二本だけ採集して先へと進む。

  「嗯？」

  「ん？」

  　潺潺流水声渐渐变成小河，河宽超过一米之后，前方突然开阔起来。

  　せせらぎはやがて小川になり、川幅も一メートルを超えたところで、先が急に開けた。

  『是瀑布吗？』

  『滝でしょうか？』

  「好像是。」

  「っぽい」

  　露比在前面停下脚步，转头看着我，一副在问「怎么办？」的表情。

  　手前で止まったルピがこっちを見て、どうするのって顔。

  　我追上去往下一看，发现比想象中还要高。感觉有十米以上，跳下去不是个好选择……

  　追いついて下を見ると、想像してた以上に高い。一〇メートル以上はありそうだし、飛び降りるって選択はないな……

  　要是有带绳子来，就可以绑在大树上垂降了……不过露比它们应该不行。

  　ロープを持ってきてれば、大きめの木に巻きつけて降りるっていう手が……ルピたちがダメか。

  「汪。」

  「ワフ」

  　正当我思考着该怎么办的时候，露比好像在跟棕狼一家商量？

  　どうしたものかなと思っていると、ルピがドラブウルフたちと相談してるっぽい？

  　啊，是在问有没有路可以下去吗？

  　ああ、別に下に下りられる道がないかって話かな。

  「汪。」

  「バウ」

  「哦，有别的路啊。」

  「お、別の道あるんだ」

  『好厉害。』

  『すごいですね』

  「这边应该是这一家的领地吧。」

  「こっち側はこの家族のテリトリーなんだろうね」

  　棕狼父亲在前面带路，露比跟在后面，棕狼母亲和孩子们则跟在我后面。

  　先導するドラブウルフの父親とそれに続くルピ。母親と子供たちは俺の後ろに続く。

  　我们小心地沿着陡峭的斜坡往下走，回到刚才的小河，然后抵达瀑布下方。

  　結構な斜度の斜面を滑り落ちないように気をつけて下りていくと、一度離れた小川に戻ってきて、滝の下へとたどり着いた。

  「从下面看也觉得好高啊。」

  「下から見ても結構高いなあ」

  　抬头看去，就是刚才所在的地方。

  　見上げた先がさっきまでいた場所。

  　现在瀑布的水量不算大，不过要是下大雨的话，应该会很壮观吧。瀑布下方的水底，看起来很深……

  　流れ落ちる水量は今は大したことないんだけど、雨がどっさり降ったらすごいんだろうなあ。滝下の水底、結構深そう……

  【察觉气息技能的等级提升了！】

  【気配感知スキルのレベルが上がりました！】

  　我和露比同时有了反应，棕狼一家也进入警戒状态。

  　ルピと同時に反応し、ドラブウルフたちも警戒態勢をとる。

  　面对这种从未有过的气息，我向元素精灵请求加护……

  　今までにない感じの気配に精霊の加護をお願いし……

  　轰！

  　ゴゥッ！

  「哇！」

  「ちょっ！」

  　火球从气息感知的方向飞来，我上前用圆盾挡下。

  　火球が気配感知した先から飛んできたのを、前に出て円盾で受ける。

  　火球爆炸，削减了我的HP，而且把我往后震飞。

  　爆発を起こしたそれが、俺のＨＰを削り、かつ、ノックバックさせる。

  『翔君！』

  『ショウ君！』

  「没事。多亏了元素精灵的加护，伤害不大。」

  「大丈夫。精霊の加護のおかげで大したダメージじゃないよ」

  　我记得哥布林法师的火球相当危险，不过当时等级低，现在则有元素精灵的加护。

  　ゴブリンマジシャンの火球は結構ヤバかった覚えがあるけど、あの時はレベルも低かったし、今は精霊の加護つき。

  　问题是对方在哪里，气息感知只能知道大概的位置。

  　問題は相手がどこにいるか、気配感知でなんとなくの場所しかわからないところ。

  　至今为止的怪物都是直接攻击，像这样看不到身影，只用魔法攻击的家伙还是第一次遇到。

  　今までのモンスターはわかりやすく攻撃してきたけど、こういう姿を見せずに魔法撃ってくる奴は初めてだな。

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「「汪！」」

  「「バウッ！」」

  　在露比的命令下，左右各两匹棕狼散开。

  　ルピの命令で左右に二匹ずつドラブウルフが散っていく。

  　原来如此，要夹击吗……

  　なるほど、挟み撃ちにしてってことか……

  「别勉强自己啊！」

  「無理すんなよ！」

  　我这么喊道，它们都摇摇尾巴作为回应。

  　そう声をかけると、それぞれが尻尾を振って答えてくれた。

  　我们在这里待机，不过要提防飞来的火球……

  　俺たちはここで待機なんだろうけど、飛んでくる火球に警戒を……

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　斯薇的精灵魔法在眼前出现了一层薄薄的水膜。

  　スウィーの精霊魔法なのか、薄い水の膜が俺の顔の前に現れる。

  「啊，原来如此！」

  「ああ、なるほど！」

  『斯薇酱，好厉害！』

  『スウィーちゃん、すごいです！』

  　原来还有这种用法啊。话说，我连贝露部长用过的魔法屏障都忘了！

  　こういう使い方すれば良かったのか。というか、ベル部長が使ってた魔法障壁も忘れてるし！

  　这样应该就能在被火球击中前挡下来，接下来就看棕狼们能不能顺利引诱攻击过来的怪物了……

  　これで火球は食らう前に防げそうだし、あとは攻撃してきたモンスターをドラブウルフたちがうまく誘い出してくれるかなんだけど……

  　气息感知捕捉到的怪物肯定就是发射火球的。

  　気配感知に引っかかっているモンスターが火球を撃ったのは間違いない。

  　棕狼们从那家伙的左右后方一点点靠近，施加压力。

  　そいつの左右後方からドラブウルフたちが、ジリジリと近寄り圧をかけている。

  　那家伙被逼得往这边靠近……

  　それに押されてこちらへと近寄って……

  「来了！」

  「来るぞ！」

  　轰！

  　ゴゥッ！

  「水盾！」

  「水の盾！」

  　我用水盾挡下飞来的火球，火球没有爆炸就消失了。

  　飛んできた火球を水の盾で受け止めると、それは爆発することもなく消滅する。

  　追着火球出现的是——

  　火球を追いかけるように現れたそれは、

  「狸猫！？不对，这是白鼻心？」

  「狸!?　いや、これってハクビシン？」

  　名牌上显示着红色的【鲁巴古马】，但那条颜色不同的鼻梁毫无疑问是白鼻心。

  　ネームプレートは赤く【ルーパグマ】と出てるけど、色分けされた鼻筋は間違いなくハクビシン。

  　不同之处在于额头上长着两根短角，以及体型比兰吉野猪还要大。站起来的话，身高应该比我还要高吧？

  　違いは額に縦に二本の短い角があるところと、ランジボアを超える大きさ。立ち上がったら俺より背が高いんじゃないのかこれ？

  「啾！！」

  「ギュー!!」

  　鲁巴古马发出威吓的叫声，抬起前脚，视线却在不停游移。

  　威嚇の鳴き声をあげつつ、前足を浮かせるルーパグマだが、視線がチラチラと動いている。

  　它没有散发出铠甲熊那样的压迫感，似乎打算逃跑……

  　レッドアーマーベアほどの威圧感は感じないし、逃げようっていう算段っぽいんだけど……

  「咕噜……」

  「ヴヴゥ……」

  　露比发出低吼声，慢慢靠近。

  　ルピが低く唸り声をあげつつ近寄っていく。

  『露比酱？』

  『ルピちゃん？』

  　美音看起来很担心，不过我认为这是不让对手逃跑的最佳选择。

  　ミオンが心配そうだけど、相手を逃さないためにはこれが一番っていう判断なんだと思う。

  　棕狼们也靠近到随时都能扑上去的位置……

  　ドラブウルフたちも、いつでも飛びかかれる位置まで近づいてきた……

  「啾……嘎！」

  「ギュー……ガッ！」

  　鲁巴古马被露比的气势逼得后退，突然张大了嘴，从嘴里飞出火球。

  　ルピの圧に後退りしたルーパグマだが、急に大きく口を開いたかと思うと、そこから火球が飛び出してくる。

  「水盾！」

  「水の盾！」

  　露比轻松躲开火球，但要是火球飞过去爆炸就麻烦了，所以我要抵消它！

  　ルピは火球を軽々と避けるけど、通り過ぎて爆発されても困るので相殺！

  「汪！」

  「バウッ！」

  「啾！」

  「ギュー！」

  　露比用前脚的爪子攻击，鲁巴古马发出惨叫。

  　ルピの前足の爪攻撃を食らって、悲鳴をあげるルーパグマ。

  　然后，棕狼们接二连三地扑上去……

  　そして、次々に襲い掛かるドラブウルフたち……

  「这……我好像什么都不用做……」

  「これは……俺、何もしなくて良さそう……」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　该说如我所料吗，鲁巴古马完全不擅长近战。大概是从远处发射火球，等对手变弱再攻击吧。

  　予想通りっていうか、ルーパグマって接近戦は全然ダメなんだな。遠くから火球撃って、それで弱らせてからって感じなんだろうけど。

  　在我思考这些事的时候，露比它们已经大获全胜。它们围着被打倒的鲁巴古马，处于等待状态。

  　そんなことを考えてるうちに、ルピたちが完勝。倒したルーパグマを囲んで待て状態。

  「汪！」

  「ワフッ！」

  【调教技能的等级提升了！】

  【調教スキルのレベルが上がりました！】

  「真了不起～」

  「偉いぞ〜」

  　首先好好夸奖露比。

  　まずはルピをしっかりと褒めてあげる。

  　毕竟它是最了不起的，不仅准确地向棕狼们下达指示，还率先发动攻击。

  　一番偉いんだし、きっちりとドラブウルフたちに指示を出して、ファーストアタックもしたし。

  　棕狼们见状，坐立不安的样子也很可爱……

  　その様子を見て、ソワソワしてるドラブウルフたちも可愛いんだよなあ……

  「在解体之前先等一下。」

  「解体の前にちょっと待ってくれな」

  　首先鉴定鲁巴古马。

  　まずはルーパグマを鑑定。

  【鲁巴古马】

  【ルーパグマ】

  『狸猫型怪物，会从口中吐出火球，等对手变弱后再发动攻击。一旦自己处于不利，经常会逃跑。

  『口から火球を吐き、相手を弱らせてから襲い掛かる狸のモンスター。自身が不利になると逃げることも多い。

  　料理：肉的脂肪较多。素材加工：骨头、皮、角可作为各种素材』

  　料理：肉は脂身が多い。素材加工：骨、皮、角は各種素材となる』

  　攻击一次之后观察情况，有必要就逃跑，真是过分的怪物。

  　一撃当ててから様子見して、なんなら逃げるとか酷いモンスターだな。

  　啊，因为是这种生态，所以脂肪比较多吗。

  　ああ、そんな生態だから脂肪分が多いのか。

  『翔君，你刚才不是说「白鼻心」吗？』

  『ショウ君、さっき「はくびしん」って言ってませんでした？』

  「啊，就是那种像狸猫一样的害兽。我觉得很像。」

  「あー、そういう狸みたいな害獣がいるんだけどね。それに似てるなって」

  　我一边回答美音一边解体。回收了肉，骨头，皮，角和魔石（小）后，准备奖励。

  　ミオンに答えつつ解体。肉、骨、皮、角と魔石（小）を回収して、ご褒美を準備。

  「来，一人一块」

  「はい。一人ずつな」

  　我把看起来最好的一块里脊肉分给露比，剩下的分给棕狼们。好好地摸了摸它们的头后才给它们。

  　一番良さそうなヒレ肉をルピに切り分け、残りはドラブウルフたちに。しっかりと頭を撫でてから渡してやる。

  　剩下的肉就等回去的时候全部给它们吧。

  　余った肉は帰り際に全部渡しちゃおう。

  「在这里稍微休息一下吧」

  「ここでちょっと休憩にしようか」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　在露比的号令下，它们一起开始吃了起来。

  　ルピの号令に一斉に食べ始める。

  　我也从道具栏里拿出准备好的干燥格雷普尔一口吃下。

  　俺もインベントリからおやつに用意していたドライグレイプルをぱくっと。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「啊，抱歉抱歉」

  「ああ、ごめんごめん」

  　从兜帽里出来的斯薇坐到我的肩膀上，向我索要干燥格雷普尔。

  　フードから出てきたスウィーが肩へと座り、ドライグレイプルを要求してくる。

  　多亏了她教我水精灵的使用方法，我才能轻松应对火球，所以就随你喜欢吧。

  　水の精霊の使い方を教わったお陰で火球の対処は難なくできたし、好きなだけどうぞ。

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  『精灵魔法也很厉害呢』

  『精霊魔法もすごかったです』

  「是啊。斯薇，帮大忙了」

  「だよな。スウィー、助かったよ」

  　斯薇听到这句话后一脸得意，不过她嘴边都变成紫色了……

  　その言葉にドヤ顔するスウィーだけど、口の周りが紫になってるぞ……

  『要是也能使用土精灵和火精灵就好了』

  『土の精霊や火の精霊も使えるようになるといいですね』

  「是啊。特别是土精灵，如果有土精灵的话，说不定就能处理那个崩塌的地方了」

  「だよなあ。特に土の精霊がいれば、あの崩落箇所をなんとかできるかもだし」

  『用那个加固土的魔法不行吗？』

  『あの土を固めてた魔法とかだとダメなんです？』

  「嗯，虽然我也想过加固整体后再挖隧道，但是完全不知道崩塌的地方有多远」

  「うーん、全体的に固めて、そこからトンネルを掘るのも考えたんだけど、崩落がどこまで続いてるかさっぱりなんだよな」

  　感觉还是像地质调查那样挖个细小的洞穴比较好吧？

  　なんかこう、地質調査みたいな感じで細い穴を掘ったりした方がいいのかな？

  　但是，今天看到的崩塌情况，要是随便出手的话，感觉上面又会再次发生大规模崩塌，有点可怕。

  　でも、今日見た感じ、下手にあの崩落に手をつけると、上からまた大きく崩れそうで怖い。

  　我和美音一边聊着这些一边休息。

  　ミオンとそんなことを話しながら休憩することしばし。

  　露比和棕狼们也把肉吃得一干二净，看起来很满足，斯薇好像在兜帽里睡着了……

  　ルピもドラブウルフたちも肉をぺろりと平らげて満足そうだし、スウィーはフードの中で寝てるっぽいし……

  「那，我们再往前走一点吧」

  「じゃ、もう少し先まで行こうか」

  「汪」

  「ワフン」

  「哎呀……」

  「あらら……」

  　沿着河岸往下走，水流入了被悬崖夹着的险地。

  　川沿いに下っていくと、水は崖に挟まれた難所へと流れ込んでいく。

  　再往前追有点困难啊……

  　これ以上追いかけるのは厳しいか……

  『水流也急，硬追的话会被冲走的』

  『流れも急ですし、無理すると流されちゃいますよ』

  「是啊。你们的领地到这附近吗？」

  「だよな。君たちのテリトリーってこのあたりまで？」

  「汪！」

  「バウ！」

  　棕狼父亲回答了声“是的！”。

  　ドラブウルフの父親が「はい！」って感じで答えてくれる。

  　既然这样，社团活动的探索就到此为止吧。晚上就请它们带我去对面，大概是别的棕狼家族的领地。

  　そういうことなら、部活での探索はここまでかな。夜は反対側、多分、別のドラブウルフの家族のテリトリーの方を案内してもらおう。

  「美音，现在大概几点？」

  「ミオン、今何時ぐらい？」

  『下午四点多了』

  『午後四時過ぎです』

  「那，差不多该回去了。回到山间小屋后还得写信呢」

  「じゃ、そろそろ引き上げるよ。山小屋戻ったら手紙書かないとだし」

  『啊，对哦』

  『あ、そうでした』

  　总之得写封信回复“确实收到了”。

  　とりあえず「ちゃんと受け取りました」って返事ぐらいは書いて送らないとだよな。

  「好，回去吧！」

  「よし、帰ろうか！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　露比回答，棕狼们也跟着“汪！”地附和。

  　ルピが答え、続くようにドラブウルフたちも「バウ！」と唱和する。

  　嗯嗯，感觉有点习惯了。

  　うんうん、なんかちょっと慣れてきた気がする。

  　回到山间小屋后，我把魔导传送箱放在一楼的迷你柜子上。虽然打算把里面的东西收进抽屉里，但首先要写回信。

  　山小屋に戻ってきて、魔導転送箱は一階のミニチェストの上へ。中身はその引き出しへとしまうつもりだけど、まずは返事を書くことに。

  　箱子里类似钢笔的东西，

  　箱に入ってた万年筆っぽいものは、

  【魔导刻印笔】

  【魔導刻印筆】

  『使用玛那刻字的笔。根据对象的硬度，消耗MP会有所变动』

  『マナを使って文字を刻む筆。対象の硬さによって消費ＭＰは変動する』

  　看到说明吓了我一跳。这表示什么都能写吧。

  　と説明があってびっくりした。これって何にでも書けるってことだよな。

  　然后，我写上收到了箱子和里面的东西，以及大致了解了信的内容。

  　で、この箱と中身を受け取ったことと、手紙の中身について
    
     概
    おおむね了解したことを書いて、

  「总之，这样可以吗？」

  「とりあえず、これでいいかな？」

  『我觉得可以』

  『いいと思います』

  　嗯，虽然平安收到了，但主要还是这个吧。

  　まあ、無事受け取れましたがメインだからいいよな。

  「啊，对了」

  「あ、そうだ」

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「稍微有点事。我想应该不会被骂的」

  「ちょっとね。多分、怒られたりはしないと思うし」

  　我在灰鹿的皮革小包里放了些干燥帕普和干燥格雷普尔。

  　グレイディアの革ポーチに、ドライパプとドライグレイプルをほどほどに。

  　在信的最后写上『这是在岛上采的水果晒的炭。希望合您胃口』。

  　追伸で書いとこう。『島で採れた果物を干したものです。お口に合えばいいのですが』っと。

  　就算不合龙的胃口，感觉也有部下？庇护下？喜欢的种族。

  　ドラゴンの口に合わなくても、部下？　庇護下？　好きな種族もいる気がする。

  『毕竟是翔君做的，一定会喜欢的』

  『ショウ君が作ったんですし、きっと気に入ってくれますよ』

  「不好说。不过，也不知道他会不会尝尝看」

  「どうだろ。まあ、味見してくれるかどうかもわかんないけどね」

  　说起来，龙族平时都吃些什么呢……

  　そもそも竜族って普段何食べてるんだろう……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　晚饭是味噌煮青花鱼。

  　夕飯は
    
     鯖
    さばの
    
     味
    み
    
     噌
    そ煮。

  　推荐把买来的鱼片用热水烫一下，去除血沫后再炖煮。

  　買ってきた切り身は熱湯にさっとくぐらせて、血あいをとってから煮込むのがおすすめ。

  　岛上有没有白葱呢……

  　白髪ネギ、島にあったりしないかなあ……

  「做好了。端过去吧」

  「できたぞ。運べ〜」

  「明白！」

  「心得た！」

  　在客厅用平板查着什么的美姬，把做好的菜端到桌上，

  　リビングで何やらタブレットで調べ物をしていた美姫が、テーブルに出来上がりを運んでいくんだけど、

  「胡萝卜……」

  「にんじん……」

  「是凉拌的，而且加了很多柠檬汁」

  「酢の物だし、レモンたっぷりかけたから」

  「嗯，嗯」

  「う、うむ」

  　因为不喜欢苦味，所以做了一点调整。虽然苹果醋更好，但那种醋很难买到，所以加了很多柠檬汁。

  　甘苦いのが嫌ってことで一工夫。りんご酢とかの方がいいんだろうけど、そんなピンポイントなお酢を買うのもってことで、レモン果汁多めで。

  「「我开动了」」

  「「いただきます」」

  　嗯嗯，味噌入味的青花鱼很好吃。

  　うんうん、いい感じに味噌の染みた鯖が美味しい。

  　松软的鱼肉和浓稠的味噌很下饭。

  　ふっくらした身に、とろっとした味噌でご飯が進む。

  「……」

  「……」

  　美姬一脸严肃地夹起一块胡萝卜沙拉。

  　神妙な顔つきでにんじんサラダを一切れつまむ美姫。

  　下定决心一口吃下去……看来没问题。

  　意を決してパクっと口に入れ……大丈夫そうだな。

  「怎么样？」

  「どうだ？」

  「嗯！这个的话，多少都吃得下！」

  「うむ！　これならいくらでも食べられる！」

  　太好了太好了。

  　良かった良かった。

  　毕竟味噌和醋都是岛上吃不到的味道。

  　味噌にしても、お酢にしても、島じゃ食べられない味だからなあ。

  　啊，不对，她已经会做醋了吗？红酒醋就是醋吧……

  　あ、いや、お酢はもう造れるのか？　ワインビネガーってお酢だよな……

  「兄长最近过得如何？」

  「兄上の方は最近はどういう感じなのだ？」

  「嗯？你说ＩＲＯ吗？这个嘛……」

  「ん？　ＩＲＯか。そうだなあ……」

  　银龙亚珍塔先生的事就不提了。

  　銀竜アージェンタさんのことはオフレコで。

  　我告诉她自己用解锁密码打开门，主要都在山上活动。

  　解錠コードの扉を開けて、主に山の上の方に行ったことを話す。

  　还说了成为露比部下的棕狼、令人火大的猿猴，以及卑鄙的白鼻心。

  　ルピの配下になったドラブウルフたち、ムカつく猿やら、
    
     卑
    ひ
    
     怯
    きょうなハクビシンの話なんかを。

  「吾见过绯红猿。」

  「クリムゾンエイプは見たことがあるのう」

  　美姬要求再来一碗味噌青花鱼，我稍微加热后盛给她。

  　鯖味噌のおかわりを要求してくる美姫に、少し温め直したそれをよそう。

  　她也不讨厌胡萝卜沙拉，再让她多吃一点吧。

  　にんじんサラダも嫌がってなかったし、もう少し食べさせよう。

  「白鼻心我记得是叫『鲁巴古马』，会从嘴里喷火球。」

  「ハクビシンは確か『ルーパグマ』とかだったな。口から火球撃つんだよ」

  「唔，兄长是用精灵的加护撑过去了吗？」

  「ふむ、兄上は精霊の加護でそれを耐えたのか？」

  「一开始是。不过请水精灵做盾牌来挡，感觉抵销掉伤害才是最好的方法。」

  「最初はな。でも、水の精霊に盾を作ってもらって、それで受けるのが一番だな。相殺する感じ」

  「哦！真有意思！」

  「ほう！　興味深い！」

  　老实说，精灵魔法的使用方法似乎比元素魔法更丰富，但能立刻灵活运用的人好像不多。

  　精霊魔法の使い方は、正直、元素魔法よりもいろいろと編み出されてるらしいんだけど、とっさにうまく使える人はあんまり多くないらしい。

  「精灵的加护，你已经验证过了吗？」

  「精霊の加護の件って、もう検証とかしたのか？」

  「嗯。波莉阁下实际发动了魔法，然后由杰鲁多阁下转告给验证组。接下来就交给他们吧。」

  「ふむ。ポリー殿に実際に発動してもらい、それをゼルド殿経由で検証勢に伝えたのでな。あとは彼らに任せればよかろう」

  「哦……」

  「へー……」

  　虽然我不是很懂，但杰鲁多先生是『白银之馆』的人吧。

  　いまいちピンとこないけど、ゼルドさんってのは『白銀の館』の人だよな。

  　从他那里转告给验证组，也就是说细节条件之类的都交给他们了？

  　そこから検証勢にってことは、細かい条件とかは丸投げなのかな。

  「不过，就连精灵玩家都没有像兄长那样熟练地使用精灵魔法，有什么诀窍吗？」

  「しかし、エルフのプレイヤーでも兄上ほど器用に精霊魔法を使っておらんのだが、何かコツはあるのか？」

  「诀窍？嗯，我想应该没有。」

  「コツ？　うーん、そういうのはないと思うんだけどな」

  　我一口吃下胡萝卜沙拉，正好碰到没融化的砂糖……

  　にんじんサラダをバクっと食べたら、ちょうど溶けてない砂糖に当たったっぽくて……

  「啊！可能是『菲雅莉的守护者』的恩惠？啊，不对，我觉得斯薇的恩惠更大……」

  「ああ！　『フェアリーの守護者』の恩恵あるかも？　あ、いや、それよりもスウィーの恩恵の方がでかい気がするな……」

  「意思是跟称号有关系吗？」

  「称号がなんらか関係するということか？」

  「不，我想应该不是。斯薇就是那个粘着我的妖精。」

  「いや、多分そっちじゃないと思う。スウィーって俺にくっついてるフェアリーがいるじゃん」

  　我差点说出「跟你很像」，但忍住了。

  　お前に似た感じのって言いそうになってグッと堪える。

  「嗯。可能是因为兄长做的甜点，她很亲近你呢。」

  「ふむ。兄上の作る甘味のせいか、やたら懐いておるのう」

  「别看斯薇那样，她可是妖精女王。所以她对精灵魔法应该很了解吧。」

  「スウィーってああ見えてフェアリーの女王なんだよ。だから精霊魔法に詳しいんじゃないかな」

  　感觉她还知道很多其他的事，但只有在需要的时候才会告诉我。除此之外……应该不会告诉我吧。

  　他にもいろいろ知ってそうだけど、必要になったら教えてくれる感じ。それ以外でってのは……無理だろうなあ。

  「嗯？」

  「ん？」

  「唉……兄长的搞砸了真是没完没了……」

  「はあ……。兄上のやらかしは
    
     止
    とどまるところを知らんのう……」

  「什么意思啊？」

  「なんだよ、それ」

  「算了。你还有学到其他精灵魔法吗？」

  「まあ良い。他に教わった精霊魔法はないのか？」

  　其他……还有什么来着？

  　他に……なんかあったかな？

  　精灵的加护和这次的水盾？啊，还有她让我看过浇水，那个要是用得好说不定能成为攻击手段。

  　精霊の加護と今回の水の盾ぐらい？　ああ、あとは水やりも見せてもらったけど、あれってうまく使えば攻撃手段になるかも。

  「嗯，没什么了。话说，拥有其他精灵魔法技能的玩家应该也在考虑各种各样的用法吧？」

  「うん、あんまりないな。というか、他の精霊魔法スキル持ってるプレイヤーだっていろいろ考えてるんじゃないのか？」

  「用树精灵束缚敌方怪物，用土精灵扰乱敌方脚步，用风精灵让箭矢偏移，我有见过这些用法」

  「樹の精霊で敵モンスターを拘束するようなもの。土の精霊で足元を乱すようなもの。風の精霊で矢を
    
     逸
    そらすようなものは見たことがあるのう」

  　在能想到的范围内，感觉还是有实用的用法。

  　それなりに思いつく範囲で実用的な感じの使われ方はしてるっぽい。

  　只不过，这些用法似乎都执着于至今为止的RPG印象。

  　ただ、それがどうも今までのＲＰＧっぽいイメージに固執してる部分があるのかな。

  「还有玩家想用风精灵刮起镰鼬，结果直接晕倒了」

  「風の精霊でかまいたちを起こそうとして、そのままスタンするプレイヤーもおる」

  「那确实……很难啊」

  「そりゃまあ……難しいだろうな」

  　要是精灵开始无限制地使用MP就糟了。

  　精霊が際限なくＭＰ使い始めるとやばいからなあ。

  　我的精灵加护也是因为三种精灵的复合，所以连那个MP回复装备都赶不上。

  　俺の精霊の加護だって三種類の精霊の複合になってるせいか、あのＭＰ回復装備ですら追いつかないわけだし。

  　虽然还想再迎接土之精灵，但精灵加护能不能个别开关呢……

  　さらに土の精霊もお迎えしたいところだけど、精霊の加護は個別にオンオフできるようにならないかな……

  「说起来，土之精灵石怎么样了？听说诺姆会给我」

  「そういえば土の精霊石ってどうなった？　ノームがくれたりするって聞いたけど」

  「哦哦，就是这个。我想请波莉阁下帮忙」

  「おお、それよ。ポリー殿に協力を願いたいところなのだがのう」

  「啊，抱歉。班长也听说蕾欧娜大人暂时不会上线，说想一起去」

  「あ、ごめん。いいんちょもレオナ様がしばらくインしないって聞いて、一緒に行きたいって言ってたぞ」

  　……她生气地骂我“一开始就说啊”。

  　……最初に言えと怒られました。

  「晚好嘶」

  「ばわっす」

  「真是个美好的夜晚」

  「良き夜よの」

  「晚上好」

  「こんばんは」

  『翔君，赛丝酱』

  『ショウ君、セスちゃん』

  　感觉贝露部长是在等赛丝。

  　ベル部長はセスを待ってくれてた感じかな。

  　美音好像在确认什么，今天投稿了视频。

  　ミオンが何か確認してるなーって、今日は動画投稿したんだった。

  「抱歉抱歉。我也来确认」

  「ごめんごめん。俺もチェックするよ」

  『好的』

  『はい』

  　评论区因为久违的视频而情绪高涨，让我放心了。

  　コメントは久々の動画にテンション高めな感じで一安心。

  　不过，也有很多等待直播的评论，是不是该减少视频投稿，增加直播了呢。

  　ただ、ライブを待ってるコメントも多いし、そろそろ動画投稿は減らして、ライブを増やすとかもありなんじゃないかな。

  『还有，收到了粉丝画，所以请贝露部长教我设置的方法』

  『あと、ファンアートをいただいたので、ベル部長に設定の方法を教わってました』

  「哦哦，让我看看」

  「おお、見せて見せて」

  『好的。可以设置成头像吗？』

  『はい。ヘッダーにしていいですか？』

  「当然」

  「もちろん」

  　这是一幅露比和斯薇嬉戏的粉丝画，画得非常好，让我吓了一跳。我有资格收下这样的画吗？

  　ルピとスウィーが戯れてる感じのファンアートなんだけど、めちゃくちゃうまくてびっくりする。こんなのもらっていいの？

  「那么，兄长，我出发了。」

  「では、兄上、行ってくるぞ」

  「好。呃……」

  「りょ。って……」

  「波莉小姐的事情，我听赛丝说了。」

  「ポリーさんの件はセスちゃんから聞いたわよ」

  　赛丝似乎已经向班长说明了情况。

  　セスからいいんちょのことの説明があった模様。

  　目送两人前往ＩＲＯ之后，我也该开始直播了。

  　ＩＲＯへ行く二人を見送って、さて俺もって感じなんだけど、

  『翔君，下次的视频要从门的另一边开始，要从哪里开始拍？』

  『ショウ君、次の動画は扉の先になりますけど、どこからにしますか？』

  「啊，对哦。我想避开下面，所以要往上走，或者直走……」

  「あー、そうか。下はちょっと避けたいし、上かまっすぐだけど……」

  　直走的前方还在调查中，从上面走应该比较妥当。

  　まっすぐ行った先はまだ調査中って感じだし、上からが妥当な線だよな。

  　而且我也想介绍棕狼的家族。

  　ドラブウルフの家族も紹介してあげたいし。

  「从上面走吧。」

  「上からかな」

  『那个，虽然可能要等到下次的下次，不过露比妈妈的事情要怎么处理？』

  『その、次の次になるかもですが、ルピちゃんのお母さんの件はどうします？』

  「啊……」

  「あ……」

  　在直播中聊这种沉重的话题，不知道好不好？

  　こういうので湿っぽい話をするのって、ライブ的にどうなんだろ？

  　美音也是因为烦恼这一点，才找我商量的吧……

  　ミオンもそれが悩ましくて相談してくれたんだろうけど……

  「大家好～」

  「こんばんはー」

  「『雅塔老师！』」

  「『ヤタ先生！』」

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  ［防卫大国］沃鲁斯托王国·王都广场［先制自卫权］

  ［防衛大国］ウォルースト王国・王都広場［先制的自衛権］

  【普通的王国国民】

  【一般的な王国民】

  　嗯，新人在对游戏有一定了解之后，就会离开王国呢。

  　うーん、新人さん、ある程度ゲームわかってくると王国出ていっちゃってるな。

  【普通的王国国民】

  【一般的な王国民】

  　现在也没办法。王国能挖矿的地方……

  　今はしょうがないかと。王国は鉱石を掘る場所が……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　去帝国的安海姆领的话，就能在不被无理征收的情况下挖矿了。

  　帝国のアンハイム領に行けば、理不尽な徴収なしに掘れるからなあ。

  　偶尔好像还能挖到魔银……

  　たまに
    
     魔銀
    ミスリルも出るらしいし……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　公国南边的斯雷顿古代遗迹好像能挖到宝石。

  　公国の南、スレーデンの古代遺跡からは、宝石が出るらしいな。

  　用魔银和宝石组合成的饰品，好像能增加最大MP，或者加快MP恢复速度。

  　
    
     魔銀
    ミスリルと宝石の組み合わせのアクセで、最大ＭＰが増えたり、ＭＰ回復が速まったりするってさ。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　脱离新手后，就脱离王国吗。

  　初心者脱出したら、王国も脱出か。

  　虽然是理所当然的玩法，但还是有点伤心啊……

  　当然のプレイングなんだけど悲しいのう……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　就当是去外面赚点钱不也挺好的吗？

  　ちょっと出稼ぎって感じでいいのでは？

  　就算国家之间关系不好，也不代表不能来往。

  　国同士の仲が良くなくても、行き来できないわけじゃないし。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　但是，如果加入王国的冒险者公会，采矿手续费就会增加。

  　それが、王国の冒険者ギルド所属だと、採掘手数料を割増で取られるってさ。

  　帝国和公国的冒险者公会只收一成，王国却要收三成。

  　帝国、公国の冒険者ギルド所属なら上がりの一割のところを、三割取られるらしい。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　不想交的话就换公会吗。这有点让人烦恼啊……

  　それが嫌なら所属を変えろってか。それはちょっと悩ましい……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　大家对矿石之类的没兴趣吗？

  　皆は鉱石とかには興味ない系？

  　我是钓鱼玩家，所以现在没打算去别的地方。

  　自分は釣りプレイヤーだから、他に行く気は今の所ないんだけど。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　我是农耕玩家，已经在阿梅拉领买了房子和田地，所以很满足了。

  　私は農耕プレイヤーですし、アミエラ領に家と畑を買って満足してますね。

  　差不多该去学畜牧技能了。

  　そろそろ畜産スキル取ろうかなって感じです。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　对于以生产为主，悠闲度日的人来说是个好地方。

  　生産メインでまったり志向の人にはいい場所だよね。

  　我主要是学裁缝技能，所以离不开有优质羊毛的王国。

  　私は裁縫スキルメインなので、良い羊毛がある王国は離れられない。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　我可不能丢下诺姆酱它们去别的地方！

  　ノームちゃんたちを見捨ててよそへなんて行けない！

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　……还有这种人啊。

  　……そっち系の人もいたんだったな。

  　南边的古代遗迹迷宫里没有矿石吗？

  　その南側にある古代遺跡のダンジョンって鉱石はなし？

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　正在攻略第三层，但还没找到采掘点。还有史莱姆好烦……

  　第三階層攻略中だけど、採掘ポイントは見つかってない。あとスライムがうざい……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　史莱姆，明明很费劲，战利品却太寒酸了。

  　スライム、苦労するわりに戦利品がしょぼすぎる。

  　魔石很小，果冻质目前也没有用处。

  　魔石は極小だし、ゼリー質の使い道が今のところないんだよな。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　那个果冻质，捡起来过一会儿就会变质。

  　あのゼリー質、拾ってしばらくしたら変質しちゃうのがね。

  　如果能马上加工，或者有什么保存方法就好了。

  　すぐに加工するか、何かしら保存する方法があればいいんだけど。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　因为有素材加工技能的人去矿石那边了。

  　素材加工持ちが鉱石に行っちゃってるからなあ。

  　只能祈祷无人岛的他能发现史莱姆了w

  　もう、無人島の彼がスライム見つけてくれないか祈ってるよｗ

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　翔君的话，翔君的话一定会找到什么用途的！

  　ショウ君なら、ショウ君ならきっと何か使い道を見つけてくれる！

  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君＆露比酱】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君＆ルピちゃん】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　呀哈！久违的视频！

  　ひゃっはー！　久しぶりの動画だー！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　呼，久违地摄取了露比酱成分，进入贤者模式……

  　ふう、久しぶりのルピちゃん分を摂取して賢者モード……

  　上次直播的时候，稍微看到了露比酱使用了〈玛那援助〉。

  　前回ライブでチラッと見えた〈マナエイド〉使ってたね。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　能分到MP真羡慕。

  　ＭＰ分けてもらえるのは羨ましい。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　露比酱的玛那……（咽口水）

  　ルピちゃんのマナ……（ゴクリ）

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　怎么都是些变态啊w

  　やべー奴しかいねーのかよｗ

  　说起来，短视频里出现的菲雅莉们没拍到啊。

  　ところで、短編に出てたフェアリーたちは映ってないんだな。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　山间小屋装修完，吃饭的时候来的吧。

  　山小屋リフォーム終わって、飯食ってたら来たとか。

  　不是有可能是被翔君的饭吸引来的吗？

  　ショウ君の飯につられてってのはありそうじゃない？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　我们大部分也是被吸引来的啊w

  　俺らの大半もそれにつられてるからなあｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　土间和那个石窑真好啊。我也在家里做吧……

  　土間とあの石窯いいなあ。俺も家に作るか……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　外面的作业空间真好啊。

  　外にある作業スペースっていいよな。

  　加工素材之类的时候会弄脏，不想在家里做。

  　素材加工なんかは汚れることもあるし、家の中でやりたくない。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　作为共用空间，土间和石窑或许不错。

  　共用スペースとして土間に石窯はいいかもな。

  　如果附近有井的话，对不会魔法的玩家来说也很友好。

  　井戸が近くにあれば、魔法使えないプレイヤーにも優しいか。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　本来是装修，结果连增建都做了。

  　リフォームだったはずが増築までしてる件。

  　石造仓库，装修，土间和石窑，花了一个星期以上啊。

  　石造りの蔵、リフォーム、土間に石窯と一週間以上かけてるよな。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　正好是连休嘛。

  　ちょうど連休だったからなあ。

  　我本来想说当时我们在干嘛，结果是拼了命在解世界任……

  　俺らその時何してたっけって思ったんだけど、ワールドクエストで必死だったわ……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　翔君，你总不会拿到世界任的报酬吧？

  　ショウ君、さすがにワークエ報償もらってないよな？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　虽然应该没拿到世界任的报酬，不过你不是有拿到『菲雅莉的守护者』之类的吗？

  　そっちはないだろうけど『フェアリーの守護者』とかもらってるんじゃない？

  　我记得有『诺姆的守护者』吧？

  　確か『ノームの守護者』はあったよな？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　毕竟你用粘粘干帕普抓住了他们的胃w

  　とろとろ干しパプで胃袋
    
     摑
    つかんでたしなｗ

  ～～～　>~ )))><　钓客集合　～～～

  〜〜〜　>* ))))><　釣り人の集い　[image: ]〜〜〜

  　这是在ＩＲＯ内享受钓鱼的玩家的闲聊串。

  　ＩＲＯ内で釣りを楽しむプレイヤーの雑談スレッドです。

  　关于钓鱼的闲聊、情报交换、问题，什么都可以！

  　釣りに関する雑談・情報交換・質問なんでもこい！

  　因为也有很多现实中的钓客，所以问钓鱼方面的问题也没关系！

  　リアル釣り人も多いので、そっちの質問でも大丈夫！

  　请慢慢进行！

  　まったり進行でよろしく！

  　［参考］ＩＲＯ钓鱼技能相关整理维基　[连结]

  　［参考］ＩＲＯ釣りスキル関連まとめウィキ [image: ] [リンク]

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　有没有办法做卷线器啊？

  　なんとかしてリール作れないかな？

  　虽然我也喜欢用浮标钓，不过还是想钓鲈鱼之类的。

  　のべ浮きも好きだけど、やっぱりシーバスとか釣りたいんだよな。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　稍微提升等级，取得锻造技能之类的？

  　ちょっとレベル上げして、鍛冶スキル取るとか？

  　只要有锻造和工艺，应该也能做铁制钓钩吧？

  　鍛冶と細工あれば、鉄の釣り針も行けるんじゃない？

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　现在待的格里涅附近没有可以采掘矿石的地方呢。

  　今いるクリーネのあたりに鉱石を採掘できる場所がないんですよね。

  　阿梅拉领地的事也陷入了僵局，去王都买铁铸块应该是最快的吧。

  　アミエラ領の件も泥沼化してるし、王都で鉄インゴット買うのが一番早いかと。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　用在钓钩上太浪费了，我舍不得。

  　針にはもったいなくて使えないね。

  　骨头加工成钓钩倒是可以，不过卷线器还是得用金属的。

  　そっちは骨を細工で針にすればいいけど、リールはやっぱり金属じゃないとな。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　可是铁很快就会生锈……

  　でも、鉄だとすぐ
    
     錆
    さびるんじゃ……

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　只要好好保养，钓具就不会生锈！

  　釣り道具はちゃんとメンテしてれば錆びないし！

  　虽然想这么说，但现实里应该没有铁制的钓具吧。

  　と言いたいが、リアルで鉄剝き出しの釣り具なんてないよな。

  　ＩＲＯ里有镀膜加工吗？

  　メッキ加工ってＩＲＯ内でできるのかね？

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　虽然不知道，但不镀膜的话可以试试黑染？

  　わからんがメッキじゃなくて黒染めは？

  　那个可以用醋和茶来做，应该在素材加工技能的范围内。

  　あれなら酢と茶でできるから、素材加工スキルの範囲に入りそうだけど。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　那个，镀膜我懂，但黑染是什么……

  　あの、メッキはわかるんですが、黒染めってなんですか……

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　铁的表面覆盖一层黑锈就叫黑染。

  　鉄の表面を黒錆で覆うことを黒染めって言ったりするんだ。

  　红锈会侵蚀铁，但黑锈只会覆盖在表面。

  　赤錆は鉄を侵食するけど、黒錆は表面だけ覆ってコーティングしてくれる。

  　说成养碳化铁会比较好懂吗？

  　シーズニングって言った方がわかるかな？

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　啊！原来养碳化铁是这么回事！

  　あ！　シーズニングってそういうことだったんですね！

  　我完全不知道就做了……

  　全然、知らないままやってました……

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　常有的事ｗ

  　そんなもんだよｗ

  　我也有过不知道意思就做的时候……

  　俺も意味わかんなくてやってた時期あったし……

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　不好意思，这不是钓鱼知识吧？w

  　横からすまんが、それって釣りの知識ちゃうで？ｗ

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　毕竟我有玩过单人露营＋钓鱼。

  　ソロキャン＋釣りとかやってるからなあ。

  　顺带一提，老婆会生气。

  　なお、嫁は怒るものとする。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　为啥要单人啊w　带上老婆啊！w

  　なんでソロやねんｗ　嫁も連れてったれや！ｗ

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　她说她讨厌露营和钓鱼。因为她超怕虫……（望向远方）

  　キャンプも釣りも嫌だってさ。虫が超苦手だからね……（遠い目）

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  　我烦恼着露比妈妈去世的事情该怎么处理，于是找雅塔老师商量，

  　ルピのお母さんが亡くなってる話をどうしようか悩んで、ヤタ先生に相談したところ、

  「隐瞒之后被发现的话，印象会变差哦」

  「隠して後でバレると印象悪いですよー」

  　她这么对我说。冷静想想，确实如此。

  　と言われてしまった。冷静に考えればそうだよな。

  　而且，我和露比戴着的【魔狼牙的坠饰】，要是被眼尖的人发现，可能会被吐槽。

  　それに、俺とルピが身につけてる【魔狼の牙のペンダント】とか、めざとい人に見つかって突っ込まれそうだし。

  「汪？」

  「ワフ？」

  　在解锁密码的门后，我们到达十字路口，露比问“哪边？”。

  　解錠コードの扉の先、十字路に着いたところで「どっち？」とルピ。

  「往上走。这次是东侧」

  「上行くよ。今度は東側ね」

  「汪」

  「ワフン」

  　我追着露比轻快地走上楼梯，继续和美音闲聊。

  　ルピが軽快な足取りで階段を上っていくのを追いかけつつ、ミオンと雑談の続き。

  「视频总是交给你，编辑不累吗？」

  「動画いつも任せちゃってるけど、編集って大変じゃないの？」

  『没事的。只是给编辑AI下指示而已』

  『平気ですよ。編集ＡＩに指示を出すだけですし』

  「……这样啊」

  「……そうなんだ」

  　视频编辑AI是业务用的吧……

  　動画の編集ＡＩとかって業務用とかのやつだよな……

  　不过，美音的母亲是演艺事务所的老板，买得起这类业务用的AI也是理所当然的。

  　いやまあ、ミオンのお母さんが芸能事務所をやってるわけだし、その手の業務用のＡＩだって買えちゃうんだろうけど。

  「大概能收录到哪里？」

  「どこまで収録になりそう？」

  『如果要录到建墓的话，可能有点长』

  『お墓を作ってあげるところまでだと長いかもです』

  「啊，毕竟还叫来了棕狼，又打倒了绯红猿」

  「あー、ドラブウルフ呼んだり、クリムゾンエイプ倒したりしたもんなあ」

  　我练习弓箭的部分可以剪掉，但露比帅气的嚎叫还是想拍下来……

  　俺が弓の練習してる部分はカットしていいとしても、ルピがカッコよくハウリングするところは映したい……

  「虽然会变短，但只录到水源地和水精灵那里的话，从展望台的风景也能仔细地拍进去，怎么样？」

  「ちょっと短くなるけど、水源地と水の精霊のところまでとか。あの展望台からの眺めもじっくり入れる感じでどうかな？」

  『是啊。而且斯薇酱也大显身手了』

  『そうですね。スウィーちゃん、大活躍でしたし』

  　说起来，斯薇在上次直播的最后登场，把话题都抢走了……

  　そういや、スウィーは前回のライブの最後に登場して、話題かっさらっていったんだったな……

  「汪」

  「ワフ」

  「啊，抱歉抱歉」

  「おっと、ごめんごめん」

  　我乘上转移电梯，按下按钮。

  　転移エレベーターに乗ってボタンをポチッと。

  　一瞬间，身体飘了起来……电梯门在后面打开了。

  　一瞬、ふわっとしたのちに……開く扉は後ろだったんだった。

  　稍微往前走一点就是崩塌现场。

  　少し進んだところはもう崩落現場。

  　斯薇从兜帽里出来，先钻过了前面的洞。大概又在找供奉的花了吧。

  　スウィーがフードから出て、先に手前の抜け穴をくぐっていった。多分、またお供えの花を探してくれてるんだろう。

  「从土木技能来看，洞穴应该可以再挖大一点」

  「土木スキルで見た感じ、もう抜け穴は大きくしても大丈夫そうなんだよな」

  『请配合露比酱的体型挖大一点』

  『ルピちゃんに合わせて大きくしてあげてくださいね』

  「好」

  「りょ、っと」

  　我一边回答，一边钻过洞穴来到展望台。

  　そう答えつつ、穴をくぐって展望台へと出る。

  　虽然天气不错，但总觉得空气有点……

  　天気はいいんだけど、なんかちょっと空気が……

  「可能会下雨」

  「雨降るかも」

  『哎？您能看出来吗？』

  『え？　わかるんですか？』

  「大概吧？不过，反正斗篷有兜帽，而且也有地方可以躲雨」

  「なんとなく？　まあ、マントにフードついてるし、雨宿りする場所もあると思うし」

  　最坏的情况，就是在露比的窝登出也行。

  　最悪、ルピの前の寝ぐらでログアウトしてもいいかな。

  　那里的话，大型怪物应该也进不来。

  　あそこなら、大型モンスターも入ってこなさそうだし。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪」

  「ワフン」

  「斯薇，一直以来都谢谢你了」

  「スウィー、いつもありがとな」

  　我好好地参拜过后，今天就往水源地的对面走。

  　ちゃんとお参りしてから、今日は水源地の向こうへ。

  　让露比带路，斯薇则进入兜帽，负责确认后方。

  　ルピに先導してもらい、スウィーにはフードに入ってもらって、後方を確認してもらう。

  　不过，露比的脚步很轻快，毕竟这附近的绯红猿已经被扫荡干净了。

  　まあ、ルピの足取りが軽いし、この辺にいたクリムゾンエイプは一掃したもんな。

  「哦？来了吗？叫它们过来吧」

  「お？　来たかな？　呼んであげて」

  　露比点点头，轻轻叫了一声，随后出现的是白天没见到的棕狼一家。

  　ルピが頷いて軽く吠えると、現れたのは昼とは違うドラブウルフの家族。

  　它们整齐地在露比面前趴下。

  　ルピの前に綺麗に並んで伏せの体勢。

  「谢谢你们过来。今天就拜托带路了」

  「来てくれてありがとな。今日は案内よろしく」

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  　一起回答的那对是夫妻吗？

  　揃って返事してくれたのが夫婦なのかな。

  　后面的兄弟？姐妹？感觉还很年幼，不过比露比要大。

  　その後ろの兄弟？　姉妹？　まだちょっと幼い感じがあるけど、それでもルピよりは大きい。

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，走吧」

  「ん、行こうか」

  　我们从水源地出发，沿着向东延伸的道路前进。杂草丛生的地方就稍微割一下……哦？

  　水源地から、東へと続く道を進んでいく。雑草がすごいところは少し草刈りを……お？

  「露比，等一下。」

  「ルピ、ちょっと待って」

  「汪」

  「ワフ」

  　这是……

  　これは……

  【奥达普拉】

  【オーダプラ】

  『会开出小白花的多年生植物。长大的地下茎可食用。芽和受伤的地方有毒，需要注意。

  『小さな白い花を咲かせる多年草植物。大きく育つ地下茎は食用可能。芽や傷んだ場所には毒性があるので注意。

  　料理：地下茎可作为各种料理的食材』

  　料理：地下茎は各種料理の食材となる』

  『是食材吗？』

  『食材ですか？』

  「是薯类吧。感觉像是马铃薯……」

  「いもかな。じゃがいもな気がする……」

  『哎？』

  『え？』

  　我从道具栏取出铲子开始挖掘，然后挖出了跟马铃薯一模一样的东西。

  　インベントリからスコップを取り出して掘り起こすと、じゃがいもそっくりのやつがズラーっと連なっている。

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「感觉终于得到了主食一样的东西。」

  「なんか、やっと主食っぽいものを手に入れられた気がする」

  　既然有芝麻油，果然还是做油炸食品吧？炸薯条、可乐饼、薯片。还有薯饼之类的……

  　ごま油があるから、やっぱり揚げ物かな？　フライドポテト、コロッケ、ポテトチップ。芋餅とかもありか……

  「汪」

  「ワフ」

  「啊」

  「あっ」

  　察觉动静技能捕捉到了什么。

  　気配感知に何かが引っかかった。

  　露比和棕狼们摆好架势，盯着那个方向。我总觉得应该是兰吉野猪。

  　ルピやドラブウルフたちが体勢を整え、その方向を睨んでいる。なんとなくだけど、ランジボアな気がする。

  　它们好像要直接冲过来，难道不考虑数量和质量上的不利吗？虽然游戏里确实不需要考虑这些……

  　まっすぐこっちへと突っ込んできそうなんだけど、数的質的に不利とか考えないのか？　ゲームだしって言われるとそうだけど……

  　啊，难道是对我挖薯类的怨恨？

  　あ、ひょっとして、俺が掘った芋の恨み？

  「噗嘎——！」

  「ブギャー！」

  「〈石壁〉！」

  「〈石壁〉！」

  　我将石壁放在冲出来的兰吉野猪面前，用双手支撑着不让它倒下。

  　飛び出してきたランジボアの目の前に石壁を置き、倒されないように両手で支える。

  　伴随着沉闷的打击声，一股相当大的冲击力传了过来，不过我已经习惯了。

  　鈍い打撃音と共にかなりの衝撃が伝わってくるけど、まあまあ慣れた。

  　虽然我觉得这是最简单的办法，不过为了提升技能，或许应该用盾牌才对……

  　これが一番簡単だよなと思うんだけど、スキル上げるのに盾使えば良かったかも……

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　算了，接下来就交给露比和棕狼们吧。

  　ま、あとはルピとドラブウルフたちにおまかせかな。

  　正好，就在这里稍微休息一下吧。

  　ちょうどいいし、ここで少し休憩にしよう。

  　我将兰吉野猪解体，肉就给露比和棕狼们当点心。我和斯薇就吃龙眼果。下次得再去教会后面一趟，不然格雷普的果实好像要没了。

  　ランジボアを解体し、肉はルピとドラブウルフたちのおやつに。俺とスウィーもドライグレイプルで。次はまた教会裏へ行かないと、グレイプルの実がなくなりそう。

  　不过，这倒是无所谓……

  　それはまあ、いいんだけど……

  「露比。」

  「ルピ」

  「汪？」

  「ワフ？」

  　被那圆溜溜的眼睛用「怎么了？」的表情看着，感觉好难受……

  　つぶらな瞳で「何？」って顔をされると辛いものが……

  　不过，还是得问清楚才行。

  　でも、聞いとかないとなんだよな。

  「露比的爸爸去哪里了？」

  「ルピのお父さんはどこへ？」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　露比扑进我的怀里，用头蹭着我。

  　あぐらの中に飛び込んできて、頭を
    
     擦
    こすりつけてくるルピ。

  　我不由得摸了摸它……

  　思わず撫でくりまわしてしまう……

  『露比酱的爸爸是翔君吧。』

  『ルピちゃんのお父さんはショウ君ですね』

  「虽然我很高兴，不过它没见过真正的父亲吗？」

  「それは嬉しいんだけど、本当の父親は見たことないってことかな？」

  『可能吧……』

  『かもですね……』

  　在它懂事之前就离开的路线吗？

  　物心つく前にいなくなってるって線か。

  　如果在这座山里到处调查，会不会在某个时候遇到呢……

  　この山の中をあちこち調べてれば、そのうち出会えたりするんだろうか……

  『翔君，要把马铃薯带回去做料理吗？』

  『ショウ君、お芋は持ち帰ってお料理ですか？』

  「哎？啊，一半吧。另一半打算种在田里。」

  「え？　あ、半分はね。もう半分は畑に植えるつもり」

  『也得努力耕田呢』

  『畑づくりも頑張らないとですね』

  「是啊。想做的事太多了……」

  「そうなんだよな。やりたいことありすぎて……」

  　因为有农耕技能和园艺技能，所以想早点开始耕田。

  　畑は農耕スキルや園芸スキルのこともあって、早めに手をつけたい。

  　雷克森，奇多普草，佩利尔森斯，格琳辛。

  　レクソン、キトプクサ、ペリルセンス、グリシン。

  　刚才还加上了奥达普拉，格雷普尔也增加到泉水附近的森林里吧。

  　ついさっき、オーダプラが加わったし、グレイプルも泉近くの森に増やそうかな。

  「好，首先得探索这边。」

  「よし、まずはこっち側を探索しないと」

  『是』

  『はい』

  「汪！」

  「ワフ！」

  　棕狼们在露比的号令下，从悠闲的气氛中振作起来。

  　ルピの号令にまったりムードだったドラブウルフたちがシャキッと。

  　斯薇钻进兜帽里……大概是午睡时间吧。

  　スウィーはフードの中へ……お昼寝タイムなんだろう。

  　向东，严格来说是东北东前进，不久就遇到了巨大的悬崖。

  　東、厳密には東北東へと進むと、やがて大きな崖へとぶち当たる。

  　不过，这次的悬崖感觉有点不一样。

  　ただ、今度の崖はちょっと違う感じ。

  「好像有条很陡的上坡路呢」

  「なんか、いかにもって上り道があるな」

  『果然是从以前就有的吗？』

  『やっぱり昔からあった感じでしょうか？』

  「我想是的」

  「だと思う」

  　露比和棕狼在交谈，是在讨论前面是否危险吗？

  　ルピがドラブウルフと話しているのは、この先が危険かどうかとかそういう風？

  　棕狼的父亲

  　ドラブウルフの父親が、

  「汪」

  「バウ」

  　叫了一声，带我们走向刻在悬崖上的路。

  　と吠え、崖に刻まれた道へと案内してくれる。

  　接着露比，我，棕狼们排成一列，沿着刻在悬崖上的曲折道路前进。

  　続いてルピ、俺、ドラブウルフたちが一列に、崖に刻まれたつづら折りの道を進む。

  「那么，这里好像是上面……」

  「さて、ここが上っぽいけど……」

  　从悬崖上可以看到延伸到东北方向的斜坡。

  　崖上から見えるのは北東方面へと続く斜面。

  　那里确实有一条人走过的路，而路的前方……

  　そこには人が使っていたと思われる道が確かにあり、その先には……

  「港口！防波堤！还有灯塔！？」

  「港！　堤防！　それに灯台!?」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　虽然被悬崖包围着，是个新月形的小海湾，但有趣的是北侧有防波堤，更里面还有灯塔。

  　崖に囲まれた三日月型の小さな入り江なんだけど、興味深いのは北側に防波堤があること。さらにその奥には灯台。

  　防波堤内侧是码头？那附近有两座像是仓库的建筑物，还有一座小一圈的房子。

  　防波堤の内側は船着場？　そのあたりに倉庫っぽい建物が二つ、一回り小さい家屋が一つ。

  　南侧几乎都是岩场，但从这个高处看是死角，得下去看看才行。

  　南側はほぼ岩場っぽいけど、この高い場所からは死角になるので下りてみないとだよな。

  「汪……」

  「バウ……」

  「嗯？啊，领地到这里为止吗？」

  「ん？　あ、テリトリーってここまで？」

  　棕狼们寂寞地点点头。

  　その問いに寂しそうに頷くドラブウルフたち。

  　不能让它们陪我到领地之外的地方吧。

  　ここから先、テリトリーを外れてまで付き合わせるわけにもいかないか。

  「我会再来的。那么，等一下……」

  「また来るよ。で、ちょっと待って……」

  　兰吉野猪的肉还有很多，就分给它们吧。

  　ランジボアの肉、まだまだ余裕はあるし渡しちゃおう。

  　我把一抱那么大的肉块分成四等份交给它们。虽然很大，但还是请它们努力搬回去吧。

  　一抱えはある肉の塊を四等分して渡す。結構でかいけど、頑張って持って帰ってもらおう。

  「汪」

  「ワフ」

  「「汪！」」

  「「バウッ！」」

  　在露比的号令下，接过肉的棕狼们往山的方向回去了。

  　ルピの号令を待って、肉を受け取ったドラブウルフたちが山の方へと帰っていく。

  　那么，虽然我想马上行动

  　さて、さっそくと思ったんだけど、

  「美音，现在大概几点？」

  「ミオン、今って何時ぐらい？」

  『刚过晚上九点半』

  『午後九時半を回ったところです』

  「微妙的时间……」

  「微妙な時間……」

  　毕竟中途还休息了一次。话虽如此，都来到这里了，现在折返也太可惜了。

  　途中で休憩挟んだしなあ。とはいえ、ここまで来て引き返すのはもったいない。

  『大概再逛一个小时左右？』

  『一時間ほど回ってでしょうか？』

  「是吗。可能要到十一点了……」

  「そうかなあ。十一時回っちゃうかもだけど……」

  『我不要紧的』

  『私は大丈夫ですよ』

  「嗯……那就这样吧」

  「うーん……じゃ、それで」

  　再怎么烦恼也没用。把能看见的范围调查一遍，有在意的地方就留到以后再来吧。

  　悩んでてもしょうがない。見える範囲をさくっと調査して、気になる場所は後日でいいかな。

  　就当是来这个港口找地方住一晚吧。

  　この港で一泊できる場所を探すつもりで行こう。

  「好，出发！」

  「よし、行くぞ！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我抑制住焦急的心情，小心地走下坡道。

  　焦る気持ちを抑え、滑らないように慎重に坂を下る。

  　来到海岸边后，之前看不见的南侧也渐渐进入视野……好像什么都没有。

  　海岸沿いまで出ると、見えなかった南側もだんだんと視界に入ってきて……何もなさそう。

  　我沿着通往北侧的道路前进，来到建筑物附近。每栋都是石造的朴素建筑，前面的小建筑是办公室？后面并排的两栋大建筑是仓库吧。

  　北側へと続く道を進み、建物の近くまで。どれも石造りのシンプルな建物で、手前の小さいのは事務所？　奥に並ぶ大きい二つは倉庫かな。

  『和翔君建造的仓库很像呢』

  『ショウ君が造った蔵に似てますね』

  「这个像办公室的建筑是什么？有门，真好奇里面是什么……」

  「この事務所っぽいのなんだろ？　ちゃんと扉がついてるし中が気になる……」

  　先去堤坝那边看看，之后再确认里面吧。

  　先に堤防まで見て回って、中はあとで確認かな。

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  「啊，斯薇起来了」

  「あ、スウィー起きたんだ」

  　我还以为它一直在兜帽里睡觉，不知何时跑到我的左肩上了。它刚睡醒，正东张西望地环顾四周。

  　ずっとフードの中で寝てたのかと思ったら、いつの間にか左肩に。寝起きの顔でキョロキョロとあたりを見回している。

  　我右手边是大海，左手边是建筑，来到了堤坝的根部。

  　海を右手に、建物を左手に進み、堤防の根元に到着。

  　这里果然是码头，有三根拴船用的粗石桩。

  　やっぱり船着場だったらしく、船を繫ぎ止める太い石の
    
     杭
    くいが三つ見える。

  「唔，好普通的港口……」

  「うーん、すごい普通の港……」

  『感觉好像在日本的某个地方』

  『なんだか日本のどこかにいるみたいです』

  「是啊。突然有点想钓鱼了」

  「だなあ。なんか、釣りしたくなってきた」

  『翔君，你还没学钓鱼技能吧』

  『ショウ君、釣りスキルまだ取ってませんよね』

  「嗯，差不多该学了」

  「うん、そろそろ取ってもいいかも」

  　钓竿用仙人竹，鱼钩用锻造和工艺应该能做出来。钓线用细绳，鱼钩用兰吉野猪的毛？感觉意外地可行……

  　
    
     釣
    つり
    
     竿
    ざおは仙人竹。針は鍛冶と細工で行けそう。道糸はロープを細く作って、
    
     鉤素
    ハリスはランジボアの毛から？　なんか、意外といけそうな気がしてきたな……

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，走吧」

  「うん、行こうか」

  　我们悠闲地走向堤坝尽头的灯塔。

  　堤防の先、灯台までぶらぶらと進もう。

  　堤坝宽约三米，长约三十米，感觉年代久远。

  　幅は三メートル、長さは三〇メートルほどで、なかなか年季が入ってる感じ。

  「能看到鱼在游……」

  「魚が泳いでるのが見える……」

  『不能鉴定吗？』

  『鑑定は無理ですか？』

  「好像不行」

  「無理っぽい」

  　没出现名牌，是因为没看清楚，还是因为没学钓鱼技能呢。

  　ネームプレートも出てこないのは、ちゃんと見えてないからか、釣りスキル取らないとなのか。

  　爷爷好像说过“看得见的鱼是钓不到的”，还是等做好钓竿再说吧。

  　じいちゃんが『見えてる魚は釣れない』とか言ってた気がするし、釣り竿作ってからにしよう。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好险！待在兜帽里比较好哦？」

  「あぶねっ！　フードの中にいた方がいいぞ？」

  　我接住被海风吹得差点飞走的斯薇，把它放回兜帽里。

  　潮風に煽られて、飛ばされそうになったスウィーをキャッチしてフードへと。

  　来到灯塔下面倒是没什么问题，

  　端にある灯台の下まで来たのはいいんだけど、

  「这是哪扇门？」

  「これはどっちの扉？」

  『看起来是没有解锁密码的那扇』

  『解錠コードのない方に見えます』

  「那，打开看看吧」

  「じゃ、開けてみるか」

  『这里可能是古代遗迹，先去看看事务所那边吧？』

  『古代遺跡かもしれませんし、先に事務所の方を見ませんか？』

  「啊，确实。这边就之后再说吧」

  「あ、確かに。こっちは後回しにしようか」

  　我们回到了那栋小石屋。虽然说小，但也是和旁边的两座大仓库比起来，实际上比我家的仓库还要大。

  　小さい石造りの建物まで戻ってきた。小さいと言っても、隣の二つの大きな倉庫に比べたらって感じで、サイズ的にはうちの蔵よりも大きい。

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，是啊」

  「ん、そうだね」

  　我拜托光精灵提供照明。

  　光の精霊に明かりをお願いする。

  　两侧的高处各有两个小木窗。应该是用来采光的，但都被紧紧关着，里面一片漆黑。

  　両サイドの高い位置に小さな木窓が二つずつ。明かり取り用なんだろうけど、きっちりと閉められてるし、中は真っ暗だろう。

  「嘿咻！」

  「よいしょっと！」

  　入口的门很普通？只是用粗木条横着挡住了门。

  　入り口の扉はごく普通？　太い角材を渡しただけの
    
     閂
    かんぬきを持ち上げて外す。

  　门闩的金属零件已经生锈……感觉稍微用力一点就会断掉。

  　閂受けの金具が錆びついてて……ちょっと無理したらぼろっと折れちゃいそうだな。

  『翔君，不要弄坏哦？』

  『ショウ君、壊さないでくださいね？』

  「好」

  「はい」

  　毕竟我以前只是打开山间小屋的木窗，就把它弄坏了。

  　山小屋の木窓、開けただけで壊しちゃったからな。

  　我轻轻把门推开，发出了轻微的嘎吱声。

  　そーっと手前に開けると
    
     微
    かすかに
    
     軋
    きしむ音。

  　在黑暗中亮起灯光，可以看到石地板，三张圆桌，几张椅子，里面还有一个很大的柜台？

  　真っ暗な中に明かりを入れると、そこに見えるのは石の床、丸テーブルが三つ、椅子がいくつかあって、奥には大きなカウンター？

  「嗯……酒馆？」

  「うーん……酒場？」

  『感觉是呢。好像可以从右边里面绕到后面？』

  『そんな感じですね。右奥から裏に回れそうな？』

  「嗯？啊，从那里可以进去吗。是后院吗……哇！」

  「ん？　ああ、あそこから奥があるのか。バックヤードかな……うわ！」

  　我一踏进去，灰尘就飘了起来，遮蔽了视线。

  　一歩踏み込むとほこりがもわっと舞い上がって視界が
    
     霞
    かすむ。

  　要是不打扫的话，感觉会陷入异常状态……

  　これ、掃除しないと状態異常になりそうなんだけど……

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「嗯？斯薇？」

  「ん？　スウィー？」

  「汪。」

  「ワフ」

  　它拉了拉我的兜帽，是要我从门前让开吗？

  　フードを引っ張って、扉の前からどけってこと？

  　在露比的催促下，我往门的右侧退开……

  　ルピに促されて、扉の右側へとよけると……

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「哦哦哦！」

  「おおお！」

  　这是斯薇的精灵魔法吗？只见门把灰尘吐了出来，室内转眼间就换气完毕。

  　スウィーの精霊魔法？　扉からほこりが吐き出され、みるみるうちに換気される室内。

  『斯薇酱，你好厉害！』

  『スウィーちゃん、すごいです！』

  　斯薇摆出擦拭额头汗水的动作，一脸得意地在空中盘旋。

  　額の汗を拭うジェスチャーをして、ドヤ顔ホバリングするスウィー。

  　哎呀，真的好厉害。这样确实可以摆出得意的表情。

  　いやいや、ホントすごいな。これはドヤ顔していいよ。

  「帮大忙了。这样可以吗？」

  「助かったよ。これでオッケ？」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　我把半块帕普干粮递过去，它就坐到我的肩上吃了起来。

  　とろとろ干しパプを半分にして渡すと、俺の肩に座ってそれを食べ始める。

  　我再次看向室内，原本弥漫的灰尘已经一扫而空，室内也变得干净无比。

  　改めて中を覗くと、もうもうとしていたほこりは一掃され、室内もすっかり綺麗な状態に。
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  『刚才那是风精灵吗？』

  『今のは風の精霊でしょうか？』

  「好像是。真方便啊……」

  「っぽい。便利だよなあ……」

  　如果在现实世界也能使用，打扫家里之类的就会轻松许多。

  　リアルでも使えたら、家の掃除とかめちゃくちゃ楽そう。

  「风精灵石的制作方法已经弄清楚了吗？」

  「風の精霊石って、もう作り方判明してたりする？」

  『不，还没有。大家好像都去风比较强的地方了……』

  『いえ、まだです。みなさん、風の強い場所なんかに行ってるみたいですけど……』

  「这样啊……」

  「そっかー……」

  　我抱着试试看的想法，把极小的魔晶石拿给斯薇看，但它摇了摇头。

  　ダメ元で、極小の魔晶石をスウィーに見せるが、首を横に振られてしまう。

  　看来是条件没有满足。之前去水源地的时候，它倒是帮忙了，或者说是擅自就帮我把水的魔晶石给做了出来。

  　条件を満たしてない的なやつだよな。水源地まで行った時は協力、というか、勝手に水の魔晶石にしてくれたし。

  「算了，现在就先这样吧。总之先调查一下这里」

  「まあ今はいいや。とりあえず、ここ調べよう」

  「汪」

  「ワフン」

  　我把圆桌和倒下的椅子挪到墙边，然后走到柜台的位置。从左边开始往柜台的对面看去。

  　丸テーブルや倒れている椅子を壁際によけ、カウンターの場所まで進む。左端からカウンターの向こうへ。

  　墙边的餐具柜虽然空空如也，但有使用过的痕迹，感觉是离开小岛的时候全部带走了。

  　壁沿いの食器棚はからっぽだけど、使ってた形跡はあるし、島を出る時に全部持っていっちゃった感じかな。

  　我从右边深处往里面看去，

  　右奥からバックヤードを覗いてみると、

  「是房间。话说，有阁楼」

  「部屋だ。っていうか、ロフトがある」

  『下面能看到的木桶上是不是贴着什么纸？』

  『下に見える
    
     樽
    たるに何か紙が貼られてませんか？』

  「咦，啊，真的……希望不是恐怖片」

  「え、あ、ホントだ。……ホラーじゃないといいんだけど」

  　我提不起劲地想要看贴纸，就在这个时候，光精灵的灯光开始闪烁。

  　気乗りしないまま、張り紙を読もうと覗き込んだところで、光の精霊の明かりが明滅する。

  「咦？」

  「あれ？」

  　我抬头看去……正想着没什么奇怪的地方，

  　上を向いて……特におかしい様子もないなと思ったら、

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  　斯薇想要告诉我什么的瞬间，强烈的重低音震动了空气，打在建筑物屋顶上的声音响彻四周。

  　スウィーが何か伝えようとした瞬間、すごい重低音が空気を震わせ、この建物の屋根を打つ音が響き渡る。

  「哇，糟了！」

  「うわ、しまった！」

  『刚才的声音是打雷吗！？』

  『さっきの音は雷ですか!?』

  「嗯。明明知道可能会下雨，但找到这里之后就兴奋起来了……」

  「うん。降るかもって気づいてたのに、ここ見つけてテンション上がっちゃってた……」

  　雨势似乎变大了，雨声也变得更大，雷鸣声也逐渐接近。

  　雨足が強くなったのか雨音がさらに大きくなり、雷鳴も近づいてくる。

  『感觉把外面的门关上会比较好。风太大的话可能会吹进里面来』

  『表の扉を閉めた方がいい気が。風が強いと中まで吹き込んでくるかもです』

  「好。露比，你在这里等一下」

  「りょ。ルピ、ちょっとここで待ってて」

  「汪」

  「ワフン」

  　我拜托光精灵再点一盏灯，让里面的房间不会太暗。

  　光の精霊にもう一つ明かりを頼み、この奥の部屋が暗くならないように。

  　我拿起立在门旁边的门闩，关上门后将门闩穿过内侧的门闩孔。

  　扉の隣に立てかけてあった閂を持ち込み、扉を閉めて内側の閂受けに渡す。

  『雨下得很大呢。要回到山间小屋可能有点……』

  『かなり降ってましたね。山小屋まで戻るのはちょっと……』

  「还好，反正我今天本来就打算在这里登出。能在这里登出睡觉吗？还有，露比就算了，斯薇没问题吗？」

  「まあ、今日はこっちでログアウトするつもりだったからいいんだけど。ここで就寝ログアウトできるかな？　あと、ルピはともかく、スウィーは大丈夫？」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇竖起大拇指表示没问题。她偶尔也会在山间小屋过夜，应该没问题吧。

  　問題ないとサムズアップするスウィー。たまに山小屋に寝泊まりしてたし大丈夫なんだろう。

  「然后，刚才的木桶……」

  「で、さっきの樽か……」

  　我回到里面的房间，靠近贴着纸的木桶。

  　奥の部屋に戻り、紙が貼られている樽に近づく。

  　我看到的纸与其说是贴着，更像是夹在上面的盖子部分。

  　見えてた紙は貼られてるっていうよりは、上部の蓋みたいな部分に挟まってる感じ。

  『看得懂吗？』

  『読めますか？』

  「嗯，呃……『给未来造访此处的你。愿名为酒的幸福与你同在』。」

  「うん、えっと……『いつかここを訪れる君に。酒という幸せが
    
     在
    あらんことを』だって」

  『酒吗？』

  『お酒ですか』

  　装在这个木桶里吗？

  　この樽っぽいのに入ってるのかな？

  　不过，刚才为了拿纸而打开盖子的时候，没有闻到那种味道。

  　でも、さっき紙を取るのに蓋を開けた時は、特にそういう香りもしなかったけど。

  「总之先鉴定看看吧……」

  「とりあえず、これ鑑定してみるか……」

  【魔导酿造器：不可使用】

  【魔導醸造器：利用不可】

  『借助玛那之力酿造内容物的容器。主要用于酿酒。

  『マナの力を借りて内容物を醸す器。主に酒造に用いられる。

  　基础魔法学：设置魔晶石（中）后可使用』

  　基礎魔法学：魔晶石（中）を設置することで、利用可能になる』

  「啊！？」

  「は!?」

  『是魔导具呢！』

  『魔導具ですね！』

  「呃，是魔导具是很好啦，但为什么会被丢在这种地方？这东西应该很有价值吧。」

  「いや、それはいいんだけど、なんでこんなところに置き去りなんだろ？　すごく価値のあるものだと思うんだけど」

  『会不会是因为无法移动？』

  『移動できないんじゃないでしょうか？』

  「啊，原来如此。」

  「あ、そういうことか」

  　仔细一看，不只是木桶的部分，连底下的台座也是一体成形。

  　よく見ると、樽の部分だけじゃなくて、その下の土台までワンセットなのかな。

  　台座是约三十公分高的金属制，完全没有生锈，被灯光照得发出银色的光芒。

  　土台は三〇センチほどの金属製だけど、全く錆びた箇所もなく、明かりに照らされて鈍く銀色に輝いている。

  　嗯。我开始觉得台座才是魔导具的本体了。上面的木桶看起来也很老旧……

  　うん。これって土台の方が魔導具の本体な気がしてきた。上の樽も年代ものっぽいけど……

  「呃，虽然说魔晶石（中）不够，但要设置在哪里才好呢……」

  「えっと、魔晶石（中）が足りないって話だけど、どこにセットすればいいんだ、これ……」

  『木桶不能移动吗？』

  『樽は動かせませんか？』

  「啊，对哦。」

  「ああ、そっか」

  　就算要酿造各种东西，每次都要把木桶洗干净也很麻烦。

  　いろんな物を醸造するにしても、毎度毎度、樽を綺麗にするの大変だもんな。

  　我用力抱起高约五十公分的木桶，确认能否移动。看来只是放在上面而已。

  　高さ五〇センチぐらいの樽をグッと抱え込んで動かせるか確認。これ置いてあるだけだな。

  　我将抱起来的木桶移开。

  　持ち上げたそれを横に避けると、

  「是这个吗？」

  「これか」

  『是那个凹槽。』

  『その窪みですね』

  　台座的中央有个凹槽，正好可以嵌入中等大小的魔晶石。

  　ちょうど中サイズの魔晶石がはまる
    
     凹
    へこみが台の中央に。

  　如果要留给我，魔晶石也一起留下就好了。不过，我正好有红铠甲熊的魔石（中）变成的魔晶石。

  　残してくれるなら魔晶石も置いといてくれよって感じだけど、ちょうどいいというか、レッドアーマーベアの魔石（中）を魔晶石にしたやつがある。

  　我把魔晶石嵌入凹槽……

  　その窪みに魔晶石を入れ……

  「我手边没有可以酿造的东西……」

  「醸造できそうなもの、持ってなかった……」

  『格雷普尼尔果实之类的呢？』

  『グレイプルの実とかですか？』

  「一开始先用那个试试看吧。不过，格琳辛，大豆酿造之后能做成酱油吗？」

  「最初はそれで試すかな。でも、これってグリシン、大豆を醸造したら
    
     醬
    しょう
    
     油
    ゆができるのかな？」

  　把大豆煮熟后，加入盐水酿造就是酱油？不加盐水就是味噌？

  　大豆を
    
     茹
    ゆでた後、塩水入れて醸造すれば醬油？　入れずに醸造すれば味噌？

  　啊，不对，酱油好像还需要小麦？不试试看不知道……

  　あ、いや、醬油って小麦がいるんだっけ？　やってみないとわからないか……

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  「啊，抱歉。」

  「あ、ごめん」

  『虽然我不太清楚，但这个是不是应该向龙先生报告一下？』

  『私はよくわからないんですけど、これはドラゴンさんに報告しないとじゃないでしょうか？』

  「啊！啊，是啊……」

  「あっ！　あー、そうだよな……」

  　最坏的情况，可能会被说不能使用。能不能想办法让他同意我使用呢……

  　最悪、使っちゃダメって言われるかもか。なんとか使わせてもらえないかな……

  「说起来，之前直播的时候，料理玩家的人们说过，他们正在努力制作味噌和酱油吧？」

  「そういえば、料理プレイヤーの人たちが、味噌とか醬油をなんとかしようと頑張ってるって、前のライブで言ってたよね？」

  『是的。要去看一下情况吗？』

  『はい。どうなったか見てきましょうか？』

  「抱歉。拜托你了。」

  「ごめん。ちょっとお願い」

  　虽然是古代魔导具，但既然能够酿造，那么应该有相应的魔法，多半是能够酿造的元素魔法，说不定已经有人发现了。

  　古代魔導具だけど、醸造ができるってことは、そのための魔法、多分、醸せる元素魔法があるはずだし、誰かが気づいてる可能性もありそう。

  「汪？」

  「ワフ？」

  「嗯，今天就在这里住一晚吧。」

  「ん、今日はここで一泊だよ」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　话虽如此，在石板地上就寝登出还是有点微妙。

  　とはいえ、この石の床で就寝ログアウトは微妙。

  　阁楼似乎是个不错的选择，不过没问题吗？

  　ロフトでってのが良さそうだけど大丈夫かな？

  　这栋建筑物看起来很古老，不知道能不能支撑我和露比两个人的重量。

  　結構古い建物だと思うし、俺とルピの二人分支えられるかっていう問題が。

  「嘿咻……」

  「よっと……」

  　阁楼的高度正好和我的身高差不多。我试着用右边的小梯子爬上去。

  　ちょうど俺の背の高さぐらいのロフト。右わきの小さなハシゴを使って上ってみる。

  　多亏了斯薇，阁楼里已经没有灰尘，除此之外什么都没有。

  　スウィーのおかげでほこりは綺麗さっぱりなくなっていて、それ以外にも何もなし。

  　阁楼的石壁上架着粗木柱，上面铺着木板……应该没问题吧。

  　石壁に太い木の柱を渡し、その上に板張りという感じのロフトだけど……大丈夫そうだな。

  　大小大约是两坪多一点，感觉很舒适……

  　広さ的には四畳半ぐらいの心地よい狭さ……

  「露比，你能爬梯子吗？」

  「ルピ、ハシゴ上れるか？」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　露比先是蹲下，然后轻轻一跳，蹬了一下梯子的中段，轻巧地爬了上来。

  　グッとしゃがみ込んでから軽くジャンプし、ハシゴの中段を蹴って、するりと上がってくる。

  「哦哦，不愧是露比！」

  「おおー、さすがルピ！」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　我不由得摸了摸它的脸。

  　思わず顔をもしゃもしゃ撫でてしまう。

  　斯薇张开双臂，摆出一副「这点小事当然没问题」的表情，不过我并不在意。

  　スウィーが両手を広げて「これくらいできて当然でしょ」みたいな顔してるけど気にしない。

  　啊，对了。应该有兰吉野猪的毛皮……

  　あ、そうだ。ランジボアの毛皮があったはずだし……

  【追加安全区域】

  【セーフゾーンが追加されました】

  【追加住宅：无法获得SP】

  【住居の追加：ＳＰ獲得はありません】

  【可以设置为自宅。要设置吗？】

  【マイホーム設定が可能です。設定しますか？】

  「哦，真幸运！」

  「お、ラッキー！」

  『我回来了。啊，变成安全区域了呢！』

  『ただいまです。あ、セーフゾーンになったんですね！』

  「嗯。这样一来今天就可以安心睡觉登出了」

  「うん。これで今日はまあ安心して就寝ログアウトできるかな」

  　我一边回答，一边在自宅的设置上选择了「否」。

  　そう答えつつ、マイホームの設定には「いいえ」と答える。

  　安全区域的淡淡光芒缓缓地扩散开来，不久后就消失了。

  　セーフゾーンの淡い光はゆっくりと広がっていき、やがてうっすらとして消えた。

  「啊，谢谢。情况怎么样？」

  「あ、で、ありがとう。どうだった？」

  『嗯。我在论坛上看了很多，元素魔法的玩家和精灵魔法的玩家好像都很努力』

  『はい。フォーラムをいろいろ見てきたんですが、元素魔法のプレイヤーさんたちと精霊魔法のプレイヤーさんたちが、頑張ってるみたいです』

  「哦，真的吗。好厉害……」

  「おお、マジか。すげー……」

  　据美音所说，元素魔法是通过生活魔法的〈保温〉保持一定温度来培养细菌，精灵魔法则是通过拜托树精灵来发酵。

  　ミオンの話だと、元素魔法の方は生活魔法の〈保温〉で一定温度を保つことで菌を培養する方法、精霊魔法の方は樹の精霊に発酵をお願いする方法でアプローチしてるらしい。

  「感觉好专业，要是这个古代魔导具的存在暴露了，大家应该会发出惨叫吧……」

  「なんだかプロっぽくて、この古代魔導具の存在がバレたら、悲鳴があがりそうなんだけど……」

  『也许吧……』

  『かもです……』

  　这个魔导具的事情也暂时隐瞒起来？要隐瞒的事情越来越多了啊。话说回来，

  　この魔道具の話もしばらく隠す？　いろいろと隠し事が多くなるのもなあ。というか、

  「为什么做不好呢？」

  「うまくいってない理由ってなんだろ？」

  『好像是因为会产生有毒的细菌』

  『毒性のある菌ができちゃうそうです』

  「不过毕竟是霉菌嘛。不过，感觉只要用神圣魔法解毒之类的应该就能解决了。」

  「まあ、カビだもんな。でも、単純に神聖魔法で解毒とかしてもらえば良さそうな気がするけど」

  　只留下对身体有益的菌……不行吗？

  　体にいい菌だけ残してくれる的な……ダメかな。

  　感觉这种事还是得依靠女神大人的奇迹，不然就太方便主义了。

  　そのあたりは女神様の奇跡に頼るとか、めちゃくちゃご都合主義な気がしなくもない。

  『翔君！这件事跟部长说说看吧！』

  『ショウ君！　その話、部長にしましょう！』

  「咦，不……嗯。」

  「え、いや……、うん」

  　虽然是随便想到的点子。

  　適当な思いつきなんだけどなあ。

  　不过，反正我不会用神圣魔法，如果能在白银之馆尝试的话，倒也不错……

  　まあ、俺は神聖魔法使えないし、白銀の館で試してもらうなら、いいか……

  「现在大概是晚上十点左右？」

  「今って午後十時ぐらい？」

  『是的。快十点了。』

  『はい。十時少し前です』

  　外面的雨声还是没变。也没有其他特别能做的事。

  　外の雨音は相変わらず。他に特にできることもないんだよな。

  　为了这种时候，是不是应该在道具栏里放本书呢？

  　こういう時のために、インベントリに本の一冊でも入れとくべきかなあ。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　斯薇、露比，还有我，都把格雷普尔当成点心在吃。

  　スウィーとルピ、俺もだけど、ドライグレイプルをおやつがわりに食べてる。

  　偶尔发呆一下也不错……

  　まあ、たまにはぼーっとするのもいいか……

  『明天先回去一趟，然后去教会后面吗？』

  『明日はいったん戻ってから教会裏ですか？』

  「是啊。今天也吃了不少，得再去采才行。」

  「かな。これ、今日も結構食べちゃったし、また採りに行かないと」

  　格雷普尔快用完了。帕普也差不多快没了。

  　ドライグレイプル品切れ間近。ドライパプもそろそろなくなりそうだしなあ。

  『把那个地方当成田地怎么样？』

  『あの場所を畑にするのはどうですか？』

  「啊，也可以吧。不过，会不会有点远？」

  「あー、それもありか。でも、ちょっと遠くない？」

  『山间小屋附近虽然也不错，但考虑到今后还要养鸡和牛，还是选那边比较好吧』

  『山小屋の近くもいいんですが、この先、鶏さんや牛さんを飼うことになったら、あっちになるんじゃないかなって』

  「噢噢，确实……」

  「おお、確かに……」

  　虽然游戏里应该不会有臭味的问题……

  　ゲームだし、臭いがどうこうはなさそうだけど……

  　不过王都的养鸡场好像也是在城外，这好像是直播里提到过的。

  　王都だと街の外に養鶏場があるとか、ライブで教えてくれてた気がするな。

  『要是能把那座教会也包含在内，整个区域都变成安全区域就好了……』

  『あの教会も含めて、全体的にセーフゾーンになってくれるといいんですけど……』

  「是啊。打倒蜈蚣后就形成了安全区域，要是能扩大就好了」

  「だね。ムカデ倒したことでセーフゾーンができてたけど、あれが広がってくれたりしないかな」

  　说起来，西南森林出口的草丛明明什么都没有，却也是安全区域……难道是我漏看了，其实有什么东西吗？

  　そういえば、南西の森の出口の草むらって特に何かあるわけじゃないのにセーフゾーンなんだよな。……俺が見逃してるだけで、実は何かある？

  『还有，要是放上女神大人的雕像，是不是就能形成安全区域了呢』

  『あと、女神様の像を置けばセーフゾーンができたりしないかなって』

  「啊！这有可能！」

  「ああ！　それはありそう！」

  　女神大人的雕像啊……

  　女神様の像か……

  　让赛丝去王都的神殿参考一下，应该能做出来吧？

  　セスあたりに王都の神殿に行ってもらって、参考にすれば作れるか？

  　不对，首先得找到鸡和牛才行……

  　いや、そもそも鶏や牛を見つけるのが先か……

  『还有，虽然这是我的任性，但那座山间小屋的地点很漂亮，要是田地增加太多……』

  『それと、私のわがままですけど、あの山小屋の場所が綺麗なので、あんまり畑が増えると……』

  「啊，我懂了。要是田地在那附近增加太多，就会变成梯田了」

  「あー、納得。確かにあそこに畑ガンガン増やすと、段々畑になっちゃうしね」

  　虽然那样也别有一番风情，但难得有这么漂亮的草地斜坡。

  　それはそれで風情があるけど、せっかくいい感じの草っぱら斜面。

  　天气好的时候自不必说，下雨天也挺不错的。

  　天気の良い日はもちろん、雨降った日も良かった。

  「狩猎和采集在西南森林，帕普果实和河鱼在东南，农耕和畜牧在西北，这里东北是酿造和渔业？」

  「狩りと採集は南西の森、パプの実とか川魚は南東、農耕と畜産は北西、ここ北東は醸造と漁？」

  『是的。我觉得这样简单明了比较好』

  『はい。わかりやすくて良いかなって』

  「是啊。那土间旁边的田地就小一点，教会后面开垦大片田地吧」

  「そうだね。じゃ、土間の隣の畑は小さめで。教会の裏手に大きな畑を作ろうか」

  　佩利尔森斯，格琳辛，奥达普拉果然还是想多做一点。如果能在这里酿造的话，格琳辛多一点也不会浪费。只是……

  　ペリルセンス、グリシン、オーダプラはやっぱりたくさん作りたい。ここで醸造ができるってなると、グリシンは多くて困ることないもんなあ。ただ……

  「其他地方稍微走几步就能到，但这里挺远的啊」

  「他はまあちょっと歩けば行ける場所だけど、ここって結構遠いんだよな」

  『是啊。每次都要留宿的话就麻烦了』

  『そうですね。毎回泊まりになっちゃうと大変です』

  　有没有什么能迅速过来的捷径……

  　なんかこう、さくっと来られるショートカット……

  「如果一楼的传送魔法阵的前方是这里就好了……」

  「一階の転移魔法陣の先がここならなあ……」

  『去问问银色的龙先生怎么样？』

  『銀色のドラゴンさんに聞いてみるのはどうでしょう？』

  「啊，对啊。那里是之前失控时去的地方，之前的记录上写着中央。亚珍塔先生有可能知道」

  「あ、そうか。例の暴走があって行った先だし、例の記録には中央とか書かれてたよな。アージェンタさんが把握してる可能性はありそう」

  　不过，如果因为失控导致建筑物崩塌，也有可能被埋在下面。

  　でも、暴走して建物が崩壊とかなら、埋もれちゃってるって可能性もあるか。

  　反正问问看……问了就会知道吗？而且，感觉和古代遗迹的调查完全无关……

  　まあ聞いてみれば……聞いてわかるものなのか？　それに、古代遺跡の調査とは全く関係ない気もするし……

  〖发现了古代遗迹！〗

  〖古代遺跡が発見されました！〗

  「诶？」

  「え？」

  『我去看看。』

  『ちょっと見てきますね』

  「啊，嗯。」

  「あ、うん」

  　虽然我觉得没什么关系，不过她还是去了。

  　別にいいかなと思ったけど行っちゃったか。

  　我还以为是久违的古代遗迹发现，不过记得在奈特所在的王国西南方，诺姆们以前的村落那边也发现过。

  　久しぶりの古代遺跡発見かなと思ったけど、ナットがいる王国の南西、ノームたちの昔の里の向こうでも見つかった話があったっけ。

  　在那之前，好像也在帝国西北方发现过。

  　その前に、帝国の北西でも見つかったとか聞いたし。

  「汪。」

  「ワフ」

  「嗯？啊啊，要打开木窗看看吗？」

  「ん？　ああ、木窓開けてみるか」

  　露比在阁楼的墙边，好像希望我打开木窗。

  　ルピがロフトの壁際、木窓を開けてほしそう。

  　关着的话空气会不流通，而且我也想确认一下外面的情况。

  　締めきってると空気が
    
     澱
    よどむし、外の様子もちょっと確認したい。

  　我打开双开式的门……慎重地解开中央的扣具，然后推了开来，响亮的雨声顿时变大。

  　両開きの扉を……中央の留め具を慎重に外して押し開けると、響き渡る雨音が大きくなる。

  「虽然雷声停了，不过雨势感觉还是很大。」

  「雷はおさまったけど、雨は本降りって感じかな」

  　由于窗户位置很高，屋檐也很长，所以不用担心雨水会吹进来。

  　高い位置にある窓で、軒先も長いので吹き込んでくる心配はなさそう。

  　如果有纱窗之类的东西会很方便。不，做个类似竹帘的东西挂起来就行了吧？

  　網戸とかあると便利なんだけどな。いや、すだれっぽいものを作って
    
     吊
    つるせばいいのかな？

  　在山间小屋也试试看好了……

  　山小屋でもやってみるか……

  『我回来了。』

  『ただいまです』

  「啊，欢迎回来。」

  「あ、おかえり」

  『听说在帝国东北方的森林深处，发现了相当大的古代遗迹。』

  『帝国の北東にある森の奥で、かなり大きな古代遺跡が見つかったそうです』

  　啊～这么说来，那边至今为止好像没什么特别的。

  　あー、そういえば、あっち方面は今まで特に何もなかったか。

  　西边是王国，中央是帝国，南边是公国，东边是共和国。

  　西は王国、中央に帝国、南に公国、東に共和国。

  　北边是亚珍塔先生说的龙都？东边也是，再过去好像就是魔王国。

  　北にはアージェンタさんが言ってた竜の都？　東も、もっと行けば魔王国だったっけ。

  「迷宫？」

  「ダンジョン？」

  『好像是个荒废的都市遗迹。说不定还有迷宫』

  『荒廃した都市の跡みたいな場所だそうです。ひょっとしたら、ダンジョンもあるかもですけど』

  「诶，你说很大，是那种程度的大小吗！？」

  「え、でかいってそんなレベルの大きさなんだ!?」

  　根据美音在论坛上听到的消息，那里的大小可能和帝国或王国的首都差不多。

  　ミオンがフォーラムで見聞きした話だと、帝国や王国の首都ぐらい大きいんじゃないかって話。

  　那么，虽然想立刻去调查……

  　じゃ、さっそく調査って話になるところなんだけど……

  『龙人族的人出现了，说想进去的话需要龙族的许可。因为不死者很多，所以很危险……』

  『竜人族の人たちが現れて、中に入りたいなら竜族の許可を取るように言われたそうです。アンデッドが多くて危険だからと……』

  「龙族……」

  「竜族って……」

  　是指亚珍塔先生他们吧。

  　アージェンタさんたちのことだよな。

  　感觉他们除了有翼人和巨人以外还有其他部下，龙人族应该也是吧。

  　有翼人や巨人以外にも従えてるようなこと言ってた気がするし、竜人族もそうなんだろう。

  『还有，那个队伍里的神官，好像用神圣魔法突破了上限。好像是世界第一个，和翔君那时一样获得了3SP』

  『あと、そのパーティーにいた神官さんが、神聖魔法で上限突破したそうです。ワールド初だったみたいで、ショウ君の時にもあった３ＳＰを獲得したみたいですよ』

  　那个神官是封闭测试时的顶尖组。

  　その神官さんは、クローズドベータからのトップ組。

  　基础技能等级最大是10，而且法衣的修正有神圣魔法＋1，所以突破了上限。好厉害啊。

  　素のスキルレベルが最大の10になって、かつ、
    
     法
    ほう
    
     衣
    えの補正が神聖魔法＋１あって突破したらしい。すごいな。

  『然后，好像和翔君那时一样，可以取得别的技能……要听吗？』

  『それで、ショウ君の時と同じように、別のスキルが取得できるようになったそうですが……聞きますか？』

  「唔，会是什么？直接说是上位神圣魔法之类的？我也不觉得这算是剧透，可以告诉我吗？」

  「うーん、なんだろ？　安直に上位神聖魔法とか？　特にネタバレって思わないし教えてくれる？」

  『好的！好像是圣灵魔法。不是妖精的精，而是圣母的圣哦。』

  『はい！　聖霊魔法だそうです。妖精さんの精ではなく、聖母さまの聖の方ですね』

  　嗯？啊，是圣字的圣灵啊。原来如此。

  　ん？　あ、
    
     聖
    ひじりって字の方の聖霊か。なるほどなるほど。

  「从印象上来说，我想到的是圣剑之类的，是偏向那方面的吗？」

  「イメージ的に聖剣とかそっちが思い浮かぶんだけど、そっち寄りなのかな？」

  『虽然还不清楚详细情况，但和偏向回复和防御的神圣魔法相比，圣灵魔法好像也有攻击魔法。』

  『まだ詳しいことはわからないそうですけど、神聖魔法が回復や防御寄りだったのに比べて、聖霊魔法は攻撃もあるそうです』

  　就是常见的光线技之类的吧。

  　よくある光線技とかそういうやつだよな。

  　像是圣光射线和圣光波之类的。感觉对不死者非常有效，时机正好……

  　ホーリーレイとかホーリーウェーブとかそういうやつ。アンデッドにめっちゃ効きそうだし、ちょうど良いタイミングだったのか……

  〖世界任务开始〗

  〖ワールドクエストが開始されました〗

  「『哎？』」

  「『え？』」

  「哎哎哎……没想到世界任务会在这种时候开始……」

  「えええ……、ワールドクエストがこんな時期に始まると思わなかったんだけど……」

  『翔君，请告诉我任务的内容。』

  『ショウ君、クエストの内容を教えてください』

  「啊，嗯。呃……」

  「あ、うん。えーっと……」

  【世界任务：死灵都市：第一部「交涉」】

  【ワールドクエスト：死霊都市：第一部「交渉」】

  『在格兰尼亚帝国的东北，别名漆黑森林的深处发现了一座废墟都市。

  『グラニア帝国の北東、別名、漆黒の森の奥に廃墟となった都市が発見された。

  　虽然这是古代魔导都市原样保留下来的稀有遗迹，但这座都市被不死者占据，由于其危险性，处于龙族的监视之下。

  　古代魔導都市がそのまま残っている希少な遺跡だが、この都市はアンデッドに占拠され、その危険性ゆえに竜族の監視下にある。

  　想要调查都市内部，首先需要得到龙族的许可。

  　都市の内部を調査するには、まず竜族の許可を得る必要があるだろう。

  　目的：与龙族交涉。达成率1％』

  　目的：竜族との交渉。達成率１％』

  　意思是说，想要探索死灵都市，首先得得到龙族的认可？

  　その死霊都市を探索したかったら、まずは竜族に認められろ的な？

  　不过话说回来，死灵都市……

  　それにしても、死霊都市って……

  「是因为魔导设施失控吗？」

  「魔導施設の暴走だっけ？　あれのせいで？」

  『我想是的。据说当时有九成的人类都死了……』

  『だと思います。当時の人は九割亡くなったってお話が……』

  　整座城市都毁灭了啊。应该有很多人连发生了什么都不知道吧。

  　都市丸ごとか。何が起こったかさっぱりわからないままって人も多かったんだろうな。

  「这次好像和国家之间的争端无关，贝露部长她们会怎么做呢？」

  「今回は国同士の
    
     諍
    いさかいは関係なさそうだけど、ベル部長たちはどうするんだろ」

  　今天她们说要去港口城市，不对，是渔村。完全和我们是反方向。

  　今日は港町、いや、漁村か。そっちへ行くって言ってたから、完全に反対方向。

  　毕竟是我提议的，感觉有点不好意思。

  　俺の提案だったし、微妙に申し訳ない感じ。

  『在社团活动室等她们吗？』

  『部室で待ちますか？』

  「啊，嗯，时间差不多了。」

  「あ、うん、そろそろ時間だよね」

  『是的。』

  『はい』

  　我们聊着聊着，时间正好。

  　なんだかんだ
    
     駄
    だ
    
     弁
    べってちょうど良い時間。

  　今天就在这里睡觉登出，明天社团活动的时候再回山间小屋吧。

  　今日はここで就寝ログアウトして、明日の部活で山小屋に帰ろう。

  「露比，斯薇，今天就到此为止吧。」

  「ルピ、スウィー、今日はここまでな」

  「汪。」

  「ワフン」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　我把灯光调暗，然后道了声晚安……

  　明かりは小さくしてもらって、おやすみなさい……

  「我回来了。」

  「ただいま」

  『欢迎回来。部长和赛丝酱好像还在游戏里……』

  『お帰りなさい。部長とセスちゃんはまだゲーム中みたいですけど……』

  　世界任务已经发布了，可能是在和公会的人商量吧？

  　ワールドクエストが発生したし、ギルドの人たちと相談中とかかな？

  　那就不等今天，等明天社团活动的时候再聊吧。正当我这么想的时候，

  　だったら、今日じゃなくて明日の部活にかな。と思ったら、

  「啊，太好了。你们在啊」

  「ああ、良かった。いたわね」

  「兄长！我回来了！」

  「兄上！　ただいま！」

  「欢迎回来。我想你们应该有世界任务的事情要说」

  「おかえり。ワールドクエストの話があるんじゃないかと思って」

  「嗯嗯！」

  「うむうむ！」

  　贝露部长和赛丝两人坐到座位上后，美音就连接到了官网？　好像是这次世界任务的说明页面。

  　ベル部長とセスの二人が席に着いたところで、ミオンが公式ページかな？　に繫いでくれる。今回のワールドクエストの説明ページっぽい。

  「之前有这种页面吗？」

  「前ってこんなページあった？」

  『没有，应该是从这次开始的』

  『いえ、今回からだと思います』

  「还增加了上次的概要和结果。是不是因为新手们有不满啊」

  「前回の概要と結果も増えてるわ。新規さんから不満があったからじゃないかしら」

  　啊，对哦。对于在上次世界任务之后才开始玩的人来说，完全搞不懂啊。

  　あ、そっか。前回のワールドクエストの後からプレイし始めた人には訳わかんないもんな。

  　不过，上次的任务和岛完全没关系，不对，虽然被斯薇带去了，但和达成率没有关系。

  　まあ、島は全く関係なかったし、いや、スウィーに連れて行かれたけど、達成率とは無関係。

  　虽然我也对这次任务的内容感兴趣，但又不能去死灵都市。

  　今回のもどういう内容なのか興味はあるけど、その死霊都市に行けるわけでもないしなあ。

  「嗯，任务概要和游戏内的记述一样。不过，这里让人在意啊」

  「うーむ、クエスト概要はゲーム内の記述と変わらんのう。ただ、気になるのはここよな」

  「嗯？哪里？」

  「ん？　どれ？」

  　赛丝指着的地方写着类似注意事项的东西，

  　セスが指差す先には注意書きみたいなものが書いてあって、

  【任务期间】

  【クエスト期間】

  　本任务的结束时期会根据达成率而有所变动，预计分为三个阶段，持续两个月左右。

  　本クエストの終了時期は達成率により前後しますが、三部構成で二ヵ月前後を予想しております。

  【任务奖励】

  【クエスト褒賞】

  　根据结束时的状况，所有参加玩家将获得5～15SP。

  　終了時の状況により、参加全プレイヤーに５〜15ＳＰ。

  　・贡献度最高的100名玩家将获得15SP。

  　・貢献度トップ一〇〇プレイヤーに15ＳＰ。

  　・贡献度最高的1000名玩家将获得9SP。

  　・貢献度トップ一〇〇〇プレイヤーに９ＳＰ。

  　※不显示贡献度排行榜。

  　※貢献度ランキング表示は行いません。

  　※与上次相同，离岛玩家将视为不参加。

  　※前回同様、離島プレイヤーは不参加扱いになります。

  「……离岛玩家的事，不特意写出来也没关系吧？」

  「……離島プレイヤーのこと、わざわざ書かなくて良いと思わない？」

  『我想是因为有人在意上次的奖励是不是翔君拿到的哦？』

  『前回の褒賞をショウ君がもらったか気になってる人がいたんだと思いますよ？』

  「嗯，毕竟兄长是无人岛开局还拿到了奖励。如果世界任务也一样，那平衡就无法维持了。」

  「まあ、兄上は無人島スタートで褒賞をもらっておるからの。ワールドクエストもとなると、バランスが取れんのであろう」

  「是啊。」

  「そうよねえ」

  　赛丝笑着说道，贝露部长也点头表示同意。

  　そう言って笑うセスに納得して頷くベル部長。

  　运营会考虑得那么周全吗……

  　運営、そこまで考えてるかなあ……

  『部长和赛丝酱，还有公会的各位打算怎么办？』

  『部長やセスちゃん、ギルドのみなさんはどうされるんですか？』

  「那个有翼人似乎有可能与龙族接触。」

  「例の有翼人から竜族に接触できる可能性がありそうですけど」

  「除了能沟通的对象以外，我不想进行交涉。」

  「話の通じる相手以外とは交渉などしたくないのう」

  「暂时观望一下吧……」

  「しばらくは様子見かしらね……」

  　两人都面露难色。我懂。

  　と二人とも渋い顔。わかるけど。

  　要是拜托那些家伙什么事，感觉会提出不得了的要求。

  　あいつらに何かお願い事をしたら、とてつもない要求が来そうだし。

  「啊，对了，你和希兹小姐联系上了吗？话说，玛莉姐好像在使唤她……」

  「ああ、そういえば、シーズンさんと連絡つきました？　てか、マリー姉が振り回してるっぽいんだけど……」

  　我一边问贝露部长，一边又问赛丝。

  　ベル部長に聞きつつ、後半はセスに。

  　我想起神圣魔法的事，还有圣灵魔法的事。

  　神聖魔法で思い出したのと、聖霊魔法って話もあったなとか。

  「嗯，我通过蒂玛莉亚小姐联系上了。她现在好像在共和国，不过可能会因为这次的世界任务去死灵都市」

  「ええ、ディマリアさん経由で連絡は取れたわ。今は共和国にいるらしいけど、今回のワールドクエストで死霊都市に行くかもしれないわね」

  「姐姐大人应该会去吧。虽然希兹阁下被她折腾得够呛，但看起来挺开心的，所以没问题。公会那边戈尔德姐姐大人也回来了」

  「姉上なら行くであろうのう。シーズン殿は振り回されてはおるが、楽しんでるようなので問題あるまい。ギルドの方はゴルドお姉様も戻られたのでな」

  　嗯，既然她本人开心，那也没必要泼冷水。

  　まあ、本人が楽しんでるなら水を差す必要もないか。

  『部长你们还要继续探索今天去的渔村附近吗？』

  『部長たちは今日行った漁村のあたりの探索を続けるんですか？』

  「暂时是这么打算的。不过，如果去死灵都市的人变多了，我想趁这段时间去公国的塔那边看看」

  「しばらくはそのつもりよ。ただ、死霊都市方面に行く人が増えたら、その間に公国にある塔の方に行きたいのよね」

  「啊，那个任务我们只做了一半」

  「あー、あれ、途中でしたよね」

  　现在Game Dolls和粉丝们还很多，为了避免麻烦，所以要避开。

  　今はまだゲームドールズやファンの人たちが多いので、面倒なことにならないように避けてるんだとか。

  　等因为世界任务而前往死灵都市的人变多，塔那边的人变少的话，再去吗？

  　ワールドクエストで死霊都市に人が行って、塔の方の人が減るようならってことか。

  「对了对了，格里涅的玩家拜托了我一件事」

  「そうそう、クリーネにいたプレイヤーに頼まれたことがあるのよ」

  「拜托？」

  「頼まれたって？」

  「贝露阁下认识美音阁下吧。她拜托我传话给兄长，说『在直播里钓鱼』」

  「ベル殿がミオン殿と知り合いであろう。そこから兄上に『ライブで釣りをやってくれ』と伝言を頼まれておる」

  　据说格里涅渔村是目前ＩＲＯ里唯一可以安全享受海钓的地方。

  　なんでも、クリーネって漁村は、現状のＩＲＯで唯一海釣りを安全に楽しめる場所らしい。

  　所以，现实里喜欢钓鱼的人们也聚集在那里，每天都在钓鱼……

  　なので、リアルでも釣り好きな人たちが集まって、日がな釣りをしてるんだとか……

  『好厉害啊……』

  『すごいですね……』

  「他们几乎都是因为去现实里钓鱼会被老婆骂，所以才在ＩＲＯ里钓鱼的」

  「彼らのほとんどは、リアルで釣りに行くと奥方が怒るからという理由でＩＲＯで釣りをやっておるようだがの」

  　怎么说呢，嗯，好吧。

  　なんていうか、うん、まあ。

  　海钓确实挺危险的，老婆们应该是在担心老公吧。

  　海釣りってそれなりに危ないし、旦那さんが心配だってことじゃないかな。

  「不过，有那么多钓鱼的人，应该钓到了很多鱼吧？」

  「でも、それだけ釣り人がいたら、結構いろんな魚とか釣れてるんですよね？」

  「嗯，就我所知，有竹荚鱼之类的。我收到了他们做的鱼干，非常好吃」

  「ええ、私がわかる範囲だけど、アジなんかはあったわね。干物にしたものを頂いたけど、すごく美味しかったわ」

  　唔，我也去钓鱼吧……

  　くっ、俺も釣りするか……

  「不过，没有酱油真让人难受啊」

  「ただ、醬油がないのが辛いのう」

  『翔君』

  『ショウ君』

  「啊，嗯，关于这个……」

  「あー、うん、それなんだけど……」

  　这件事得先说清楚。

  　このことは話しておかないとだよな。

  　美音把刚才的限定直播存档调了出来。播放的当然是【魔导酿造器】的部分。

  　ミオンがさっきの限定配信アーカイブを取り出してシークしてくれてる。再生するのはもちろん【魔導醸造器】のところ。

  「嚯！还有这种东西啊！」

  「ほう！　このようなものがあるのか！」

  「……你打算用这个做酱油，而不是做酒吧？」

  「……これをお酒じゃなくて、醬油作りに使うつもりなのね？」

  「是的」

  「です」

  　贝露部长好像稍微有点冻结耐性了？

  　ベル部長、ちょっとフリーズ耐性ができたっぽい？

  　然后，我将之后和美音的对话，以及在目前失败的酱油制作中加入神圣魔法的计划也告诉了她。

  　で、その後のミオンとの会話、現状失敗してる醬油作りに、神聖魔法を加えたらってあたりも聞いてもらう。

  『您不觉得会成功吗？』

  『うまくいきそうな気がしませんか？』

  「嗯，不过，那已经试过了，结果还是不行……」

  「ええ、でも、それはもう試してダメだったのよ……」

  　据说，蒂玛莉亚小姐也在摸索制作味噌和酱油的方法。

  　なんでも、ディマリアさんも味噌醬油作りを模索してるらしい。

  　她好像也尝试过用神圣魔法解毒，但对毒素本身施加解毒也没有任何效果。

  　神聖魔法の解毒も試してみたそうだけど、毒そのものに解毒をかけても何も起きないんだとか。

  　解毒是治疗中毒这种异常状态吗？

  　毒っていう状態異常を治すのが解毒なのかな？

  「其他方法试过了吗？净化和祝福之类的」

  「他は試しました？　浄化とか祝福とか」

  「哎？那些应该没试过吧……」

  「え？　それは試してないんじゃないかしら……」

  「兄长认为净化和祝福比解毒的可能性更高吗？」

  「兄上は浄化や祝福の方が、解毒よりも可能性が高いと？」

  「嗯。净化是消除坏东西，祝福是增强好东西的力量？两者同时使用的话，或许只会留下对人有益的细菌……」

  「うん。まあ、浄化は悪い物を消すんだろうし、祝福は良い物の力を増す感じ？　両方かければ、人に良い菌だけ残ったり……」

  　会不会太牵强了？

  　ちょっとご都合主義すぎるかな？

 
  05　星期三　大展身手！

  05　水曜日　こうかはばつぐんだ！

  「早。」

  「おは」

  「哦……」

  「おう……」

  　趴在桌上的奈特抬起头来回答。

  　机に突っ伏していたナットが顔を上げて答える。

  　他看起来明显睡眠不足。

  　どう見ても寝不足っぽいのは、

  「你看起来很困，果然是因为世界任务开始的关系吗？」

  「眠そうだな。やっぱり、ワールドクエスト始まったせいか？」

  「是啊，真希望他们能考虑一下时间点……」

  「だな。タイミング考えてくれって思ったわ……」

  　我记得世界公告是在昨天晚上十点半左右发布的。

  　ワールドアナウンスがあったのって、昨日の午後十時半ぐらいだったっけ。

  　奈特的朋友很多，他们应该在讨论世界任务要怎么处理吧。

  　フレの多いこいつのことだし、ワールドクエストをどうするかって話になったんだろう。

  「所以奈特你们打算怎么办？」

  「で、ナットたちはどうするつもりなんだ？」

  「我们打算让想去的人去。不过，现在还有事情没做完，所以要等那边告一段落后再说。」

  「一応、希望者で行ってみようってことになった。ただ、今いるところでやりかけのこともあるし、そっちが落ち着いてからって話だな」

  　正在调查旧诺姆村深处古代遗迹的朋友会继续留在那里。

  　旧ノームの里の奥の古代遺跡を調べてるフレはそのまま滞在。

  　另外，从事木匠、农耕、畜牧等生产活动的玩家也会留下来。

  　あと、大工や農耕、畜産をしてる生産メインのプレイヤーも残るそうだ。

  「对了，你们有成立玩家公会吗？」

  「そういや、プレイヤーズギルドは作ったのか？」

  「还没有，因为还没决定好要以哪里为据点……」

  「まだだな。どこを拠点にするかが決まってねえし……」

  「你们现在是在拉夏铎领地吧？不是那里吗？」

  「今いるラシャード領だっけ？　そこじゃないんだ」

  「我们本来是打算去那边，但世界任务开始了……」

  「そのつもりだったところで、ワークエ始まっちまったからな……」

  　啊，难怪他会移情别恋。

  　ああ、そりゃ目移りするよな。

  　虽然现在是死灵都市，但要是世界任务成功结束，也有可能变成普通的都市，然后又发生别的事件。

  　死霊都市って話だけど、ワールドクエストが成功で終わったら普通の都市になる可能性もあるし、そこからさらにって展開もありそう。

  「赛丝酱那边怎么说？」

  「セスちゃんとこはどうするって？」

  「她说先观望。比起这个，她还说趁玩家都去那边的时候，我们去别的地方看看吧。」

  「様子見だってさ。それより、そっちにプレイヤーたちが大勢行ってる間に、別のところに行こうかとか話してたぞ」

  　我告诉奈特“白银之馆”的方针，然后拜托他不要说出去。不过，他应该不会到处乱说就是了。

  　と『白銀の館』の方針を伝え、オフレコで頼むと付け加える。まあ、言いふらしたりはしないだろうけど。

  「死灵都市人多，其他地方就空下来了是吗？这倒也是……呼啊～」

  「死霊都市が混雑する分、他が空いてくるってか。それもアリ……ふあ〜ぁ」

  「你可别太乱来啊，班长在瞪你了。」

  「お前、ほどほどにしとけよ。いいんちょ睨んでるぞ」

  　刺人的视线越过我的左肩，投向奈特。

  　刺すような視線が俺の左肩を越えてナットに。

  　看来午饭时间要被说教了……

  　これは、昼飯時にお説教コースだな……

  　久违的普通社团活动。

  　久しぶりの普通の部活。

  　我和美音正在检查昨天上传的山间小屋装修视频的评论。

  　俺とミオンは昨日アップされた山小屋リフォーム動画のコメントチェック中。

  　可能是因为考试期间休息了一段时间，评论栏的气氛很热烈……

  　テスト期間中のお休みがあったせいか、コメント欄のテンションが高い……

  　贝露部长好像在检查论坛。

  　ベル部長はフォーラムチェックしてる感じかな。

  「说起来，你们那边有找到应用魔法学的书吗？」

  「そういえば、応用魔法学の本ってそっちでも見つかりました？」

  「不，还没有。这也是我想去古代遗迹的原因……」

  「いえ、それがまだなのよね。それもあって古代遺跡に行きたいのだけど……」

  　贝露部长重重地叹了口气，整个人陷进电竞椅里。

  　ベル部長が大きなため息をつきつつ、ゲーミングチェアに沈み込む。

  「听说有人用神圣魔法突破了上限，贝露部长的元素魔法也差不多了吧？」

  「神聖魔法で上限突破した人が出たそうですけど、ベル部長も元素魔法がそろそろなんじゃ？」

  「现在是9级。加上魔杖的加成就是MAX了……」

  「今、スキルレベル９よ。
    
     杖
    つえの補正を入れてＭＡＸなの……」

  『还差1级呢』

  『あと１なんですね』

  　那当然会想升级了，可以的话还想拿到『世界第一个突破技能等级上限（元素魔法）』的奖励SP。

  　そりゃまあ上げたいだろうし、できれば『ワールド初のスキルレベル上限突破（元素魔法）』の褒賞ＳＰをもらいたいよな。

  　考虑到今后的事，应用魔法学最好也早点拿到。

  　その先のことも考えると、応用魔法学はどれか早めにって感じか。

  「阿梅拉领的古代遗迹变得麻烦起来，真是让人头疼」

  「アミエラ領の古代遺跡が面倒なことになったの、地味に痛いっすね」

  「是啊。那里有『白银之馆』的成员在，行动起来很方便」

  「ええ。あそこなら『白銀の館』メンバーもいて動きやすかったのよね」

  　补给也很快，还有各种可以通融的成员，最重要的是待起来很舒服。

  　補給もすぐだし、いろいろと融通利くメンバーもいるし、何より居心地いいだろうしなあ。

  『说起来，那之后的交涉怎么样了？』

  『そういえば、あの後の交渉はどうなったんでしょうか？』

  「戈尔德姐姐大人回来了，我和仁培先生两个人传达了王国方的意志」

  「ゴルドお姉様が戻ってきてくれたし、ジンベエさんと二人で王国側の意志は伝えたわよ」

  　贝露部长有点有趣地说道。

  　ちょっと面白そうに話すベル部長。

  　虽然冒险者可能会想在古代遗迹进行采掘和探索，但阿梅拉领及王国似乎完全不参与其中。

  　古代遺跡は冒険者が採掘や探索したがるかもしれないが、アミエラ領及び王国はこれに一切関与しないらしい。

  　然后，关于他们的要求『分红』，王国方表示会尽可能地广为宣传，但征收就交给有翼人自己处理了。

  　で、彼らの要求である『あがり』については可能な限り周知しておくが、その徴収はそちら側でどうぞと有翼人たちに丸投げしたそうだ。

  「也就是说，如果提出这种要求，就自己管理的意思吗？」

  「要するにそんな要求出すんなら、自分たちで管理しろってことですか」

  「嗯，是啊」

  「ええ、そうね」

  「真是无情啊」

  「えげつないっすね」

  「这是子爵大人赞成赛丝酱的主意的结果哦？」

  「セスちゃんのアイデアに子爵様が賛成した結果よ？」

  　我不由得仰天长叹。她就是这样的妹妹啊，嗯。

  　思わず天を仰ぐ俺。そういう妹だったな、うん。

  　不过，倒也没必要为他们做些什么。

  　でもまあ、彼らのために何かしないとってのはないよな。

  　如果从一开始就友好地进行互利的谈话，我觉得也可以给他们一些分红。

  　最初から友好的でお互いに利益のある話なら、あがりのいくらかを渡してとかいう話だってありだと思うんだけどなあ。

  『对方的反应如何？』

  『向こうの反応はどうだったんでしょうか？』

  「好像愣住了」

  「ぽかーんってなってたらしいわよ」

  　亚珍塔先生，看起来很辛苦。这件事也姑且报告一下吧……

  　アージェンタさん、苦労してそう。このことも一応報告しておくか……

  「今后要将开拓地好好地整顿成城市，然后向东扩张吧」

  「今後は開拓地をきっちりとした街に整備していくのと、東側への拡張かしらね」

  　贝露部长一边说着，一边给我看官网上的大陆地图。

  　ベル部長がそう言いつつ、公式ページに載っている大陸の地図を見せてくれる。

  　和我最初看到的相比，范围扩大了不少，这果然是开拓的结果吧。

  　俺が最初に見たやつより随分と広がってるけど、これってやっぱり開拓した結果なのかな。

  「现在是这种感觉啊」

  「今、こんな感じなんですね」

  『部长所在的格里涅渔村是在这里吗？』

  『部長がいるクリーネという漁村はここでしょうか？』

  「嗯，虽然看起来很远，但如果有坐马车的钱的话，花不了多少时间」

  「ええ、かなり遠く見えるけど、馬車に乗るお金があれば時間はかからないわ」

  　位于大陆西端的小村庄。王都流过来的河流流入大海的地方。

  　大陸の西の端にある小さい村。王都から流れる川が海へと流れ込んでいる場所。

  「感觉这里挺安全的，明明是个人口增加也无妨的好地方。」

  「なんか、この立地で安全だともっと人が増えても良さそうな場所に見えるんですけど」

  「是啊。虽然怪物很少出没，但这里还有个强敌。」

  「そうね。モンスターもあまり出ないらしいけど、それよりも強敵がいるのよ」

  『强敌？』

  『強敵ですか？』

  「是啊，只要一下雨，河川就会泛滥。另外，海潮灾害也很严重。」

  「ええ、雨が降るとすぐに川が溢れるらしいわ。あと、高潮被害も結構あるそうよ」

  　哦，原来是这样。

  　ああ、そういう。

  　毕竟这个世界连土木技能都失传了，当然没有护岸工程之类的。

  　土木スキルが行方不明になってる世界だし、護岸工事とかもないよなあ。

  　明明是平地，却因为洪水和海潮灾害无法种植农作物，所以只能靠渔业维生吗？

  　平地なのに農作物は洪水と高潮で無理ってなると、漁業ぐらいしかないのか。

  「渔船之类的长什么样子？」

  「漁船とかってどんな感じです？」

  「是只能容纳两到三人的小船。当然，动力是风和人力，所以无法出海太远。」

  「乗れて二人か三人って感じの小舟ね。当然、動力は風と人力になるから、遠くまで出られるような船じゃないわよ」

  　船舶技术比我想象中还要不成熟。

  　思った以上に船舶技術も未熟だった。

  　当地居民捕鱼，将鱼干出口到王都，再购买小麦和蔬菜等物资维持生计。

  　土着の人たちは漁をして、干物を王都方面へ輸出。かわりに小麦やら野菜やらを買って生計を立ててるらしい。

  『没有制盐吗？』

  『塩は作ってないんでしょうか？』

  「以前好像有制盐过，但王国北部能采到岩盐后就停止了。」

  「昔は少し作ってたそうだけど、岩塩が王国の北で取れるようになって辞めたそうよ」

  　考虑到成本，这也是理所当然的。

  　手間を考えるとそうだよな。

  　这个世界还没富裕到能讲究盐的种类。

  　まだまだ塩の種類にこだわるほど裕福な世界でもないだろうし。

  『有看到人鱼吗？』

  『人魚さんはいました？』

  「听说是有的，不过我们还没见过。虽然有传闻说她们住在岸边一座小小的岛上，但是村里的NPC们态度都很消极。」

  「いるという話は聞いたけど会えてないわ。岸辺から小さく見える島に住んでるという噂は聞いたけど、村のＮＰＣの人たちは消極的ね」

  「是因为怕触怒她们吗？」

  「
    
     祟
    たたりとかそういう？」

  「这应该也是原因之一，不过他们说要是惹人鱼不高兴，可能会对捕鱼造成影响。还叫我们不要做些奇怪的事。」

  「それもあるでしょうけど、揉めると漁に悪い影響が出るかもしれないって。私たちにもおかしなことはしないでくれって言われたわ」

  　啊，嗯，也是啦。

  　あー、うん、そうだよな。

  　要是因为一些无聊事惹人鱼不高兴，影响到生活可就麻烦了。

  　しょうもないことで不興を買って、生活に支障が出るようなことになったら困るし。

  『要是她们主动过来就好了。』

  『向こうから来てくれるといいですね』

  「是啊，如果跟世界任务有关就好了……」

  「ええ、ワールドクエストに絡んでると嬉しいのだけれど……」

  　从人鱼到龙，也不是完全没有可能。

  　人魚からドラゴンにって線もなきにしもあらずか。

  　不过，要游到北方感觉会很冷……

  　でも、北の方まで泳いでいくと、なんかすごく寒そうな気が……

  　睁开眼睛，眼前是陌生的天花板。

  　目を開けると見覚えのない天井。

  　在登入之前，我就知道今天是从东北海岸开始，所以并不惊讶。

  　ログインする前に、今日は北東の海岸スタートだってわかってたので、驚きはしない。

  「露比，早安。」

  「ルピ、おはよ」

  「汪呜～」

  「ワフ〜」

  　我摸了摸凑过来撒娇的露比……斯薇跑哪去了？

  　じゃれついてくるルピをひとしきり撫でてから……スウィーどこ行ったんだ？

  　我记得……

  　確か……

  「～～～Ｚｚｚ」

  「〜〜〜Ｚｚｚ」

  『睡着了呢。』

  『寝てますね』

  　妖精女王在叠放在枕边的长袍上躺成大字，睡得正香。

  　枕元に畳んであったローブの上に大の字でいびきをかいているフェアリーの女王。

  　算了，只要开灯就会醒了吧。

  　まあ、明るくすれば起きるだろう。

  「灯光……不对，开窗吧。」

  「明かり……じゃなくて、窓開けるか」

  　打开木窗，昨天的雨已经完全停了，柔和的阳光和清爽的海风迎面而来。

  　木窓を開くと、昨日の雨模様はすっかりどこかへ行ってしまったようで、柔らかい光と爽やかな潮風が吹き込んでくる。

  「～～～！？」

  「〜〜〜!?」

  「斯薇也早安。来吃早餐吧。」

  「スウィーもおはよう。朝ご飯にしようか」

  　我想着要提神的话绿莓应该不错，于是递给她。

  　眠気覚ましならグリーンベリーの方がいいだろうと思って渡す。

  　露比则有兰吉野猪的肉。

  　ルピにはランジボアの肉があるので、

  「嘿咻。」

  「よっと」

  　我从阁楼跳下来，走向原本是酒馆的房间。

  　ロフトから飛び降り、元酒場らしき部屋の方へと。

  　为了像这样探索时在外过夜，是不是该准备一套野营道具呢？

  　こういう探索中の外泊のために、野営道具一式を用意しとくべきだったかな。

  「到外面去吧。」

  「外に出ようか」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　斯薇钻进我的斗篷兜帽里，整个人瘫软下来。妖精也会有低血压吗？

  　スウィーは俺のマントのフードに入ってぐてーっと。フェアリーにも低血圧とかあるのかな？

  　不过她还是在吃绿莓……

  　それでもグリーンベリーはもぐもぐしてるんだよな……

  「下次我会把餐盘也带过来。」

  「今度はランチプレートも持ってくるよ」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　我把兰吉野猪的肉切成薄片给露比。

  　ランジボアの肉をスライスしてルピに。

  　露比灵巧地叼着肉吃，以免掉到地上。爱干净这点也很可爱，而且聪明。

  　地面に落とさないよう、器用に咥えて食べるルピ。綺麗好きな点も可愛いし賢い。

  　我把粘稠的帕普干粮掰成两半，大口咬下。另一半则如我所料，被斯薇抢走了。

  　俺はとろとろ干しパプを半分に割ってぱくり。もう半分は予想通りスウィーに取られた。

  『要回山间小屋吗？』

  『山小屋に戻りますか？』

  「嗯～难得都来了，我想确认仓库和灯塔，晚上再回去。虽然应该还会再来，不过我想先检查一下在意的地方。」

  「んー、せっかくだし倉庫と灯台を確認して、夜に帰ることにするよ。また来るとは思うけど、気になる場所はチェックしときたいし」

  『是的。啊，翔君，关于下次直播，要不要在这里钓鱼呢？』

  『はい。あ、ショウ君、次のライブのことなんですけど、ここで釣りをしませんか？』

  「啊，这个主意不错。格里涅的人们也说希望我来钓鱼」

  「あー、それいいね。クリーネの人たちから釣りをやってほしいって言われてたし」

  『是的』

  『です』

  　在这里悠闲地钓鱼，然后用钓到的鱼进行食物轰炸吗？

  　こっちでのんびり釣りをして、釣れた魚で飯テロかな？

  　虽然不知道能钓到什么，说不定还可能钓不到……

  　何が釣れるかわからないし、ひょっとしたら釣れないかもしれないけど……

  「要是什么都没钓到……到时候再想想别的吧」

  「何も釣れなかったら……、その時はまた何か考えるよ」

  『没关系的』

  『大丈夫ですよ』

  「要是这样就好了」

  「だといいんだけどね」

  　虽然我经常被爷爷带去溪流钓鱼，但海钓几乎没有过。只是因为乡下在深山里而已。

  　じいちゃんに連れられて渓流釣りに行ったことは結構あるんだけど、海釣りはほとんどないんだよな。単に田舎が山奥だったからだけど。

  「这样的话，需要钓鱼技能吧。还有各种钓鱼工具也要做。抱歉，美音，能帮我记一下吗？」

  「そうなると釣りスキルかな。あと釣り具をいろいろ作らないと。ごめん、ミオン。ちょっとメモってくれる？」

  『好的！』

  『はい！』

  　钓鱼技能，图鉴里应该也有鱼，所以是海洋生物学技能吧。

  　釣りスキル、図鑑に魚のもあったはずだから海洋生物学スキルかな。

  　钓竿用仙人竹，主线用细绳，子线用兰吉野猪的毛。

  　釣り竿は仙人竹、道糸は細めのロープ、鉤素はランジボアの毛を使う感じ。

  　用锻造和工艺做钓钩。还需要浮标和铅锤。每种都考虑几种大小吧。啊，感觉还能做毛钩。

  　鍛冶と細工で釣り針。浮きと
    
     錘
    おもりも必要か。それぞれ大きさを何種類か考えよう。あ、
    
     毛
    け
    
     鉤
    ばりとかも作れそうな気がするな。

  『我完全不知道就记下来了，之后请再确认一下哦？』

  『私、全然わからないままメモしてるので、あとで見直してくださいね？』

  「啊，嗯，我会说明的。还有，虽然想用酱油来食物轰炸……」

  「あー、うん、どういうものかは説明するよ。あと、飯テロするのに醬油を間に合わせたいところだけど……」

  『好的。您要介绍那个可以酿造的魔导具对吧。』

  『はい。あの醸造できる魔導具を紹介するんですね』

  　用古代魔导酿造器把格琳辛做成酱油。也准备一下鲁迪什泥吧。

  　グリシンを古代魔導醸造器で醬油に。ルディッシュおろしの準備もしておこう。

  　只是烤鱼的话有点单调，要是再想到什么的话……

  　ただの焼き魚だけだとあれだし、また何か思いついたらだな……

  「好。那就从仓库开始看吧。」

  「よし。じゃ、倉庫から見ていくか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「嗯，这边也是空的啊。」

  「うーん、こっちも空っぽだなあ」

  『这里原本放着什么呢？』

  『何を置いてあったんでしょうか？』

  「是个谜呢。这扇门还挺大的。」

  「謎だよな。この扉とか結構なサイズがあるし」

  　我努力打开生锈的拉门，但两个仓库都是空的。

  　大きな錆びた引き戸を頑張って開けてみたが、倉庫は二つとも空っぽ。

  　虽然积了不少灰尘，但乍看之下什么都没有，所以就放着不管了。暂时开着的话，应该多少会变干净一点。

  　ほこりだけが溜まってたけど、ぱっと見で何もなかったので放置で。しばらく開けっぱなしにしておけば、多少は綺麗になると思う。

  『就算放着什么大东西，要怎么运过来呢？』

  『何か大きなものを置いてあったとして、どうやって運んできたんでしょう』

  「这也是个谜呢。也没有转移魔法阵。」

  「それも謎だよね。転移魔法陣もなかったし」

  　我能想到的，就是修理船的材料之类的？

  　思いつくのは、船を修理するための資材あたり？

  　根据记录，这里被当作偏僻的地方，但也有教会，前面还有废屋，应该有人住过。是那时候留下的东西吗……

  　例の記録だと
    
     僻
    へき
    
     地
    ち扱いだったけど、教会もあったし、その先には廃屋もあったし、誰か住んでた頃もあったはず。そのころの
    
     名残
    なごりとかかな……

  「算了，这个也问问亚珍塔先生吧。」

  「まあ、これもアージェンタさんに聞いてみるか」

  『好的。』

  『はい』

  　于是，我们来到了真正的目的地——灯塔。古代魔导门居然不会生锈……

  　というわけで、本命の灯台へ。古代魔導扉って錆びないんだな……

  「那我开门了」

  「じゃ、開けるよ」

  『可能会有怪物出现，请小心』

  『モンスターが出るかもです。気をつけてくださいね？』

  「好」

  「りょ」

  　可能会有怪物出现？魔像或者石像鬼之类的吗……

  　モンスター出てくる可能性あるかな？　ゴーレムとかガーゴイルとかならあるか……

  　我发动了精灵加护，让光精灵提供照明。这样就准备好了吧？

  　精霊の加護を発動させ、光の精霊に明かりを。準備オッケーかな？

  　我慢慢地把手放在门上，听到了熟悉的提问。

  　ゆっくりと扉に手を添えると、いつもの問いかけが聞こえる。

  【已确认到受祝福者的访问。要解锁吗？】

  【祝福を受けし者のアクセスを確認しました。解錠しますか？】

  「是」

  「はい」

  　确认门不再抵抗后，我轻轻地将门推开。

  　扉の抵抗がなくなったのを確認し、そっと手前に開ける。

  　在灯光的照耀下……并没有看到怪物？感知气息技能也没有反应。

  　照らされた先に……モンスターは特にいない？　気配感知にも……ないな。

  「汪」

  「ワフン」

  「好，我们走吧」

  「おけ。行こうか」

  　眼前出现了一座石制的螺旋阶梯。抬头望去，阶梯一直延伸到顶部，似乎通往最上面的房间。

  　目の前にあるのは石造りの
    
     螺
    ら
    
     旋
    せん階段。見上げるとずっと上まで続いていて、一番上の部屋かな？　そこに吸い込まれている。

  『没有出现任何公告呢』

  『何もアナウンス出ませんでしたね』

  「啊，对哦。这里不是古代遗迹吗？」

  「あ、そうだった。これって古代遺跡じゃないのかな？」

  『是啊。或者，整座岛就是一个古代遗迹？』

  『そうですね。それか、この島全体で一つの古代遺跡とかでしょうか？』

  「啊，有可能。不然的话，发现遗迹的报酬SP就太多了」

  「あー、そうかも。でないと、発見の報償ＳＰもらえまくるもんな」

  　我们一边聊着，一边先确认周围的情况。

  　そんなことを話しつつ、まずはあたりを確認。

  　正中央的螺旋阶梯之后再上去，看看还有没有什么其他东西……没有。

  　真ん中の螺旋階段はあとで上るとして、他に何かあったり……しないか。

  　啊，先把精灵的加护解除吧。

  　おっと、精霊の加護は解除しておこう。

  「唔，真的只是普通的灯塔吗？算了，上去看看就知道了。」

  「うーん、本当にただの灯台なのかな。まあ、上ってみればわかるか」

  『我担心楼梯会崩塌。』

  『階段が崩れないか心配です』

  「啊……」

  「ああ……」

  　毕竟这里被放置了很长一段时间，说不定很危险？

  　長い間放置されてたわけだし結構やばいかも？

  　不对，我有专门用来应对这种情况的技能啊。

  　いや、こういう時のためのスキルがあったじゃん。

  「唔……怎么样？」

  「ん……どうかな？」

  　我集中意识，用土木技能确认螺旋阶梯的入口。

  　土木スキルを意識して螺旋階段の上り口を確認。

  　因为是绿色，所以应该没问题。接下来的几阶也是……

  　グリーンだから大丈夫かな。その次とさらにその次も……

  【土木技能的等级提升了！】

  【土木スキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您。您用土木技能确认过了呢。』

  『おめでとうございます。土木スキルで確認できましたね』

  「嗯。话说回来，我应该平时就多确认一下的。」

  「うん。っていうか、もっと普段から確認していけば良かった」

  　感觉光是确认，就能让技能等级升到7左右。

  　この確認だけで、スキルレベル７ぐらいまでは上がりそうな気がする。

  　总之，我一边确认每一阶，一边往上爬。

  　とりあえず、階段を一段ずつ確認しつつ上るか。

  『看起来都没问题呢。』

  『どれも大丈夫そうですね』

  「嗯。不过还是不要大意。露比也要小心哦。」

  「うん。まあ、油断はしない方向で。ルピも気をつけろよ」

  「汪。」

  「ワフン」

  　先让人觉得没问题，然后在最后的阶梯崩塌，这是很常见的套路。

  　問題ない階段だなーって思わせておいて、最後の方で崩れるとかお約束だもんな。

  　如果在这种时候掉下去，有风精灵在的话，应该能想办法解决吧？

  　こういうとこから落ちた時、風の精霊がいたらなんとかなったりするのかな？

  「等一下哦。」

  「ちょっと待ってね」

  「汪。」

  「ワフ」

  　在看到最上层的地板背面时，我暂时停了下来。

  　最上階の床の裏面が見えてきたところでいったんストップ。

  　是金属做的？　我还以为是石头或木头……感觉和古代魔导门一样。

  　金属でできてる？　石か木だと思ってたけど……古代魔導扉と同じ感じ。

  「在意这些也没用」

  「いちいち気にしててもしょうがないか」

  「汪」

  「ワフン」

  　爬完螺旋阶梯后，眼前是一个大约四叠半大小的空间。

  　螺旋階段を上り切ったところは四畳半ぐらいのスペース。

  　我姑且用土木技能仔细确认了一下……好像没问题。

  　一応、土木スキルでしっかり確認して……大丈夫っぽい。

  　正中间有一根光滑的金属柱子。不，与其说是柱子，不如说是一个包含天花板在内的巨大杯子，上面好像还装着照明部分。

  　真ん中に見えるのは金属のツルッとした柱。いや、柱っていうか、天井も含めてかなり大きな
    
     盃
    さかずきのようなものが据えられていて、その上に照明部分が載ってるっぽい。

  「这就是底座，虽然看不见，但上面应该装着发光的部件吧」

  「これが土台で、見えないけど上に光るパーツが載ってるんだろうなあ」

  『好像是的。要鉴定一下吗？』

  『みたいですね。鑑定してみたらどうでしょう』

  「啊，对哦」

  「あ、そうだった」

  【古代魔导灯笼】

  【古代魔導灯籠】

  『通过内置魔晶石中储存的玛那之力发光的灯笼』

  『備えつけの魔晶石に蓄えられたマナの力によって発光する灯籠』

  　诶？内置魔晶石？在哪？

  　え？　備えつけの魔晶石？　どれだ？

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「哦，谢了」

  「お、さんきゅ」

  　不知何时从兜帽里钻出来的斯薇向我招手。

  　いつの間にかフードを飛び出していたスウィーがこっちこっちと手招きする。

  　斯薇指着的地方嵌着一块中等大小的魔晶石，一眼就能看出是空的。

  　スウィーの指差す先には中サイズの魔晶石が埋め込まれていて、一目で空っぽなのがわかる。

  『要注入MP吗？』

  『ＭＰ注いでみますか？』

  「嗯……现在先不要。要是因此引来什么就麻烦了，还是先跟亚珍塔先生确认一下吧」

  「んー……、今はやめとくよ。これがきっかけで何か来たりしたら嫌だし、アージェンタさんに確認とってからかな」

  『啊，也是』

  『あ、そうですね』

  　然后，先不说这个，墙壁上有一扇可以通到外面的小门。那扇门小到不弯腰就无法通过，大概是用来维护的吧。

  　で、それはいいとして、壁に外へと出る小さい扉がある。中腰にならないとくぐれないぐらいのやつだし、メンテナンス用とかそういうのだろう。

  「总之先打开看看吧」

  「とりあえず開けてみるか」

  『如果感觉危险的话，还是不要出去比较好……』

  『危なそうなら外には出ない方が……』

  「嗯。我只从里面看看」

  「うん。中から見える範囲だけにするよ」

  　我蹲在门前轻轻用手触碰，这扇门似乎也是古代魔导门，出现了平时的提问。

  　扉の前にしゃがみそっと手を触れると、これも古代魔導扉らしく、いつもの問いかけが。

  　我回答了『是』……然后门就拉开了。

  　はいと答えて……これはまあ引いて開けるよな。

  「哦？有踏脚处和扶手，能出去吗？」

  「お？　足場と手すりもあるし外へ出られる？」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「喂，你又会被海风吹走的！」

  「ちょっ、また潮風に飛ばされるって！」

  　斯薇又想飘出去，我连忙伸手挡住它。

  　スウィーがまたふらっと出ていこうとしたので、慌てて手で遮る。

  　它回过头来，露出「诶嘿♪」的表情，然后钻进了兜帽里。

  　振り向いて「てへぺろ♪」みたいな顔して、フードの中へと滑り込んだ。

  「我稍微探头确认一下。露比待在原地，如果我快掉下去了，就用力拉我一把」

  「ちょっと顔だけ出して確認するよ。ルピはステイだけど、俺が落ちそうになったら、思いっきり引っ張ってくれな」

  『好的』

  『はい』

  「汪！」

  「ワフン！」

  　虽然只是让它待在原地，但以防万一还是叮嘱一下。

  　ただの待てだと心配しそうだし念のため。

  「斯薇也小心点」

  「スウィーも気をつけて」

  　我四肢着地，先探头出去。踏脚处似乎绕着灯塔转了一圈。

  　
    
     四
    よつん
    
     這
    ばいになって、まずは顔を外に。足場は灯台をぐるっと一周してるっぽい。

  　虽然土木技能告诉我踏脚处本身没有问题，但距离地面有三十米以上，还是不要勉强比较好。

  　足場自体は問題ないと土木スキルが教えてくれてるけど、地面まで三〇メートル以上はありそうだったし、無理はしない方向でいいかな。

  　我稍微往前走了一点，把上半身探了出去。

  　ちょっとだけ前へ進んで、上半身を外に出す。

  　嗯。下次来的时候带条绳子吧。没有救命绳索的话，我怕得不敢出去。

  　うん。次に来る時はロープ持ってこよう。命綱がないと怖い。

  　就算知道这是游戏，但这种高度的恐惧感还是挺真实的，我不太喜欢……

  　ゲームだとわかってても、高さとかリアルにもある怖さは苦手……

  『翔君，左下有什么东西』

  『ショウ君、左下に何か』

  「诶？」

  「え？」

  　我稍微把头抬高，从扶手之间看向左下……

  　ちょっと頭を高くし、手すりの間から左下を……

  「那是洞窟？」

  「あれって洞窟？」

  『好像是。能从下面进去吗？』

  『みたいです。下から行けるんでしょうか？』

  「说起来，我还没看过背面。好，下去吧」

  「そういや、裏側まで見てなかった。よし、下りよう」

  　既然决定了，就不用在这么高的地方久留了。我赶紧回去，把门关得严严实实。

  　そうと決まれば、こんな高いところに長居は無用。さっさと戻って扉をきっちりと閉める。

  『下去的时候也要小心哦』

  『下りる時も注意してくださいね』

  「啊，嗯，好」

  「あ、うん、はい」

  　这个螺旋楼梯，下去的时候绝对更可怕！

  　この螺旋階段、下りる時の方が絶対に怖いよな！

  「哈啊，好可怕。就算以后能飞上天，我也绝对做不到」

  「はあ、怖かった。この先、空を飛べるようになったとして、俺、絶対無理だな」

  　走到最下面的时候，我不由得瘫坐在地上。

  　一番下まで下りてきたところで、思わず座り込んでしまった。

  　从楼梯的缝隙间看到下面，真的好可怕……

  　階段の隙間から下が見えて、マジ怖かった……

  『翔君，你也不喜欢坐飞机吗？夏天我们要去冲绳……』

  『ショウ君、飛行機とかも苦手ですか？　夏は沖縄に行きますけど……』

  「与其说不喜欢，不如说没坐过」

  「苦手っていうか乗ったことないんだ」

  　虽然爷爷家在深山里的乡下，但都是坐新干线再转乘电车。

  　じいちゃんちが山奥の田舎だけど、リニアで移動した後に電車っていうパターン。

  　飞机……怎么说呢。到时候再说吧。

  　飛行機は……どうなんだろ。その時になってみないとわからないな。

  「汪？」

  「ワフ？」

  「嗯，没事」

  「ん、大丈夫」

  「……」

  「〜〜〜……」

  　露比担心地望着我，斯薇则是一脸「真拿你没办法」的表情，让我觉得有点不好意思。

  　ルピは心配そうに覗き込んでくるし、スウィーはしょうがないなあみたいな顔してるし、さすがにちょっと恥ずかしい。

  「现在差不多是下午五点前吗？」

  「今って午後五時前ぐらい？」

  『是的。我想应该有时间去看看洞窟的情况。』

  『はい。洞窟の様子を見てくるぐらいの時間はあると思います』

  「好。那我们走吧。」

  「おけ。じゃ、行こうか」

  　我走出灯塔，把门关好。然后绕到后方……

  　灯台を出て、扉はしっかりと閉める。そのまま裏手へと回ると……

  「啊，原来是这种感觉啊。」

  「ああ、こんな感じになってたのか」

  　石板铺成的宽阔阶梯往北延伸，前方就是从上面看到的洞窟入口。

  　石畳の広い階段が北へと続いていて、その先が上から見えた洞窟の入り口。

  　而且这是……

  　しかもこれは……

  『是古代遗迹呢。』

  『古代遺跡ですね』

  「嗯。虽然比平时走的通道还要大，不过构造一模一样……」

  「うん。いつも通ってる通路より大きいけど、造りがそっくりだ……」

  　虽然宽度和高度都多出一倍以上，不过石地板、墙壁、天花板都一模一样，应该说根本就是同一种。

  　横幅も高さも倍以上あるんだけど、石の床、壁、天井はそっくり、というか同じだと思う。

  　只是天花板的照明没有点亮，所以很暗，完全看不到里面。

  　ただ、天井の明かりは点いてないせいで暗く、奥までは全然見通せない。

  「感觉很深呢。」

  「結構深そうだな」

  『要怎么做？』

  『どうしますか？』

  「气息感知目前没有反应，我稍微进去看看。露比和斯薇也同意吗？」

  「気配感知は今のところ反応ないし、少し先まで見てくるよ。ルピもスウィーもそれでいい？」

  「汪呜！」

  「ワフン！」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　由于赞成票较多，于是决定进军。

  　賛成多数ってことで進軍決定。

  　我请光精灵点亮照明，缓缓往里面走。

  　光の精霊に明かりを出してもらって、ゆっくりと奥へと。

  　从方位来看，应该是往西前进，沿着这条通道走，是不是就能抵达那个控制室？

  　方角的には西へ進んでるはずだし、この通路をたどっていけば、例の制御室まで行けるとか？

  　我一边走一边四处张望，但并没有发现什么特别的东西。

  　キョロキョロと確認しながらの移動だけど、特に目立ったものもなく。

  　我有点搞不懂为什么要设计成这么大的空间。

  　この広さにした意味がいまいちわからないな。

  「啊……」

  「あ……」

  『是门。我想应该是没有解锁密码的那扇门』

  『扉ですね。解錠コードがない方だと思います』

  「唔，现在时间有点尴尬，还是先回去吧」

  「うーん、時間が微妙だし戻るか」

  　要是打开门，里面肯定有路，而且可能还有怪物。如果要进去，还是等时间充裕的时候再进去吧。

  　開けたら間違いなく道が続いてるか、なんならモンスターがいる可能性も。やるなら時間的に余裕がある時にやりたい。

  『晚上再进去吗？』

  『夜に開けますか？』

  「等事情都处理完之后吧。先跟亚珍塔老师说一下这扇门的事，等她回复之后再进去。我觉得等直播结束之后再进去比较好」

  「もうちょっと落ち着いてからかな。ここの扉のことも伝えて、返事を待ってからで。ライブ終わってからの方がいいと思うし」

  『也是』

  『そうですね』

  　根据亚珍塔老师的说法，这里地处偏僻，优先度也很低，应该没必要着急。

  　アージェンタさんの話だと、ここは僻地で優先度も低い場所らしいし、急いでどうこうっていうのもないはずだし。

  　而且，再不回去的话，粮食就要吃完了。下次来的时候，先在这里待几天，然后再进去吧。

  　というか、そろそろ一度戻らないと食糧がなくなる。次来た時に、こっちで数日やっていけるようにして、それからだな。

  「我回来了」

  「ただいま」

  『欢迎回来』

  『お帰りなさい』

  　贝露部长还在玩游戏。

  　ベル部長はまだゲーム中。

  　今天是星期三，雅塔老师应该在开职员会议。

  　今日は水曜だから、ヤタ先生は職員会議だっけ。

  『翔君，关于钓鱼的笔记好像有错，能告诉我这些词的意思吗？』

  『ショウ君、釣りについてのメモが間違ってないかと、言葉の意味を教えてください』

  「啊，嗯，呃……」

  「あ、うん、えーっと……」

  　钓竿之类的应该不需要说明，但道线和子线之类的就不知道是什么了。

  　釣り竿とかは説明不要だろうけど、道糸とか鉤素とか言われてもだよな。

  　我大致说明了一下。

  　その辺をざっくり説明していると、

  「呼。我有好消息要告诉你们」

  「ふう。二人とも朗報よ」

  　贝露部长似乎登出了游戏，向我们说道。

  　とベル部長がログアウトしたのか話しかけてくる。

  「咦？」

  「え？」

  『什么消息？』

  『何がでしょうか？』

  「Game Dolls的员工和粉丝似乎都开始为世界任务做准备了。看来古代遗迹之塔的攻略也遇到了瓶颈」

  「ゲームドールズの人やファンもワールドクエストに向けて動くらしいわ。どうも古代遺跡の塔の攻略も詰んでたみたいね」

  　哎呀，是这样啊。

  　ありゃ、そうなんだ。

  　不过，那里只有古代遗迹之塔，也没有出现过其他种族，比如龙族的NPC。

  　まあ、あそこには古代遺跡の塔しかないし、他の種族、竜族と関わりがあるようなＮＰＣも出てこなかったもんな。

  『遇到瓶颈的原因是什么呢？』

  『詰んでいた理由はなんでしょう？』

  「他们好像已经把10层之前都探索了个遍，但无法继续前进了」

  「一〇階まで
    
     隈
    くまなく探索はしたそうだけど、それ以上は行けてないそうよ」

  　说起来，那个电梯的按钮只亮到10层。

  　そういえば、あのエレベーターってボタンが一〇階までしか明るくなってなかったっけ。

  　不过，这能成为攻略的突破口吗？

  　でも、それって何か攻略できるようなことなのかな？

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【死灵都市】主线剧情考察串【世界任务】

  【死霊都市】メインストーリー考察スレッド【ワールドクエスト】

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哇！？

  　ファ!?

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　世界任务突然就开始了！？

  　いきなりワールドクエスト開始!?

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　喂喂，这么早就开始了啊。

  　おいおい、こんな時間に始まるのかよ。

  　难道说，之前的发现古代遗迹是触发条件？

  　これって、その前の古代遺跡発見がトリガーだったってことか？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　发现古代遗迹是在哪里？

  　その古代遺跡発見ってどの辺です？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　帝国的东北方向，走很远才能到。

  　帝国の北東。かなり行った先。

  　那是个被称为漆黑森林的地方，浅层是狩猎场，但从中段开始就会出现不死者，是个微妙的地方。

  　漆黒の森って呼ばれてる場所で、浅いところは狩り場なんだけど、中ほどからアンデッドが出てきて微妙だった場所。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　谢谢。

  　ありがとうございます。

  　也就是说，是在那个微妙的地方深处吗？真亏你们能找到啊。

  　その微妙な場所の奥ということですか。よく見つけましたね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　嗯，毕竟大家都在说那里可能有什么。

  　まあ、何かしらあるんじゃないかって話だったからね。

  　是随着采掘热潮装备也充实起来的顶尖组发现的吗？

  　採掘ブームで装備も充実してきたトップ組が見つけたかな？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那么，龙族的许可是什么？怎么回事？

  　で、竜族の許可ってなに？　どういうことなの？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　据说在接近那个死灵都市的时候，龙人飞了过来把他们赶走了。

  　その死霊都市に近づいたところで、竜人が飛んできて追い返されたらしい。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　龙人！？龙人族！？脸呢？脸是哪边的！？

  　竜人!?　ドラゴニュート!?　顔は？　顔はどっちなの!?

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　很遗憾，似乎是龙那边。

  　残念ながら竜の方らしい。

  　好像是长着龙一样的翅膀飞过来的。

  　ドラゴンっぽい羽があって飛んできたらしいぞ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　呀！☆*:.。. o(≧▽≦)o .。.:*☆

  　キャー！☆*:.。. o(≧▽≦)o .。.:*☆

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　……太好了。

  　……良かったな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那么，要得到龙族的许可，具体该怎么做呢？

  　んで、竜族に許可をもらうって、具体的にどうしたらいいんだ？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　完全不知道……

  　さっぱりわからん……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那个出现在王国的有翼人不是说过龙族什么的吗？

  　例の王国に現れた有翼人が竜族がどうこうとか言ってなかったか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　啊，那些家伙啊……

  　あー、あいつらかー……

  　我才不要向那些家伙低头！给我别的方法！

  　あいつらに頭下げるのは嫌だな！　別の方法で！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　既然那些家伙是受龙族命令而来，那巨人他们不也一样吗？

  　あいつらが竜族の命令で来たって話なら、巨人さんたちも同じなのでは？

  　那些人也说过是受命而来的吧？

  　あの人たちも命令があったからって言ってたよね？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哦哦，就是这个！

  　おお、それだ！

  　巨人他们看起来很认真又诚实，去问问看他们怎么样？

  　巨人さんたちは真面目で誠実そうだったし、聞きにいくのが良いのかな？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这主意是不错，但他们住在哪里？

  　それはいいんだが、どこに住んでるんだ？

  　安海姆北方古代遗迹的更深处吗？

  　アンハイム北の古代遺跡のさらに奥か？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　嗯，应该是吧。

  　まあ、そうなるよな。

  　他们应该就住在那北方山脉的某处……

  　あの北の山脈のどこかに住んでるんだろうけど……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　帝国和王国还好说，共和国和公国的玩家该怎么办？

  　帝国と王国は良いとして、共和国とか公国にいるプレイヤーはどうすればいいの？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　先观望一下情况不也挺好的吗？

  　とりあえず様子見でもいいんじゃない？

  　我觉得应该不是每个国家都能得到许可。

  　国ごとに許可がもらえるとかじゃないと思うんだよな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　正常来想，应该是持有特定道具，或者完成任务后才能进入的模式。

  　普通に考えたら、特定のアイテムを持ってるとか、クエストをクリア済みとかそういうので入れるようになるパターンだと思うけど。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　也就是说，要从有翼人或者巨人那里问出这个条件吗？

  　そのフラグを有翼人とか巨人から聞き出せってことかな。

  　果然还是离北侧近的国家的玩家更有利。

  　やっぱり、北側に近い国にいるプレイヤーの方が有利な気がするんだけど。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　嗯——不去北方就不行吗？

  　うーん、北へ行かないとダメ？

  　我刚买了新家耶……

  　マイホーム買ったばっかりなんだよね……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　公国开拓地的NPC精灵怎么样？

  　公国の開拓地にいるＮＰＣエルフはどう？

  　共和国的话，魔王国的NPC呢？

  　共和国は魔王国にとか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　原来如此。

  　なるほど。

  　考虑到主线剧情的后续，或许可以问问上次世界任务中遇到的种族。

  　メインストーリーの続きって考えれば、前回のワールドクエストで出会った種族に聞いてみようって線か。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　共和国原本应该是问菲雅莉吧……

  　共和国はフェアリーにってはずだったのかなあ……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　共和国不能问魔王国的NPC吗？

  　共和国って魔王国のＮＰＣとかに話聞けたりしない？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　对了，安希雅开始交易了。

  　そういや、アンシアが交易始めたんだったな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　可以哦～

  　聞けるよ〜。

  　虽然很难打好关系，但稍微给点好处就能问到。

  　仲良くなるのは難しいけど、ちょっとおまけしたりして聞いてみた。

  　以下内容应该谁都能问，我就写出来吧。

  　以下、誰でも聞けると思うので書いとこう。

  
   　・龙族（龙）的领地在大陆北方，白龙山脉以北。

   　・竜族（ドラゴン）は大陸の北、白竜山脈より北がテリトリー

   　・那座山脉的另一头，似乎有个龙都。

   　・その山脈の向こうには、竜の都っていうのがあるらしい

   　・龙族率领着各种种族（龙人族也是）。

   　・いろんな種族を従えてる（竜人族もそう）

  

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哦哦，谢谢！

  　おお、サンクス！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　果然还是得直接去见他们吗？

  　やっぱり直接会いに行かないとダメなのかね。

  　王国阿梅拉领地的北侧，或是帝国安海姆领地的北侧……

  　王国アミエラ領の北側か、帝国アンハイム領の北側か……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这样看来，只有高等玩家能去吧？

  　それだとレベル的に上位組ぐらいしか行けなくないか？

  　不过运营希望至少能有刚脱离新手教学的人参加吧。

  　運営的には今から始めて、チュートリアル抜けた人ぐらいは参加してほしいと思うが。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　确实如此。

  　確かにそうか。

  　唔，完全不知道该做什么好……

  　うーん、何をすれば良いのかさっぱりだな……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　说到底，那个死灵都市是个什么样的地方？

  　そもそも、その死霊都市ってどういう場所なの？

  　感觉应该先调查这个。

  　それを調べるのが先な気がしてるんだけど。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　调查了又能怎样？

  　調べて何かある？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不明白龙族禁止我们进入的理由。

  　竜族が俺たちを立ち入り禁止にする理由がわからない。

  　既然有不死者，不是应该尽快驱逐吗？

  　アンデッドがいるんなら、さっさと駆逐した方が良くない？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　确实……难道有什么不想让我们轻易接触的东西吗。

  　確かに……。安易に触ってほしくない何かがあるとかでしょうか。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　也就是说，要我们先调查清楚再过去？

  　つまり、それを調べてから来い的な感じか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　比起进去之后再遭殃，还是先调查清楚比较好。

  　中に入ってから酷い目に遭うよりも、先に調べておいた方がいいでしょうね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这种资料在哪里有？

  　その手の資料がある場所ってどこだ？

  　因为纸张稀少，所以没有图书馆……

  　紙が希少なせいか図書館なんてないし……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　果然还是公会吧？

  　やっぱギルドじゃない？

  　冒险者公会，魔术士公会，商人公会都有书。

  　冒険者ギルド、魔術士ギルド、商人ギルドは本あるよね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　买的话很贵，所以只能让他们给我们看。

  　買うとなると高いから、読ませてもらうだけになるよな。

  　不过还是要收钱……

  　それでも金とられるけど……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不过，这就是有钱的先行玩家的职责了。

  　まあ、そこは金持ってる先行プレイヤーの役目だな。

  　我去公会转转。

  　ちょっとギルド巡ってくる。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　慢走～还有呢？

  　いてら〜。あとはなんだろう？

  　啊，还有吟游诗人之类的？

  　あ、吟遊詩人とかっていたっけ？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　就是那个！吟游诗人！

  　それだ！　吟遊詩人！

  　我去喝点酒！

  　ちょっと酒飲んでくる！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　你只是想喝酒吧！

  　酒飲みたいだけだろ！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　话说，那个死灵都市离帝都多远？

  　ところで、その死霊都市って帝都からどれくらいかかるの？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　根据突破的那些人的说法，从最近的村子进入森林，一边打怪一边走五个小时左右。

  　突破した連中の話だと、一番近い村から森に入って、敵を倒しながら五時間ぐらいらしい。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　呃，一般人做不到啦w

  　いや、それ一般人には無理だってばｗ

  　就算能交涉，也得先建立前线据点才行吧？

  　交渉できたとして、まずは前線拠点を作らないとダメじゃない？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　感觉不趁现在建立会来不及。

  　今のうちに作っとかないと間に合わない気がしますね。

  　不过，不知道能不能擅自建立……

  　ただ、勝手に作っていいものかどうか……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　啊～可能需要帝国的许可。

  　あー、帝国の許可も必要かもな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　在更里面的地方建立不就好了？

  　もっとずっと奥に作ればいいのでは？

  　如果是在死灵都市前面，感觉就不会有人抱怨了。

  　死霊都市の手前ぐらいなら、文句も言われない気がする。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　突然在最里面建立，搬运资材会花太多时间，所以不行。

  　いきなり最奥は資材運びに時間かかりすぎるから無理。

  　得从前面开始慢慢推进，不过不知道能不能得到许可……

  　手前から着実に刻んでいかないとだけど、それって許されるのかねえ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　我提早吃完晚饭，登入ＩＲＯ。

  　夕飯を早めに終わらせてＩＲＯへ。

  『部长和赛丝酱还要过一阵子才会去古代遗迹的塔吗？』

  『部長とセスちゃんが古代遺跡の塔に行くのは、もう少し先ですか？』

  「赛丝是这么说的。

  「セスはそんなこと言ってたよ。

  　贝露部长好像很想马上去，不过魔女之馆的直播是周四，地点在拉夏铎领吧？

  　ベル部長はすぐ行きたがってたみたいだけど、木曜の魔女の館のライブはラシャード領だっけ？

  　好像预告了会在诺姆村的深处举办」

  　ノームの里があったところの奥って予告しちゃってるみたいだし」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　从港口的酒馆到山里，从瞭望台回到古代遗迹，然后直接来到了教堂的后院。

  　港の酒場から山へ、展望台から古代遺跡に戻って、そのまま教会の裏手へとやってきた。

  　在回山间小屋之前，我想尽可能地收获格雷普尼尔果实……

  　山小屋に戻る前に、グレイプルの実をできるだけ収穫したいのと……

  「斯薇，我想在这里开垦田地，你觉得如何？」

  「スウィー、ここに畑作ろうと思うんだけど、どう？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇竖起了大拇指。

  　サムズアップしてくれるスウィー。

  　很好很好，斯薇说没问题的话，应该就没问题了。大概……

  　よしよし、スウィーが大丈夫って言うなら問題ないはず。多分……

  『接下来就是种什么了』

  『あとは何を植えるかですね』

  「首先是土豆和奥达普拉吧。要种在哪里呢？」

  「まずはじゃがいも、オーダプラかな。これはどこに植えよう？」

  　我拿出挖来的种薯，斯薇飞过去指示「这边」。

  　掘ってきた種芋を見せると、スウィーが飛んでいって「この辺」と指示をくれる。

  　在离格雷普尼尔果实很远的另一侧，杂草丛生。

  　グレイプルとは反対側の離れた場所で、かなり雑草が生い茂ってる。

  『首先得拔草，然后耕地才行』

  『まずは雑草を抜いて、耕さないとですね』

  「啊，嗯。好吧，这样很快就能搞定。〈挖掘〉」

  「あ、うん。まあ、こうやればすぐなんだ。〈掘削〉」

  『啊！』

  『あっ！』

  　我挖了五公分左右的深度，杂草连根被翻了过来，感觉不错。

  　五センチほどの深さに掘削すると、雑草が根っこごと掘り返されていい感じに。

  　真想用这个来拔家里的杂草……

  　これ、家の庭の雑草抜くのに使いたい……

  「〈挖掘〉〈挖掘〉〈挖掘〉」

  「〈掘削〉〈掘削〉〈掘削〉っと」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇见状也不禁鼓掌。原来菲雅莉也有鼓掌的文化啊。

  　その様子にスウィーも思わず拍手。フェアリーにも拍手する文化あるんだ。

  　不过，如果挖掘魔法能像这样和平地推广开来就好了，可惜它很容易被滥用。

  　しかし、掘削の魔法もこういう平和な使い方なら広まって良い気がするんだけど、悪用できちゃうからなあ。

  「接下来就是把拔出来的杂草收拾好，把翻出来的土填回去」

  「あとは抜けた雑草をかたして、掘り返した土は戻していく感じ」

  『要是有锄头就好了』

  『鍬があった方が良かったですね』

  「嗯。下次再好好弄成田地的样子吧。今天就先种奥达普拉」

  「うん。次はもっとちゃんと畑らしくかな。とりあえず今日はオーダプラを植えるとこまでで」

  　把奥达普拉切成两半，埋进翻出来的土里，再盖上土应该就可以了。

  　半分に切ったオーダプラを掘り返した場所に埋めて、土をかけてあげればオッケーのはず。

  　可能是农耕和植物学的技能起了作用，我感觉只要埋在这里就行了，于是动作迅速地埋好。

  　農耕と植物学のスキルが効いてるのか、ここに埋めればオッケーみたいな感じでさくさくと。

  【农耕技能的等级提升了！】

  【農耕スキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您』

  『おめでとうございます』

  「谢啦。不过虽然拿到了技能，但因为没有种田，所以还是4级……」

  「さんきゅ。まあ、スキル取ったはいいけど畑作りしてなかったから、まだ４なんだけどね……」

  　如果能勤于耕作，应该很快就能升到5级。

  　まめに畑仕事してれば、５まではすぐ上がると思うんだよな。

  　不过，这是为了自己和露比准备的食材，只要能做出正常好吃的东西，基本上就没问题了。

  　まあ、自分とルピのための食材だし、普通に美味しいものが作れるレベルがあれば、基本オッケーなんだけど。

  「浇水要用精灵魔法吗？」

  「あと水まきは精霊魔法で？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇竖起大拇指，像是在说“好的！”。

  　スウィーが「イエス！」って感じのサムズアップを返す。

  　呃，我本来想让水精灵浇点水，稍微湿润一下就好，

  　えーっと、水の精霊に具体的に、さーっとまいて軽く湿らす程度にと思ってたら、

  「！」

  「〜〜〜！」

  「嗯？啊，树精灵也要吗。知道了知道了」

  「ん？　ああ、樹の精霊にもか。了解了解」

  　是有什么肥料之类的东西吗？不，有类似精灵祝福的东西会更好，这样更奇幻。

  　肥料的な何かがあるのかな？　いや、精霊の祝福みたいなものがあった方がいいとか、そっちの方がファンタジーでいいよな。

  「那就拜托你浇水了」

  「じゃ、水やりお願い」

  　我这么拜托后，精灵石前方喷出像淋浴一样的水，滋润着奥达普拉田。

  　そうお願いすると、胸の精霊石の少し前から、シャワーのように水が放たれて、オーダプラ畑を潤していく。

  「好。格琳辛之类的下次再采，今天就采格雷普尔回去吧」

  「よし。グリシンとかはまた今度にして、グレイプルを採って帰ろうか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　回到山间小屋所在的盆地后，菲雅莉们慌忙飞过来，吓了我一跳。

  　山小屋のある盆地に戻ってくると、フェアリーたちが慌てて飛んできてびっくり。

  　我本来以为发生了什么事，但她们似乎只是担心斯薇没回来。毕竟她好歹是菲雅莉的女王……

  　何かあったのかと思ったけど、単にスウィーが戻ってこないのを心配してたらしい。これでもフェアリーの女王だもんな……

  「以后应该会经常去那边住，该怎么办呢」

  「ちょくちょく向こうには泊まりで行くことになると思うけど、どうしたもんだかな」

  『总不能每次都让她们看家吧』

  『毎回、お留守番というわけにもいかないでしょうか』

  　嗯，带她们一起去也是可以的。

  　うーん、全員連れてくのも、ありっちゃありなのかな。

  　展望台的东北侧和东南侧都有棕狼在。

  　展望台から北東側も南東側もドラブウルフたちがいてくれるし。

  　不过，斯薇好像已经向大家说明过了，那边就交给她吧。

  　まあ、スウィーが皆にちゃんと説明してくれてるっぽいので、そっちはそっちで任せよう。

  「斯薇，告诉他们，我会做些灰鹿格雷普尔作为赔礼。」

  「スウィー、ドライグレイプル、お詫びに作るからって伝えて」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　走下斜坡，回到一天没见的山间小屋。

  　斜面を下りて、一日ぶりの山小屋に帰還。

  　露比在平时的阁楼床下蜷成一团，一脸满足。

  　ルピがいつものロフトベッド下に丸まって満足そうな顔に。

  　那么，先把酿造用的灰鹿格雷普尔放进保存库吧。

  　さて、まずは醸造に使う分のグレイプルを保存庫に入れとくか。

  　我请斯薇点亮灯光，然后下到一楼，准备打开保存库……

  　明かりを出してもらって一階に下り、保存庫を開けようと……

  『翔君，箱子在发光哦。』

  『ショウ君、箱が光ってますよ』

  「咦？已经回信了吗？真快啊……」

  「え？　もう返事来てるのか。早いな……」

  　总之，先把灰鹿格雷普尔放进保存库，不过容量快满了。

  　とりあえず、先にグレイプルを保存庫に移すんだけど、そろそろ容量がキツい。

  　啊，对了。把肉熏制一下，方便携带。用灰鹿来做应该可以吧。

  　あ、そうだ。肉は
    
     燻
    くん
    
     製
    せいにして、持ち運べるようにしよう。グレイディアの方でいいかな。

  「好了。那么，信……」

  「よしっと。で、手紙を……」

  　打开魔导传送箱，里面有一封信和空皮袋。干帕普和灰鹿格雷普尔好像都吃掉了？

  　魔導転送箱を開けると、手紙一通と空っぽになった皮袋。ドライパプやドライグレイプルは食べてくれたっぽい？

  「等我安顿下来再看吧。」

  「落ち着いてから読むよ」

  『好的。』

  『はい』

  　斯薇和菲雅莉们应该等不及了，我把信和皮袋扔进道具栏。

  　スウィーやフェアリーたちが待ちわびてるはずだし、手紙と皮袋はインベントリにポイッと。

  　从后门走到土间，菲雅莉们已经在桌上待机了。

  　裏口から土間に出ると、すでにフェアリーたちがテーブルの上に待機中。

  「好好好，再等一下。」

  「はいはい、もうちょっと待ってな」

  　我一边做着灰鹿格雷普尔，一边向美音确认。

  　ドライグレイプルを作りつつ、ミオンにちょっと確認を。

  「要向亚珍塔先生报告的内容，应该有很多吧？」

  「アージェンタさんに報告する内容、結構あったよね？」

  『我有记在笔记上，要念出来吗？』

  『メモしてありますけど、読み上げましょうか？』

  「嗯，抱歉。拜托了」

  「うん、ごめん。お願い」

  『好的！』

  『はい！』

  　美音按照顺序把记在笔记上的内容念了出来。

  　ミオンがちゃんと順番にメモしてくれてあったのを読み上げてくれる。

  　・北侧有教会。只看到坚固的大门后面。

  　・北側に教会。頑丈な門の向こうは目視だけ。

  　・教会里没有女神像。

  　・教会の中に女神像がない。

  　・东北侧有港口和灯塔。

  　・北東に港と灯台。

  　・港口的酒馆里有魔导酿造器。

  　・港の酒場に魔導醸造器。

  　・灯塔的灯光熄灭了。

  　・灯台の明かりは消えている。

  　・灯塔深处有条大通道。门没有打开。

  　・灯台の奥に大きな通路。扉は開けず。

  「要报告的事情还真多啊」

  「報告すること結構多いな」

  『翔君，你太努力了』

  『ショウ君、頑張りすぎです』

  「不，这个，嗯……」

  「いや、まあ、うん……」

  　这次只是探索集中在了没去过的地方而已。

  　今回はたまたま行ってない場所に探索が集中しただけなんだよな。

  　和古代遗迹本身有关的，也只有灯塔深处的大通道而已。

  　古代遺跡そのものに関係ありそうなのは、灯台の奥にあった大きな通路だけだし。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「哎呀，抱歉抱歉。〈干燥〉」

  「おっと、ごめんごめん。〈乾燥〉っと」

  　我一口气把两串格雷普尔烘干，完成了干燥格雷普尔。

  　二房分のグレイプルを一気に乾燥させ、ドライグレイプル完成。

  　放到盘子里请用。

  　平皿に移して召し上がれ。

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　菲雅莉们一拥而上。看来心情变好了，太好了。

  　わっと群がるフェアリーたち。機嫌も直ったみたいで何より。

  　那么，来看信吧……

  　んじゃ、手紙に目を通すかな……

  『翔大人

  『ショウ様

  　感谢您迅速的回信。

  　早速の返信、ありがとうございました。

  　我这边继续调查文献，很抱歉没有什么进展。

  　こちらは引き続き文献の調査をしており、大した進展もなく申し訳ありません。

  　这次的联络是想跟您说另一件事，公主大人非常喜欢您前几天送来的水果干，想请您再送一些过来……

  　今回のご連絡は別件と申しますか、先日お送りいただいた果物の乾物をお姫様が大層気に入りまして、追加でお送りいただけないかと……

  　还请您多多关照。

  　
    
     何
    なに
    
     卒
    とぞ、よろしくお願いいたします。

  　如果那边有什么困难的话，请您尽管吩咐』

  　そちらで何かお困りごとがありましたら、遠慮なく申しつけください』

  　呃……不，嗯，她能喜欢真是太好了。

  　ええ……、いや、うん、喜んでくれたみたいで何よりなんだけどさ。

  『得去采帕普果实才行呢。』

  『パプの実は採りに行かないとですね』

  「还有时间吧？」

  「まだ時間あるよね？」

  『是的。现在才刚过晚上九点半。』

  『はい。午後九時半を回ったところですよ』

  　斯薇她们也需要，就采满整个背包吧……

  　スウィーたちの分も必要だし、バックパックいっぱいに採ってくるか……

  「再采下去就有点勉强了。」

  「さすがにこれ以上は無理かな」

  『采了好多呢！』

  『たくさんですね！』

  　背包和道具栏都装得满满的。

  　バックパックにもインベントリにもいっぱいいっぱい。

  　虽然STR够高，所以感觉不到多重，但背包的重量让身体失去了平衡……

  　ＳＴＲがあるから重いって感じはあんまりしないけど、バックパック分の重さでバランスが……

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「哦，露比，谢啦。」

  「お、ルピ、さんきゅ」

  　感觉好久没遇到双角兔了。露比能好好猎到两只，真是优秀。

  　バイコビットも久々な感じ。ちゃんと二匹狩ってくるルピは優秀。

  　不过……还是先解体，用手拿回去吧。

  　なんだけど……解体は後にして、手で持って帰るか。

  「好，回去吧。」

  「よし、帰ろうか」

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　回去后制作干燥帕普，跟信一起送过去，时间应该刚刚好？

  　戻ってドライパプを作って、手紙と一緒に送ると、ちょうどいい時間ぐらい？

  　我关上洞窟的门，返回古代遗迹……

  　洞窟の扉を閉め、古代遺跡を戻っていくんだけど……

  「感觉还是做个推车比较好吧？」

  「なんかこう、台車とか作った方がいいのかな？」

  『啊，对哦。这样就能搬运北边种的蔬菜了，而且光是在平坦的通道上往来，感觉也会轻松很多。』

  『あ、そうですね。北側で育てた野菜とかも運びますし、平らな通路を行き来するだけでも楽になりそうです』

  「是啊。」

  「だよな」

  　等事情告一段落，就做个推车吧。

  　ちょっと落ち着いたら台車作ろう。

  　木制的可以吗？要是太重压坏了，再重做铁制的就好。

  　木製でいいかな？　重くて潰れるようなら鉄製で作り直せばいいか。

  『翔君，要不要去确认一下采掘点？』

  『ショウ君、採掘ポイントを確認しませんか？』

  「啊，说不定能挖到魔银的地方复活了？」

  「あ、
    
     魔銀
    ミスリル掘れるポイント復活してるかも？」

  『是的！』

  『はい！』

  　虽然魔银铸块还有剩，但能不能再挖到很重要。这样就能毫不犹豫地使用现有的魔银了。

  　
    
     魔銀
    ミスリルのインゴットはまだ余ってるけど、また掘れるかどうかは重要。今あるのを使うのにためらわずに済むし。

  「露比，等我一下。」

  「ルピ、ちょっと待ってて」

  「汪」

  「ワフン」

  　我放下背包和双角兔，走下楼梯。然后放出照明，照亮上方……

  　バックパックとバイコビットを置いて階段を下りる。っと、明かりを出して、上の方を照らしてもらうと……

  「唔，没有复活啊。」

  「うーん、復活してないな」

  『需要花很多时间吗？』

  『かなり時間がかかるんでしょうか？』

  「嗯，从稀有度来考虑的话，应该是吧。在本土偶尔也能采掘到吗？」

  「まあ、希少度から考えるとそうなのかな。本土でもたまに採掘できたりするんだっけ？」

  『是的。』

  『はい』

  　虽然这座岛没有出口魔银，但如果只有我能确实挖到，那也太不公平了。

  　この島から
    
     魔銀
    ミスリルが輸出されることはないけど、俺だけ確実に掘れるのは不公平になるだろうし。

  「好吧，大概一周后再来看看吧。」

  「まあ、また一週間後ぐらいに見にくるか」

  『是啊。』

  『ですね』

  　我跑回去，重新背起背包。

  　走って戻ってバックパックを背負い直す。

  　我想在今天之内把装在这里的帕普果实加工完毕。

  　ここに入ってる分のパプの実は今日のうちに加工してしまいたい。

  『翔君，差不多该决定每周要做的事了吧？』

  『ショウ君、そろそろ曜日ごとでやることを決めませんか？』

  「原来如此。这样或许比较好……」

  「なるほど。その方がいいかも……」

  　虽然我做了很多事，但感觉都是走一步算一步。然后有了新发现，又增加了要做的事，就这样不断重复。

  　あれやってこれやってるけど、どれも行き当たりばったりな気はしてる。で、新たな発見があって、またやること増えての繰り返し。

  　虽然这样也挺开心的，不过房子已经盖好，岛上的探索也有了某种程度的进展，我觉得每周固定一两天做同样的事也不错。

  　それはそれで楽しいんだけど、家もできたし、島の探索もある程度進んだし、週に一日か二日はやること固定化してもいい気がするな。

  『北侧和家附近的农务，还有绕南侧一圈采集和采掘，这两件事可以固定在特定的日子进行。』

  『北側と家のそばの畑仕事、南側をぐるっと回って採集と採掘、この二つは曜日を決めてもいいんじゃないかと』

  「绕南侧一圈感觉有很多事要做，一天够吗？」

  「南側をぐるっとは結構いろいろありそうだけど、一日で足りるかな？」

  『就看当天的心情如何吧？采集、采掘，或是去海边或河里捕鱼。』

  『そこはその日の気分でどうですか？　採集、採掘、海や川の魚採りのどれかです』

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　森林兔和双角兔有露比帮忙狩猎，灰鹿和兰吉野猪就看运气，或是用陷阱捕捉。

  　フォレビットとかバイコビットはルピが狩ってくれるし、グレイディアやランジボアは見つけたら、罠に掛かってたらかな。

  　沙滩也要看涨退潮，如果时机对了就去。

  　砂浜も潮の満ち引き次第なところあるからタイミング合えば。

  　花鳟可以钓鱼，笼式陷阱再做得坚固一点，就算水位增加也不会被冲走。

  　フラワートラウトは釣りでもいいし、かご罠はもう少し頑丈なのにして、水かさが増えても流れないようにすればいいか。

  「嗯，感觉不错。从下星期开始就照这个感觉试试看吧。」

  「うん、良さそう。ちょっと来週からそんな感じにしてみようか」

  『好的！』

  『はい！』

  　我勤奋地将帕普果实做成『粘稠的帕普干』，料理技能升到了8。

  　せっせとパプの実を『とろとろ干しパプ』にしてると、料理スキルが８に上がった。

  　虽然我很高兴，但最高等级的技能居然是木工和料理，这该怎么说呢……

  　嬉しいっちゃ嬉しいんだけど、素のスキルレベルは木工と料理がトップっていうのはどうなんだろう……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「斯薇，虽然还有很多，但你先等等。这是要送人的」

  「スウィー、たくさんあるからいいけど今はちょっと待って。これ贈答用だから」

  「～～！？」

  「〜〜〜!?」

  　我这么一说，斯薇就露出了“为什么！？”的表情。

  　そう
    
     釘
    くぎを刺すと「なんで!?」みたいな顔に。

  　贝露部长说这东西在王国也很流行，应该不是什么贵重的东西，但既然她觉得好吃，那我也没理由不送。

  　ベル部長が王国でも流行ってるとか言ってたし、大したものじゃないはずだけど、美味しいと言って食べてくれるんなら贈らない理由はない。

  　说实话，我多少也想得到一些回报……

  　正直、多少の見返りがあればなーっていう打算もあるし……

  「然后，还要写信」

  「で、あとは手紙を書かないと」

  『要听世界任务的事吗？』

  『ワールドクエストの話は聞きますか？』

  「嗯……反正和我没关系，而且我也不想先听剧透」

  「うーん……。俺は関係ないし、ネタバレ先に聞くみたいで嫌だな」

  『也是』

  『そうですね』

  　普通玩家现在正拼命地想着“如何与龙族取得联系”，而我已经和龙族取得联系了，这已经很奇怪了……

  　普通のプレイヤーが今ごろ「どうにかして竜族とコンタクトする」のに必死になってるところで、既に連絡を取れてる状態でもあれなのに……

  「我们的要求，也就是使用许可和岛或古代遗迹的地图？」

  「こっちの要望って言っても、見つけた魔導具の使用許可と、島か古代遺跡の地図ぐらい？」

  『也请拜托他们把一楼的传送魔法阵的另一半给我们』

  『一階の転移魔法陣と対になってる方の話もお願いします』

  「对哦。要是能拿到另一半就好了」

  「そうだった。その対になってる方をもらえるといいんだけどな」

  　作为帕普干的代价，这要求太高了。

  　とろとろ干しパプの対価としては高すぎるよな。

  　能不能交涉一下，让他们把一年份的报酬给我们呢。还有新作的甜品也……

  　この先一年分の代金みたいな交渉はできないかな。他にも新作の甘味を融通しますよとかで……

  『还有，能不能要一个米制原器的魔导具呢？用来制作这座岛和古代遗迹的地图』

  『あとメートル原器の魔導具とかもらえないでしょうか？　この島や古代遺跡の地図を作るためにということで』

  「啊啊！有那个的话就太好了。有了那个就能取得地图技能了吧？」

  「ああ！　それあるとめっちゃ嬉しい。それで地図スキル取れるようになるんだっけ？」

  『是的。听说当斥候的人都会取得』

  『はい。斥候をやる人はみなさん取ってるそうです』

  　地图技能等级越高，就能画出越精确的地图，所以也有人想要制作世界地图。

  　地図スキルが高ければ高いほど、ちゃんとした地図を描けるってことで、世界地図を作ろうって人たちもいるんだとか。

  　是叫伊能忠敬吗？感觉有点像……

  　
    
     伊
    い
    
     能
    のう
    
     忠
    ただ
    
     敬
    たかだっけ？　なんか、そんな感じっぽい……

  「那，优先要米制原器的魔导具可以吗？一楼的传送魔法阵的另一半就写“如果有的话”」

  「じゃ、優先はメートル原器の魔導具の方でいいかな？　一階の転移魔法陣の対になってる方は『もしあれば』ぐらいで」

  『我觉得可以。而且另一半可能也没找到』

  『いいと思います。対になってる方は見つかってないかもですし』

  「啊，这样啊」

  「あ、そうか」

  　从那个记录和亚珍塔先生的话来看，失控的中心部很有可能发生了大惨案。

  　あの記録とアージェンタさんの話からすると、暴走の中心部は大惨事だった可能性が高そう。

  　会不会被埋在瓦砾堆下了？不对，好像也不是爆炸，所以可能还留着。

  　
    
     瓦
    が
    
     礫
    れきに埋もれて土の下とかそういう？　いや、でも爆発したとかじゃないっぽいし、そのまま残ってる可能性もあるか。

  「嗯，就写“如果有的话”吧」

  「ま、あったらいいなぐらいで書くよ」

  『好的』

  『はい』

  「斯薇，你别因为吃不完就拿走剩下的。我说过这是送礼用的吧？」

  「で、スウィー。食べきれないからって、余ったの持ってかないの。贈答用だって言ったよね？」

  　就算你用那种水汪汪的眼睛看我也不行。

  　そんなうるうるした目で見てもダメだから。

  　你能不能表现得更像女王一点啊……

  　もうちょっと女王っぽい振る舞いをしてくれよ……

  「我回来了。」

  「ただいま」

  『欢迎回来。』

  『お帰りなさい』

  　在虚拟活动室迎接我的不只有美音，

  　バーチャル部室で迎えてくれたのはミオンだけでなく、

  「欢迎回来！兄长！」

  「おかえり！　兄上！」

  「抱歉连日来都找你。」

  「連日ごめんなさいね」

  　还有赛丝和贝露部长。和往常一样，是在登出前被叫出来的。

  　セスとベル部長も。ログアウトする前に呼び出しがっていういつものやつ。

  「发生什么事了吗？」

  「なんかあったんです？」

  「是阿梅拉领地的古代遗迹的事。在遗迹前的废弃场所，出现了NPC矮人……」

  「アミエラ領の古代遺跡の話よ。遺跡の手前にある放棄した場所に、ＮＰＣのドワーフたちが現れたのよ……」

  「『咦？』」

  「『え？』」

  　出现的是十几个人。

  　現れたのは十数人。

  　似乎不是打算擅自住在废弃场所。

  　放棄した場所に、勝手に住み着こうとしてるわけでもないらしい。

  「那群人的队长格拉多阁下郑重地向我们打招呼和说明。据他所说，他们听说那里有能挖到矿石的古代遗迹，希望也能让他们使用。」

  「その一団のリーダー、グラド殿から丁重な挨拶と説明があっての。曰く、鉱石が掘れる古代遺跡があると聞いてきたそうで、彼らにも使わせてほしいということらしい」

  「哈啊。可是，那里……」

  「はあ。でも、あそこって……」

  「当然，我们也把有翼人提出的条件和之后的交涉都告诉了他们，但他们说会自己负责。」

  「もちろん、私たちが有翼人たちから言われた条件や、その後の交渉のことも話したのだけど、そこは自分たちの責任でやるって言うのよ」

  　怎么回事。虽然听起来是件好事……

  　なんだろ。すごくいい話に思えるんだけど……

  『有什么问题吗？』

  『それに問題が？』

  「你不觉得这和世界任务有关吗？」

  「ワールドクエストに関連があると思わぬか？」

  「啊，那当然会有吧。你跟那些矮人说过龙族的事吗？就是有翼人背后有龙族撑腰的……」

  「ああ、そりゃ、あるだろうなあ。そのドワーフたちに竜族の話もしたのか？　有翼人のバックについてるとかいう……」

  「当然说了。不过，他们似乎并不怎么害怕。」

  「もちろんしたぞ。だが、彼らは特にそれを恐れておらんようでな」

  　这个游戏的龙族似乎是『聪明温和但惹怒了会很可怕』的类型，他们觉得惹怒龙族的会是有翼人吗？

  　このゲームのドラゴンは『
    
     聡
    そう
    
     明
    めいで温和だけど怒らせると怖い』方っぽいし、怒られるとしたら有翼人の方って思ってるとかかな？

  　不，这有可能是亚珍塔先生暗中安排的……

  　いや、これって、アージェンタさんが
    
     密
    ひそかに手を回した可能性……

  「虽然世界任务和这座岛没有关系，但有什么在意的事就告诉我吧。」

  「ワールドクエストに島は関係ないけど、気になることがあったら教えてちょうだい」

  「了解」

  「りょっす」

  　嗯，还是保持沉默吧。毕竟已经约好要保密了……

  　うん、黙ってよう。内緒だって約束したし……

 
  06　星期四　菲雅莉的花蜜

  06　木曜日　フェアリーの花蜜

  『翔君，这是今天要上传的视频。』

  『ショウ君、今日アップする動画です』

  「啊，对哦。」

  「あ、そうだった」

  　我们一如既往地最早来到活动室。刚坐下来，美音就把视频交给了我。

  　いつものように部室一番乗りの俺たち。席に着いたところで、ミオンに動画を渡された。

  　视频里，我用解锁密码打开门，与骷髅的战斗只拍了开头和结尾。

  　解錠コードの扉を開けて、スケルトンとの戦闘は最初と最後だけ。

  　之后是东侧，从上行楼梯到穿越电梯，再到崩塌现场。

  　その後は東側、上り階段からの転移エレベーターを越えて崩落現場へと。

  「啊，应用魔法学〈地〉和土木技能的挖掘魔法，这是第一次公开吧？」

  「あ、応用魔法学〈地〉と土木スキルの掘削の魔法ってお披露目は初だよね？」

  『是的。啊，要隐藏吗？』

  『はい。あ、隠しますか？』

  「不用，就这样吧。要隐藏的话，崩塌现场也得隐藏，那样的话，出去外面就显得不自然了。」

  「ううん、そのままでいいよ。隠すってなると崩落現場も隠さないとだし、それだと外に出るのが不自然だし」

  　挖掘魔法，正如赛丝所说，根据使用方法不同，可以用来做坏事，但一想到其他人已经取得并用来做坏事，我觉得还是由我来公开比较好。

  　掘削の魔法、セスの言うように使い方次第では悪用できるけど、別の誰かがもう取得して悪用してたりとか考えると、俺がバラしちゃった方がいい気がする。

  　下次直播时，如果有人提问，就顺便说一下埋着金属的话，MP消耗会很可怕。

  　今度のライブで質問とか出たら、金属が埋まってるとＭＰ消費がやばいって話もしておこう。

  　……这样一来，钢筋之类的会变得很普遍吗？

  　……そうなると鉄筋入りとかが普通になるのかな？

  　视频里，我们从展望台下到水源地，斯薇在那里制作了水的精灵石。接下来是露比的故事。

  　動画は展望台を下りて水源地に行き、スウィーが水の精霊石を作ってくれるところまで。その次がルピの話になるんだよな。

  「OK，我觉得可以。」

  「おけ、いいと思う」

  『好的。』

  『はい』

  　正好这时贝尔部长，不对，是雅塔老师进来了。

  　ちょうどそこにベル部長、ではなく、ヤタ先生が入ってきた。

  「你好——」

  「こんにちはー」

  「你好。」

  「どもっす」

  『老师，这是下个视频』

  『先生、次の動画です』

  「好的」

  「はいー」

  　雅塔老师开始确认视频，不过应该没什么奇怪的地方。

  　受け取った動画を確認し始めるヤタ先生だけど、まあ特に変な部分はないよな。

  「我觉得可以哦。话说回来，是不是该减少视频投稿的量，把直播增加到每周两次呢？」

  「いいと思いますよー。ところでー、そろそろ動画投稿は必要分に減らしてー、ライブを週二回に増やしませんかー？」

  　雅塔老师提出了一个出乎意料的建议。

  　と思いがけない提案が。

  　对我来说，减轻美音的负担是件好事……

  　俺としてはミオンの負担が軽くなる方がいいかなって感じなんだけど……

  『翔君你怎么看？』

  『ショウ君はどうですか？』

  「我？减少视频投稿我倒是赞成。毕竟我也觉得美音的负担太大了……」

  「俺？　動画投稿を減らすのには賛成かな。ミオンの負担が大きいなって気になってたし……」

  　虽然她好像用了编辑AI，但要反复检查的话还是很辛苦的。

  　編集ＡＩを使ってるそうだけど、チェックに何度も見直すとか大変な気がするんだよな。

  「增加直播怎么样？」

  「ライブを増やすのはどうですー？」

  「如果只是悠闲地直播的话倒是没问题。毕竟也不能每次都食物轰炸……」

  「のんびりだべってるだけのライブでいいなら。そうそう毎回飯テロできるわけでもないし……」

  　虽然现在食材经常增加，能用的点子也变多了，但总有一天会用完的。

  　今は食材がちょくちょく増えてるから、やれるネタも増えていいんだけど、そのうちネタなくなるなーって。

  　这样一来，我悠闲地直播……有人会看吗？

  　そうなると、俺がのんびりしてるだけのライブっていう……需要あるのかそれ？

  「美音小姐怎么看？」

  「ミオンさんはどうですー？」

  『我喜欢直播，所以想增加』

  『私はライブ好きなので増やしたいです』

  「那就增加直播，减少视频投稿？」

  「じゃ、ライブ増やして、動画は減らすでいい？」

  『好的。不过，视频编辑完全没问题……』

  『はい。でも、動画編集は全然平気なんですけど……』

  　美音露出微妙的表情。既然这样，我有个主意。

  　と微妙な表情のミオン。それならちょっとアイデアというか、

  「我觉得还是短视频比较好。虽然我会把游戏里发现的事情告诉贝露部长和公会的人，但之后还要在直播里从头说明一遍，很麻烦」

  「どっちかっていうと短編動画の方がいいかなって。ゲームで発見したことはベル部長やギルドの人たちに伝えてるけど、その後またライブで一から説明は大変だし」

  『交给我吧！』

  『任せてください！』

  「那么，水，土两天直播可以吗？贝露小姐是火，木，日」

  「ではー、水、土にライブでいいですかー？　ベルさんが火、木、日ですしー」

  「我同意」

  「俺はそれで」

  『好的』

  『はい』

  　美音也同意了。

  　ミオンも納得かな。

  　不过，直播和短视频都没了之后该怎么办？这个问题并没有解决啊。不对，只要社团活动有成果就行，所以不用在意吗……

  　でも、ライブも短編ネタもなくなったらどうなるんだ？　ってのが解決してるわけじゃないんだよな。いや、部活で実績があるって体裁があればいいんだから、気にしなくてもいいのか……

  「抱歉，我来晚了」

  「ごめんなさい。遅くなっちゃったわね」

  「你好」

  「どもっす」

  『你好』

  『こんにちは』

  「又被八坂老师抓到了吗？」

  「
    
     八
    や
    
     坂
    さか先生にまた捕まりましたかー？」

  「不是的。话说，雅塔老师你不是知道吗」

  「違います。っていうか、ヤタ先生は知ってるでしょう」

  　贝露部长一脸疲惫地坐在电竞椅上。

  　疲れた顔でゲーミングチェアに座るベル部長。

  　我还在想雅塔老师知道是什么意思，原来是修学旅行的事情让班会拖长了。

  　ヤタ先生が知ってるってどういうことだろうと思ったら、修学旅行の話でホームルームが長引いたらしい。

  　说起来，我们学校不是在秋天，而是在梅雨季节去北海道啊。

  　そういや、うちの学校は秋じゃなくて、梅雨時期に北海道なんだよな。

  　好像是因为学生人数多，文化祭会变得像真正的祭典一样热闹……电脑社会在文化祭上会做些什么呢？

  　生徒数が多くて、文化祭が本当にお祭り騒ぎになるかららしいけど……電脳部って文化祭で何かやるのかな？

  「所以六月第二周我不在。这段时间你们两个要加油哦」

  「そういうわけで六月の第二週は不在になるわ。その間は二人で頑張ってね」

  『好的。我们会加油的』

  『はい。二人で頑張ります』

  　说是两个人，但有雅塔老师在应该没问题吧。

  　二人っていうか、ヤタ先生がいるから問題ないと思うけど。

  「了解。话说贝露部长，你不会在那边玩ＩＲＯ吧？」

  「りょっす。ところでベル部長、向こうからＩＲＯしたりしないですよね？」

  「……VRHMD是不能带过去的」

  「……ＶＲＨＭＤの持ち込みは不可よ」

  　感觉像是提了要求但被拒绝了？

  　要望出したけどダメってオチだった感？

  　不过没有电脑的话也没法玩ＩＲＯ，带过去也没什么意义就是了。

  　まあ、
    
     ＰＣ
    パーソナルコアがないとＩＲＯできないし、持っていく意味はない気がするんだけど。

  　雅塔老师笑嘻嘻地说道：

  　一方でニコニコしてるヤタ先生が、

  「自由活动时间借用工作空间来玩什么的，把修学旅行当成什么了啊」

  「自由行動時間にワーキングスペースを借りてログインとかー、修学旅行をなんだと思ってるんでしょうねー」

  　啊，嗯，原来是这样……

  　あ、うん、そういうことね……

  『翔君不会觉得直播是负担吗？我有点担心你会不能放松……』

  『ショウ君はライブが負担になったりしてませんか？　のんびりできないんじゃないかって気になるんですけど……』

  「嗯？完全没问题。直播也就一个小时，而且我有时候也想和大家一起热闹热闹」

  「ん？　それは全然大丈夫。ライブっていっても一時間だし、やっぱり大勢でワイワイしたいなって思うこともあるよ」

  　看到奈特，贝露部长和赛丝他们为世界任务结束开庆功宴，其实我有点羡慕。

  　ナットとかベル部長、セスたちが、ワールドクエスト終了で打ち上げをしてたのを見て、実はちょっと羨ましく思ったりしたし。

  『那就好』

  『良かったです』

  「不过，我有点担心以后未必每次都能找到好题材。虽然我也觉得就算观众减少，那也是没办法的事。」

  「でも、これから先、いつもいつも良いネタがあるとは限らないから、その辺はちょっと心配かな。まあ、視聴者が減ってもしょうがないかって思ってるけど」

  『我觉得不用勉强。而且……我觉得翔君只要正常玩游戏，就会发生各种事。』

  『無理はしなくて良いと思います。それと……ショウ君は普通にゲームしてるだけで、いろいろと起きる気がしますから』

  　……是这样吗？

  　……そうかな？

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「哦，露比，谢啦。」

  「お、ルピ、さんきゅ」

  　露比发现了藏在朽木下的查加菇，叫了我一声。

  　
    
     朽
    くち
    
     木
    きの下に隠れていたチャガタケを見つけ、俺を呼んでくれるルピ。

  　今天的社团活动是寻找适合做钓竿的竹子。目的是寻找细一点的仙人竹，顺便补充雷克森、查加菇和仙人笋等食材。

  　今日の部活は釣り竿のための良い感じの竹探し。仙人竹の細いのを探しつつ、レクソンやらチャガタケ、仙人
    
     筍
    たけのこなんかの食材も補充するのが目的。

  「好了，这附近的仙人竹应该可以吧？」

  「さて、このあたりの仙人竹でいいかな？」

  　我找到了大小适中、单手就能握住的仙人竹。

  　片手でグッと握り込める、手頃な太さの仙人竹を発見。

  　我想做几种钓竿，考虑到失败的可能性，还是多找几根吧。

  　何種類か作りたいし、失敗することも考えていくつか確保しておこう。

  『钓鱼需要的道具还真多呢。』

  『釣りに必要な道具っていろいろあるんですね』

  「嗯，一旦开始讲究，好像就会变得很麻烦。爷爷也说过，钓鱼是富人的娱乐……」

  「まあ、凝り始めると大変なことになるらしいよ。釣りはお金持ちの道楽だって、じいちゃんも言ってたし……」

  『翔君喜欢钓鱼吗？』

  『ショウ君は釣り好きなんですか？』

  「唔——喜欢是喜欢，但不至于只在ＩＲＯ里钓鱼。」

  「うーん、好きだけど、ＩＲＯの中で釣りだけってほどじゃないかな」

  　在名为格里涅的渔港一直钓鱼的人，应该真的很喜欢钓鱼吧。

  　クリーネっていう漁港でずっと釣りしてる人たち、ホントに好きなんだろうなあ。

  　我也不是不能理解他们的心情，而且ＩＲＯ的月费应该比现实便宜，这样太太也能放心吧……

  　気持ちはわからなくもないし、多分、そういう人たちなら、ＩＲＯの月額の方が安く済んで、奥さんも安心なんだろう……

  　我带着几根合适的仙人竹回到山间小屋，然后到仓库里开始制作。

  　手頃な仙人竹を数本確保して山小屋に帰還。作業は蔵の中でやろう。

  　首先点选钓鱼技能。

  　まずは釣りスキルをポチッと取得。

  「一开始先做不会伸缩的普通钓竿吧。」

  「最初は伸び縮みとかしない普通の延べ
    
     竿
    ざおでいいよな」

  『是吗？』

  『そうなんですか？』

  「毕竟也没有卷线器。」

  「リールとかもないしね」

  　如果想钓大鱼，可能就需要卷线器了。

  　大物を釣ろうと思ったらリール必須なのかな。

  　虽然我觉得自己能做出卷绳子的装置，但感觉做不出那种不会缠线的复杂结构。

  　ロープを巻き取る仕組みぐらいなら作れると思うけど、糸が絡まないような機構とかって手が込んでて作れる気がしない。

  　不过，下次直播只是在堤防上浮钓，用长度超过我身高的竹竿应该就够了。记得要先干燥一下。

  　まあ、次のライブは堤防で浮き釣りするぐらいだし、俺の身長を超えるくらいの
    
     竹
    たけ
    
     竿
    ざおで十分だと思う。まずは乾燥させないとだっけ。

  「〈干燥〉……MP消耗得挺多的。」

  「〈乾燥〉っと……結構ＭＰ持ってかれたな」

  『没问题吗？』

  『大丈夫ですか？』

  「嗯，没事没事。我一根根做就是了。」

  「うん、平気平気。一本ずつ作るから」

  　话虽如此，因为没有卷线器，所以也不需要导线环。我决定在前端加上方便绑钓鱼线的铅坠，用绯红猿的皮革应该可以吧。

  　とはいえ、リールがないからガイドも不要。先端に釣り糸を結びやすくするためのリリアンをつけておくことにする。クリムゾンエイプの革でいいか。

  「虽然看起来很随便，但完成了。不，实际上就是随便做的。」

  「すっごい適当な作りに見えるけど完成。いや、実際、適当なんだけど」

  『我分不出有什么不同。』

  『私には違いがよくわからないです』

  「老实说，我也不太清楚。」

  「正直、俺もよくわからない」

  　在格里涅钓鱼的人都是怎么弄到钓具的？　是让NPC村民帮忙做的吗？

  　クリーネで釣りしてる人たちは釣り具はどうしてるんだろ？　ＮＰＣの村人に作ってもらえるとかなのかな？

  　我一边想着这些，一边重复着干燥竹子，然后加上皮绳的步骤。

  　そんなことを考えつつ、次の竹に乾燥をかけ、革紐のリリアンをつけての繰り返し。

  「钓竿有三根应该够了吧？」

  「釣り竿の方は三本もあれば足りるかな？」

  『什么时候运过去？』

  『向こうにはいつ運びます？』

  「嗯——明天，周五晚上，或者周六中午吧。啊，不过我还想试试能不能做酱油，所以明天晚上就得过去准备了」

  「んー、明日、金曜の夜か、土曜のお昼かな。あ、でも、醬油作れるか試したいし、明日の夜には向こう行って仕込まないとか」

  　这样的话，今天晚上得尽可能多收集些大豆和格琳辛。我还想要红酒，或者说是红酒醋，所以格雷普尔也得收集。

  　そうなると、今日の夜は大豆、グリシンをできるだけ集めてこないと。ワインというかワインビネガーが欲しいから、グレイプルもだな。

  『果然还是想要一个能立刻往返那个港口的方法啊』

  『やっぱり、あの港とすぐ行き来できる方法が欲しいですね』

  「是啊」

  「だね」

  　接下来就是制作线之类的细小物品了。主线，子线，鱼钩，铅坠，浮漂……还得做浮漂的支架，这个也用绯红猿的皮革就行了吧。

  　あとは糸やら細かいものを作る。道糸、鉤素、釣り針、錘、浮き……浮き止めも作らないとだけど、これもクリムゾンエイプの革でいいか。

  『鱼钩是用兔子先生的骨头做的吗？』

  『針はうさぎさんの骨からですか？』

  「嗯。说实话，骨头除了做箭头和鱼钩以外也没别的用处了」

  「うん。正直、
    
     鏃
    やじりかこれぐらいしか使い道ないし」

  『我还以为是用铁做的』

  『鉄で作るのかと思ってました』

  「用铁的话，鱼钩被吃掉的时候精神上的伤害会……」

  「鉄だと、針ごと持っていかれた時の精神的ダメージが……」

  　虽然也可以鼓起干劲做，但毕竟我是第一次在ＩＲＯ钓鱼。

  　気合い入れて作っても良いんだけど、何せＩＲＯでの釣りは初めて。

  　主线和子线的强度有没有问题，我完全不清楚。

  　道糸や鉤素も果たして強度的に問題ないのかとか、さっぱりわからないことだらけだし。

  
   [image: ]
  

  『顺便问一下，你打算钓什么鱼？』

  『ちなみにどういうお魚を釣るつもりですか？』

  「能钓到竹荚鱼的话就好了」

  「アジが釣れれば良いかなって」

  　新鲜的竹荚鱼很有可能做成刺身。

  　新鮮なアジなら刺身で食べられる可能性が高い。

  　既然已经得到了芥末和科雷弗尔，那我想要酱油。就算没有酱油，烤鱼也绝对好吃，做成鱼干的话也能保存很久。

  　わさび、クレフォールが手に入ったし、そのために醬油が欲しいところだけど、それが無理でも、塩焼きは絶対に美味しいだろうし、干物にしておけば日持ちもするし。

  『对不起。我不知道竹荚鱼是什么鱼……』

  『ごめんなさい。どういうお魚かわからないです……』

  「呃……啊！对了！我忘了选海洋生物学！」

  「えーっと……あ！　そうだ！　海洋生物学取るの忘れてる！」

  『啊，是图鉴吧』

  『あ、図鑑ですね』

  「对对。里面有插图，应该有记载。还有时间吗？」

  「そうそう。挿絵があったし、多分載ってると思うんだよな。時間まだあるかな？」

  　不知不觉，感觉已经快到下午五点半了。

  　なんだかんだで、そろそろ午後五時半な気がするんだけど。

  『还有十分钟多一点』

  『あと一〇分ちょっとありますよ』

  「好。马上就回来，应该没问题」

  「りょ。すぐだから大丈夫のはず」

  　我留下做好的钓具，直接去了山间小屋。

  　作った釣り道具はそのままに山小屋へと。

  　正在午睡的露比一下子睁开眼睛，跟到了一楼。信……没有来啊。

  　お昼寝中だったルピがぱちっと目を覚まし、一階へとついてくる。手紙は……来てないな。

  「呃，有了有了」

  「えーっと、あったあった」

  　我打开橱柜，拿出图鉴中的海洋生物书，然后回到楼上。

  　キャビネットを開け、図鑑のうちの海洋生物の本を取り出して上へと戻る。

  　我打开放在桌上的书，露比似乎也感兴趣，从自己的座位上探头看过来。它既可爱又聪明。

  　机に置いたそれを開くと、ルピも興味があるのか、自分のお座り台から覗き込んでくる。可愛いし賢い。

  「啊，首先要取得技能……有了」

  「っと、まずはスキル取らないと……あった」

  　海洋生物学技能，虽然罕见的需要4SP，但我毫不犹豫地取得了。虽然SP只剩10了，但无所谓。反正我还有留着角色升级时的BP。

  　海洋生物学スキル、アンコモンで４ＳＰ必要だけど迷わず取得。残り10ＳＰになったけど気にしない。キャラレベ上がった時のＢＰを温存してるし。

  「那么，是哪个呢？」

  「さて、どれかな？」

  　我从前面开始翻阅……

  　先頭からパラパラとめくっていくと……

  「啊，大概就是这个吧」

  「あ、多分、これじゃないかな」

  【奥兰贾克】

  【オランジャック】

  『栖息在沿岸的二十公分左右的鱼。可食用。

  『沿岸部に生息する二〇センチ前後の魚。食用可。

  　料理：一般直接食用，或者烤干物。素材加工：可加工成干物』

  　料理：そのまま、もしくは干物を焼く調理が一般的。素材加工：干物に加工可能』

  『这就是竹荚鱼吧』

  『これがアジなんですね』

  「嗯。美音见过实物吗……应该没见过吧」

  「うん。ミオンは実物は……普通そんな見ないか」

  　就算有也是干物？不对，她可是大小姐，应该没吃过竹荚鱼干吧。

  　あっても干物になったやつ？　いや、お嬢様だからアジの干物なんて食べたことないよな。

  『啊，时间差不多了』

  『あ、そろそろ時間です』

  「哎呀，剩下的就等晚上再说吧。露比，待会儿见」

  「おっと、続きはまた夜に。ルピ、また後でな」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　接下来就是鱼饵了……美音应该会讨厌吧。

  　あとは餌だけど……ミオンが嫌がりそうなんだよな。

  　能接受沙蚕和青磯蚯蚓的女生，应该只有以钓鱼为兴趣，已经习惯的人吧，说到底，这种人真的存在吗？

  　ゴカイとかアオイソメが平気な女子ってなると、それこそ釣りが趣味でもう慣れたって人だろうし、そもそもいるのかって問題が。

  　算了，周六白天的时候再找找别的鱼饵吧……

  　まあ、土曜の昼のうちに何か別の餌候補を探すか……

  「呼」

  「ふう」

  『辛苦了』

  『お疲れ様です』

  「你们俩什么都不说，也好好在时间前完成了呢」

  「二人は何も言わなくてもー、ちゃんと時間前に終わってきますねー」

  　雅塔老师看向贝露部长。啊，她好像回来了。

  　とヤタ先生の視線がベル部長に。あ、戻ってきたっぽい。

  「我也是，只要时间合适，就会提前结束的」

  「私だってキリが良ければちゃんと時間前に終わりますから」

  「毕竟我完全不用考虑别人的情况嘛」

  「まあ、俺は他の人の都合とか全くないっすからね」

  　我不擅长聊到一半就登出……所以，在岛上单人游玩的时候非常轻松。可以按照自己安排的计划行动。

  　なんか話をしてて、それを打ち切ってログアウトとか苦手……。なので、島でのソロプレイはすごくやりやすい。自分が立てたスケジュールで動けるし。

  「话说回来，翔君好像在钓鱼，是准备在下次直播里钓吗？」

  「ところでー、ショウ君は釣りをやるみたいですがー、今度のライブでですかー？」

  「啊，是的」

  「あ、はい」

  「哎呀，这么快啊」

  「あら、さっそくなのね」

  「嗯，正好时机合适」

  「まあ、ちょうどタイミング良かったんで」

  　就算格里涅的钓鱼玩家们没有提出要求，我也正想着找个机会开个钓鱼直播。

  　クリーネの釣りプレイヤーさんたちの要望がなくても、そのうち釣りライブはしたいかなって思ってたところ。

  『有什么问题吗？』

  『何か問題でしょうか？』

  「没有没有，我觉得挺好的，不过美音的服装要不要也换一下？」

  「いえいえー、いいと思いますけどー、ミオンさんの衣装も変えたらどうですかー？」

  「啊！」

  「あ！」

  　说起来也是。

  　そういやそうだ。

  　好不容易决定了频道名，感觉也该换一下服装了。

  　せっかく、チャンネル名も決めたんだし、そろそろ衣装替えしてもいい気がする。

  『翔君觉得呢？』

  『ショウ君はどうですか？』

  「嗯，我也觉得该换一下了。感觉钓鱼用的服装会很合适」

  「うん、衣装替えしたいかな。釣り用ウェアって似合う気がするし」

  『我想穿穿看！』

  『着てみたいです！』

  　那服装也作为直播的亮点之一吧？

  　じゃ、そっちもライブの目玉ってことでいいかな？

  　把现在的探险家服作为基本款，再根据直播的主题搭配一些时尚元素，感觉挺不错的。

  　今の探検家服は基本ってことにして、ライブのメインテーマに沿った感じのオシャレとかが良さそうな気がする。

  　粉色系的防晒衣，下面搭配紧身牛仔裤和长靴……这些应该拍不到吧。

  　パステルカラーのラッシュガード。下はタイトなデニムと長靴……までは映らないか。

  「……我也差不多该换个形象了」

  「……私もそろそろイメチェンしようかしら」

  『贝露部长的魔女服已经完全定型了呢』

  『ベル部長は魔女服がすっかり定着しちゃってますね』

  「翔君，可以借我吗？」

  「ショウ君、借りていい？」

  『不行』

  『ダメです』

  「也是啊……」

  「そうよねえ……」

  　贝露部长重重地叹了口气。话说，我不是物品，所以请放过我吧。

  　大きくため息をつくベル部長。というか、俺は物じゃないので勘弁してください。

  「翔君，你是怎么学会搭配的？」

  「ショウ君はー、どうやってコーデがうまくなったんですかー？」

  「也没什么，就是经常陪真白姐和美姬去购物，所以就学会了」

  「うまくって言われても。真白姉や美姫に付き合わされてたから、ですかね？」

  　因为每次购物都得花很长时间，所以我就想快点找到合适的衣服，早点结束购物……

  　あーでもないこーでもないが本当に長いから、パッと似合うのを見つけて、早く終わらせたかっただけです……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　晚饭时，因为在意社团活动时听到的话，我向美姬问了一下。

  　夕飯時、部活で言われたことが気になったので、美姫にちょっと質問を。

  「美姬平时都会穿我选的衣服，但你没被别人说过什么吗？」

  「美姫は俺が選んだ服を普段から着てくれてるけど、それって何か言われたりしないか？」

  「嗯？没被说过什么啊，怎么了？」

  「む？　特に何か言われたりはせんが、どういうことだ？」

  「呃，就是，稍微聊到了美音的衣服」

  「いや、まあ、ちょっとミオンの服を選ぶ話になってさ」

  　我大致说了一下社团活动时发生的事，美姬一边要求添饭一边说道：

  　部活であったことをざっくりと話すと、美姫がご飯のおかわりを要求しつつ、

  「兄长能选到适合穿的人的衣服，也就是说品味很好吧」

  「兄上は着る人に合った服を選べるという意味で、センスが良いのであろうな」

  「嗯？我不是很懂……」

  「んん？　いまいちよくわからないんだけど……」

  　我一边回答，一边把添好的饭递给她。

  　答えつつ、おかわりをよそった
    
     茶
    ちゃ
    
     碗
    わんを渡す。

  「比如说，如果让你选适合姐姐大人的衣服，你肯定会选符合姐姐大人风格的衣服吧？」

  「例えば、姉上に似合う服を選べと言われたら、兄上は間違いなく姉上らしい服を選ぶであろう？」

  「不，那不是很正常吗？」

  「いや、それって普通だろ？」

  「那可不一定哦？奈绪就经常感叹『爸爸选的衣服都不符合我的风格，我穿不了』」

  「そうでもないぞ？　
    
     奈
    な
    
     緒
    おは『父さんが選ぶ服はどれも私らしくなくて無理』と嘆いておるしの」

  　美姬笑着说道，但柏原叔叔应该受到了相当大的打击……

  　そう言って笑う美姫だけど、
    
     柏
    かし
    
     原
    はらのおじさん的には相当ダメージ入ってそう……

  「话说，姐姐大人经常让我穿可爱的衣服吧？」

  「時に、姉上はよく我に可愛い服を着せたがるであろう？」

  「啊，确实如此。就是那种你不太喜欢的轻飘飘的衣服」

  「ああ、確かにそうだな。ちょっとお前が苦手なフリフリっとした感じのやつ」

  「就是这个！兄长擅长察觉到穿衣服的人的心情！」

  「そこよ！　兄上は着る人の気持ちを察することに
    
     長
    たけておる！」

  　总之，别把筷子朝上，很没礼貌。

  　とりあえず、箸を上向きにするのはやめろ。行儀悪いから。

  「我觉得，兄长既能实现姐姐大人的愿望，又能实现我的愿望，选的衣服恰到好处，很厉害啊？」

  「姉上の望みを
    
     叶
    かなえつつ、我の望みも叶える良き具合の服を選べる兄上はすごいと思うが？」

  「我感觉，我只是选了个安全牌而已……」

  「なんか、無難なのを選んでるだけな気がするんだけどなあ……」

  「嗯。那么，如果让你选适合奈绪的衣服呢？」

  「ふむ。では、奈緒に似合う服を選べと言われたら？」

  「奈绪吗？现在这个时期，条纹T恤，牛仔短裤或者藏青色的紧身裙？还有，夹克衫选白色比较好吧」

  「奈緒ちゃんか。今の時期なら、ボーダーＴシャツに、デニムのハーフパンツかネイビーのタイトスカート？　あと、ブルゾンは白がいいかな」

  　她和奈特的妹妹一样，开朗活泼。和美姬完全相反……倒也不至于，不过她们都有一种积极的气质，这是柏原家所有人的共同点。

  　ナットの妹らしく、明るくて活発。
    
     美
    み
    
     姫
    きとは正反対……というほどでもないけど、アクティブな雰囲気があるのは柏原家全員に共通している。

  「嗯嗯，这正是奈绪的形象。我之后会转告她的」

  「うむうむ。まさに奈緒のイメージよの。あとで伝えておこう」

  「喂，等等」

  「おい、待て」

  「能够像这样考虑人的性格来搭配服装，正是兄长的才能」

  「そのように人となりを考慮に入れてコーディネイトできるのは兄上の才能であろうて」

  　这能算才能吗……

  　才能って言われるほどのことかなあ……

  「那么，你打算给美音阁下选什么样的衣服呢？」

  「それで、ミオン殿にはどのような衣装を選ぶつもりなのだ？」

  「这个……让她实际试穿一下再考虑」

  「それは……実際に試着してもらって考える」

  「好主意。不过，美音阁下的话，兄长选什么衣服她都会高兴的」

  「良き良き。まあ、ミオン殿であれば、兄上がどのような服を選んでも喜ぶであろうがの」

  　不，这样也挺有压力的。

  　いや、それはそれでプレッシャーなんだって。

  　在登录之前，先查一下什么样的搭配比较好吧……

  　ログインする前に、どういうコーデがいいのか調べとこ……

  「好厉害……」

  「すごいわねえ……」

  「品味真好」

  「いいセンスしてますねー」

  　在直播前换衣服，于是我们在工作室集合。

  　ライブの前に衣装替えということでスタジオに集合。

  　贝露部长和雅塔老师没有发表意见……果然还是交给我了。

  　ベル部長やヤタ先生があれこれ言うこともなく……やっぱり俺に一任となったわけで。

  「美音，怎么样？」

  「ミオンはどう？」

  『我很高兴！』

  『嬉しいです！』

  　白色T恤，天蓝色的白色圆点图案防晒外套。

  　白Ｔシャツ、空色に白の水玉模様ラッシュガードパーカー。

  　下半身是运动用的白色短裤和黑色拖鞋。

  　ボトムはスポーツ用の白ショートパンツに黒トレンカを合わせる感じ。

  　蓝色的棒球帽上印着白色的IRO标志，帽檐上戴着粉色边框的太阳镜。虽然看不见鞋子，但搭配的是运动鞋。

  　青地に白でＩＲＯロゴが入ったキャップを浅く、つばの上のピンク縁のサングラスは完全にアクセ扱い。靴は見えないだろうけどスニーカーを合わせた。

  「啊，不过，还是想再增加一些钓鱼人的感觉……」

  「あ、でも、もうちょっと釣り人感を出したいかな……」

  　有那种东西吗？找找看吧。

  　あれってあるのかな？　探してみるか。

  「哦，有了。什么都有啊……」

  「お、あった。なんでもあるな……」

  　腰上缠着的救生衣，啊，还有这个露指手套。

  　腰に巻くタイプのライフジャケットと、ああ、この指ぬきグローブも。

  　啊，一开始用“＃钓鱼”标签搜索就好了……

  　あ、最初から『＃フィッシング』ってタグで検索しとけば良かったのか……

  『这样吗？』

  『こうですか？』

  「嗯，不错。在现实中也很适合吧」

  「うん、いいね。リアルでも似合うんじゃないかな」

  　夏季合宿是在冲绳吧。到时候也想让她穿一下……

  　夏の合宿が沖縄なんだっけ。その時にでもちょっと着てみてほしいかも……

  「呐。果然还是把翔君借给我一……」

  「ねえ。やっぱり、ショウ君を一日借りれ……」

  『不行』

  『ダメです』

  「好了好了，接下来就交给你们年轻人了」

  「はいはいー、あとは若い二人にー」

  　说着，雅塔老师带着贝露部长离开了工作室……好。

  　そう言ってヤタ先生がベル部長を連れてスタジオを後に……よし。

  「还有这个」

  「あとこれ」

  『哎？』

  『え？』

  　我把在ＩＲＯ制作的【魔狼牙的坠饰】，作为ＮＦＴ虚拟化身道具交给她。说实话，我一直在烦恼什么时候给她，但我觉得只有现在了。

  　ＩＲＯで作った【魔狼の牙のペンダント】が、ＮＦＴアバターアイテムになって届いてたのを渡す。正直、渡すタイミングに悩んでたんだけど、今しかないよなってことで。

  「翔君，谢谢你」

  「ショウ君、ありがとう」

  　美音的真声对心脏真不好……心跳得让人受不了。

  　ミオンの生声はホント心臓に悪いというかなんというか……ドキドキしていたたまれなくなる。

  「啊，也得谢谢露比」

  「あー、お礼はルピにもね」

  『好！』

  『はい！』

  　好了，我也去ＩＲＯ吧。

  　さて、俺もＩＲＯ行こう。

  　得趁今天把酿造用的格琳辛和格雷普尔准备好。

  　今日のうちに醸造用のグリシンやらグレイプルを用意しておかないとだし。

  「那我也出发了」

  「じゃ、俺も行ってくるよ」

  『好。那个……翔君，我可以买和这个一样的衣服吗？』

  『はい。あの……ショウ君、これと似た服を買ってもいいですか？』

  「啊，在现实里？当然可以啊」

  「ああ、リアルで？　もちろんいいと思うよ」

  　现实里的衣服也能算作经费吗？

  　リアルの方の服でも経費にしちゃっていいのかな？

  　不过，让美音和椿小姐商量一下就行了吧。

  　まあ、ミオンから椿さんに話してもらえばいいか。

  『这个周日怎么样？』

  『今度の日曜はどうですか？』

  「哎？周日……我来选吗？」

  「え？　日曜って……俺が選ぶの？」

  『是的。毕竟现实中可能没有和这个一样的衣服。不行吗？』

  『はい。現実にこれと同じのがないかもですし。ダメですか？』

  「啊，嗯，可以啊。反正我也没什么事……」

  「あ、うん、いいよ。特に用事とかないし……」

  　也是啊。毕竟不可能完全一样，得用现有的东西来选……

  　そうだよな。全く同じのなんてないと思うし、あるもので選ばないと……

  『那我们去ＩＲＯ吧』

  『じゃ、ＩＲＯしましょう』

  「对哦。我出发了」

  「そうだった。行ってくるよ」

  『好，路上小心』

  『はい、いってらっしゃい』

  「我吃饱了」

  「ごちそうさま」

  「汪呼」

  「ワフン」

  　今天的晚饭是烤森林兔。搭配着鲁迪什泥和佩利尔森斯。

  　今日のご飯はフォレビットのロースト。ルディッシュをおろしたものと、ペリルセンスをすったものをたっぷりと。

  　烤兔肉的美味和芝麻的香气相辅相成，萝卜泥则让余味变得清爽。要是再加上酱油，就能在直播里亮相了。

  　
    
     兎
    うさぎ
    
     肉
    にくローストの旨味にごまの香ばしさが合わさりつつも、大根おろしが後味をさっぱりさせてくれる一品。これに醬油が加われば、ライブでお披露目できるレベルだな。

  　斯薇和菲雅莉组不吃肉，所以只吃格雷普尔。

  　スウィーとフェアリーズは肉は食べないので、ドライグレイプルをぱくぱくと。

  「那，先去采格琳辛吧」

  「じゃ、まずはグリシン採りに行こうか」

  「汪呼」

  「ワフン」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　今天要去西南森林采集格琳辛。之后还打算去有格雷普尔的教会后院。

  　今日はグリシンの採集に南西の森へ。その後はグレイプルがある教会裏にも行くつもり。

  　背起背包出发！

  　バックパックを背負っていざ出発！

  『去港口的路上，除了钓鱼工具以外还有很多行李，能一次搬完吗？』

  『港までの移動、釣り道具以外にもたくさん荷物がありますけど、一度に運べそうですか？』

  「全部搬不完，只能搬一部分。格雷普尔优先。格琳辛能不能做成酱油和味噌还不清楚」

  「全部は無理だし、運べる分だけかな。グレイプルの方を優先するよ。グリシンから醬油とか味噌はできるかどうかも不明だし」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　带两根钓竿，如果直播里两根都断了，就到此为止吧……

  　釣り竿は二本持っていって、ライブ中にどっちも折れちゃったら、そこで終わりにしよう……

  『还有，那个酿造器，有没有可能必须用木桶……』

  『あと、あの醸造器ですけど、木の樽じゃないとダメとかいう可能性は……』

  「啊，有可能……」

  「あっ、それはあるかも……」

  　糟了。话说，就算能做出来，也需要别的容器吧。

  　しまったな。っていうか、作れたとして別に容器が必要になるじゃん。

  　虽然有做，但也要带过去。

  　作ってはあるけど、それも持っていかないとだ。

  「明天放学后或者晚上做木桶」

  「明日の放課後か夜に樽も作ってみるよ」

  『好的』

  『はい』

  　应该不需要很大，用多余的木材应该能行……不对，木框要用金属做吧？日本的木桶是用竹子绑的？不对，那是木桶吧……

  　大きくなくていいはずだから、余ってる木材でなんとかなるはず……って枠は金属で作らないとかな？　日本の樽なら竹で縛るんだっけ？　いや、それは桶か……

  　感觉难度好高，不过有木工技能和锻造技能应该能搞定！

  　なんか、めちゃくちゃ難しい気がしてきたけど、木工スキルと鍛冶スキルでなんとかなってくれるはず！

  「如果时间不够，就先把一开始放着的木桶洗干净拿来用吧……」

  「時間かかりそうなら、最初に置いてあった樽を綺麗に洗って使うか……」

  『是啊。看着那个木桶，应该会更容易做出来吧？』

  『そうですね。その樽を見ながらなら、もっと作りやすくなるんじゃないでしょうか？』

  「确实……」

  「確かに……」

  　实物就在眼前，做同样的东西会更轻松。

  　実物が目の前にあれば、それと同じのを作る方が楽だもんな。

  　虽然拆开更容易理解，但我不确定能不能恢复原状，而且如果因此赶不上直播就本末倒置了。

  　バラした方が理解も早そうだけど、元通りに組めるか不安だし、それでライブに間に合わなくなるのは本末転倒。

  　先试着做个小的，不行的话再在那边挑战一次。

  　こっちで小さいのを作ってみて、ダメそうなら向こうでもう一度チャレンジにしよう。

  「总之，能做出葡萄酒醋就行了吧」

  「とりあえず、ワインビネガーができればいいかな」

  『那个，葡萄酒醋是用来做什么菜的？』

  『あの、ワインビネガーってどういう料理に使うんでしょう？』

  「嗯，简单来说就是法式沙拉酱？还有泡菜之类的。直播的时候我想做卡鲁帕乔」

  「うーん、わかりやすいのでいうとフレンチドレッシング？　あとはピクルスとか。ライブではカルパッチョでも作ろうかなって思ってるけど」

  『这样啊！』

  『そうなんですね！』

  　差不多真的想要砂糖了。

  　そろそろ本格的に砂糖が欲しくなってきた。

  　有没有长着类似甘蔗或甜菜的植物呢……

  　サトウキビとか
    
     甜
    てん
    
     菜
    さいっぽい植物、どこかに生えてないかな……

  「喂，你知道什么甜的植物吗？」

  「なあ、甘い植物って知らない？」

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  　我问了下坐在肩上的斯薇，她好像正在给后面飞着的菲雅莉们说明？斯薇自己好像也不知道。

  　肩に座ってるスウィーに聞くと、後ろでホバリングしてるフェアリーたちに説明中？　スウィー本人は知らない感じかな。

  　我告诉她，等她注意到的时候再告诉我就行了。

  　まあ、気がついたら教えてくれればいいよと伝えておく。

  　我们在古代遗迹的通道向右转，朝西南森林的出口前进。

  　古代遺跡の通路を右に曲がり、南西の森の出口へと進む。

  　穿过洞窟，来到安全区域的草丛，菲雅莉们一齐飞向花丛。

  　洞窟を抜け、セーフゾーンの草むらに出たところで、フェアリーたちがわーっと花へと向かう。

  「啊，对了。就算没有砂糖，也有甜甜的东西啊」

  「あ、そうか。砂糖じゃなくても甘いやつあったじゃん」

  『什么？』

  『はい？』

  「蜂蜜」

  「ハチミツ」

  『啊！』

  『あ！』

  　不过，我很少看到虫子啊。不对，有见过大蜈蚣……

  　ただ、虫をあんまり見ないんだよな。いや、でかいムカデがいたな……

  　说起来，贝露部长好像和大毛毛虫怪战斗过，这么一想，可能也有大蜜蜂吧……

  　そういえば、ベル部長がでかい芋虫のモンスターと戦ったことがあるらしいけど、そう考えるとでかい蜂とかもいたりするんだろうか……

  「算了，总有一天会找到蜜蜂的。还有，是叫蒂玛莉亚小姐吧？那个人可能知道」

  「ま、いずれ蜜蜂とか見つかるかもね。それか『白銀の館』のディマリアさんだっけ？　あの人なら知ってるかも」

  『直播的时候问问看吧』

  『ライブで聞いてみてもいいかもですね』

  「啊，好主意。话说，斯薇你们不能收集花蜜吗？」

  「あー、いいね。っていうかさ、スウィーたちは花の蜜を集めるとかできないの？」

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  　我这么问后，斯薇飞了出去，停在科普提的小白花前。

  　そう聞いてみると、すいーっと飛んでいって、コプティーの小さくて白い花の前に。

  　哎？难道……

  　え？　ひょっとして……

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　淡淡的绿光包裹着花……然后浮现出一个很小的金黄色水球。

  　淡い緑の光がふわっと花を包み……とても小さい黄金色の水球が浮かび上がる。

  　我用手掌接住和斯薇一起飞过来的它。

  　スウィーと一緒に飛んできたそれを手のひらで受け取る。

  『翔君，那是……』

  『ショウ君、それって……』

  「抱歉，斯薇。先让我鉴定一下」

  「ごめん、スウィー。一応、先に鑑定させて」

  【菲雅莉的花蜜】

  【フェアリーの花蜜】

  『菲雅莉从花中采集的蜜。女王亲手采集的最高级品。

  『フェアリーが花から採集した蜜。女王が手ずから採集した最高級品。

  　料理：可作为调味料使用。制药：可作为所有异常状态的恢复药』

  　料理：調味料として利用可能。調薬：あらゆる状態異常の回復薬となる』

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「不得了……斯薇，你真的好厉害」

  「やべえ……。スウィー、本当にすごいんだな」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇一脸得意，呼吸急促地挺起胸膛。

  　ドヤ顔＋鼻息荒く胸を張るスウィー。

  　然后，她保持着这个表情，向我招手。

  　そして、その顔のまま手をくいくいっと。

  「啊，好。粘稠帕普干给你」

  「あ、はい。とろとろ干しパプどうぞ」

  　她一把抢过，开始大口吃起来。

  　それをさっと奪い取って頰張り始める。

  　要是没有这个习惯，她真的就像个女王……

  　これがなきゃ、本当に女王っぽいんだけどな……

  　我采集了一背包的格琳辛，暂时返回山间小屋的途中。

  　グリシンをバックパックいっぱいに採集して、いったん山小屋へ戻る途中。

  　斯薇给我的菲雅莉的花蜜……

  　スウィーにもらったフェアリーの蜜は……

  「虽然非常甜很好吃，但是量……」

  「めっちゃ甘くて美味しかったけど、量が……」

  『让菲雅莉们全体一起采集，大概只有半杯吧』

  『フェアリーさんたち全員で集めてもらって、コップの半分ぐらいでしょうか』

  「嗯，有空的时候再采集吧。我也在做自己喜欢的事」

  「ま、気が向いたらでいいよ。俺も好きにやってるんだし」

  　虽然也不是没考虑过用水果干作为报酬。

  　ドライフルーツをお駄賃にってのも考えなくもないけど。

  　我瞥了斯薇一眼……

  　ちらっとスウィーを見ると……

  「￥」

  「〜〜〜￥」

  　她用手指比了个圈坏笑。不像女王的俗气……

  　指で輪っかを作ってニヤリ。女王らしくない俗っぽさ……

  「不过，你们帮我收集多少，我就做多少粘稠帕普干给你们」

  「まあ、集めてくれたらその分、とろとろ干しパプ作ってあげるから」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　嗯，互相帮助的话应该没问题。

  　まあ、お互い持ちつ持たれつならいいかな。

  　斯薇反着坐，向后面的菲雅莉们说明着什么。

  　スウィーが逆向きに座って、後ろのフェアリーたちに何やら説明してるし。

  『做个花坛可能比较好』

  『花壇を作った方がいいかもですね』

  「啊，对哦。在山间小屋附近做个花坛也不错」

  「あ、そうか。山小屋の近くに花壇はいいね」

  　既然不怎么种田，那就多种些花吧。

  　畑はあまり作らない分、花を増やすか。

  　侧沟附近也挺煞风景的，如果在花坛和篱笆上种些花，感觉会很不错。

  　側溝のあたりが殺風景になってるし、花壇とか生垣を沿わせれば、なかなかいい感じかも。

  「汪」

  「ワフ」

  「哦」

  「おっと」

  　不知不觉已经回到了楼梯下面。

  　いつの間にか階段下まで戻ってきてた。

  　露比跑上楼梯，我也跟着它回到了山间小屋。

  　ルピが駆け上がっていくのを追いかけて山小屋に帰宅。

  　我在土间把格琳辛装进瓮里时，斯薇拿来了餐具架上的空小瓶。

  　土間でグリシンを
    
     甕
    かめに移し替えてると、スウィーが食器棚にあった空の小瓶を持ってきた。

  「？」

  「〜〜〜？」

  「嗯？啊，要收集到这个里面吗？当然可以，用这个吧」

  「ん？　ああ、これに集めてくれるの？　もちろん、使っていいよ」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇竖起大拇指回应我，然后向菲雅莉们说明着什么。

  　サムズアップで返してくれたスウィーがフェアリーたちに説明してくれてるっぽい。

  　虽然可以交给它，不过接下来要去教会后面，那边应该也有花。

  　お任せでいいんだけど、これから教会の裏手に行くし、そっちにも花はあったはず。

  「接下来去采格雷普尔吧」

  「次はグレイプル採りに行くよ」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　格琳辛是大豆，所以可以装得满满的，不过格雷普尔是葡萄。

  　グリシンは大豆だから目一杯詰め込めるけど、グレイプルの実はぶどうだからなあ。

  　得想个不压坏果实的搬运方法……

  　実を潰さずに運ぶ方法を何か考えないと……

  「呼，差不多就这样吧」

  「ふう、こんなもんか」

  『采了很多呢』

  『たくさん採れましたね』

  　道具栏和背包里都装满了格雷普尔。

  　インベントリにいっぱい、バックパックにもいっぱいのグレイプルの実。

  　然后，

  　そして、

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇和菲雅莉们从教会后面的格雷普尔和周围盛开的花中收集了花蜜。

  　スウィー、そしてフェアリーたちが、教会の裏手にあるグレイプルや、その周りに咲いている花から蜜を集めてきてくれた。

  「汪」

  「ワフン」

  　露比的脖子上挂着装有小瓶的小包。

  　ルピの首にぶら下がっているのは、小瓶を入れたポーチ。

  　搜救犬是这样的吗？不对，应该是小木桶？算了，反正很可爱。

  　救助犬ってこういう感じなんだっけ？　いや、小さい樽だっけ？　まあ、可愛いのでよし。

  「谢谢」

  「ありがとな」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　我接过药瓶和小包，摸了摸露比，然后感受到了来自身后的压力。

  　薬瓶とポーチを受け取って、ルピをわしゃわしゃと撫でると、その後ろから圧が。

  　也得给菲雅莉们奖励才行。

  　フェアリーたちにもちゃんとご褒美をあげないと。

  「来来，这些你们随便吃」

  「はいはい、これ好きなだけ食べて」

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  　我用石墙做了个小桌子，放上六块粘稠的帕普干，然后它们就一拥而上，开始大快朵颐。

  　とろとろ干しパプを六つ、石壁で小さいテーブルを作って置くと、わーっと群がってワイワイと食べ始めた。

  「我也休息一下」

  「俺もちょっと休憩」

  『好的。这样应该就准备好了』

  『はい。これで準備は整ったと思いますよ』

  「是吗？」

  「かな？」

  　我从道具栏里拿出格雷普尔果实，然后把装着菲雅莉们收集的花蜜的小瓶放进空出来的空间。

  　インベントリの方からグレイプルの実を取り出し、そのスペースにフェアリーたちが集めてくれた蜜が入った小瓶を。

  　啊，在那之前还是先鉴定一下吧。

  　あ、その前に一応鑑定しておこう。

  【菲雅莉的花蜜】

  【フェアリーの花蜜】

  『菲雅莉从花中采集的花蜜。

  『フェアリーが花から採集した蜜。

  　料理：可作为调味料使用。制药：可作为轻度异常状态恢复药』

  　料理：調味料として利用可能。調薬：軽度の状態異常の回復薬となる』

  　效果有差别啊。斯薇果然是女王呢……

  　効き目に差があるんだ。やっぱりスウィーって女王なんだな……

  『总觉得用掉有点可惜呢』

  『なんだか、使うのがもったいない気がしますね』

  「是啊。不过，考虑到每天都会有一小瓶，不用的话只会越积越多，到时候就给菲雅莉们做点什么吧」

  「だよなあ。でも、日にこの小瓶一本って考えると、使わないとどんどん溜まっちゃうし、その時はフェアリーたちに何か作ることにするよ」

  　能快速做出来的是蜜渍绿莓，不对，是蜜渍菲雅莉？

  　サクッと作れるのはグリーンベリーの蜂蜜漬け、ならぬ、フェアリー花蜜漬け？

  　虽然有点想做，但要腌渍的话，量得再多一点才行。

  　ちょっと作ってみたくなったけど、漬け込むならもう少し量がないとだよな。

  『今天剩下的时间要种田吗？』

  『今日の残りの時間は畑づくりですか？』

  「嗯。昨天种的奥达普拉也长得很好，下周应该就能收获了吧？」

  「うん。昨日植えたオーダプラも順調に育ってるみたいだし、もう来週には収穫できる感じ？」

  『格雷普尔采集后十五分钟就会复活，不同植物会不一样吗？』

  『グレイプルは採集すると一五分で復活してましたけど、植物によって違うんでしょうか？』

  「要等它们扎根需要时间？如果能等一下就能收获的话就太好了……反正也不是需要很多量的东西」

  「ちゃんと根付くまでは時間かかるとか？　ちょっと待てば収穫できる方がありがたいけど……別にすごい量が必要なわけじゃないからなあ」

  『是啊』

  『そうですね』

  　格雷普尔也是，按顺序收获的时候，一开始的那批会复活，吓了我一跳。

  　グレイプルとかも順番に収穫してるうちに、最初のやつが復活してたりしてびっくりする。

  　如果一整天都在做农活，感觉收获量会很惊人……

  　一日まるまる農作業すると、すごい収穫量になる気がするんだけど……

  　不过，也没有地方保管，采太多也没意义。

  　まあでも、保管場所がないし、無駄に採集する意味もないか。

  「周一就定为农活日吧？」

  「月曜は農作業の日でいいかな？」

  『好的。可以告诉我具体的内容吗？』

  『はい。具体的な内容を教えてもらっていいですか？』

  「呃……」

  「えーっと……」

  　登录之后，吃饭是日常的例行公事……

  　ログインしてご飯はいつものルーティンとして……

  　首先去家庭菜园收获＆照料。啊，还有花坛。

  　まずは家庭菜園の方を収穫＆お手入れかな。ああ、あと花壇もか。

  　之后，去教会后面的田地收获＆照料。格雷普尔果实感觉不够的话再采就好。然后，再回到家庭菜园收获＆照料。

  　その後、ここ、教会の裏手の畑を収穫＆お手入れ。グレイプルの実は足りないと感じたらで良さそう。で、戻ってまた家庭菜園の方を収穫＆お手入れって感じ。

  『大概两个小时就能结束了吧。还有一小时要做什么？』

  『だいたい二時間ぐらいで終わりそうですね。あと一時間はどうします？』

  「悠闲度过？和露比一边玩一边聊天，感觉一眨眼就过去了」

  「のんびり？　ルピと遊びながら雑談してれば、あっという間な気がする」

  『好的！』

  『はい！』

  　周一周二就悠闲度过吧。

  　月火はのんびりで行こう。

  　本土那边好像很严重，但和岛没关系。

  　なんか本土の方は大変そうだけど、島には関係のないこと。

  　虽然亚珍塔老师那边让人在意……

  　アージェンタさんの方が気になるけど……

  「呼，接下来只要整理好明天要带的东西就行了。现在是晚上十一点左右？」

  「ふう、あとは明日持っていくものをまとめるだけか。今って午後十一時ぐらい？」

  『是的。马上就是了』

  『はい。もうすぐです』

  「好。那么，今天就到此为止吧」

  「りょ。じゃ、今日は終わりにしようか」

  『翔君，确认一下有没有信』

  『ショウ君、手紙がまた来てないか確認を』

  「啊，对哦」

  「あ、そうだった」

  　因为放在一楼没看到，不知不觉就忘记了。登录之后，在吃饭之前检查一下比较好吧。

  　一階にあって目にしない分、ついつい忘れちゃうんだよな。ログインしたら、ご飯にする前にチェックする方がいいのかな。

  「嗯？」

  「ん？」

  　我拜托光精灵提供照明，然后下到一楼，发现那个魔导传送箱的水晶正在闪烁。

  　光の精霊に明かりを頼んで一階へと下りると、例の魔導転送箱の水晶が点滅している。

  『有来信呢』

  『着信してますね』

  「难道说，我送过去的粘稠帕普干，已经吃完了？」

  「まさか、送ったとろとろ干しパプ、もう食べきっちゃったとか？」

  　我应该送了三十个，按一天一个来算，应该能吃一个月。

  　三〇個はあったはずなので、一日一個で一ヵ月はもつ計算だったんだけど。

  　不对，从龙的庞大身躯来看，说不定一口就没了……

  　いや、ドラゴンの巨体からしてみれば、一口で終わる量か……

  　我一边想着就算它要求再来一份，我也得等到下周才能准备，一边打开了箱子。

  　おかわりを要求されても、用意できるのは来週になりそうだよなと思いつつ、箱を開ける。

  「信和……书？」

  「手紙と……本？」

  『是关于这座岛的古代遗迹的资料吗？』

  『この島の古代遺跡についての資料でしょうか？』

  「大概吧？总之先看信……到楼上再看吧」

  「かな？　とりあえず手紙を……上で読むよ」

  　我关上箱子，拿着书和信上了二楼。

  　箱を閉め、本と手紙を持って二階へ。

  　我把书放在桌上，打开信坐下，露比也跳上坐台凑过来看。它太可爱了，我不由得摸了摸……哎呀，呃——

  　本をテーブルに置いて、手紙を開きつつ座ると、ルピがお座り台に乗って覗き込んでくる。可愛くて思わずなでなで……、おっと、えーっと、

  『翔大人

  『ショウ様

  　感谢您送来的大量水果干。

  　果物の乾物、多めに送っていただき、ありがとうございました。

  　我已经和公主大人约好一天最多只能吃两个，暂时应该没问题。

  　お姫様には、一日二個までと約束させましたので、しばらくは大丈夫です。

  　关于岛上的魔导具，您可以自行判断使用。如果发现有危险，我会另行前来回收。

  　島にある魔導具につきましては、ご自身の判断で利用してもらって構いません。それが危険なものである場合は、別途回収に伺います。

  　作为谢礼，我送了您一本空间魔法的魔导书，应该能用于制作岛屿和古代遗迹的地图，请您活用。

  　お礼と言ってはなんですが、島および古代遺跡の地図の作成に有用な、空間魔法の魔導書をお送りしましたので、ご活用ください。

  　关于您指定的传送魔法阵，由于需要寻找对应的物品，因此需要个体编号。请您在学会空间魔法后，鉴定传送魔法阵，将得到的个体编号告诉我。

  　ご指定の転移魔法陣ですが、対になる物を探すための個体番号が必要となりますので、空間魔法を習得の後、転移魔法陣を鑑定して得た個体番号をお伝えください。

  　我会确认是否有对应的物品。

  　こちらに対応した物がないか確認いたします。

  　虽然给您添麻烦了，但还请您多多关照。』

  　お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします』

  「诶？空间魔法？」

  「え？　空間魔法？」

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君＆露比酱】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君＆ルピちゃん】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　新鲜的视频来了！

  　新鮮な動画だー！

  　这次好像是上次那扇打不开的门的前方！

  　今回は例の開かなかった扉の先っぽいぞ！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　呀哈！我要看！

  　ヒャッハー！　視聴するぜー！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　哇，略缩图上的菲雅莉好可爱……

  　うわ、サムネに映ってるフェアリー可愛すぎ……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　精灵的加护可以这么随便许愿吗？

  　精霊の加護ってこんな適当なお願いでいいの？

  　我之前还一本正经地说过『光之精灵啊，赐予我加护！』，我的立场何在。

  　真面目に『光の精霊よ。加護を！』とか言ってた俺の立場が。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那样很像勇者，我喜欢哦？

  　それはそれで勇者っぽくて好きやで？

  　不过，我自己倒是不好意思说！别在意！

  　まあ、自分では恥ずくて言えんけどな！　どんまいや！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　哇，我开始觉得超级羞耻了！

  　うわー、めっちゃ恥ずかしくなってきた！

  　这绝对会被公会成员嘲弄……

  　これ絶対、ギルメンにイジられる……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　看起来像是有双重加护，是我的错觉吗？

  　なんか加護が二重にかかってるように見えるのは気のせい？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不是错觉。

  　気のせいじゃない。

  　应该是光精灵和树精灵的双重加护。

  　光の精霊と樹の精霊の二つ分かかってると思われる。

  　翔君什么时候和树精灵缔结契约了……

  　ショウ君、いつの間に樹の精霊と契約したんだ……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　精灵的加护会消耗不少MP呢。

  　精霊の加護って結構ＭＰ持っていかれますよね。

  　能维持两倍的加护好厉害……

  　その倍を維持できてるのすごい……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　这件斗篷好像是红铠甲熊的，是这个原因吗？

  　このマント、レッドアーマーベアのやつっぽいし、それじゃね？

  　有人狩猎过红铠甲熊吗？

  　誰かレッドアーマーベア狩ったことある人いる？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　上位组应该有不少人狩猎过铠甲熊……

  　アーマーベアなら上位組にそれなりにいたと思うけど……

  　有这么优秀的MP回复效果吗？

  　そんなＭＰ回復優秀なの？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　是很优秀，但根据变化前的个体有差异。

  　優秀なんだけど、変化前の個体によって差がある。

  　从小型铠甲熊变化的个体效果很弱……

  　小さいアーマーベアから変態した奴だとしょぼい……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　翔君打倒的个体相当大只呢。

  　ショウ君が倒した奴はかなりデカかったからな。

  　而且，素材加工技能的等级也很高，感觉会变成很不妙的装备。

  　しかも、素材加工スキルのレベル高いし、ヤバい装備になってそうな気が。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　呀！魔晶石全部放着不管！

  　ぎゃー！　魔晶石全部放置してるー！

  　虽然能理解他的心情，但好浪费！

  　気持ちはわかるけど、もったいない！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不，是因为不能换钱吧……

  　いや、換金できないからだろ……

  　而且，消灭哥布林时的魔晶石应该还有剩。

  　ゴブリン退治した時の魔晶石まだ残ってるだろうし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　骷髅应该能轻松取胜吧。

  　スケぐらいは楽勝だよなあ。

  　精灵的加护变成两倍，武器也变得很凶恶。

  　精霊の加護が二倍に武器も凶悪そうなのになってるし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　果然光精灵对不死者有特攻效果。

  　やっぱ、光の精霊はアンデッド特攻かね。

  　考虑到世界任的剧情，要不要学精灵魔法呢……

  　ワークエの件もあるし、精霊魔法取るか悩む……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　后面w　电梯门是朝着进来的反方向打开的w

  　後ろｗ　入った方向と反対側開くエレベーターあるよなｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　故意不剪掉，能感受到美音酱的爱呢(*'▽'*)

  　あえてカットしないところにミオンちゃんの愛を感じますね(*'▽'*)

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　哈？　诶？　刚才那是元素魔法？

  　は？　え？　今の元素魔法？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　在古代遗迹的墙上开了个洞？w

  　古代遺跡の壁に穴開けたな？ｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　露比酱用了玛那援助，MP消耗量很大？

  　ルピちゃんがマナエイド使ってるし、ＭＰ消費がめちゃ多い？

  　考虑到成本和收益，这样很合理？

  　コストに対するリターンと考えると妥当？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　要是太容易做到，那也很不妙啊。

  　あまりに簡単にできると、それはそれでやばそうだしな。

  　比如拔掉建筑物的柱子……

  　建物の柱抜くとか……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　虽然很在意崩塌的前方，但不能用刚才的方法开个洞吗？

  　この崩れてる先が気になるけど、さっきので穴開けられないのか？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那样会造成二次灾害，不行。

  　それは二次災害になるからあかん。

  　这种事，必须先做好支撑，慎重地进行，不然很危险。

  　こういうのは、きっちりと支保組んでから、慎重にやってかんと危ないで。

  　首先要确认对面埋了多少。

  　まずは向こうまでどれくらい埋まってるかの確認からや。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　有专家在看的频道。

  　専門家も見てるチャンネル。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　呜噢噢噢！好厉害！绝景啊！

  　うおおお！　すげえ！　絶景じゃん！

  　能从上面看到刚才的地方，真好啊……

  　上から今までの場所見えるっていいなあ……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　这应该会被采用到下个PV里吧～

  　これ次のＰＶに採用されそうだな〜

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　镜头一转，标题Logo出现？w

  　カメラがグイッとパンして、タイトルロゴがドーン？ｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　Iris Revolution Online　～狼与妖精的幻想岛～

  　Iris Revolution Online　〜狼と妖精の幻想島〜

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　单人游戏里也放出来吧w

  　ソロゲーで出してくれｗ

  　虽然这么想，但没有美音酱的实况好空虚啊……

  　と思ったけど、ミオンちゃんの実況がないと
    
     虚
    むなしいな……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　这个请自己准备w

  　それは自身でご用意くださいｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　原来如此。在水源地也确保了水之精灵呢（白眼）

  　なるほど。水源地で水の精霊も確保したんだね（白目）

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　继光，树之后是水啊。

  　光、樹に続いて水ですね。

  　树之精灵有前提技能，好像挺麻烦的？

  　樹の精霊って前提スキルがありましたけど、結構大変だったような？

  　难道说，菲雅莉跳过了这个前提？

  　ひょっとして、フェアリーがその前提を飛ばしてる？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　应该需要农耕或园艺技能5以上。

  　農耕か園芸のスキルが５以上必要だったはず。

  　虽然翔君有也不奇怪……

  　ショウ君なら持ってても不思議じゃないが……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　田地还完全没有吧。虽然说过要在土间旁边。

  　畑はまだ全然ですよね。土間の隣にとか話してましたけど。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　树之精灵石也是菲雅莉准备的吧？

  　樹の精霊石もフェアリーが精霊石を用意してくれたんじゃないか？

  　毕竟她说了在骷髅倒下前要施加加护。

  　スケ倒す前に加護かけるように言ってたし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　剩下的不明精灵是什么？

  　残りの判明してない精霊って何？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　存在被确认，但不知道制作方法的是风吧。

  　存在が確認されてて、精霊石の作り方がわからないのは風だね。

  　火虽然存在但完全没被确认。还有可能是暗。

  　火があるだろうけど全然確認されてない。あとは闇があるかも。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不过，翔君的话，接下来想要的是土之精灵吧？

  　まあ、ショウ君的にはあとは土の精霊が欲しいぐらいかな？

  　刚才土砂崩塌的尽头，如果有土之精灵的话，说不定有机会。

  　さっきの土砂崩れの行き止まりとかも、土の精霊がいればワンチャンありそうだし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　有那么优秀吗？

  　そんな優秀なの？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　因为可以操作土啊。

  　土を操作することができるからねー。

  　翔君刚才挖的洞，也不是不能做……

  　ショウ君がさっきやってた穴ほりとかもできなくもない……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　很难用吗？

  　扱いづらいとか？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　调整非常困难。

  　調整がすごい難しい。

  　能感受到和精灵沟通的困难。

  　精霊との意思疎通の難しさを実感する。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　诶，看着翔君，感觉没有那种感觉啊。

  　へー、ショウ君見てると、そんな感じしないんだけどな。

  　有什么别的技能吗？

  　何か別のスキルとかある？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那不是因为有那个菲雅莉跟着吗？还有称号？

  　それこそ、あのフェアリーがついてるからじゃない？　あとは称号？

  　有『诺姆的守护者』的人怎么样？

  　『ノームの守護者』持ってる人とかどうなん？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　嗯，可能有点影响？不知道和没有的时候有什么区别。

  　うーん、少し影響あるのかも？　ない時との差がわからないんだよね。

  　战斗中请他制作土墙，也不会多做吧？

  　戦闘で土壁作ってもらったりするのも、余分に作ったりしないじゃん？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　制作石墙砖的时候呢？

  　石壁ブロック作る時とかは？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　啊，因为不适合，所以不行。

  　あー、向いてないから無理。

  　没办法进行精细的作业。

  　きっちりした作業はできないんだよね。

  　虽然说不定能做，但如果有方法的话，希望你能告诉我。

  　ひょっとしたらできるのかもだけど、方法があったら教えてほしいくらい。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　原来如此。

  　なるほど。

  　要求精灵做出直角或者水平也是强人所难啊……

  　精霊に直角だとか水平だとか求めても厳しいか……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　感觉是不是混进了无人岛考察串的居民？

  　なんか、無人島考察スレ住人が交じってないか？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　别说混进去了，我觉得基本是同一群人。

  　交じるも何もほぼ同一メンバーだと思うぞ。

  　技能考察・验证串的居民应该也有很多。

  　スキル考察・検証スレ住人も大勢いるはず。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那为什么要分开啊w

  　じゃ、なんでスレ分けてんだよｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那边也包括翔君的岛以外的，是正经的串。

  　あっちはショウ君の島以外も含むし、真面目なスレだからね。

  　这边可以开玩笑地说出「想吸露比酱的肚子！」这种话w

  　こっちはふざけて「ルピちゃんのお
    
     腹
    なか吸いたい！」とか言えるからｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　混蛋！我是认真想吸的！！

  　ばかやろう！　俺は真面目に吸いたいんだよ!!

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　对啊对啊♪o(*^◯^*)o

  　そうだそうだ〜♪o(*^◯^*)o

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　话说回来，感觉这次的视频都是搞砸了。

  　それにしても、今回の動画やらかしだらけな気がする。

  　但是，完全没有那种感觉……

  　でも、全然そういう感じが前面にないのって……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　也就是说翔君和美音酱都不觉得是「搞砸了」（无语）

  　ショウ君もミオンちゃんも『やらかし』って思ってないってことだよ（
    
     呆
    あきれ）

 
  07　星期五　饮酒需年满二十岁

  07　金曜日　お酒は二十歳になってから

  「早上好」

  「おはよ」

  「早上好」

  「ぉはょぅ」

  　在车站前，我和美音在老地方老时间汇合。

  　駅前。いつもの時間、いつもの場所でミオンと合流。

  　感觉视野的角落里好像看到了椿小姐。她应该有好好地在照看美音吧。

  　チラッと視界の端に椿さんがいた気がする。ちゃんとミオンを見守ってるんだろうなあ。

  　算了，想太多也没用，还是别管了。

  　ま、気にしてもしょうがないのでスルー。

  　我们穿过检票口，走向站台，然后乘上了刚到站的电车。

  　改札を抜けてホームへ。すぐに来た電車へと乗り込む。

  　昨天在那之后没有时间调查“空间魔法”，我就在一头雾水的状态下登出了。

  　昨日はあの後『空間魔法』について調べる時間が取れず、モヤモヤした状態でログアウト。

  　虽然很想快点到社团活动的时间，但在此之前还有件事必须问清楚……

  　早く部活の時間になってほしいんだけど、それより先に聞いておかないといけないことが……

  「你跟椿小姐说过星期天要去买衣服了吗？」

  「日曜に服買いに行くのって、椿さんに伝えた？」

  「嗯」

  「ん」

  　美音高兴地点了点头。

  　嬉しそうに頷くミオン。

  　那得决定好时间和店家，然后告诉她才行。

  　じゃ、時間と店を決めて伝えておかないとかな。

  「下午在车站碰头可以吗？」

  「昼過ぎに駅で待ち合わせでいい？」

  「……午饭」

  「……お昼ご飯」

  「啊，还要做吗？」

  「あ、また作る？」

  　美音又高兴地点了点头。

  　また嬉しそうに頷くミオン。

  　虽然我们已经约好了，所以完全没问题，不过她好像说过想吃鱼？

  　約束してたし全然いいんだけど、魚料理がいいんだっけ？

  　我想尽可能用新鲜的鱼来做，而且让椿小姐随便买的话也不太好，还是好好商量一下吧……

  　できるだけ新鮮な魚で作りたいし、椿さんに適当に買ってこられてもだし、ちゃんと相談した方がいいか……

  　放学后，到了社团活动的时间。

  　授業が終わって部活の時間。

  　我像往常一样从雅塔老师那里拿到钥匙，走向活动室。

  　いつも通り、ヤタ先生から鍵を受け取って部室へ。

  「唉，今天一整天都心神不宁的……」

  「はー、今日一日、ずっと気になってしょうがなかった……」

  『是空间魔法的事吗？』

  『空間魔法の件です？』

  「那也是原因之一，不过周日中午我想吃鱼」

  「それもだけど、日曜のお昼って魚料理がいいんだよね」

  『好的。不行吗？』

  『はい。ダメですか？』

  「啊，完全没问题，只是海鲜类的话，要是随便买的话……」

  「あ、全然いいんだけど、魚介類は適当に用意されてもちょっと……」

  　我想先决定好做什么，然后再买合适的鱼，像之前那样买一大堆的话，我也不知道该怎么办。而且太浪费了。

  　何を作るか決めてから、それに合う魚があってほしいというか、前みたいに山ほど用意されても困る。というかもったいない。

  『原来如此。我会转告椿小姐的』

  『なるほどです。椿さんに伝えておきますね』

  「关于这件事，椿小姐不会做饭，我有点担心她能不能买好」

  「それなんだけど、椿さんって料理しない人だから、ちゃんと買えるのか不安でさ」

  『是啊……』

  『そうですね……』

  　看美音的反应，椿小姐相当……怎么说呢。

  　ミオンの反応がかなり渋いところを見るに、椿さんって相当……なんだろうなあ。

  　不过，去美音家之前由我来买的话，应该就安全安心了。

  　なんでまあ、ミオンの家に行く前に俺が買った方が安全安心。

  　如果有特别想吃的鱼，或者超市里不一定买得到的鱼，就先商量一下吧。

  　どうしても食べたい魚があって、スーパーで手に入るか微妙なものは要相談ってことにしよう。

  「大家好」

  「こんにちは」

  「你好」

  「どもっす」

  『你好』

  『こんにちは』

  　贝露部长从冰箱里拿出能量饮料，坐到电竞椅上。

  　冷蔵庫からエナドリを取り出しつつ、ゲーミングチェアへと腰掛けるベル部長。

  　说起来，昨天的直播是在王国西南方的古代遗迹吧？

  　そういえば、昨日のライブは王国の南西の古代遺跡だったっけ？

  「昨天的古代遗迹怎么样？」

  「昨日の古代遺跡はどうでした？」

  「感觉有点麻烦。翔君也不知道冰系魔法吧？」

  「ちょっと面倒な感じだったわ。氷系の魔法って、ショウ君も知らないわよね？」

  「不知道……」

  「知らないっすね……」

  　应用魔法学里是〈水〉吗？

  　応用魔法学だと〈水〉なのかな？

  　如果要操纵温度的话，也有可能是〈火〉。

  　温度を扱うんだとすると〈火〉って可能性もあるかもだけど。

  『需要冰魔法吗？』

  『氷の魔法が必要なんですか？』

  「对手是史莱姆哦。冻住之后再打碎会比较快吧」

  「スライムが相手なのよ。凍らせて砕くのが早そうなのよね」

  「啊……」

  「あー……」

  　根据贝露部长所说，史莱姆不是那种软绵绵的，而是粘稠状的。

  　ベル部長の話だと、スライムはぽよぽよしてる方じゃなく、どろどろしてる方らしい。

  　它会吐出溶解液进行攻击，虽然可以用土壁之类的防御，不构成威胁，但要打倒它很费事。

  　溶解液を吐いて攻撃してくるそうで、それはまあ土壁とかで防げるので脅威じゃないんだけど、倒す方が手間なんだとか。

  『果然要去古代遗迹之塔吗？』

  『やっぱり古代遺跡の塔へ行くんですか？』

  「嗯，预定周日去。在那之前先去阿梅拉领地」

  「ええ、日曜に行く予定よ。それまではアミエラ領でちょっとね」

  「那个NPC矮人现在怎么样了？」

  「例のＮＰＣドワーフってどうしてるんです？」

  「现在好像在重新整备被放弃的地方。听说整备完之后，就要去古代遗迹」

  「今のところは、放棄した場所を整備し直してるみたいね。それが終わったら、古代遺跡に潜るって聞いたわよ」

  『他真的不在意有翼人们呢』

  『本当に有翼人さんたちを気にしてないんですね』

  　与其说是完全无视，不如说他好像有自信不管对方说什么都能应对。

  　完全に無視っていうか、何か言ってきても対処できる自信があるっぽいなあ。

  　这果然和银龙亚珍塔先生有关吗？

  　やっぱりこれって、銀竜のアージェンタさんと繫がってるのか？

  　虽然很在意会有什么样的发展，但我只能旁观……

  　どういう展開になるか気になるけど、俺としては見てるしかないし……

  『蕾欧娜小姐的粉丝们也是矮人吧？他们一起行动吗？』

  『レオナさんのファンの皆さんもドワーフでしたよね？　一緒に行動されてるんでしょうか？』

  「嗯。虽然不会一起去采矿，但好像打算帮忙锻造来提升技能等级」

  「ええ。採掘に同行はしないけど、鍛冶の手伝いをしてスキルレベルを上げるつもりらしいわ」

  　原来如此。只要能进行加工和锻造就行了，通过帮忙来搞好关系，说不定还能得到什么好处。

  　なるほど。加工と鍛冶ができればいいんだし、手伝いして仲良くなっとけば、何かしら恩恵もあるかもって感じか。

  「世界任务怎么样了？」

  「ワールドクエストってどうです？」

  「进展不怎么顺利。现在大家正在寻找与龙族交涉的方法」

  「進捗はかんばしくないわね。今はみんな、竜族との交渉方法を探ってるところよ」

  　她一边说着，一边打开了官方世界任务的页面。

  　そう言いつつ、公式のワールドクエストのページを開く。

  　啊，这边也能看到达成率了……2%，几乎没什么进展啊。

  　あ、こっちでも達成率見れるようになったんだ。……２％って、ほとんど進んでないよな。

  「还有就是调查死灵都市历史的人，以及打算修建通往那里的道路的人」

  「あとは死霊都市の歴史を調べてる人たちと、そこまでの道を整備しようとしてる人たちね」

  「哎？」

  「え？」

  　确实，修建道路可以缩短来往时间，但擅自修建通往帝国领地的道路真的没问题吗？

  　確かに道を造った方が行き来の時短ができるからいいんだろうけど、帝国領と繫ぐ道を勝手に造っちゃっていいのかな？

  「好像要先修建防止怪物进入的屏障」

  「先にモンスターが入ってこられないような防壁を造るそうよ」

  「那不是相当麻烦吗……」

  「それって結構大変なんじゃ……」

  「话是这么说，但只要现在玩家大举进攻的话……」

  「そうはいっても、今のプレイヤーが大挙すればね」

  　从森林入口处往里走大约一个小时的地方，有一处狭窄的地方，似乎要在那里堆砌石墙建造大门。

  　森の入口から一時間ほどの場所に、狭くなってる部分があるので、そこに石壁を積み上げてゲートを造るらしい。

  　对帝国来说，也能确保至今为止无人涉足的土地，所以没有反对。

  　帝国としても、今まで手付かずだった土地を確保できることになるので、反対はしなかったと。

  　不过，他们似乎不想被卷入与龙族的纷争，所以表示“之后的事情我们就不知道了”。

  　ただ、竜族との諍いに巻き込まれるようなことは避けたいので「そこから先は
    
     与
    あずかり知らぬこと」という話だそうで。

  『每个国家都希望避免与龙族发生冲突呢』

  『どの国も竜族と揉めるのは避けたいんですね』

  「是啊，这一点也让人很在意。等收集到更多情报后，我打算让赛丝酱去问子爵大人」

  「ええ、そのあたりも気になるところね。もう少し情報が集まったら、セスちゃんから子爵様に聞いてもらおうかと思ってるわ」

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　根据亚珍塔先生的说法，古代遗迹是由龙族管理的，国家拥有的古代遗迹也是从龙族那里得到的许可？

  　アージェンタさんの話だと、古代遺跡は竜族が管理してるって話だし、国が持ってる古代遺跡も竜族から許可を得てるとかそういう感じ？

  　如果是这样的话，如果惹龙族不高兴，导致现在被委托的古代遗迹被收回的话，那就麻烦了……

  　だとしたら、竜族の機嫌を損ねて、今、任されてる古代遺跡を取り上げられたら困るよな……

  「怎么了？」

  「どうしたの？」

  「啊，没什么，我只是在想赛丝应该很受信任，但他们会告诉我们吗？而且就算他们告诉我们，也不知道能不能传播出去」

  「あ、いや、セスが信頼されてるとは思うんですが、教えてもらえるものかなって。それに教えてもらえたとして、広めていいものなのかとか」

  「是啊。就算他们告诉我们，如果要求我们保密的话，那就没辙了……」

  「そうよねえ。教えてもらえたとして、他言無用と言われたらどうしようもないわね……」

  　我也被要求对魔导设施失控的事情保密。

  　俺も魔導施設の暴走の件は内緒にって言われてるしなあ。

  　不过，就算没被要求保密，我也不太可能说出去……

  　まあ、内緒って言われてなくても話せそうにないけど……

  「你好——」

  「こんにちはー」

  「『你好』」

  「『こんにちは』」

  「你好」

  「どもっす」

  　雅塔老师出现后坐到自己的座位上，浏览着打开的世界任务页面。

  　ヤタ先生が現れて自分の席へと座ると、開かれているワールドクエストのページに目を通す。

  「这次的世界任务好像没什么进展呢」

  「今度のワールドクエストの進捗はいまいちっぽいですねー」

  「交涉这个目标很麻烦啊。雅塔老师，你有什么好主意吗？」

  「交渉っていう目標が厄介なんですよ。ヤタ先生、何かいい案はありませんか？」

  「这个嘛，干脆直接去见他们怎么样？」

  「そうですねー。いっそのことー、直接会いに行くとかどうですかー？」

  　我直接见过了啊。

  　俺、直接会ってるんだよな。

  　我偷偷看向美音……她对我微微一笑。

  　ちらっとミオンの方を見ると……ニコッと返された。

  「有一部分人是这么做的……」

  「一部、そういう人たちもいますね……」

  『要怎么做？』

  『どうやってですか？』

  「北方山脉被称为“白龙山脉”，据说山脉对面住着龙族。所以，我们要翻越那座山脉」

  「北の山脈が『白竜山脈』って言われてて、その向こうに竜族、ドラゴンが住んでるって話らしいわ。だから、その山脈を越えようって」

  「这样不会反而激怒他们吗？」

  「それって逆に怒られたりしないんですかね」

  　感觉像是非法入侵。

  　不法侵入っぽい気がなんとなく。

  　是不是应该告诉亚珍塔先生……

  　アージェンタさんに伝えておいた方がいいのかな……

  『翔君，我没有开直播到活动室』

  『ショウ君、部室への配信はしてないので』

  「啊，谢了」

  「あ、さんきゅ」

  　雅塔老师好像更在意世界任务，所以让贝露部长开了限定直播，自己在看那边。

  　ヤタ先生はワールドクエストの方が気になるそうで、ベル部長に限定配信してもらって、そっちを見るとのこと。

  『翔君，你要一直保密下去吗？』

  『ショウ君、内緒にしたままにするんですよね？』

  「嗯，毕竟约好了」

  「うん。約束したし」

  　虽然我和亚珍塔先生的对话没有留下视频，但我觉得只要告诉贝露部长和雅塔老师，她们应该会相信。

  　アージェンタさんとの会話は動画が残ってないけど、ベル部長もヤタ先生も話せば信じてくれるだろうとは思う。

  　刚才的对话中也提到了“龙都”，而且实际上空间魔法的书也存在。

  　さっきの話で『竜の都』って話も出てたし、実際、空間魔法の本はあるわけだし。

  　虽然我觉得她们应该会帮我保密，但我觉得还是应该在不知道的情况下进行世界任务才对……

  　その上で、聞かなかったことにしてくれるとは思うけど、やっぱり事前に知らないで進むのが本当のワールドクエストだと思うんだよな……

  『空间魔法的书要怎么处理？』

  『空間魔法の本についてはどうしますか？』

  「关于这个，如果她们问起，我是不是可以骗她们说，我之前在橱柜里找到一本看不懂的书，后来才终于看懂了？」

  「それなんだけど、突っ込まれることがあったら、キャビネットにあって意味不明だったのが読めるようになった、ぐらいでごまかせないかな？」

  『原来如此。』

  『なるほどです』

  　虽然我不想说谎，但是这件事实在太离奇了，我也不知道该怎么解释。

  　できるだけ
    
     噓
    うそはつきたくないんだけど、こればっかりは突拍子もなさすぎて困る。

  　而且只要继续进行世界任务，总有一天，所有本土的魔术士玩家都会得到这本魔法书。

  　今のワールドクエストが進行すれば、いずれ本土の魔術士プレイヤーなら誰でも取れるようになるんだろうし。

  「一般游戏里，不是都会有连接城市与城市的传送门吗？不知道ＩＲＯ有没有这种东西。」

  「普通のゲームによくある街と街を繫ぐポータル移動とかって、ＩＲＯだとどうなんだろ」

  『毕竟国家之间有纷争，如果谁都能使用，可能会出问题……』

  『国家間の争いがありますし、誰もが使えちゃうと問題が……』

  「唔——如果是在城市外面，或许可行？」

  「うーん、街の外に出るとかならありかも？」

  『就像郊外的机场那样吗？』

  『郊外にある空港みたいな感じですか？』

  「对对对。」

  「そうそう」

  　如果传送设施真的存在，而且是固定设置在那种地方，应该就不会突然有敌国军队攻进城市里。

  　ポータル施設ができるとして、そういう場所に固定されてるなら、いきなり街中に敵国軍が攻め入るとかもないと思う。

  　另外，也要看转移魔法阵的大小。如果是一楼那个一米见方的魔法阵，一次顶多只能让几个人过来。

  　あと、転移魔法陣のサイズ次第？　一階にある一メートル四方のやつなら、一度に来られるのは、良くて数人だし。

  「汪！」

  「ワフ！」

  「哦，抱歉，再等一下。」

  「おっと、ごめん。もうちょっと待ってな」

  　今天的午餐是烤森林兔，搭配肉汁酱。

  　今日のご飯はフォレビットのローストにグレイビーソースを試してみる。

  　把烤肉时流出的肉汁和格雷普尔果汁混合，加入盐和菲雅莉的花蜜调味……

  　ローストで出た肉汁にグレイプルの果汁を混ぜ、塩とフェアリーの蜜を入れて味を整える……

  「好！」

  「よし！」

  　把烤肉盛到盘子里，浇上肉汁酱。

  　皿にロースト肉を盛って、グレイビーソースをかける。

  　配菜是切成薄片的奥达普拉（马铃薯）。

  　付け合わせは、オーダプラ（じゃがいも）をスライスして焼いたもの。

  　露比的餐盘里也盛满了食物。

  　ルピのランチプレートにも、それぞれたっぷりとよそって、

  「我开动了。」

  「いただきます」

  「汪」

  「ワフン」

  　我沾上满满的酱汁，吃了一口……

  　ソースをたっぷりつけて一口……

  「啊啊，真好吃……」

  「ああ、美味い……」

  『呜呜呜……』

  『ううう……』

  　虽然对美音很抱歉，但这也是享受ＩＲＯ的乐趣之一。就请她原谅我周日的午餐吧。

  　ミオンには悪いけど、ＩＲＯの楽しみの一つだからなあ。日曜のご飯で勘弁してもらおう。

  　露比也转眼间就吃完了，我赶紧收拾好餐具，趁社团活动期间把能做的事情做完。

  　ルピもあっという間に平らげたので、さっさと片して、部活のうちにやれることをやっとこう。

  『本来打算做木桶的，要不要先读空间魔法的书？』

  『樽を作る予定でしたけど、先に空間魔法の本を読みますか？』

  「嗯。得确认一下能不能看懂才行。」

  「うん。ちゃんと読めるのかって確認はしないとね」

  『说得也是。』

  『そうですね』

  　虽然拿到了书，但如果完全看不懂，那也得向她报告才行。

  　渡されたはいいけど、さっぱり読めないってオチなら、それはそれで報告しとかないと。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「哦，要去西南森林吗？」

  「お、南西の森に行くの？」

  　斯薇带着菲雅莉们过来，骑到露比的背上。

  　フェアリーたちを引き連れたスウィーがやってきて、ルピの背中へとまたがる。

  　我还要看书和回信，这样正好。

  　俺は本読みと手紙の返事があるし、ちょうど良かったかな。

  「露比，斯薇她们就拜托你了。」

  「ルピ、スウィーたちをよろしく」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　听到它可靠的回应，接下来应该可以交给它了。

  　頼もしい返事が返ってきたので、あとはお任せでいいかな。

  　菲雅莉们还把药瓶和小包都准备好，是打算帮忙收集花蜜吗……还是看中了报酬的粘稠帕普干？

  　蜜集めもしてくれるのか、フェアリーたちが薬瓶とポーチもセットしてくれてるし……報酬のとろとろ干しパプ目当てかな？

  「～～～￥」

  「〜〜〜￥」

  「好好好，我会准备的，你们慢走。」

  「はいはい、ちゃんと用意しとくから、いってらっしゃい」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「虽然看得懂，不过现在能用的只有〈测定〉吧……」

  「読めるけど、今使えるのは〈測定〉だけかな……」

  　这是能稍微使用MP来得知物质长度、重量的魔法。算是空间魔法的基础中的基础。

  　ＭＰを少し使って物質の長さ・重さを知ることができる魔法。空間魔法の基本中の基本かな。

  『有什么不足的吗？』

  『何か足りませんか？』

  「基础魔法学或元素魔法……」

  「基礎魔法学か元素魔法か……」

  　现在基础魔法学的技能等级是5，元素魔法是8，但还是有无法使用的魔法。说起来，我连自己不能用的魔法种类都不知道，所以心里一直很不踏实。

  　今、基礎魔法学はスキルレベル５、元素魔法がスキルレベル８なんだけど、それでも扱えない魔法があるんだよな。そもそも扱えない魔法の種類がわからないからもやもやするんだけど。

  　该不会是哪个技能突破上限后，就会出现上位技能吧？

  　これってひょっとして、どっちかを上限突破したら出てくる上位スキル的な扱いなのかな？

  『龙先生说的个体号码，有办法知道吗？』

  『ドラゴンさんの言っていた個体番号はわかりそうですか？』

  「啊，那很重要。我下去一下。」

  「あ、それが重要なんだった。ちょっと下へ下りるよ」

  『好的。』

  『はい』

  　我拜托光精灵提供照明，前往一楼。

  　光の精霊に明かりを頼んで一階へと。

  　首先要把障碍物上的东西移开。与其说移开，不如收纳到道具栏里。

  　まずは障害物に積んであるものをどけないとだな。どけるっていうか、インベントリに収納すればいいのか。

  　我将传送箱收纳起来，迷你柜子放不进去，所以挪到一边。最后的石墙勉强能放进去。

  　転送箱を収納して、ミニチェストは無理なので横へ。最後の石壁はぎりぎり入るか。

  「好。鉴定。」

  「よし。鑑定」

  【传送魔法阵】

  【転移魔法陣】

  『注入MP后，可将魔法阵上的人或物传送到对应的传送魔法阵。

  『ＭＰを注ぐことで乗っている人や物を、対となる転移魔法陣へと転移させる。

  　但是，魔法阵上存在障碍物时，出于安全问题，魔法阵不会发动。

  　ただし、魔法陣の上に障害物などがある時は、安全の問題があるため発動しない。

  　个体编号：7EB0B692-93C6-4FAE-BCD0-F9632DA646B9』

  　個体番号：7EB0B692-93C6-4FAE-BCD0-F9632DA646B9』

  「这个编号好长啊……」

  「なんか、すごい長い番号なんだけど……」

  『不看着的话，就没办法写在信上了……』

  『見ながらじゃないと、手紙に書けないですね……』

  「总之先记下来吧。」

  「とりあえずメモるよ」

  　我从挪到一边的迷你柜子里拿出纸，从道具栏里拿出魔导刻印笔做笔记。

  　横に退けたミニチェストから紙を。インベントリから魔導刻印筆を出してメモ。

  　写完后确认了好几次……

  　書き終えてから何度か確認を……

  『嗯。没错。』

  『はい。あってます』

  「谢啦。」

  「さんきゅ」

  　写上书的谢礼，其他要报告的事情……啊！

  　本のお礼は書くとして、他に報告することって……あ！

  「我觉得最好告诉他们，有玩家打算翻越山脉，美音你怎么看？」

  「山脈を越えようとしてるプレイヤーがいるって話、伝えた方がいいと思うんだけど、ミオンはどう思う？」

  『最好告诉他们吧。请他们不要做得太过火。』

  『伝えた方がいいんじゃないでしょうか。やりすぎないようにお願いした方が』

  「啊，是这个意思啊。美音真温柔。」

  「ああ、そっちか。ミオン、優しいね」

  『哎……』

  『え……』

  　硬要说的话，我的想法是“有不法之徒，所以请动手吧”。

  　俺はどっちかっていうと、不届き者がいるからやっちゃってくださいって感じだったんだけど。

  　不过，让他们把人赶回去也行吧。

  　まあ、追い返しちゃってくださいぐらいでいいか。

  「这样可以吗？」

  「こんな感じでいいかな？」

  『可、可以！我觉得很好！』

  『は、はい！　良いと思います！』

  「好，那接下来做木桶……」

  「さて、じゃ、樽作りを……」

  『翔，你能不能取得地图技能？』

  『ショウ君、地図スキルは取れませんか？』

  「啊，还有这个！」

  「あ、そっちもあった！」

  　既然已经掌握了长度单位，那应该能取得地图技能……

  　長さの単位が把握できたから、地図スキルはきっと取れるはず……

  　我从技能一览中搜寻『地图』……有了！

  　スキル一覧から『地図』で検索して……あった！

  「可以取得！虽然需要4点普通技能点，不过这个一定要学。」

  「取れる！　アンコモンで必要ＳＰ４だけど、これは取るよな」

  　我点选取得，然后想立刻画张简略的地图……不过写在拿到的纸上，感觉有点浪费。

  　ポチッと取得して、さっそくざっくりとした地図をと思ったんだけど……もらった紙に書くの、なんかもったいない気がする。

  「自己做纸吧……」

  「自前で紙も作ろうかな……」

  『翔，我觉得就算稍微乱花钱，龙先生也不会生气哦？』

  『ショウ君、少しぐらい無駄遣いしても、ドラゴンさん怒ったりしないと思いますよ？』

  　唔，可是技能等级还很低啊。

  　う、でも、スキルレベル低いうちはなあ。

  『还有，我觉得你最好告诉龙先生，说你暂时不在家，要去港口。』

  『あと、しばらく家を空けて港に行くことを伝えておいた方がいいと思います』

  「啊，对哦。那我画张地图送过去吧。」

  「あ、そうだった。じゃあ、まあ地図描いて送っとくか」

  　总之先画出已知的范围。还要画出灯塔的位置……

  　とりあえず、わかる範囲で。灯台がどの辺にあるのかとかも、描いておかないとな……

  「我回来了。」

  「ただいま」

  『欢迎回来。』

  『おかえりなさい』

  　在那之后，我顺利做出了小木桶，露比和斯薇它们也回家了。

  　あの後、無事、小さい樽を作ることができたところで、ルピやスウィーたちも帰宅。

  　时间正好，所以我登出了。

  　ちょうど良い時間なのでログアウトしてきた。

  「贝露小姐，时间差不多了。我先回去了，你快点下线吧」

  「ベルさんー、そろそろ時間ですよー。先に戻りますのでー、早めに上がりましょうねー」

  　在看贝露部长限定直播的雅塔老师提醒她下线。

  　ベル部長の限定ライブを見てたヤタ先生から終了のお知らせが。

  　如果是在战斗中听到这句话，肯定会很着急……

  　戦闘中とかに言われたら、確実に焦るよな、これ……

  「话说回来，你们没在社团活动室开播，是有什么原因吗？」

  「ところでー、部室に配信してなかったのはー、何かあるんですかー？」

  「啊，为了防止剧透？」

  「あー、ネタバレ回避的な？」

  「哦，原来如此」

  「へー、なるほどー」

  　多亏美音连连点头，雅塔老师也没有继续追问。

  　ミオンがうんうんと頷いてくれてるおかげか、ヤタ先生もそれ以上は追及せず。

  　虽然她笑得有点诡异，但还是别在意了……

  　何かニヤニヤしてるけど気にしない……

  「呼，我回来了」

  「ふう、戻りました」

  「你超时了一分钟，不过算了」

  「一分オーバーですがー、まあいいでしょー」

  「都怪老师在街上东看西看！请让我直接回公会……」

  「先生が街中で、あれこれ見たいって言うからです！　まっすぐホームに帰らせてください……」

  　好过分……

  　ひでえ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「对了，周日我要去美音家，然后一起去买衣服」

  「そうそう、日曜にまたミオンの家に行って、その後、服買いに行くんだけど」

  「哦！要加油啊！」

  「ほう！　頑張るのだぞ！」

  「哎？」

  「え？」

  　吃完晚饭，我从冰箱里拿出烤布丁当甜点，美姬迫不及待地伸手去拿……

  　夕食を終え、デザートにと冷蔵庫から取り出した焼きプリンをテーブルに置くと、待ってましたとばかりにそれに手をつける美姫……

  「我受托担任奈绪的家庭教师，已经得到兄长的许可了」

  「我は
    
     奈
    な
    
     緒
    おの家庭教師を頼まれておるのでな。すでに兄上の許可は得ておると言っておったぞ」

  「啊！啊……」

  「あ！　あー……」

  　之前在超市遇到柏原叔叔，和他聊了这件事。

  　ちょっと前にスーパーで出会って、柏原のおじさんとその話をしたんだった。

  「顺带一提，中午我会去柏原家，所以不用担心」

  「ちなみに、昼は柏原家でお呼ばれになるので心配はいらぬぞ」

  「哎？那我不就一个人了？」

  「え？　じゃ、俺、一人？」

  「加油哦！」

  「頑張るのだぞ！」

  　真的假的……

  　マジか……

  「为什么我一个人去，没问题吗？」

  「なんで、俺一人なんだけど、いい？」

  『嗯。虽然见不到赛丝酱很遗憾，但有什么问题吗？』

  『はい。セスちゃんに会えないのは残念ですが、何か問題が？』

  「不，没什么……」

  「いや、別に……」

  　嗯，好吧，应该没问题。

  　まあ、うん、いいんだよな。

  　怎么说呢……只是我一个人去的话，会因为那种有钱人的感觉而畏缩……

  　なんかこう……、俺一人で行くと、あのお金持ちな感じに気後れするってだけの話で……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「抱歉抱歉。那我们出发吧」

  「ごめんごめん。じゃ、出発しようか」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇刚才和菲雅莉们说了什么，大概是说要两三天不回来吧。

  　スウィーがフェアリーたちに何やら話してたのは、また二、三日帰らないよってあたりだろう。

  　今天就去那边，试用一下魔导酿造器，然后就结束了吧。

  　今日は、今から向こうへ行って、魔導醸造器をあれこれ試して終わりぐらいかなあ。

  　周六白天要忙着准备直播，晚上直播应该会更忙。

  　土曜の昼にはライブの準備に忙しいだろうし、夜はライブでもっと忙しくなるはず。

  　周日我在现实里很忙。去美音家做饭，吃完饭后去买东西？应该要到晚上才能上线。

  　日曜はリアルが忙しい。ミオンの家でご飯作って、食べて、その後に買い物？　ログインできるのは夜になるはず。

  　在ＩＲＯ里悠闲地待着，晚点再撤退（登出）吧……

  　ＩＲＯ内にのんびり滞在して、撤収（ログアウト）を遅くしよう……

  「一直以来都谢谢你了」

  「いつもありがとうな」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇供奉的是小小的黄色花朵。

  　スウィーが供えてくれたのは小さい黄色い花。

  　我向露比妈妈的墓祈祷，然后离开了展望台。

  　ルピのお母さんのお墓にお祈りして、展望台を後にする。

  「说起来，还没向你介绍棕狼它们呢。」

  「そういえば、ドラブウルフたちはまだ紹介できてないんだよな」

  『是的。要明天直播的时候介绍吗？』

  『はい。明日のライブで紹介します？』

  「嗯。从展望台这里到直播开始的地方有点远吧？」

  「うん。ライブの開始、この展望台からだとちょっと遠いかな？」

  『是啊。从能看到港口的悬崖那里怎么样？』

  『そうですね。港が見える崖のところからはどうでしょう？』

  「啊，好啊。从那边看港口的景色也很不错。」

  「ああ、いいね。あっちからだと港の方の景色も良かったし」

  　从展望台往水源地方向走，不知何时棕狼们已经在前后左右稍远的地方护卫着我们。

  　展望台を水源地の方へと進むと、いつの間にかドラブウルフたちが前後左右、少し離れた場所から護衛してくれている気配。

  「露比。」

  「ルピ」

  「汪～！」

  「ワオ〜ン！」

  　棕狼们听到露比的声音后立刻聚集过来。

  　その声にすぐに集まってくるドラブウルフたち。

  　它们在坐着的露比面前排成一排趴下的样子也很可爱。

  　お座りするルピの前に並んで伏せる姿もかわいい。

  「谢谢你们。今天有点赶时间，只是路过而已。」

  「ありがとな。今日はちょっと急いでて、通り過ぎるだけだから」

  「汪。」

  「バウ」

  　棕狼父亲回答「了解」，很有礼貌的样子也很可爱。

  　父親ドラブウルフが「了解です」みたいな返事をしてくれるのが律儀でかわいい。

  　明天白天的准备早点结束的话，就去采集植物顺便狩猎吧。

  　明日の昼の準備が早めに終わったら、植物採集のついでに狩りにこよう。

  『这些孩子不会转移领地吗？』

  『この子たちは、テリトリーを移ったりしないんでしょうか？』

  「啊，怎么说呢。感觉两个孩子迟早会踏上旅途。」

  「あー、どうなんだろ。子供二人はそのうち旅立ちそうな気もするけど」

  『希望它们能跟着我们去教会外面。』

  『教会の外に行く時に、ついてきてくれるといいなって』

  　原来如此。不过，教会外面是别的区域，怪物好像也更强。

  　なるほど。でも、あの先は別エリアでモンスターも強そうな気がするしなあ。

  「嗯，可能还要再等一阵子吧？毕竟灯塔后面还有地方，而且现在世界任务期间，我也想悠闲一点。」

  「まあ、もうちょっと先かな？　灯台の裏もあるし、今のワールドクエストの間はのんびりしたい気もするし」

  『啊，说的也是。』

  『あ、そうですね』

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　露比应该还会继续变强，不过在那之前，我想让它见见已经不在的父亲……

  　ルピもまだまだ強くなるだろうけど、その前にいなくなった父親に会わせてあげたいな……

  「呼。还挺重的。」

  「ふう。結構、重かった」

  『辛苦了。』

  『お疲れ様です』

  　我手里拿着钓竿，道具栏里装满了格雷普尼尔的果实。

  　手には釣り竿。インベントリにはいっぱいのグレイプルの実。

  　背包里装着社团活动时做的小木桶，里面装满了格琳辛，还有各种钓具。

  　バックパックには部活の時に作った小さい樽にグリシンを詰めた物や、細々とした釣り道具を入れてきた。

  「钓具就先堆在桌子上吧……」

  「釣り道具はとりあえず、テーブルの上に積んでおくか……」

  　这栋石造建筑原本应该是酒馆，还留有圆桌和椅子。

  　元々は酒場だったであろう石造りの建物には、丸テーブルやら椅子やらが残っている。

  　虽然直接拿来用有点不放心，不过放些轻的行李应该没问题。

  　そのまま使うのはちょっと不安が残るけど、軽い荷物を載せるくらいなら大丈夫なはず。

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  「嗯？散步？可以啊，小心别被风吹走了。」

  「ん？　散歩？　いいけど、風に飛ばされないように気をつけてな」

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　有露比跟着应该就放心了。

  　ルピがついてくなら安心かな。

  　我接下来要和魔导酿造器搏斗，这样总比无聊好。

  　俺はこれから魔導醸造器と格闘するし、退屈するよりはいいだろう。

  『露比酱、斯薇酱，小心点。』

  『ルピちゃん、スウィーちゃん気をつけて』

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　两人精神饱满地从敞开的玄关跑了出去。

  　開けっぱなしの玄関から、元気よく飛び出していく二人。

  　那么，我马上来试试酿造吧。

  　じゃ、俺はさっそく、醸造の方を試してみるか。

  『一开始是红酒吗？』

  『最初はワインですか？』

  「嗯。因为感觉失败的概率最低」

  「うん。まあ、失敗する確率が一番低そうだから」

  　从那张纸条上的话来看，酿酒应该不会失败。

  　張り紙というか書き置きの言葉からして、酒類を造るのに失敗することはないと思う。

  　格雷普尔果实的鉴定结果也说它是酒和醋的原料，应该没问题。

  　グレイプルの実の鑑定結果でも、酒と酢の原料って説明があったから大丈夫なはず。

  　说起来，马铃薯好像能酿出阿夸维特？之类的酒。之后要不要在奥达普拉上试试呢？

  　そういえば、じゃがいもからアクアビット？　とかいうお酒ができるんだとか。そのうち、オーダプラでも試してみないとかな？

  「好了，先洗这个桶吧」

  「さて、まずはこの樽を洗うよ」

  『好』

  『はい』

  　这是原本放在魔导酿造器上的大桶。

  　もともと魔導醸造器に載せられてた大きな樽。

  　虽然盖子盖着，里面也很干净，但为了以防万一，还是把它拿出来再确认一下。

  　蓋をされてたし、中も綺麗だったけど、気分的な問題ってことで、外に出して再確認。

  「麻烦给我干净的水」

  「綺麗な水をお願い」

  　我拜托水精灵，用那个水源地涌出的清澈水把桶装满。

  　水の精霊に頼んで、あの水源地に湧いていた澄んだ水で満たしてもらう。

  　这么大的桶居然不会漏水，真是厉害。就连社团活动时做的小桶，都让我费了好大一番功夫……我一边想着，一边转眼间就把桶装满了。

  　このサイズの樽で水漏れしないのって、ホントすごいなと。部活の時に作ってみた小さい樽ですら、かなり苦労したんだけど……とか思いつつ、あっという間に満水に。

  　我慢慢地倾斜桶，把水倒出来，然后用干燥魔法迅速烘干。真是太方便了。

  　少しずつ傾けて、ざばーっと水を出した後は、乾燥の魔法でさくっと乾かす。便利すぎるな。

  「干燥魔法，好想用来晾衣服……」

  「乾燥の魔法、洗濯物干すのに使いたい……」

  『翔君，你也会洗衣服吗？』

  『ショウ君、洗濯もしてるんですよね？』

  「嗯」

  「うん」

  『那个……赛丝酱的份也是吗？』

  『その……セスちゃんの分もですか？』

  「啊，嗯……」

  「あー、うん……」

  『……』

  『……』

  　沉默好尴尬。

  　沈黙が辛い。

  　不过，就算被嫌弃也无可奈何，毕竟美姬和真白姐都不自己洗衣服……

  　まあ、ドン引きされてもしょうがないんだけど、美姫も真白姉も自分でやんないし……

  　我抱着已经彻底干燥的桶子，把它放在魔导酿造器上。

  　しっかりと乾いた樽を抱えて、魔導醸造器の上にセット。

  「果然还是得先压碎再放进去吧？」

  「やっぱり潰して入れないとかな？」

  『我听说是用脚踩的』

  『足で踏んでって聞いたことがありますけど』

  「那也太……」

  「さすがにそれはね」

  　虽说是为了自己用，但用自己光脚踩过的东西，感觉也不太好。

  　自分が使うからって言っても、自分の素足で踏んだやつはどうかなあ。

  　我用和收集帕普果实果汁时一样的方法，用木盘夹住果实压碎，然后塞进桶子里。

  　パプの実の果汁を集めた時と同じ要領で、木皿で挟んで潰して詰めていく。

  　因为去皮太麻烦了，就直接放进去，做成红酒吧。

  　果皮を取る手間がめんどくさいから、そのまま入れて赤ワインでいいだろう。

  「好。接下来就是……这种时候先碰一下试试吧？」

  「よし。これであとは……こういうのはとりあえずタッチするとかな？」

  『会怎么样呢？』

  『どうなるんでしょう？』

  　魔导炉和传送箱都没有出现特别的UI……

  　魔導炉も転送箱も特にＵＩが出たりはしなかったけど……

  【魔导酿造器：运作中】

  【魔導醸造器：動作中】

  『正在确认原料……』

  『原材料を確認中です……』

  「哦，好厉害。有专用的UI」

  「お、すごい。専用のＵＩあるんだ」

  　眼前出现了一个窗口。看来它正在确认放在上面的桶子里的东西。

  　目の前に現れたウィンドウ。どうやら上に載ってる樽の中身を確認中っぽい。

  　虽然好像也可以取消，但我还是决定等一下……

  　一応、キャンセルもできるみたいだけど、じっと待つことしばし……

  【魔导酿造器：运作中】

  【魔導醸造器：動作中】

  『原料

  『原材料

  　・格雷普尔

  　・グレイプル

  　酿造菜单

  　醸造メニュー

  　・格雷普尔红酒……所需时间：1小时

  　・グレイプルワイン……所要時間：１時間

  　・格雷普尔醋……所需时间：1小时30分钟』

  　・グレイプルビネガー……所要時間：１時間30分』

  「居然能一口气酿出红酒和醋！」

  「一気にワインビネガーまで造れる！」

  『好厉害啊！』

  『すごいですね！』

  　呃，选择其中一种，然后按下酿造开始按钮就OK了吧。

  　えーっと、このどちらかを選択してから、醸造開始ボタンを押せばオッケーだろう。

  　那就赶紧做葡萄酒醋……不不不，还是先酿葡萄酒，再把一部分做成葡萄酒醋比较好吧。

  　じゃ、さっそくワインビネガー……いやいや、ここはまずワインを造って、その一部をワインビネガーにした方がいいかな。

  「那就等一个小时吧」

  「じゃ、一時間待ちかな」

  『等待期间要做什么呢？』

  『待ってる間は何をしますか？』

  「我想做个简单的石窑，这样就能在这里做料理了」

  「こっちで料理できるように、簡単な石窯を造ろうかなって」

  　虽然不知道直播时会不会用到，但在这里也能做料理的话会更好。

  　ライブで使うかどうかは微妙だけど、こっちでも料理できた方がいいよな。

  　啊，如果明天直播时下雨的话，果然还是需要的……

  　あ、明日のライブで雨降ってたら、やっぱり必要か……

  『要建在后面吗？』

  『裏手に造ります？』

  「不，建在里面。玄关进去的右侧吧」

  「いや、中に造るよ。玄関入った右側あたりかな」

  『咦？可是，烟……』

  『え？　でも、煙が……』

  「啊，只要把上面的木窗打开就没问题了吧」

  「ああ、上の木窓を開けとけば問題ないかなって」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　话说，这栋建筑的照明是用别的魔导具吧。墙壁上方的木窗，感觉几乎只是为了通风。

  　というか、この建物って照明は何か別の魔導具とかでだよなあ。壁の上の方にある木窓は、ほとんど風通しのためだけって感じだし。

  　现在是拜托光精灵，所以不用担心照明，但以前果然还是用魔导具的灯吧？

  　今は光の精霊にお願いしてるから、明かりで困ることはないけど、やっぱり昔は魔導具のランプとか使ってたのかな？

  「总之，这样就行了吧」

  「とりあえず、これでいいか」

  『翔君，差不多一个小时了』

  『ショウ君、そろそろ一時間です』

  「好。那就去看看葡萄酒做好了没吧」

  「りょ。じゃ、ワインができてるか見てみようか」

  『好！』

  『はい！』

  　石窑我已经很熟练了，所以很快就……也不至于，还是花了一点时间。

  　石窯造りはもう慣れたので、あっという間に……というわけにもいかず。

  　虽然用石壁魔法可以轻松准备好砖块，但我完全忘了需要粘土，所以又得去找。幸好在回山里的路上就找到了。

  　石壁の魔法でレンガはサクッと用意できるんだけど、粘土が必要なのをすっかり忘れてて、探す羽目に。山の方へ戻る道の途中で見つかったんで良かったけど。

  「好了，来看看……」

  「さて、どうかな……」

  【魔导酿造器：运作中】

  【魔導醸造器：動作中】

  『原料

  『原材料

  　・格雷普尔酒

  　・グレイプルワイン

  　酿造菜单

  　醸造メニュー

  　・格雷普尔醋……所需时间：30分钟』

  　・グレイプルビネガー……所要時間：30分』

  『做好了！』

  『できてますね！』

  「很好很好！」

  「よしよし！」

  　酿造结束的酒好像可以直接做成醋。

  　醸造の終わったワインはそのままビネガーにできるっぽい。

  　不过，也没必要一口气大量生产……

  　でも、一気に大量に造る必要もないので……

  「总之，先拿一半做格雷普尔醋吧。」

  「とりあえず、半分はグレイプルビネガーにしようかな」

  『剩下的酒……要喝吗？』

  『ワインは……飲むんですか？』

  「不，要当料理酒。用森林兔的肉做红酒炖肉应该会很好吃吧？」

  「いや、料理酒にね。フォレビットの肉でワイン煮込みとか美味しいんじゃないかな？」

  　虽然得先查一下食谱，不过周日来做做看吧。不对，在那之前……

  　ちょっとレシピとか調べてからでないとだけど、日曜にでも作ってみよう。いや、その前に……

  「我们在ＩＲＯ里可以喝酒吗？」

  「ＩＲＯって、俺たちもお酒飲めるの？」

  『是的，我也很在意……』

  『はい。それが気になって……』

  「总之先鉴定看看吧。」

  「とりあえず鑑定してみるか」

  　我先把酒桶从魔导酿造器上拿下来，打开盖子发动鉴定。

  　樽をいったん魔導醸造器から下ろし、蓋を開けて鑑定を発動。

  【格雷普尔酒】

  【グレイプルワイン】

  『用格雷普尔果实酿造的酒。

  『グレイプルの実から造られたお酒。

  　酸味与甜味的平衡良好，苦味较少，容易入口。

  　酸味と甘味のバランスが良く、苦味が少ないため飲みやすい。

  　料理：可作为调味料使用』

  　料理：調味料として利用可能』

  「好喝吗？」

  「美味しいのかな？」

  『不清楚』

  『わからないです』

  　虽然老爸让我喝过啤酒，但我并不觉得好喝。感觉就是又苦又甜的碳酸饮料。

  　
    
     親
    おや
    
     父
    じにビールを飲まされたことはあるけど、別に美味いとも思わなかったんだよな。苦くて甘い炭酸飲料って感じだったし。

  　喝一点试试吧……

  　ちょっと飲んでみるか……

  「嗯！？这是什么！好酸！和上面写的完全不一样啊！？」

  「んっ!?　なんだこれ！　すっぱっ！　全然、書いてることと違うんだけど!?」

  『我可以去看官网吗？虽然只是猜测，但可能是因为我们未成年……』

  『公式ページを見てきていいですか？　多分ですけど、私たち未成年だからじゃないかと……』

  「啊，也是。抱歉，拜托你了。我趁这段时间来制作格雷普尔醋……」

  「あー、そりゃそうか。ごめん、お願い。その間にグレイプルビネガーを仕込んどくよ……」

  『好的』

  『はい』

  　我一边把一半的酒倒进带来的瓮里，一边思考。

  　持ってきてあった甕に中身の半分を移しながら考える。

  　正如美音所说，可能是因为未成年不能喝酒，所以才这样写的，但如果是这样，含有酒精成分的点心又该怎么算呢？比如糖渍栗子……

  　ミオンの言う通り、未成年の飲酒がダメだからって理由でそうしてあるんだろうけど、それだとアルコール分のあるお菓子とかどうなるんだろうっていう。マロングラッセとか……

  「汪」

  「ワフ」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「啊，欢迎回来。有什么有趣的东西吗？」

  「あ、おかえり。何か面白いものとかあった？」

  　我随口问了回来的露比和斯薇，斯薇就指了指露比的小包……好像捡了什么东西回来？

  　帰ってきたルピとスウィーになんとなく聞いてみたら、スウィーがちょいちょいとルピのポーチを……何か拾ってきたっぽい？

  「这是什么？海边长的东西我没什么印象……咦？」

  「なんだろ。海辺で育つものってあんまりイメージが……え？」

  　打开小包，里面是小小的黄色果实……这是蜜柑，不对，从大小来看应该是金桔吧。

  　ポーチを開けると、小さな黄色い果実……これって
    
     蜜
    み
    
     柑
    かん、いや、サイズ的には
    
     金
    きん
    
     柑
    かんかな。

  【卡姆拉斯的果实】

  【カムラスの実】

  『卡姆拉斯的果实。成熟后味道甜美，十分可口。

  『カムラスになる実。熟したものは甘味が強く美味。

  　料理：可直接食用，或者煮熟食用。制药：可作为抗毒药的原料』

  　料理：そのまま、もしくは煮て食される。調薬：抗毒薬の原料として使われる』

  「哦哦！好厉害！」

  「おお！　すごいじゃん！」

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　两人一脸得意。

  　とドヤ顔の二人。

  　露比好好地被我摸了摸，斯薇则是被我摸了摸脑袋？

  　ルピはしっかりと撫でてあげて、スウィーにはドライグレイプルかな？

  『我回来了。啊，那是小蜜柑吗？』

  『ただいまです。あ、それは小さい蜜柑ですか？』

  「不，应该是金桔。和砂糖一起煮会很甜很好吃哦。啊，抱歉！怎么样？」

  「いや、金柑かな。砂糖と煮ると甘くて美味しいよ。あ、ごめん！　どうだった？」

  『是。未成年玩家喝到酒果然会觉得味道奇怪。不过，只要不是明确的酒的状态就没问题，只是有酒的风味的话似乎没问题。』

  『はい。やっぱり未成年プレイヤーにはお酒は変な味になるそうです。ただ、はっきりとお酒の状態でなければ大丈夫だそうで、お酒の風味があるぐらいなら大丈夫だそうですよ』

  「啊，这样啊。太好了……」

  「あ、そうなんだ。良かった……」

  　虽然做好了红酒炖菜，但如果味道变奇怪就太伤心了。

  　ワイン煮込み作ったはいいけど、味が変になるとかだと悲しすぎる。

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  「这个？是红酒……斯薇觉得好喝吗？」

  「これ？　ワインだけど……。スウィーなら美味しいとか思うのかな？」

  　既然是妖精女王，那应该是成年的AI。话说，既然是AI，那无论成年与否都没关系吧……

  　フェアリーの女王ってことは成人したＡＩだと思うんだけど。っていうか、ＡＩなら成人しててもしてなくても別にいいのか……

  『感觉稍微喝一点就会醉倒。』

  『少し飲んだだけで、酔い潰れちゃいそうな気がします』

  「啊，我开始觉得是这样了。虽然这个不行，但你能告诉我卡姆拉斯果实的生长地吗？我会去采回来做成糖渍水果……做甜品给你吃」

  「あー、そんな気がしてきた。これはダメだけど、カムラスの実がある場所を教えてくれる？　採ってきてコンポート……甘い物作ってあげるから」

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  　在去采果实之前，先来制作格雷普尔醋吧。我操作魔导酿造器，开始酿造剩下的另一半。

  　採りに行く前に、さっさとグレイプルビネガーを仕込んでおこう。魔導醸造器をぽちぽちやって、残りの半分の醸造開始。

  『糖渍水果是用砂糖煮的吧？』

  『コンポートってお砂糖で煮た物ですよね？』

  「嗯。这次有菲雅莉们收集的花蜜」

  「うん。今回はほら、フェアリーたちが集めてくれた蜜があるから」

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  　多做一点，明天直播时拿来当甜点吧。

  　ちょっと多めに作っておいて、明日のライブのデザートにしようかな。

  　在鱼料理之后吃糖渍水果，感觉有点奇怪。做成甘露煮会不会更好？

  　魚料理の後にコンポートって、ちょっとなんかズレてる気がしなくもない。甘露煮とかなら良かったのかな？

  　在灯塔的反方向，稍微进入山里一点的地方，长着不少卡姆拉斯树。

  　灯台とは反対側。少し山に分け入ったところに、カムラスの樹が結構あった。

  　话说回来，虽然卡姆拉斯树生长得有些杂乱，但能看出是有人种的，以前应该有人在栽培吧。

  　それにしても、カムラスの樹、荒れてはいたけど段々に植えられてて、昔はちゃんと栽培されてた感じがあったんだよな。

  「差不多了吧？」

  「そろそろかな？」

  　用竹签在卡姆拉斯果实上戳一个小洞，加入水，菲雅莉的花蜜，少许绿莓果汁后煮。最后加入少许刚做好的格雷普尔酒煮一下。

  　カムラスの実は竹串でプスッと小さな穴を開け、これを水、フェアリーの蜜、グリーンベリーの果汁を少し加えたもので煮るだけ。最後に出来立てのグレイプルワインを少し加えて一煮立ち。

  「好，完成了」

  「よし、できてる」

  『看起来很美味……』

  『ツヤツヤですごく美味しそうです……』

  　卡姆拉斯果实的香味相当不错。可能也多亏了菲雅莉的花蜜。

  　カムラスの実、かなりいい香りする。フェアリーの花蜜のおかげもありそう。

  「斯薇，再等一下。至少要等到稍微冷却。还有，擦一下口水」

  「スウィー、もうちょっと待って。せめて粗熱が取れるまで。あと、よだれ拭いて」

  「汪呼……」

  「ワフ……」

  　斯薇眼睛闪闪发光，口水直流，就连露比也露出无奈的表情。

  　目キラキラ、よだれダラダラのスウィーに、さすがのルピも呆れ顔。

  　其实放在冰箱里冷却会更好吃，不过这里没办法弄凉。

  　本当は冷蔵庫で冷やす方が美味しいんだろうけど、ここじゃ冷たくはできないんだよな。

  「露比。你看着斯薇，别让她偷吃」

  「ルピ。スウィーがつまみ食いしないか見張ってて」

  「汪呼」

  「ワフ」

  　我把锅子从柜台移开，格雷普尔醋应该差不多做好了。明天直播时做点卡鲁帕乔吧。

  　カウンターに鍋を退けて、そろそろグレイプルビネガーができるはず。明日のライブはカルパッチョでも作ろうかな。

  　前提是能钓到鱼……

  　ちゃんと魚釣れれば、だけど……

  　格雷普尔醋也顺利完成了。这样醋就做好了，接下来终于轮到——

  　グレイプルビネガーも無事完成。これでお酢ができたので、次はいよいよ。

  「还有大概一小时吧？」

  「あと一時間ぐらいあるよね？」

  『是的。现在是晚上十点前』

  『はい。午後十時前です』

  「OK。那么，来试试格琳辛吧」

  「おっけ。じゃ、グリシンを試そうか」

  　格琳辛能做成酱油或味噌的可能性……大概一半一半吧。

  　グリシンから醬油とか味噌ができる可能性は……半々かな。

  　因为有露比看着斯薇，所以我回到后台的魔导酿造器那里。

  　ルピにスウィーを見張ってもらってるので、バックヤードの魔導醸造器のところに戻る。

  　把装了大约一半格琳辛的小木桶放进魔导酿造器……会怎么样呢？

  　グリシンを半分ほど詰めた小さい樽を魔導醸造器にセットして……どうかな？

  【魔导酿造器：运作中】

  【魔導醸造器：動作中】

  『原材料

  『原材料

  　・格琳辛果实

  　・グリシンの実

  　酿造菜单

  　醸造メニュー

  　・格琳西娜，格琳辛酱……材料不足』

  　・グリシーナ、グリシンソース……材料が不足しています』

  「这个『格琳西娜』是味噌，『格琳辛酱』感觉像是酱油……但还是不行啊」

  「この『グリシーナ』が味噌で、『グリシンソース』ってのが醬油っぽいけど……ダメかー」

  『翔君，能看看格琳辛酱的说明吗？』

  『ショウ君、グリシンソースの説明を見られませんか？』

  「啊，那个啊」

  「ああ、それか」

  　从这个菜单里也能看到吗？我点了一下……

  　このメニューからでも見れるのかな？　ポチッと……

  【格琳辛酱】

  【グリシンソース】

  『用格琳辛果实发酵而成的酱汁。具有独特的风味。

  『グリシンの実を発酵させることでできるソース。独特の風味がある。

  　料理：可作为调味料使用』

  　料理：調味料として利用可能』

  　毫无疑问是酱油，但不知道缺少的是什么材料。

  　間違いなく醬油っぽいんだけど、足りない材料がわからないんだよな。

  　等等。我点一下这个……

  　待て。こっちをポチッと……

  【所需原料】

  【必要な原材料】

  『格琳辛果实，哈克果实，盐，水』

  『グリシンの実、ハクの実、塩、水』

  「哈克果实？」

  「ハクの実？」

  『是什么呢？』

  『なんでしょう？』

  「等一下。这个应该也能看到说明。哈克果实的说明是……」

  「ちょっと待ってね。これも説明が見られるはず。ハクの実の説明を……」

  【哈克果实】

  【ハクの実】

  『哈克的白色小种子。可食用，营养丰富，也被称为“月白果实”』

  『ハクの小さく白い種子。食用で栄養が豊富なため「
    
     月
    げっ
    
     白
    ぱくの実」とも言われる』

  　白色小种子……米？也就是说，哈克是指稻子？

  　小さくて白い種子……米？　となると、ハクって稲のこと？

  　啊，回到山间小屋后，必须再看一遍植物图鉴。

  　あー、山小屋に戻ったら、植物図鑑をもう一回見直さないとだな。

  『你有头绪了吗？』

  『心当たりがある感じですか？』

  「啊，嗯。虽然只是猜测，但我觉得哈克指的应该是稻子，哈克果实指的应该是米」

  「あー、うん。なんとなくだけど、ハクっていうのが稲のことで、ハクの実って米のことじゃないかなって」

  『酱油需要米吗？』

  『醬油にお米が必要なんですか？』

  「我觉得需要的不是米，而是麹。大概吧……」

  「米っていうか
    
     麹
    こうじが必要だからってことだと思う。多分だけど……」

  　这个魔导具，能用米，不，能用哈克做出麹吗？

  　この魔導具、米、いや、ハクから麹を作ってくれるとか？

  　唔，麹好像有很多种类，不过用哈克果实应该没问题吧。

  　うーん、麹ってなんかいろいろ種類があったような気がするけど、まとめてハクの実で大丈夫って感じなのかな。

  『呃……』

  『えっと……』

  　美音完全没反应过来，我简单地解释了一下。不过我也只是大概知道而已。毕竟现在麹都是用包装卖的。

  　ミオンが全然ピンと来てないので、簡単な説明を。とはいえ、俺もなんとなくでしか知らないんだよな。今どき種麹なんて、パックで売ってるものだし。

  「嗯，这种菌就叫麹，我觉得需要这个」

  「まあ、そういう菌のことを麹って言うんだけど、それが必要だからだと思う」

  『用米做的啊』

  『お米から作るんですね』

  「我听奶奶说，麹好像是供奉给神明的米饭上长出的霉菌」

  「ばあちゃんから聞いた話だけど、麹って神様にお供えしたご飯に生えたカビらしいよ」

  　准确来说是把长出霉菌的米饭做成酒？

  　正確にはご飯に生えたそれをお酒にしたんだっけ？

  『刚才的说明也和女神大人有关呢』

  『さっきの説明も女神様が関わってましたね』

  「哎？」

  「え？」

  『月白好像是ＩＲＯ的女神大人中最伟大的一位』

  『月白というのは、ＩＲＯの女神様で一番偉い人だそうですよ』

  「是吗」

  「へー」

  　ＩＲＯ的这些细节，总让人觉得是日本制的。

  　そういうところ、微妙に日本製って感じがするよなＩＲＯ。

  　不过，作为游戏，大概就是「只要把那位女神大人的果实放进去，就会发酵，所以能做出日本酒、酱油和味噌」的感觉吧。

  　まあ、ゲームとしてわかりやすく「その女神様の実を入れれば、発酵してくれるので、日本酒も醬油も味噌もできますよ」って感じなのかな。

  「啊，说起来，白银之馆的迪……玛莉亚小姐能造出味噌和酱油吗？」

  「あ、そういえば、白銀の館のディ…マリアさんって味噌とか醬油造れたのかな？」

  『不，我想应该还没』

  『いえ、多分まだだと思います』

  「毕竟我随口就答应了嘛。根据这个魔导酿造器的说明，好像没有哈克的果实就无法顺利制作。」

  「適当なこと言っちゃったからなあ。この魔導醸造器の説明だと、ハクの実がないとうまくいかないっぽいし」

  　在讨论能不能用神圣魔法制作之后，也没听贝露部长和赛丝说过「成功了！」之类的话。

  　神聖魔法でどうかって話をした後、ベル部長やセスから「成功した！」って話は聞いてないし。

  『结束后要告诉部长吗？』

  『終わった後、部長に話しますか？』

  「嗯，如果她不忙的话。能帮我联络她吗？」

  「うん、向こうが忙しくなさそうなら。連絡しといてくれる？」

  『好的！』

  『はい！』

  　说起来，我有点在意哈克，也就是稻米有没有被发现。

  　そもそも、ハク、つまり稲が見つかってるかどうかも気になる。

  　如果能弄到米的话，除了白饭以外，感觉还能做出意大利炖饭和手抓饭……

  　米が手に入れば、白ご飯はもちろん、リゾットやらピラフやらも作れそうだし……

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「啊，差不多可以了吧。」

  「あー、そろそろいいか」

  　在做各种事情的时候，卡姆拉斯的糖渍水果应该也凉了。稍微尝一下味道吧。

  　あれこれやってるうちに、カムラスのコンポートも冷めたはず。ちょっと味見してみよう。

  　我从后场回到柜台，发现露比正叼着斯薇限制她的行动。菲雅莉女王拼命挣扎……

  　バックヤードからカウンターに戻ってくると、ルピがスウィーを咥えて拘束中。ジタバタもがいてるフェアリーの女王……

  「～～～！！」

  「〜〜〜!!」

  「好好好，再等一下。」

  「はいはい、もうちょっとだけ待って」

  　直接把手伸进去也不太好，于是我拿出竹签刺进一个。

  　そのまま手を突っ込まれるのもアレなので、竹串を取り出して一個プスっと。

  　从斯薇的尺寸来看，这样也相当于一整颗西瓜。

  　スウィーのサイズからすると、それでもスイカ丸一個ぐらいになるんだけどな。

  「里面可能还很烫，要小心哦。」

  「中がまだ熱いかもだから気をつけて」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇似乎没听进我的提醒，张大嘴巴咬了下去。

  　その注意を聞いてないのか、大口を開けてがぶりとかぶりつくスウィー。

  　总之，温度似乎已经降到了不会烫伤的程度，真是太好了。

  　とりあえず
    
     火傷
    やけどするような温度ではなくなってるっぽくて何より。

  『好像没问题呢』

  『大丈夫みたいですね』

  「嗯。机会难得，我也来一个……」

  「うん。せっかくだし、俺も一個……」

  　金桔的大小正好一口就能吃掉。

  　金柑の大きさだから一口で食べられてちょうどいい。

  　我咬了一口，酸甜的味道在口中扩散开来。绝妙的平衡感让人欲罢不能……

  　ぎゅっと嚙むと、
    
     滲
    にじみ出る甘味と酸味。絶妙な調和具合が
    
     堪
    たまらなく美味しい……

  「这个……说不定比现实中的还要好吃」

  「これはちょっと……実物でもあり得ない美味さかも」

  『好狡猾……』

  『ずるいです……』

  　如果能在现实中再现的话，我也想做给她吃，不过这可能有点难吧。

  　リアルで再現できるならしてあげたいところだけど、これはちょっと無理なんじゃないかな。

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，来」

  「ん、はい」

  　露比一口吃掉，因为美味而眯起了眼睛。

  　パクッと一口で食べて、美味しさに目を細めるルピ。

  　这倒没什么，不过……露比好像一瞬间发出了淡淡的光芒？

  　それはいいんだけど、なんかこう……ルピが一瞬淡く光ってたような？

  『翔』

  『ショウ君』

  「嗯」

  「うん」

  【玛那加鲁姆：露比：亲爱：自由行动：抗毒Ⅱ（6小时）】

  【マナガルム：ルピ：親愛：自由行動：抗毒Ⅱ（６時間）】

  　抗毒果然是因为吃了卡姆拉斯的糖渍水果吧？话说，

  　抗毒ってやっぱりカムラスのコンポート食べたからだよな？　っていうか、

  「我是不是也发光了？」

  「俺もひょっとして光ってた？」

  『没有，我这边看起来很正常。能打开状态栏吗？』

  『いえ、私からは普通に見えてました。ステータスを開いてもらえますか？』

  「嗯」

  「うん」

  　打开状态栏后，【抗毒Ⅱ（6小时）】的显示被追加了，也就是说我也得到了增益效果吗。

  　ステータスを開くと【抗毒Ⅱ（６時間）】の表示が追加されてるので、俺にもバフがかかってるってことか。

  　美音是直播我的主观视角，所以她自己并不知道吧。毕竟要是视野里出现的话会很烦人。

  　ミオンは俺の主観をライブしてるから、俺自身は別にわからないだけかな。視界に入ると鬱陶しいだろうし。

  『好厉害啊。是因为卡姆拉斯果实吗？』

  『すごいですね。カムラスの実のおかげでしょうか？』

  「大概吧。不过，菲雅莉的花蜜可能也有影响，这个也要向贝露部长报告吗？」

  「多分ね。でも、フェアリーの蜜のおかげもありそうだし、これもベル部長に報告かな？」

  『是啊。感觉本土也有卡姆拉斯果实』

  『そうですね。カムラスの実は本土にもありそうな気がしますし』

  　感觉是生长在沿海的斜坡上，从那个钓鱼玩家聚集的村子开始沿着海岸寻找应该就能找到。

  　海沿いの斜面に
    
     生
    なってる感じだし、例の釣りプレイヤーが集まってる村から、沿岸を探していけば良さそうな気がする。

  『啊，部长她们到活动室了』

  『あ、部長たち、部室に来ましたよ』

  「好。我收拾完就过去」

  「りょ。片付けして上がるよ」

  『好的』

  『はい』

  　剩下的准备明天白天再慢慢做吧。

  　あとの準備は明日の昼にまったりやろう。

  「大家好」

  「どもっす」

  『欢迎回来』

  『おかえりなさい』

  「兄长，欢迎回来！」

  「兄上、おかえり！」

  「辛苦了。有什么新发现吗？」

  「お疲れさま。何か新しい発見が？」

  　贝露部长立刻催促，美音迅速播放了刚才的存档。

  　さっそく、ベル部長に催促され、ミオンがさっきのアーカイブをサクッと再生してくれる。

  　说明的是“哈克”这种稻子，以及“哈克果实”可能是米。然后是卡姆拉斯果实及其效果。

  　説明するのは『ハク』という稲、そして、『ハクの実』が米じゃないかという話。あとはカムラスの実とその効果を見せる。

  「我觉得哈克就是稻子，王国那边有发现吗？」

  「ハクって稲のことだと思うんですけど、王国とかで見つかってます？」

  「不，应该没有。不过，ＩＲＯ里小麦被称作蔻哈克，可能是因为它是主食，所以才没注意到」

  「いえ、見つかってないと思うわ。ただ、ＩＲＯは小麦、コハクって呼ばれてるけど、そっちが主食だから気づいてないだけかもしれないわね」

  「嗯。有米就能做酒曲，这很合理，得赶紧去找！」

  「うむ。米があれば麹が作れるというのは理にかなっておるし、さっそく探さねばの！」

  　也就是说，小麦是蔻哈克，那大麦就是欧哈克？

  　とのこと。小麦がコハクだと、大麦はオオハク？

  　岛上要是也有就好了，果然还是得去那个教会的对面找找看。

  　島にもあるといいんだけど、やっぱりあの教会の向こう側を探さないとかなあ。

  「啊，还有，我随便对蒂玛莉亚小姐说了些话，麻烦帮我道歉」

  「あ、あと、ディマリアさんになんか適当なこと言っちゃったので、謝っといてください」

  「没事没事。比起这个！」

  「良い良い。それよりもだ！」

  「是啊，这个糖渍水果才是大问题」

  「ええ、このコンポートの方が大問題ね」

  　诶？真的假的？

  　え？　マジで？

 
  08　星期六　1％的男人

  08　土曜日　１％の男

  「汪呜～」

  「ワフ〜」

  「嗯，早啊。」

  「ん、おはよ」

  　星期六的中午。美音去上课了，所以今天是完全的独行日。

  　土曜日のお昼。ミオンは習い事でいないので、完全ソロの日。

  　我登入游戏醒来后，露比立刻凑了过来。

  　ログインして目を覚ますと、ルピがさっそくじゃれついてくる。

  「先吃饭，然后稍微散个步吧。」

  「ご飯にして、ちょっと散歩しようか」

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　斯薇……还在睡死，放着不管也没关系吧。

  　スウィーは……爆睡してるし放置でいいか。

  　等卡姆拉斯的糖渍水果的香味飘过来，她应该就会醒来了。

  　カムラスのコンポートの匂いがすれば、起きてくるだろうし。

  　我在石窑里点火，做的是简单的森林兔香煎。

  　石窯に火を入れて、作るのはシンプルにフォレビットのソテー。

  　撒上少许盐，和雷克森一起用芝麻油煎。最后再加点格雷普尔酒……

  　軽く塩を振って、レクソンと一緒にごま油で焼く。最後にグレイプルワインを少々……

  「好，小心烫哦。」

  「はい。火傷するなよ」

  　露比好像喜欢半熟的，所以先给它。煎熟的则是自己吃的。

  　ルピはレアぐらいの方が好みっぽいので先に。しっかり焼いたのは自分用。

  「好，我开动了。」

  「よし、いただきます」

  「汪呜。」

  「ワフ」

  　啊～真棒……

  　あー、いい……

  　格雷普尔酒和肉汁搭配，感觉味道更有深度了。

  　グレイプルワインが肉汁と合わさって、味に深みが出た気がする。

  　我们两个都吃得一干二净后，我从道具栏里拿出昨天做的糖渍水果。

  　二人ともすっかり平らげたところで、インベントリから昨日作ったコンポートを取り出す。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好好好，早啊。」

  「はいはい。おはよう」

  　大家一起吃了一个，然后说吃饱了。

  　皆で一つずつ食べて、ごちそうさま。

  　露比因为抗毒效果而发出淡淡的光芒，不过我决定不去在意。

  　ルピが抗毒効果で淡く光ったりするけど、まあまあ気にしない方向で。

  　斯薇之所以没有发光，是因为她原本就有耐性吗？不，应该是因为她不是队伍成员吧。

  　スウィーが光らないのは、もともと耐性があるから？　いや、パーティーメンバーってわけじゃないからかな。

  　昨天晚上，贝露部长和赛丝说卡姆拉斯的糖渍水果是个大问题。

  　昨日の夜に大問題と言われてしまったカムラスのコンポート。

  　据她们所说，有附带增益效果的料理本身是存在的。那不就没什么大问题吗？我这么想，但她们说我的效果等级和时间很奇怪。

  　ベル部長やセス曰く、バフがかかる料理自体は存在するらしい。だったら別に大問題でもないじゃんと思うんだけど、俺のは効果レベルと時間がおかしいとのこと。

  　目前本土的增益料理——暂时提升能力值等——效果是Ⅰ，时间最长也就30分钟。效果只能维持两三次战斗。

  　今のところ、本土でのバフ料理──一時的なステータスアップ等──の効果はⅠで、時間は長くても三〇分。戦闘二、三回ぐらいしか効果がもたないそうで。

  　虽然已经验证过，素材的质量和料理技能的高低会影响效果时间，但我做的糖渍水果的6小时明显很奇怪。

  　素材の良さや料理スキルの高さで、その効果時間が延びるのは検証で判明してるけど、俺の作ったコンポートの六時間は明らかにおかしい。

  　她们一致认为，恐怕是多亏了“菲雅莉的花蜜”。既然如此，妖精制作的东西是不是也有效果？她们想到这里，又说诺姆制作的蘑菇或许也有。

  　おそらく『フェアリーの花蜜』のおかげだろうと意見が一致。となると、妖精が作った物に効果があるのでは？　ってなって、ノームが作ったキノコにもあるかもという話に。

  　最后决定去问问常驻在诺姆村附近的两个公会。

  　ノームの里近くに常駐してる二つのギルドに話をしてみるということで落ち着いた。

  「去散步吧」

  「散歩行こうか」

  「汪！」

  「ワフン！」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇让我带上背包，是想让我尽量多采些卡姆拉斯果实吧。

  　スウィーがバックパック持ってけってのは、カムラスの実をできるだけたくさん採ってこいってことだろう。

  　还得给看家的菲雅莉们带点礼物，就悠闲地散步顺便采集吧。

  　お留守番してるフェアリーたちにも振る舞わないとだし、のんびり散歩ついでに採集しよう。

  【采集技能的等级提升了！】

  【採集スキルのレベルが上がりました！】

  　哦，真幸运。这样就8级了吧。

  　お、ラッキー。これで８だっけ。

  　有一段时间没升级了，是因为最近都在采集新东西吗？

  　しばらく上がってなかったけど、ここのとこ新しいものを採集してるからなのかな。

  　不过，感觉还是把卡姆拉斯树周围好好除草一下比较好。

  　しかし、このカムラスの樹があるあたり、ちゃんと草むしりした方がいい気がするな。

  　虽然现在用挖掘魔法也不是不行……

  　今から掘削の魔法でちょちょいっとできないこともないけど……

  「算了，今天就算了。走吧～」

  「まあ、今日はいいか。行くぞ〜」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　接下来去海湾的南侧。

  　次は入り江の南側へ。

  　之前一直在调查有建筑物的北侧，那边都没怎么看过。

  　ずっと建物がある北側ばっかり調べてて、あんまり見てなかったんだよな。

  「斯薇，小心别被甩下去了」

  「スウィー、飛ばされないようにな」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　听到我这么说，斯薇躲进了兜帽里。

  　その言葉にフードへと隠れるスウィー。

  　那里已经完全变成她的地盘了。

  　すっかり自分の居場所みたいになっちゃってるな。

  　不过她会帮我确认后方，还是很感谢她。

  　後方確認してくれてるから、それはそれでありがたいんだけど。

  　南侧海岸是凹凸不平的岩石区。

  　南の海岸沿いは、ごろごろとした岩場。

  　虽然感觉不是那么危险，但还是得小心别滑倒。

  　そんなに険しい感じでもないけど、滑るのだけは気をつけないと。

  「汪呼」

  「ワフ」

  「哦，是螺贝啊」

  「お、巻き貝か」

  【露涅拉西斯】

  【ルネラシス】

  『栖息在平静海岸的贝类。

  『穏やかな海岸に生息する貝。

  　料理：煮熟后可食用』

  　料理：火を通すことで食用可』

  　蝶螺……但比蝶螺小，也没有刺。正好可以当钓鱼的饵。

  　サザエ……にしては小さいし
    
     棘
    とげがないな。釣りの餌にちょうどいいか。

  　多采一些，煮熟后切碎来用吧。感觉也可以用来当撒饵。

  　たくさん採って、茹でたものをぶつ切りにして使うか。
    
     撒
    まき
    
     餌
    えにもなりそうだし。

  　除此之外，还捕到了提亚尔普和碧里吉尔，感觉海里的资源相当丰富。因为没有沙滩，所以没法采集克洛姆纳利亚……

  　その他、
    
     ティアルプ
    昆布や
    
     ビリジール
    岩海苔も確保できたし、海の幸はかなり豊富な感じ。砂浜がないから、
    
     クロムナリア
    アサリが採れないぐらいか……

  「那么，我们先回去一趟，然后去山里吧」

  「じゃ、いったん戻って、山に行こうか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  「嗯，谢谢你们」

  「うん、ありがとな」

  　今天棕狼们也准时来打招呼，然后担任护卫。

  　今日もきっちりと挨拶に、そして、護衛に来てくれたドラブウルフたち。

  　它们摇着尾巴，看来露比来了果然让它们很高兴。

  　尻尾ふりふりしてるし、やっぱりルピが来てくれると嬉しいっぽい。

  「今天要去稍微偏离平时路线的地方，拜托你们了」

  「今日はちょっといつもの道から外れた場所探しに行くからよろしくな」

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  　从展望台到水源地，然后从那里分别往东和南走，两边都有山路，我们之前都是在这两条路之间往返，只有去露比以前的巢穴时才会走岔路。

  　展望台から水源地まで、そこから東側と南側、どっちも山道があって、そこを行き来してたから、脇道にそれたのはルピの昔のねぐらに行った時だけ。

  　从地理上考虑，感觉从这里往北或者西北的山顶方向走应该能行。

  　地理的に考えると、ここから北側か北西の山頂方面に行ける気がするんだよな。

  　然后，露比的父亲应该就是去了那边……

  　で、ルピのお父さんはきっとそっちへと行ったんじゃないかと……

  　不过，今天还要直播，所以只是稍微看看。如果往深处走一点，说不定还能找到别的食材。

  　まあ、今日のところはライブもあるので軽く見てくる程度。ちょっと奥の方に入れば、また別の食材が手に入らないかなってぐらい。

  「斯薇，如果看到什么水果，能告诉我吗？」

  「スウィー、何か果物見つけたら教えてくれる？」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　其实我更想要蔬菜，不过斯薇是甜味特化。

  　本当は野菜が欲しいところだけど、スウィーは甘味特化だしなあ。

  　果然还是该找机会带其他菲雅莉族一起来吗？

  　やっぱり、そのうち他のフェアリーたちも連れてくるべきか。

  　首先抵达了露比以前的巢穴。然后从那里沿着山地往东北方向前进。

  　まずはルピの昔のねぐらに到着。そこから北東方面に山肌をたどっていく感じで進む。

  　虽然途中遭遇了几只绯红猿，不过在棕狼们的活跃下轻松取胜。

  　途中で数匹のクリムゾンエイプに遭遇するも、ドラブウルフたちの活躍もあって楽勝。

  　虽然感觉它们还在，不过怪物应该会在某处刷新吧……

  　あいつら、まだいたのかって感じだけど、モンスターならどこかでポップしてるよな……

  「汪」

  「バウ」

  「嗯？」

  「ん？」

  　棕狼的父亲，不，是母亲吗？好像有什么东西？

  　ドラブウルフの父親、いや、母親かな？　何かあるっぽい？

  「汪呼」

  「ワフン」

  「嗯，走吧」

  「うん、行こうか」

  　我跟在后面……

  　その後をついていくと……

  「哦哦？这是番茄！？」

  「おお？　これってトマト!?」

  【赖柯斯】

  【ライコス】

  『生长在高原的多年生植物。赖柯斯的红色果实，又被称为狼桃』

  『高原に生える多年草植物。ライコスの赤い実は、狼の桃とも呼ばれる』

  　咦？狼桃？也就是说，露比和棕狼都会吃咯。

  　え？　狼の桃？　ってことは、ルピもドラブウルフも食べるんだよな。

  　我摘下一颗看起来很熟的红色果实，然后再次鉴定。

  　よく熟してそうな赤い実を一つもいでから、もう一度鑑定。

  【赖柯斯的果实】

  【ライコスの実】

  『赖柯斯的果实。充满甜味和酸味，直接食用也很美味。

  『ライコスの果実。甘味と酸味にあふれ、そのままでも美味。

  　料理：用于各种料理。素材加工：调味料的原料』

  　料理：さまざまな料理に使われる。素材加工：調味料の原材料』

  　嗯，就是番茄。

  　うん、トマト。

  　然后，露比和棕狼们的眼睛都闪闪发光……

  　そして、ルピとドラブウルフたちが目をキラキラさせてるので……

  「正好，我们休息一下吧」

  「ちょうどいいし、休憩にしようか」

  「汪呼！」

  「ワフ！」

  　听到这句话，露比和棕狼们开始采摘番茄，也就是赖柯斯的果实，津津有味地吃了起来。

  　その言葉にルピもドラブウルフもトマト、ライコスの実を採って美味しそうに食べ始める。

  　……我也来尝尝吧。

  　……俺も食べてみるか。

  「哇，比想象中更甜……」

  「うわ、思ったより甘い……」

  　只是轻轻咬一口，成熟番茄的甜味就在口中扩散开来。

  　小さく一口かじっただけで、完熟トマトの甘みがじんわりと口に広がる。

  　如果用这个做菜泥，还有番茄酱之类的，感觉会非常美味。

  　これでピューレ、あとケチャップとか作ったらめちゃくちゃ美味い気がする。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好痛！不用拉我的头发我也知道！」

  「いででっ！　髪引っ張らなくてもわかるって！」

  　我把切下来的一片递给要求我给她的斯薇，她张大嘴巴咬了下去。

  　寄越せと主張するスウィーに、カットした一
    
     欠片
    かけらを渡すと、大口を開けてかぶりつく。

  　我还以为她不喜欢番茄特有的软软的部分，看来并非如此……

  　トマト特有のぶよぶよした部分、苦手かと思ったけど、そうでもないんだな……

  
   [image: ]
  

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『你拿到番茄了呢！』

  『トマトが手に入ったんですね！』

  「对对。如果能在教会后面栽培就好了。」

  「そそ。教会の裏手で栽培できるといいんだけどね」

  　毕竟是游戏，我想应该不需要什么严苛的条件就能栽培。

  　ゲームだし、そんなに厳しい条件もなく栽培できるとは思う。

  　至于要种在哪里，只要问斯薇或菲雅莉应该就会告诉我。

  　どこに植えればいいかは、スウィーやフェアリーに聞けば答えてくれるはず。

  『后面的悬崖前面有点……』

  『その後ろの崖の先はちょっと……』

  「嗯。我也觉得不行，所以放弃了。不过，总有一天会去的……」

  「うん。あれは俺も無理って思ってやめた。けど、そのうち行かないとかな……」

  　虽然感觉沿着悬崖爬上去就能继续前进，但回不来就麻烦了，所以先保留。而且那里是棕狼它们的领地。

  　崖伝いに岩を登れば先に行けそうな雰囲気はあったけど、戻れないと困ったことになるので保留。ドラブウルフたちのテリトリー外だったし。

  〈时间差不多了哦〉

  〈そろそろ時間ですよー〉

  『好！』

  『はい！』

  「了解」

  「りょっす」

  　马上就要晚上八点半了。

  　もうすぐ午後八時半。

  　久违的直播让我有点紧张，不过美音好像比我更紧张。刚才的对话也显得有点兴奋。

  　久しぶりのライブでちょっと緊張してるけど、俺よりもミオンの方が緊張してる気がする。さっきの会話もちょっとテンション高かったし。

  〈十秒前……五，四……〉

  〈一〇秒前……、五、四、……〉

  『大家好，欢迎来到美音的二人悠闲ShowTime！

  『みなさん、ミオンの二人のんびりショウタイムへようこそ！

  　我是实况主美音。请多指教！』

  　実況のミオンです。よろしくお願いします！』

  【南兹】「衣服换了！」

  【ナンツウ】「衣装変わってる！」

  【榭肯娜】「美音酱好可爱！」

  【シェケナ】「ミオンチャンカワイイヤッター！」

  【迪特隆】「〈新衣装代：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈新衣装代：５０００円〉」

  【嫌犯】「礼服！？」

  【マルタイ】「釣り服!?」

  『谢谢。这是翔君帮我选的』

  『ありがとうございます。ショウ君が選んでくれたんですよ』

  【迪亚什】「好好好，爆炸爆炸」

  【ディアッシュ】「はいはい、爆発爆発」

  【乌达切】「我去找墙」

  【ウタゲテー】「ちょっと壁探してくる」

  【布鲁莎】「好啊好啊(*≧≦*)」

  【ブルーシャ】「イイヨイイヨー(*≧[image: ]≦*)」

  【迪特隆】「〈搭配费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈コーディネート代：５０００円〉」

  　有必要说这个吗？不过，也没关系……

  　それ言う必要あったのかな？　いや、いいんだけどさ……

  『那么，马上连接到岛上。翔君，露比酱～』

  『では、さっそく、島に繫ぎますね。ショウ君、ルピちゃん〜』

  「你好」

  「どもっす」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  【鲁寇尔】「毛茸茸增加了！？」

  【ルコール】「もふもふ増えてる!?」

  【尼克斯】「八只？」

  【ニクス】「八匹も？」

  【菲尔】「喂，别突然陷入恐慌啊ｗｗ」

  【フェル】「ちょ、いきなりパニックになるからやめてｗｗ」

  【库肖】「哎？是狼吧？第一次见到这种类型」

  【クショー】「え？　狼だよね？　初めて見るタイプなんだけど？」

  　地点是海湾对面的悬崖前。

  　場所は入り江が向こうにある崖の手前。

  　我盘腿坐着，露比坐在我的腿上，棕狼家族在左右列队。

  　座ってる俺のあぐらの中には、いつも通りルピが座っていて、その左右にドラブウルフの家族がお座りして整列している。

  　本来以为只有东侧的家族，不过露比用嚎叫呼唤了它们，南侧的家族也参加了。

  　東側の家族だけになっちゃうかなって思ったけど、ルピがハウリングで呼んでくれたので、南側の家族も参加。

  　然后，棕狼在本土果然还是很少见的狼。

  　そして、やっぱり、ドラブウルフって本土ではまだ見かけない狼なんだ。

  『这些孩子是露比酱麾下的棕狼』

  『この子たちは、ルピちゃんの配下のドラブウルフさんたちです』

  「南侧的家族在之前视频的展望台附近」

  「前の動画の展望台のあたりから、南側はこっちの家族」

  「汪」

  「バウ」

  「东侧的家族在这里」

  「東側はこっちの家族」

  「汪」

  「バウ」

  「它们分别生活在自己的领地里」

  「それぞれ、自分たちのテリトリーで暮らしてる感じ」

  【印尼炒饭】「噢噢噢！好帅！」

  【ナシゴレン】「おおお！　かっこいい！」

  【草丛】「不愧是露比酱，狼之王！」

  【クサコロ】「さすがルピちゃん、狼の王！」

  【嘎呼嘎呼】「毛茸茸毛茸茸毛茸茸毛茸茸」

  【ガフガフ】「もふもふもふもふもふもふもふもふ」

  【鲁寇尔】「岛民稳步增加！」

  【ルコール】「着実に島民増やしてる！」

  　然后，还有一个人必须介绍。

  　で、紹介しないといけないのがもう一人。

  「斯薇？」

  「スウィー？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　藏在兜帽里的斯薇像在说『锵锵～』一样出现，一脸得意。

  　フードに隠れていたスウィーが『じゃじゃ〜ん』とでもいうように現れてドヤ顔。

  【紧箍儿】「菲亚莉来了！这样就能赢了！」

  【キンコジ】「フェアリー来た！　これで勝つる！」

  【腊肉】「哦？有名字啊？」

  【ラカン】「おお？　名前あるんだ？」

  【拉卡桑】「哎？有名字就是NPC？」

  【ラッカサン】「え？　名前ありってことはＮＰＣ？」

  【巧可露】「其他菲亚莉酱呢？」

  【チョコル】「他のフェアリーちゃんたちは？」

  「啊，斯薇这个名字是美音起的。然后，我想你们可能会有点惊讶……」

  「あ、スウィーって名前はミオンがつけてくれたんで。で、ちょっと驚くと思うんだけど……」

  　我和美音商量了一下，考虑到今后的事情，决定公开斯薇的身份。

  　ミオンと相談し、今後のことも考えて、スウィーの正体はバラすことに。

  　反正，先告诉他们斯薇是妖精女王，我到处增加精灵石的时候，他们也更容易接受吧。所以，鉴定结果就在这里！

  　まあ、フェアリーの女王だって話をしといた方が、俺が精霊石をあちこちで増やしても納得されやすいだろうなっていう。ってことで、鑑定結果をどん！

  【妖精（女王）：斯薇：亲密】

  【フェアリー（女王）：スウィー：親密】

  『妖精女王。

  『妖精フェアリーの女王。

  　虽然她是统率善变妖精们的女王，但她自己也比别人更善变。』

  　気まぐれなフェアリーたちを束ねる女王だが、人一倍気まぐれでもある』

  【尼雷诺】「啊？女王！？」

  【ニレノ】「はぁ？　女王!?」

  【梅尔索】「等等等等等等」

  【メルソウ】「待て待て待て待て」

  【嘎夫嘎夫】「两周份的惊喜已经超过了ｗ」

  【ガフガフ】「二週間分のサプライズ既にオーバーしてるってｗ」

  【利帕】「你那得意的表情太好笑了ｗ」

  【リーパ】「ドヤ顔おもろすぎるｗ」

  「总之，她对甜食的贪婪程度毫无疑问是女王级别」

  「とりあえず、甘い物に対する貪欲さが女王クラスなのは間違いないかな」

  『斯薇酱最喜欢甜食了』

  『スウィーちゃんは甘い物大好きですよね』

  　听到美音的话，斯薇挥了挥手。

  　ミオンの言葉に手をクイクイっとするスウィー。

  　该说她很配合呢，还是说她只是想吃甜食呢。

  　なかなかにノリが良くて助かるっていうか、甘い物食べたいだけか。

  　总之，我给她一个格雷普尔，让她满意。

  　とりあえず、ドライグレイプルを一つ渡して納得していただく。

  【麦芽】「哦！格雷普尔！」

  【モルト】「お！　グレイプルの実！」

  【米伊】「找到格雷普尔了呢～」

  【ミイ】「グレイプル見つけたんですね〜」

  【乔顿】「女王大人想要甜食！」

  【ジョント】「女王様は甘味をご所望とな！」

  【迪特隆】「〈甜品费：10000日元〉」

  【デイトロン】「〈甘味代：１００００円〉」

  【登加奈】「这次也引发了饮食革命！」

  【デンガナー】「今回も食の
    
     革命
    レボリューションが起こるで！」

  　革命也太夸张了……不，如果能造出酱油的话，或许真的会引发革命？

  　革命ってそんな
    
     大
    おお
    
     袈
    げ
    
     裟
    さな……。いや、醬油が造れてたら革命起きてたかも？

  『翔君，差不多了』

  『ショウ君、そろそろ』

  「啊，嗯，是啊。今天谢谢大家」

  「あ、うん、そうだね。今日はありがとうな」

  「「汪」」

  「「バウ」」

  　作为没事把大家叫过来的赔礼，我把白天猎到的绯红猿肉切开分给大家。

  　特に用もなく呼んだお詫びも兼ねて、昼に狩ったクリムゾンエイプの肉を切り分ける。

  「汪」

  「ワフ」

  　要等露比说可以了才能吃哦。

  　ちゃんとルピのオッケーが出るまで待つんだよな。

  　先给东侧的家人。把肉递过去的时候摸摸它们的头，它们就高兴地摇起了尾巴。

  　先に受け取るのは東側の家族。渡す時に頭を撫でてやると、尻尾ふりふりで嬉しそう。

  【熊脸】「露比酱，好帅……」

  【ベアメン】「ルピちゃん、かっこいい……」

  【鲁寇尔】「棕狼也很可爱～」

  【ルコール】「ドラブウルフもかわよ〜」

  【布鲁莎】「变成毛茸茸王国了！」

  【ブルーシャ】「もふもふ王国になってきた！[image: ]」

  【基拉尔】「为什么斯薇在点头？ｗ」

  【キラル】「なんでスウィーがうんうん頷いてるの？ｗ」

  「嗯，今天只是介绍而已。接下来要稍微移动一下，它们要回家了」

  「ま、今日は紹介だけなんで。ここから先、ちょっと移動するし、彼らは家に帰るよ」

  『好』

  『はい』

  「汪！」

  「ワフ！」

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  　在露比的号令下，棕狼们一起跑着回去了。

  　ルピの号令で、ドラブウルフたちが一斉に駆け出して帰っていく。

  　评论区也显得很不舍，下次直播的时候带它们去河边散步吧。

  　コメント欄も名残惜しそうにしてるし、次以降のライブで彼らと沢歩きでもしよう。

  「那我们赶紧走吧」

  「じゃ、さっそく移動しようか」

  「汪」

  「ワフン」

  　沿着崖壁上的台阶慢慢往上走，对面渐渐映入眼帘……

  　崖に刻まれた階段をゆっくりと上っていくと、だんだんと見えてくる向こう側……

  【洛桑】「哦哦哦？」

  【ロッサン】「おおお？」

  【莫乌曹】「海！」

  【モウチョー】「海！」

  【道民】「好像有灯塔！」

  【ドウミン】「なんか灯台あるぞ！」

  【加雷索】「美音酱换衣服就是在这里吗！」

  【ガーレソ】「ミオンちゃんの衣装変えはこれか！」

  「就是这样，我们发现了海湾，今天打算在那里钓鱼」

  「ってわけで、入り江を発見したんで、今日はあそこで釣りをする予定です」

  　听到这句话，评论区的钓鱼爱好者们沸腾了。

  　その言葉にコメント欄の釣り好きたちが沸き立つ。

  　大概也有格里涅的玩家在看吧。

  　多分、クリーネで見てるプレイヤーもいるんだろうなあ。

  『翔君，通知一下下周开始的安排』

  『ショウ君、来週からについてお知らせを』

  「啊，对哦。那个，我想减少视频投稿，增加直播」

  「あ、そうだね。えっと、動画投稿を減らして、ライブを増やそうかと思ってて」

  【达也氏】「好啊！」

  【ダサトシ】「いいね！」

  【斯金科】「诶？星期几？」

  【スキンコ】「え？　何曜日？」

  【米娜米尔格】「星期几和时间请说清楚！」

  【ミナミルゲ】「曜日と時間プリーズ！」

  【露玛米儿】「虽然希望你也能上传视频，但兼顾两者很难啊……」

  【ルマミール】「動画も上げてほしいけど、両立は厳しいよね……」

  「星期三的同一时间，晚上八点半开始一个小时吧。是编辑视频……」

  「水曜の同じ時間、午後八時半から一時間かな。編集動画なんだけど……」

  『视频打算以短视频为中心。如果发生了什么稀奇的事情，就随时上传』

  『動画は短編動画を中心にしようと思ってます。ちょっと珍しいことが起きたりしたら、その都度アップ予定です』

  【凛铃】「星期三了解！我会努力不加班的！」

  【リンレイ】「水曜了解！　残業しないよう頑張る！」

  【米娜米尔格】「得让打工那边换班才行w」

  【ミナミルゲ】「バイトのシフト変えてもらわねばｗ」

  【伊奈山】「短视频不错！」

  【イナカヤマ】「短編いいね！」

  【加雷索】「〈直播追加支援！：1000日元〉」

  【ガーレソ】「〈ライブ追加支援！：１０００円〉」

  　呼，赞成的人好像很多，太好了。

  　ふう、賛成してくれる人が多いみたいで良かった。

  　接下来要在原酒馆展示魔导酿造器，看来又要热闹起来了……

  　次は元酒場で魔導醸造器をお披露目するんだけど、これまた沸きそうだよな……

  『在山间小屋和港口之间往返太浪费时间了，所以这边也有翔君的家』

  『山小屋と港を行き来するのは時間がもったいないので、こちらにもショウ君の家がありますよ』

  　美音一边和评论栏对话，一边说明现在的状况。

  　ミオンがコメント欄と会話しつつ、今の状況を説明してくれている。

  　从悬崖下坡，目标是原酒馆。

  　崖から坂を下り、目指す目標は元酒場。

  　现在已经被登记为我的住所，感觉像是别墅一样？

  　今はもう俺の住居に登録されちゃってて、別荘って感じなのかな？

  「在那三栋建筑物中，最前面的那栋小房子。原本的装修感觉像是酒馆，后院有阁楼，我就是睡在那里」

  「あの見えてる三つの建物のうち、一番手前の小さいやつ。もともとは酒場って感じの内装だったけど、バックヤードにロフトがあって、そこに寝泊まりしてる感じ」

  【鲁内多】「又建了啊w」

  【ルネード】「また建てたのかとｗ」

  【清晖】「酒馆？　有酒吗？」

  【セイキ】「酒場？　お酒あった？」

  【麦芽】「有没有留下年代久远的威士忌呢……」

  【モルト】「年代物のウイスキーとか残ってたりせんかのう……」

  【莎兹娜】「翔君，你未成年，所以不行吧」

  【シャズナ】「ショウ君、未成年だからダメでしょ〜」

  「对对。我喝了一口格雷普葡萄酒，超级酸……」

  「そうそう。グレイプルワインを一口飲んでみたら、めちゃくちゃ酸っぱくて……」

  　那真的就是闭口不言的感觉。

  　あれはホント閉口って言葉がぴったりくる感じだった。

  　光是回想起来，嘴里就一阵发酸……

  　思い出しただけで、口の中がきゅーってなる……

  【马丘】「有剩下的葡萄酒吗！？」

  【マッチルー】「残ってたワインがあったの!?」

  【欧咚咚】「未成年喝的话味道会很奇怪吧w」

  【オトトン】「未成年が飲むと変な味するってやつやなｗ」

  【榭肯娜】「酒要等成年之后才能喝哦～(^◇^;)」

  【シェケナ】「お酒は大人になってからね〜(^◇^;)」

  【舜帝】「葡萄酒也是自制的？」

  【シュンディ】「ワインも自作？」

  　啊，对哦。一般来说，从格雷普果实到葡萄酒需要花不少时间。

  　あ、そうか。普通はグレイプルからワインにするにしても時間かかるよな。

  　这方面，魔导酿造器是不是省去了很多步骤？　是因为游戏里有时间加速功能吗……

  　そのへん、魔導醸造器がいろいろとすっ飛ばしてる？　ゲームでの時短もあるからなのかな……

  「那个，因为没有照明，所以请光精灵帮忙。照明」

  「えっと、明かりがないんで光の精霊だより。明かりを」

  　听到我的话，坠饰上的光精灵石浮现出小小的光点。

  　その言葉にペンダントの光の精霊石から小さな光点が浮き上がる。

  　玄关大门打开后，照亮了完全没有整理过的室内。

  　玄関扉を大きく開くと、全然整理されてない感じの室内が照らし出された。

  「还没有整理好」

  「まだちょっと整理整頓できてなくて」

  　右手边的石窑，每次用完都会好好地打扫干净，但没用的桌椅堆在一起，感觉很乱。

  　右手前の石窯は、まあまあ使うたびにちゃんと綺麗にしてるんだけど、使わない椅子やテーブルを集めたあたりがカオス。

  　钓竿放在准备好的状态下，周围散落着备用的钓具。

  　釣り竿は仕掛けを準備した状態で置いてあって、その周りには予備の仕掛けが散乱してる。

  『先去里面吗？』

  『まずは奥ですか？』

  「嗯。从这个柜台后面可以通到后院……」

  「うん。このカウンターの裏からバックヤードに繫がってて……」

  　我从柜台后面走，从角落走到后院。

  　カウンターの裏を歩いて、端からバックヤードへと。

  　可以看到我睡觉的阁楼，以及下面的大木桶。

  　見えるのは寝床にしてるロフトと、その下にある大きな樽。

  『阁楼上面是翔君和露比酱的房间吧』

  『ロフトの上がショウ君とルピちゃんのお部屋ですね』

  　美音向我说明阁楼的情况，但下面的木桶明显很奇怪。

  　ミオンがロフトの方を説明してくれるんだけど、下にある樽がもう明らかに違和感。

  　观众们的话题一下子转到了木桶和葡萄酒上，正常酿造的话果然要花一周时间啊……

  　視聴者さんたちの話題が一気に樽とワインの話になるんだけど、普通に造る分にはやっぱり一週間はかかるんだ……

  「呃，关于酿造葡萄酒……看这个应该会比较快」

  「えーっと、ワイン造りに関しては……これ見てもらった方が早いか」

  　我让他们看的当然是魔导酿造器的鉴定结果。

  　見せるのは当然、魔導醸造器の鑑定結果。

  【纳达伊】「哈？」

  【ナタイ】「は？」

  【哈吉奇里】「哈啊？」

  【ハジキリー】「はあ？」

  【悠仙】「啊！？」

  【ユウセン】「ファ!?」

  【洛山】「喂！w」

  【ロッサン】「ちょ！ｗ」

  　评论区的势头好猛……是不是等他们冷静下来比较好？　不，干脆让他们看那个吧。

  　すごい勢いでコメントが……これは落ち着くまで待った方がいいのかな？　いや、もういっそアレを見せる方がいいか。

  　我拿出装着格琳辛果实的小木桶，打开盖子给他们看里面的东西。

  　グリシンの実が入った小さい樽を取り出し、その蓋を開けて中身を見せる。

  「所以，这就是格琳辛果实」

  「というわけで、グリシンの実」

  【北极泼猴】「酱油！」

  【アクモン】「醬油！」

  【榭肯娜】「酱油来了！？」

  【シェケナ】「醬油くる!?」

  【库肖】「这真是革命！」

  【クショー】「マジこれは革命！」

  【迪特隆】「〈酿造费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈醸造代：５０００円〉」

  　我挪开大木桶，放上装着格琳辛果实的小木桶。

  　大きい樽を退けて、グリシンの実が入った小さい樽を置く。

  　然后启动魔导酿造器……

  　魔導醸造器を起動して……

  『不能酿造酱油呢』

  『お醬油造れないんですよね』

  「嗯。不过，我知道缺什么」

  「うん。まあ、何が足りないかはわかるんだけどね」

  　和昨天一样，我点击『不足』的部分显示出来。

  　昨日と同じように『足りません』の部分をタップして表示する。

  　显示问题所在的『哈克果实』后，大家果然都想象到了大米，话题一下子变成了稻米和大米。

  　問題の『ハクの実』を表示すると、やっぱりみんな米を想像したのか、一気に稲と米の話へと変わっていく。

  『果然是大米吗？』

  『やっぱり、お米でしょうか？』

  「大概吧。所以得先找到稻子才行」

  「多分ね。そのために稲を探さないとかなって」

  【飞燕】「米吗……」

  【ヒエン】「米かー……」

  【主厨】「有种日本游戏的感觉呢」

  【マスターシェフ】「日本のゲームって感じだね」

  【尼尔森】「我也没见过稻子。是叫哈克吗」

  【ネルソン】「稲も見たことないな。ハクっていうのか」

  【麦西】「小麦是叫蔻哈克，不能代替吗？」

  【マーシー】「小麦がコハクっていうけど、代用は無理かな？」

  　评论栏里各种关于米和稻子的话题此起彼伏，但好像还是没人找到。

  　コメント欄であれやこれやと米と稲の話が飛び交ってるけど、やっぱりまだ誰も見つけられてないっぽい。

  　我听着美音和大家的对话，离开了后台，开始准备今天的重头戏——钓鱼。

  　ミオンがあれこれコメントと会話してるのを聞きつつバックヤードを後にし、今日の本命の釣りの準備を。

  「今天打算悠闲地钓鱼，如果还有其他问题的话」

  「今日はまったりと釣りの予定なんで、他にも質問とかあったら」

  『是啊』

  『ですね』

  　如果能钓到鱼，就打算做料理进行食物轰炸，如果完全不行的话，就用烤灰鹿配赖柯斯酱。

  　うまく魚が釣れれば、さくっと料理して飯テロするつもりだし、全くダメそうならグレイディアのローストをライコスソースでの予定。

  　我扛着两根钓竿，慢悠悠地走向堤防。

  　釣り竿二本を担いで、堤防の方へゆるゆる進む。

  『翔君，旁边的大型建筑』

  『ショウ君、隣の大きな建物を』

  「啊，对了。这两栋建筑好像是仓库，里面什么都没有」

  「あ、そうだった。この二つは倉庫っぽいんだけど、中には何もなくて」

  　反正什么都没有，所以来之前的时候我就把仓库门打开了。

  　どうせ何もないしってことで、前に来た時に開けっぱなしにしてある倉庫。

  　我稍微看了看里面，果然空空如也，然后拍了下来。

  　それぞれを軽く覗いて、やっぱり空っぽなのを映しておく。

  「为什么会有这种仓库呢……」

  「なんのためにこんな倉庫があるんだろうな……」

  『真不可思议』

  『不思議ですね』

  【浩二】「可能是这一带的岛屿的中继地点」

  【コージ】「この辺の島の中継地点だった説」

  【波路波尔】「是不是中转港？」

  【ポルポール】「ハブ港ってやつじゃない？」

  【凯达曼】「这个岛是中转点的说法」

  【ケダマン】「この島が
    
     ＨＵＢ
    ハブだった説」

  【弗利堤】「会不会是只负责装卸货物的港口」

  【フリテー】「積み替えだけしてる港だったんじゃないかな」

  『中转？』

  『はぶ？』

  　美音的提问让评论栏里一齐出现了说明。

  　ミオンの問いかけに、コメント欄に一斉に説明が流れていく。

  　简单来说，就是把周围岛屿采到的东西集中到这个岛上，然后再运出去。

  　要するに周りの島で採れたものを、この島に集めて、また送り出してっていうことらしい。

  「原来如此。不过，如果是这样的话，感觉应该会有一些房子才对」

  「なるほど。でも、それならもう少し家とかあっても良さそうな気がするんだけど」

  【佑之介】「会不会是离旁边的岛意外地近」

  【ユノスケ】「意外と隣の島まで近いとか」

  【SAC】「无人岛开局的时候，周围没有其他岛吗？」

  【サック】「無人島スタートした時って、周りに他の島なかった？」

  【狐狗狸】「希望是选择这个岛时的情况！」

  【コックリ】「この島選んだ時の話希望！」

  【我的爱好】「可能是个聚集了一些小船的地方」

  【マイホビー】「ちょっとした船が集まる場所とかだったのかもね」

  　周围其他岛……虽然很远，但确实有。

  　周りに他の島……結構遠くだけどあったな。

  　不过，如果附近有和自己想法相同的人，相遇的时候可能会很尴尬，所以应该是个不能选择为起始点的岛。

  　ただ、同じような考えの人間が近くにいると、出会った時に気まずいかなって思ってて、スタート地点に選択できない島だったはずだけど。

  『我也没怎么问过翔君选择这个岛作为起始点时的情况』

  『私もショウ君がスタートにこの島を選んだ時のこと、あんまり詳しくは聞いてないです』

  「啊，是吗？那我一边钓鱼一边说明吧」

  「あ、そだっけ？　じゃ、釣りしながらそのへん説明するかな」

  　说着说着就到了堤防的尽头，我开始准备钓鱼。

  　話してるうちに堤防の先に着いちゃったので、釣りの準備を始めつつ。

  「汪……」

  「ワフ……」

  「你们两个可以睡午觉哦」

  「二人とも昼寝してていいよ」

  　蜷缩在我脚边的露比打了个小哈欠，然后闭上眼睛。

  　足元に丸くなったルピが小さくあくびをして目を閉じる。

  　斯薇则躺成了大字，靠在露比身上。今天风也不大，应该不会被吹走吧。

  　スウィーはそんなルピに寄りかかるように大の字に。今日は風も穏やかなので、飛ばされることもないかな。

  　最后我决定用白天采到的卷贝和露涅拉西斯煮熟后切碎当饵。内脏则用来当散饵。

  　餌は結局、昼間とった巻き貝、ルネラシスを茹でて、身をぶつ切りにしたもの。
    
     内臓
    わたは撒き餌ってことで。

  　用兰吉野猪的毛做的子线强度还可以。应该能钓到三十公分左右的竹荚鱼。

  　ランジボアの毛を使った鉤素の強度はまあまあ。三〇センチ程度のアジなら多分大丈夫なはず。

  　我用双角兔的骨头做的鱼钩挂上饵，然后轻轻沉入海中。

  　バイコビットの骨から作った針に餌をかけ、そっと海中へと沈める。

  「呃，先把角色创建完……」

  「えーっと、まずキャラクリはさくっと終わらせて……」

  『找了五个小时吗！？』

  『五時間も探してたんですか!?』

  「嗯。虽然找到了好几个可以当起始点的地方，但一直在烦恼哪个最好」

  「うん。何箇所かスタートできる場所見つけたんだけど、どこが一番いいか悩んだりしたし」

  【戈索尔】「五个小时！？」

  【ゴッソル】「五時間!?」

  【马三】「厉害。真有毅力！」

  【マルサン】「すげえ。よく根気続くわ！」

  【SAC】「选择这个岛的决定性因素是？」

  【サック】「この島を選んだ決め手は？」

  【凯达曼】「其他起始点也让人在意……」

  【ケダマン】「他のスタート地点も気になる……」

  「刚开始大概一小时就找到了第一个，所以有种骑虎难下的感觉？

  「始めて一時間ぐらいで最初の一つを見つけたから、もう後に引けない感じ？

  　之后就时不时地找到，然后考虑这里会不会冷或者会不会热……最后选择这个岛是因为气候感觉最好」

  　そこからはちょくちょく見つけて、ここは寒いかなとか暑いかなとか……この島を選んだのは気候的に一番良さそうだったからすね」

  　从纬度上来说，和王国的王都差不多。

  　緯度的には王国の王都とほぼ同じぐらい。

  　对了，没错，因为周围还有几座岛，所以海流应该不会太激烈吧？　我是这么想的。

  　で、そうそう、周りにいくつか島があるから、海流もそんなに激しくならないはず？　とか思ったんだよな。

  　这里很有可能既平稳又悠闲，而且尽可能远离大陆……这些就不用说了吧。

  　穏やかでのんびりゆったりできる可能性が高く、それでいて、できるだけ大陸から遠い場所……っていうのは話さなくていいか。

  「顺便一提，虽然不知道有多远，但周围还有其他岛屿哦」

  「ちなみに、どれくらいの距離かはわからないけど、周りに他の島はあったよ」

  『这样啊』

  『そうなんですね』

  　从能将港口一览无遗的悬崖上……看不到呢。

  　この港を一望できる崖の上からは……見えなかったよな。

  　到地平线的距离是五公里来着？　如果高度足够的话应该能看到更远，所以应该在二十公里以上吧。

  　地平線までは五キロだっけ？　高さがあればもっと見えるはずだから、二〇キロ以上は先になるのかな。

  【夏尔兰】「其他岛屿也很让人在意呢」

  【シャルラン】「他の島も気になるね」

  【尤索罗】「造船吧，船！」

  【ヨソロー】「船造ろう、船！」

  【鲁法～】「有造船技能吗？」

  【ルファ〜】「造船スキルってあったっけ？」

  【椰兹】「那边有玩家吗？」

  【ココナッツン】「そっちにプレイヤーいたりしない？」

  『您有计划乘船去那座岛吗？』

  『船でその島へ行く予定はありますか？』

  「不，我没这个打算。如果在那座岛上遇到其他玩家，我觉得彼此都会很尴尬……」

  「いや、そのつもりはないかな。その島で他のプレイヤーと出会ったら、お互いめちゃくちゃ気まずいと思ったし……」

  【鲁内多】「我懂w」

  【ルネード】「わかるｗ」

  【呀～】「毕竟彼此都是独行玩家呢」

  【ヤアー】「お互い、ソロ志望だもんねえ」

  【乔顿】「为什么你会想一个人开始玩呢～？」

  【ジョント】「なんでソロで始めようと思ったの〜？」

  【特拉托】「别装作没看见就回去啊……」

  【トラト】「見なかったことにして帰るな……」

  　是啊。如果是熟人的话还好……

  　だよなあ。知り合いとかならまだしも……

  「不过，我已经确认过不能从周围的岛屿开始游戏了」

  「一応、その周りの島からスタートできないのは確認済みだけどね」

  　听到我这么说，评论区里零星出现了表示遗憾的人。

  　その話に、コメント欄に残念がってる人がちらほらと。

  　在最终决定住在这里之前，我调查过是否能从周围的岛屿开始游戏。

  　最終的にここに決める前に、周りの島からスタートできないか調べておいて良かった。

  　我非常仔细地确认了大概三十分钟……

  　かなり念入りに、三〇分ぐらいは確認してたと思う……

  『翔君是因为什么理由才一个人悠闲地开始游戏的呢？』

  『ショウ君はどういう理由で一人のんびりプレイを始めたんです？』

  「诶，嗯，男人有时候会想一个人待着的」

  「え、うーん、男って一人になりたい時があるんだよ」

  　我的回答让美音的直播评论区一下子刷屏了。

  　俺の答えに、ミオンのライブ配信のコメント欄が一気に流れる。

  【麦格纳】「呜，我懂」

  【マグナ】「ぐうわかる」

  【钱包男】「同意」

  【サイフマン】「同意」

  【雷德伦】「成为贤者是必要的」

  【レッドルン】「賢者になるには必要」

  　持相同意见的观众是不是男性比较多？

  　同意見の視聴者さんは男性が多いかな？

  『那么，你其实不喜欢实况转播吗？』

  『じゃあ、実況中継は実は嫌だったりしますか？』

  「没有啊。而且我在这里做什么也不会有人来骂我」

  「いや別に。ここで俺が何かしても誰も怒鳴り込んでこないし」

  『如果有人来了怎么办？』

  『もし誰か来たらどうしますか？』

  「嗯，这可难办了。如果对方的目的也是慢生活的话倒还好……」

  「うーん、それは悩むなあ。同じスローライフが目的ならいいけど……」

  　商量解决？不，那样的话也会很麻烦。

  　話し合って解決？　いや、それはそれで気を使うよな。

  【角鲸】「三个人在一起就会开始政治」

  【ツノエイ】「人間三人いると政治始まる」

  【诺桑】「分开住不就好了」

  【ノサン】「住み分けすればいいじゃん」

  【弗伊弗伊】「不，一个人住更好吧」

  【フォイフォイ】「いやー、一人のがいいでしょ」

  　评论区里有赞有弹。

  　コメント欄では賛否両論。

  　话虽如此，我也不知道到时候该怎么办。

  　とはいえ、俺も実際その時になってみないとどうするかわからない。

  「为了以防万一，得想想去其他无人岛的方法……」

  「誰かが来た時のために、別の無人島に行ける方法を考えとかないとな……」

  『不愧是翔君！』

  『さすがショウ君！』

  【豹狮】「做个木筏吧」

  【レオポン】「いかだ作ろうぜー」

  【加里逊】「不愧翔出现了」

  【ガリソンヌ】「さすショウ入りました〜」

  【贾森】「〈造船费用：500日元〉」

  【ジャズン】「〈造船費用：５００円〉」

  【迪特隆】「〈追加造船费用：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈追い造船費用：５０００円〉」

  【麦格纳】「Nice造船费用×2」

  【マグナ】「ナイス造船費用×２」

  　一个人的打赏引发了连锁反应，大家纷纷打赏起来。说实话有点吓人。

  　一人の投げ銭から連鎖反応でゴリゴリと投げ銭が連投される。正直怖い。

  　不过，这些钱也不是打赏给我的……

  　まあ、そのお金が届く先は俺じゃないんだけど……

  『如果有女性玩家来的话，频道会被关闭』

  『もし女性プレイヤーが来たらチャンネル閉鎖になります』

  「好的」

  「はい」

  　女性玩家确实会很麻烦。

  　さすがに女性プレイヤーは困る。

  　能来岛上的女性，大概就是美音，赛丝，玛莉姐，还有贝露部长吧？

  　島に来ていい女性って、ミオン、セス、マリー姉、あとはベル部長ぐらいかな？

  【雷德伦】「爆炸吧」

  【レッドルン】「爆発しろ」

  【贾森】「活下去」

  【ジャズン】「生きて」

  【梅塞伦】「美音酱，加油」

  【メッセレン】「ミオンちゃん、がんばえ〜」

  【头巾】「爆炸的话我会帮你收尸的」

  【ターバン】「爆発したら骨は拾ってやるぞ」

  「哦？」

  「おっ？」

  　手上传来了咚咚的震动，我忍住。

  　コンコンという振動が手に伝わるが我慢。

  　然后，鱼竿猛地被拉了下去

  　そして、ぐっと一気に引き込まれたところで、

  「来了！」

  「来た！」

  　和现实的钓鱼一样，我配合着鱼的动作，虽然有点担心鱼线和鱼钩，不过好像没问题。

  　リアルの釣りと同じように合わせてから、糸も針も大丈夫かちょっと心配になったけど、どうやら問題なさそう。
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  【钓鱼技能的等级提升了！】

  【釣りスキルのレベルが上がりました！】

  『恭喜您』

  『おめでとうございます』

  「啊，嗯。不过也只是从1变成了2而已……」

  「あ、うん。まあ、１が２になっただけなんで……」

  【十六夜】「恭喜！」

  【イザヨイ】「おめ！」

  【榭肯娜】「刚拿到技能吗(^-^)」

  【シェケナ】「スキル取ったばっかりでしたか(^-^)」

  【繁叔】「竹荚鱼？」

  【シゲルサン】「アジ？」

  【太鼓推】「不错的奥兰贾克呢」

  【タイコスキー】「いい型のオランジャックだね〜」

  　这毫无疑问是竹荚鱼，奥兰贾克这种鱼有将近25厘米长。

  　これは間違いなくアジ、オランジャックってやつだけど二五センチ近い。

  　这个大小的话应该能做成刺身，于是我马上开始处理。

  　この大きさなら刺身で食べられるよなってことで、さっそく。

  『诶？要马上吃吗？』

  『え？　すぐに食べるんですか？』

  「嗯。俗话说百闻不如一见？话说，做成刺身应该没问题……吧？」

  「うん。物は試し？　ってか、お刺身で食べて大丈夫……ですよね？」

  　看到聊天栏里的钓鱼玩家回复说没问题，我松了一口气。

  　コメント欄の釣りプレイヤーから大丈夫って返事が来て一安心。

  『要是有酱油就好了』

  『お醬油あれば良かったんですけどね』

  「那也没办法。而且，就算没有酱油也有好吃的吃法」

  「それはしょうがないよ。それに、醬油じゃなくても美味しい食べ方あるし」

  【布鲁莎】「直接吃也很好吃哦^_^」

  【ブルーシャ】「そのままでも美味しいですよー^_^」

  【北极泼猴】「酱油以外？」

  【アクモン】「醬油以外？」

  【轻飘飘】「用葡萄酒醋腌制？」

  【ヒラリ】「ワインビネガーでマリネ？」

  【利帕】「腌制和卡鲁帕乔有什么区别？」

  【リーパ】「マリネとカルパッチョって何が違うん？」

  　大家好像都猜到了腌制。我一开始也是这么打算的，但突然想起一件事。

  　マリネの予想が多いかな。最初はそのつもりだったけど、ちょっと思い出したことがあって。

  　我将竹荚鱼切成三片，再切成薄片盛到盘子里。从道具栏里取出小碟子，倒入芝麻油，再撒上少许盐……

  　さくっと三枚におろし、そぎ切りして皿に盛る。インベントリから取り出した小皿にごま油を満たし、塩をほんの少し……

  『咦？』

  『え？』

  【鼠～】「芝麻油…和…盐……」

  【ネズ〜】「ごま油と…塩…だと……」

  【NONONO】「还有这招啊！」

  【ノンノンノ】「その手があったか！」

  【德雷奇】「哇，看起来好好吃！！」

  【マルサン】「うわー、美味そうー!!」

  【迪特隆】「〈竹荚鱼刺身代：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈アジのお刺身代：５０００円〉」

  「那么，味道如何呢？」

  「さて、どうかな？」

  　我用筷子夹起一片，沾上满满的芝麻油后一口吃下……

  　お箸で一切れ、たっぷりとごま油にくぐらせてからパクッと……

  「唔……」

  「う……」

  『唔？』

  『う？』

  「好吃！」

  「美味い！」

  　啊，评论栏里的人已经看不下去了……

  　あ、コメント欄が悶絶してる……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「哦，露比也要吃吗？啊——」

  「お、ルピも食べるか。あーんして」

  　我将刺身放入它张开的嘴里。

  　あーんと開いた口に、お刺身を入れてあげる。

  　露比为了不吵醒睡在肚子上的斯薇，只灵活地动了动脑袋，真是温柔啊。

  　お腹のところで寝てるスウィーを起こさないように、頭だけ器用に動かすルピは優しいなあ。

  『呜呜呜，好狡猾……』

  『ううう、ずるいです……』

  　食物轰炸最大的受害者应该是美音吧，不过，周日再补偿她好了。

  　飯テロの一番の被害者はミオンだろうけど、まあ、その分は日曜に埋め合わせしよう。

  「对了对了，还有这个」

  「そうそう、あとこれもあったんだ」

  　我取出科雷弗尔，将其磨碎。

  　クレフォールを取り出して、すりおろす。

  　幸好我有做鲁迪什用的磨泥器。

  　ルディッシュ用のおろしがね作っておいて良かった。

  【德雷奇】「芥末！」

  【ドライチサン】「わさび！」

  【顿登】「咦？有芥末吗！？」

  【ドンデン】「え？　わさびあったの!?」

  【马特路】「都去过水源地了，当然能找到科雷弗尔啊」

  【マットル】「水源地まで行ったんだし、クレフォールは見つけてるかー」

  【麦芽】「可以做芥末酱哦」

  【モルト】「わさびソース作れるぞい」

  　知道科雷弗尔的玩家好像挺多的，他们告诉我各种各样的有效利用方法，真是感激不尽。好想做做看芥末酱啊……

  　クレフォールを知ってるプレイヤーは結構多いみたいで、いろいろと有効利用を教えてくれるのがありがたい。わさびソース、作ってみたいな……

  「汪」

  「ワフ」

  「啊，露比不喜欢吃芥末啊。抱歉抱歉」

  「あ、ルピは苦手だった。ごめんごめん」

  　我一边向把脸扭向一边的露比道歉，一边把磨好的科雷弗尔放在刺身上面，再沾上一点芝麻油，一口吃下去……

  　プイッと横を向いてしまったルピに謝りつつも、おろしたクレフォールをちょんと刺身にのせ、ごま油を少しだけつけてぱくっと……

  「！！」

  「っ!!」

  【古兰德】「我正想说，这比现实的芥末还要辣上好几倍……」

  【クランド】「リアルのわさびより数倍辛いよ、って言おうとしたら……」

  【洛嘉波】「对对对，就是这个。我就是想要这种反应！o(≧▽≦)o」

  【ロガッポ】「そうそう、それそれ。そのリアクションが欲しかった！o(≧▽≦)o」

  【布鲁莎】「听说玛那浓度高的地方会更辣哦～(^◇^;)」

  【ブルーシャ】「マナが濃い場所の方が辛いなんて話がありますよ〜(^◇^;)」

  【嘎呼嘎呼】「有味觉耐性技能的话，等级会提升哦ｗ」

  【ガフガフ】「味覚耐性スキル持ってると上がるよｗ」

  『你没事吧！？』

  『大丈夫ですか!?』

  「呜呃……咳……没，事……咳……」

  「うえっ……っほ……。だい、じょう……ぇほ……」

  　真的好辣！没想到会辣成这样……

  　マジきっつ！　こんな辛いと思わなかった……

  「汪呜……」

  「ワフン……」

  　露比的眼神就像在说『你看，都怪你吃奇怪的东西』，好难受。

  　ルピの目が『ほら。変なもの食べるから』みたいな感じで辛い。

  　不不不，只要控制好量，应该会很好吃才对！

  　いやいや、量さえちゃんとわかれば美味しいはずだから！

  「哈，好辣。眼泪都……这样痛觉设定不就没意义了吗？」

  「はー、辛かった。涙が……これ痛覚設定意味ないのか？」

  『翔君，还是别吃了吧？』

  『ショウ君、やめた方が良くないですか？』

  「没事没事。我知道只要加一点点就够了。这样……很好很好，好吃！」

  「大丈夫大丈夫。ちょっとで十分なのはわかったから。これくらいで……よしよし美味い！」

  【洛嘉波】「对对对，差不多就这么多♪(*'▽'*)」

  【ロガッポ】「そうそう、それくらいですね♪(*'▽'*)」

  【主厨】「做芥末酱的时候会加热，辣味会跑掉的哦～」

  【マスターシェフ】「わさびソース作る時は熱するから辛みは飛ぶよ〜」

  【弗利堤】「虽然只要加一点点就够了，但很难控制分量呢……」

  【フリテー】「量少なくて済むのはいいんだけど、加減が難しいのよな……」

  　只要加一点点，芥末的辣味和风味就会冲进鼻腔。

  　ほんの少しつけるだけで、十分、わさびの辛さと風味が鼻へと抜けていく。

  　做芥末酱的时候会加热，所以多加一点也没关系吗？

  　わさびソースを作る時は熱するから多めでも大丈夫なのか。

  　我一边向提供各种信息的评论区道谢，一边和露比把生鱼片吃光。当然，露比的那份没有加芥末。

  　いろんな情報をくれるコメントにお礼を言いつつ、ルピと二人でお刺身を平らげる。当然、ルピはさび抜きだけど。

  「那接下来就钓些鱼干用的鱼吧。」

  「んじゃ、あとは干物用に釣るかな」

  『要制作竹荚鱼干对吧』

  『アジの干物を作るんですね』

  「嗯。为了以后做酱油的时候做准备」

  「うん。いつか醬油ができた時のためにもね」

  　我一边和美音还有评论区聊天，一边继续钓鱼。

  　ミオンとコメント欄と会話しつつ、釣りを再開。

  　虽然也不是特别想钓这种鱼，不过第二条也是奥兰贾克，所以就收下了。

  　特にこれが釣りたいってわけでもないけど、二匹目もオランジャックだったのでよしとする。

  　竹荚鱼干，因为干燥魔法很优秀，所以一瞬间就能做好，不过根据评论区里厨师玩家的说法，先干燥一下表面，然后再晒干会更好吃。

  　アジの干物、乾燥の魔法が優秀なので一瞬でできるよなって思ってたんだけど、コメント欄の料理プレイヤーの話だと、一度表面を乾燥させて、その後は天日干しの方が美味しいんだとか。

  「原来如此。大家好懂啊……」

  「なるほど。皆さん、詳しいっすね……」

  【太鼓推】「喜欢钓鱼的人都是自己做料理的嘛^_^」

  【タイコスキー】「釣り好きは自分で料理するからね〜^_^」

  【洛桑】「翔君你没资格说别人ｗ」

  【ロッサン】「ショウ君に言われてもなｗ」

  【菲尔】「比不上知道生鱼片要配芝麻油和盐的高中生ｗ」

  【フェル】「刺身にごま油と塩を知ってる高校生ほどではないｗ」

  「芝麻油是爷爷教我这么吃的，哎呀！」

  「ごま油で食べるのはじいちゃんに教わったからで、おっと！」

  【钓鱼技能的等级提升了！】

  【釣りスキルのレベルが上がりました！】

  　钓起第四条奥兰贾克，把它放进代替鱼池的瓮里。

  　四匹目のオランジャックを釣り上げ、
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    すがわりの甕へと放り込む。

  　鱼咬钩的频率还挺高的，我正想着是不是因为这里是无人岛……

  　割と入れ食いなのは、やっぱり無人島だったからかなあとか思ってたら……

  「嗯？这条好像有点小」

  「ん？　これは小さいかな」

  『能从手感分辨吗？』

  『手応えでわかるんです？』

  「嗯。比之前钓的……哇哦！！」

  「うん。まあ、前よりも……っておおおっ!!」

  　鱼竿一下子被拉得老远，我连忙用双手重新握好。

  　一気に竿が持っていかれそうになって、慌てて両手で持ち直す。

  「这条好大！」

  「これはでかい！」

  【锵铃棒】「大鱼上钩了吗！？」

  【チャリンボウ】「大物ってなんだ!?」

  【太鼓推】「钓到的竹荚鱼被小魳鱼吃掉了吗？」

  【タイコスキー】「釣ったアジをイナダが食ったか？」

  【哈里森】「要断了啊！？」

  【ハリスン】「てか、切れるぞ!?」

  　糟糕糟糕糟糕！线要断了！！

  　やばいやばいやばい！　糸切れる!!

  「哎？啊！」

  「えっ？　あっ！」

  　手感突然变轻，我还以为是线断了，结果鱼从水面上跳了起来……

  　ふっと手応えが軽くなり、糸が切れたのかと思ったら、水面をジャンプして……

  「啊，被逃掉了……」

  「あー、やられた……」

  『哎？发生什么事了？』

  『え？　何があったんですか？』

  【旋转】「洗鳃」

  【スイベル】「エラ洗い」

  【钢铁吉克】「喂喂，连洗鳃都有吗，这个游戏ｗ」

  【メタルジーグ】「おいおい、エラ洗いまでしてくるのか、このゲームｗ」

  【希佩尔】「大概是鲈鱼吧」

  【ヒッパー】「多分、シーバスだろうね」

  【不放空】「感谢你让我们看到如此珍贵的场面！」

  【ボウズナシ】「貴重なシーンをありがとう！」

  　美音应该完全没搞清楚发生了什么，不过评论区的各位温柔的钓手们已经详细地为她说明了。

  　ミオンには何が起きたのかさっぱりなんだろうけど、コメント欄の優しい釣り人の皆さんが丁寧に説明してくれてる。

  　鱼张开嘴从水面跳起，但不是为了咬断钓线，而是想把鱼钩吐出来。

  　魚が口を開けて水面をジャンプするやつだけど、釣り糸を切るためじゃなくて、針を吐き出そうとしてるらしい。

  　我以前也只听说过，这还是第一次实际遇到。虽然在完全潜行里说实际遇到也有点微妙。

  　俺自身、話に聞いたことがあるだけで、実際にやられたのは初めてかな。フルダイブ内を実際っていうのかどうかは微妙だけど。

  　钓技能等级提升的话，能应对这种情况吗？回想起来，刚才好像有一瞬间出现了技能辅助。

  　釣りスキルのレベル上がれば対処できるのかな？　思い出してみると、一瞬、スキルアシストさんが出てた気がしなくもない。

  「算了，也没办法」

  「まあ、しょうがないか」

  　俗话说逃走的鱼最大，刚才那条鱼感觉有超过50厘米。

  　逃がした魚は大きいって言うけど、あれは五〇センチは超えてた気がする。

  　我呆呆地望着它逃走的海面……嗯？

  　逃した海面をぼーっと……ん？

  【坎坎波】「有什么东西？」

  【カンカンポ】「なんかいる？」

  【加雷索】「诶，那是什么？」

  【ガーレソ】「え、何あれ？」

  【纳帕姆】「啊？海豹？」

  【ナーパーム】「はい？　アザラシ？」

  【秀明】「怪兽，不对，是海兽！」

  【シューメイ】「怪獣、もとい、海獣だ！」

  「诶？感觉被死死盯着，难道是怪物？」

  「え？　なんか、めっちゃ見られてるんだけど、ひょっとしてモンスター？」

  『翔君，准备战斗！』

  『ショウ君、戦う準備を！』

  「不，感觉没有敌意，可能真的只是海豹吧」

  「いや、なんか敵意はない感じがするし、本当にただのアザラシなんじゃないかな」

  　露比在危险的时候会最先做出反应，但它现在完全没有反应。

  　やばいって時はルピが真っ先に反応するんだけど、その素振りは全くない。

  　要是能靠近到能看清名牌就好了……啊，靠近了。我看看……【塞尔奇】是什么？

  　なんで、ネームプレートが見えるぐらいに近づいてくれるといいんだけど……あ、近づいてきた。えーっと……【セルキー】って何？

  【姆丘姆尔】「人鱼？」

  【ムチョムル】「人魚？」

  【迪亚什】「儒艮？」

  【ディアッシュ】「ジュゴンってこと？」

  【熊脸】「萌啾萌啾～(*・・*)」

  【ベアメン】「もきゅもきゅ〜(*・[image: ]・*)」

  【雷洁莉】「塞尔奇来了！」

  【レジェリー】「セルキーと来たか！」

  　那只海豹，不对，塞尔奇缓缓地靠近我所在的堤防，然后让一条五十公分左右的大鱼浮在水面上。

  　そのアザラシ、じゃない、セルキーがゆるゆると俺がいる堤防のすぐ下まで近づいてきて、水面に五〇センチほどの大きな魚を浮かばせる。

  「啾？」

  「キュ？」

  「咦？这条鱼是我刚才没钓起来的那条？」

  「え？　その魚って俺が釣り上げ損ねたやつ？」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　感觉好像懂了又好像没懂……话说这座岛上都没有能沟通的NPC吗？难道要学妖精语或者精灵语之类的技能才行？

  　伝わってるような伝わってないような……っていうか、この島、言葉が通じるＮＰＣが出てこないんだけど？　妖精語とか精霊語とか、そういうスキル取らないとダメ？

  『露比，能叫醒斯薇吗？』

  『ルピちゃん。スウィーちゃんを起こしてくれますか？』

  「汪」

  「ワフン」

  　听到美音的话，露比抖了抖身子，把斯薇叫醒了。

  　ミオンの言葉にぶるっと体を震わせてスウィーを叩き起こしてくれる。

  　斯薇的话确实很有可能能沟通……

  　確かにスウィーなら話が通じる可能性が高そう……

  「～～～！？」

  「〜〜〜!?」

  「斯薇，抱歉，帮个忙」

  「スウィー、ごめん。ちょっと助けて」

  　斯薇睡眼惺忪地四处张望，然后目光停在塞尔奇身上，好像明白了什么，轻飘飘地飞了过去……是在对话吗？

  　寝ぼけまなこでキョロキョロしたのち、セルキーに目が止まり、なんか納得したのかふわーっと飛んでいって……会話してるのか？

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇回来后，指着塞尔奇带来的鱼，又指了指放在那里的厨具，

  　戻ってきたスウィーが、セルキーが取ってきた魚を指差し、置きっぱの調理道具を指差して、

  『要用那条鱼做菜吗？』

  『あのお魚でお料理でしょうか？』

  「啊，是想让我做点什么吗？」

  「ああ、何か作ってほしいってことか」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  【鳕鱼网】「能沟通ｗ」

  【タラアミ】「通じてるｗ」

  【夏赞】「斯薇超优秀」

  【シャズン】「スウィー超優秀」

  【浩二】「不愧是女王！」

  【コージ】「さすが女王！」

  【迪特隆】「〈翻译费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈通訳代：５０００円〉」

  　做菜是没问题，不过海豹能吃生鱼吧？

  　作るのはいいんだけど、アザラシって生魚食べるくらいだよな？

  　不不不，这么说的话露比也吃各种各样的东西，而且这毕竟是游戏，我可能想太多了。

  　いやいや、それ言い出したらルピだっていろいろと食べてるし、そもそもゲームだから気にしすぎかな。

  　嗯，感觉用腌制或者卡鲁帕乔的做法不错。

  　まあ、マリネとかカルパッチョがいい気はする。

  「那我来做菜，把那条鱼……不换个地方的话你上不来吧」

  「んじゃ、料理するから、その魚を……場所変えないと上がってこれないよな」

  「啾～！」

  「キュ〜！」

  「哎，喂！」

  「えっ、ちょっ！」

  　塞尔奇把鱼扔了过来，然后自己也跳了上来……

  　ぽいっとその魚を放り投げて寄越すセルキーなんだけど、さらに自分もどうやってかジャンプして……

  【瓦桑科】「哇啊啊啊啊啊！？」

  【ワサンコ】「ふわあああああっ!?」

  【雷洁莉】「塞尔奇只是披着海豹的皮而已啦～」

  【レジェリー】「セルキーはアザラシの皮を被ってるだけだからね〜」

  【布鲁莎】「好可爱啊啊啊啊～(((o(*・・*)o)))」

  【ブルーシャ】「きゃわわわわ〜(((o(*・[image: ]・*)o)))」

  【胡迪】「这下要和诺姆平分人气了……」

  【ウッディ】「これはノームと人気二分しそう……」

  　轻飘飘地落在堤坝上的是一个穿着海豹玩偶服的少年。动物玩偶睡衣就是这种感觉吗？

  　ふわっと堤防に着地して現れたのは、アザラシの着ぐるみを被った少年。動物の着ぐるみパジャマってこんな感じだっけ？

  　年龄大概在小学一年级左右，那亲切的笑容和以前的奈特有几分相似。

  　
    
     歳
    としは小学一年生とかそれぐらいで、人懐っこい笑顔は昔のナットに似てる気がしなくもない。

  　不对，那家伙要更像个小屁孩。

  　いや、あいつはもっと悪ガキっぽかったな。

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪呜～」

  「ワフ〜」

  『转眼间就打成一片了呢！』

  『あっという間に仲良しですね！』

  【天之侑】「好温馨啊～」

  【アマツノユ】「なごむわ〜」

  【菲尔】「这座岛是天堂吗？w」

  【フェル】「この島は天国か？ｗ」

  【布鲁莎】「毛茸茸岛！(((o(*・◁・*)o)))」

  【ブルーシャ】「もふもふアイランド！(((o(*・◁・*)o)))」

  　关系好是好事，但这么坦率不会被坏人骗吗……

  　仲良くなるのはいいけど、あんまり素直だと悪い人に
    
     騙
    だまされないか心配だよ……

  　总之，现在好像没时间做太复杂的料理，能快速做好又好吃的……啊，得先鉴定一下鱼。

  　ともかく、あんまり凝った料理をしてる時間もなさそうだし、さっと作れて美味しいものってなると……。あ、先に魚鑑定しとかないと。

  【拉蒂】

  【ラティオ】

  『栖息在海岸附近的大型肉食鱼。

  『海岸近くに生息する大型の肉食魚。

  　是出世鱼，名字会从拉蒂，拉蒂奥，拉蒂奥拉变化。

  　出世魚で、ラティ、ラティオ、ラティオラと名前が変化する。

  　料理：一般会用烤，煮等方法烹饪』

  　料理：焼く、煮るといった調理が一般的』

  　现在是拉蒂奥，也就是说还会继续长大……

  　真ん中ってことは、これからまだ大きくなるんだ……

  　评论栏里，钓鱼玩家说小鲈鱼和福子什么的，是因为鲈鱼也是出世鱼。

  　コメント欄で、釣り人プレイヤーさんたちが、セイゴだとかフッコだとか言ってるのは、スズキも出世魚だからとのこと。

  『要做成什么料理呢？』

  『どういった料理にします？』

  「就做道能快速做好的卡鲁帕乔吧」

  「さくっと作れるカルパッチョかな」

  　将鱼切成三片再切成薄片。让水精灵变出干净的水清洗。

  　三枚におろしてから薄切りに。水の精霊に綺麗な水を出してもらって洗いっぽく。

  　调味料用格雷普尔醋，芝麻油，绿莓果汁，少许盐。啊，再加点赖柯斯的角肉吧。

  　調味料は、グレイプルビネガー、ごま油、グリーンベリーの果汁、塩を少々。ああ、ライコスの角切りも入れよう。

  　虽然评论栏很热闹，但塞尔奇闪闪发光的眼神更让我有压力。希望合他的口味……我边想边尝了尝味道……

  　コメント欄が盛り上がってるけど、それよりもセルキーのキラキラした目がプレッシャー。口に合えば良いんだけどと思いつつ味見……

  「嗯，我觉得没问题。这个……一下子加太多也不好。直接吃也很好吃，先稍微加一点就完成了」

  「ん、俺的には大丈夫かな。これを……いきなりたくさんかけるとあれか。そのままでも美味しいだろうし、まずは軽くかけてで完成かな」

  「啾！」

  「キュー！」

  「啊，筷子应该很难用，就用这个叉子吧」

  「あ、箸は難しいだろうから、このフォーク使って」

  　我将用间伐材做的叉子递给他，明明穿着海豹玩偶服，却很灵巧地用叉子吃了一口……

  　間伐材で作ったフォークを渡すと、アザラシの着ぐるみなのに、器用にそれを使って一口……

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「太好了。我还担心味觉不同该怎么办……」

  「良かった。味覚が違ったらどうしようかと……」

  　他露出笑容后开始大口吃了起来，让我松了口气。

  　にっこり笑顔の後、ガツガツと食べ始めたのにホッとする。

  【利帕】「那肯定好吃啊（血泪）」

  【リーパ】「そら美味いやろなあ（血涙）」

  【阿莫昆】「真的开始饿了……

  【アモクン】「マジで腹減ってきた……[image: ]

  【柠檬牛奶】「翔君，又在喂食了w」

  【レモンミルク】「ショウ君、また餌付けしてるｗ」

  　我也吃了一口……嗯，好吃。

  　自分も一口ぱくっと……うん、美味い。

  　我也给露比回了点，斯薇好像不吃肉和鱼，就给了他软软的帕普干。

  　ルピにもあげつつ、スウィーは肉や魚は食べないっぽいので、とろとろ干しパプを進呈。

  『翔君，时间差不多了』

  『ショウ君、そろそろ時間です』

  「啊，已经到时间了吗……」

  「あー、もうかー……」

  　开始钓鱼的时候，距离结束应该还有三十分钟，一个小时一眨眼就过去了。

  　釣りを始めた時点で残り三〇分切ってたはずだし、一時間なんてあっという間だよな。

  　而且塞尔奇来的时候还手忙脚乱的，再稍微……

  　セルキーが来てドタバタしちゃったし、もうちょっと……

  〈好久没来了，可以稍微延长一下哦。当然，晚上十点就要结束了〉

  〈久しぶりですしー、少し延長して良いですよー。もちろん午後十時で終わりですけどー〉

  　我听到了神的声音。

  　と神の声が聞こえてきた。

  『稍微延长一下吗？』

  『少しだけ延長します？』

  「嗯，好啊。就到这孩子吃完饭回家为止吧？」

  「うん、そだね。この子が食べ終わって帰るくらいまでかな？」

  【迪特隆】「〈直播延长费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈ライブ延長料金：５０００円〉」

  【尼尔森】「〈感谢延长！：500日元〉」

  【ネルソン】「〈延長ありがとう！：５００円〉」

  【布鲁莎】「〈塞尔奇酱好可爱：1000日元〉」

  【ブルーシャ】「〈セルキーちゃんかわわ：１０００円〉」

  【熊脸】「〈露比酱也好可爱：1000日元〉」

  【ベアメン】「〈ルピちゃんもかわわ：１０００円〉」

  『谢，谢谢大家！』

  『あ、ありがとうございます！』

  　呜哇，好多打赏啊，这也是雅塔老师的目的吗？

  　うえー、すごい投げ銭が流れてくんだけど、これもヤタ先生の狙いだったりするの？

  『延长的时间，可以用来回答追加的问题吗？』

  『延長分は、追加の質問の時間にして良いですか？』

  「OK。下次再继续钓鱼吧」

  「おっけ。釣りの続きはまた今度で」

  　虽然还有备用的钓竿，但既然已经知道能钓到鱼，那也不用急着现在钓。

  　予備の竿もあるけど、釣れるってわかったから今でなくてもって感じ。

  　评论栏里以惊人的速度刷着问题，其中最多的是……

  　コメント欄をすごい勢いで流れていく質問なんだけど、多いのは……

  『关于挖掘魔法的问题吗？』

  『掘削の魔法についてでしょうか？』

  「应该是吧。那好像是在之前的视频里第一次出现的」

  「かな。あれって前の動画が初めてだっけ」

  【Rising】「那真的好厉害！」

  【ライジング】「あれはマジすごい！」

  【凯泽隆】「美音酱，教教贝露碳吧ｗ」

  【ケーゼロワン】「ミオンちゃん、ベルたそに教えてあげてｗ」

  【奈特尼】「告诉我们那是什么魔法吧～(^_^)」

  【ナイトニ】「どういう魔法なのか教えて〜（^_^）」

  　贝露部长的石墙角色已经深入人心了。

  　ベル部長、石壁キャラがすっかり定着してる。

  　先不说这个，关于我怎么学会的……就简单说一下吧。

  　それはまあ良いとして、どういう経緯で習得したかは……アバウトに話そう。

  「简单来说，山间小屋一楼的书里有应用魔法学〈地〉的魔导书，我读了之后就获得了技能，然后等级提升后，又获得了土木技能」

  「簡単に言うと、山小屋の一階にあった本に応用魔法学〈地〉の魔導書があって、それを読んでスキルを取ったんだけど、レベルを上げたら、今度は土木スキルが取れるようになって」

  【穆辛科】「土木技能！？」

  【ムシンコ】「土木スキル!?」

  【麦芽】「梦幻的土木技能原来是魔法系统啊！」

  【モルト】「幻の土木スキルは魔法の系統だったんか！」

  【曼波】「应用魔法学！」

  【マンボー】「応用魔法学！」

  【卡尔赛伦】「还有其他土木魔法吗？」

  【カルセルン】「他に土木魔法って何あるの？」

  　大家的提问一个接一个……我大概能猜到大家想问什么了。

  　突っ込んだ質問がすごい勢いで流れていくんだけど……なんとなく読めるようになってきたな。

  「土木相关的魔法，目前只有〈挖掘〉和〈转压〉两个吧」

  「土木関連の魔法は、今のところ〈掘削〉と〈転圧〉の二つだけかな」

  『挖掘魔法在耕田的时候也能派上用场呢』

  『掘削の魔法、畑作りにも役立ってますよね』

  「对对。耕田的时候很轻松」

  「そうそう。畑耕すの楽なんだよね」

  『周三要介绍田地吗？』

  『水曜は畑の紹介にしますか？』

  「是吧？不过，下次我想悠闲地直播……」

  「かな？　まあ、次はのんびりライブにしたいよ……」

  【卡洛尼】「悠闲？」

  【カルローネ】「のんびり？」

  【肯尼斯】「今天明明是悠闲地钓鱼呢～」

  【ケネス】「今日ものんびり釣りだったはずなのにね〜」

  【布鲁莎】「耕田也很期待～♪(*≧≦*)」

  【ブルーシャ】「畑作りも楽しみ〜♪(*≧[image: ]≦*)」

  【卡廷】「感觉又搞砸了什么……」

  【カティン】「またなんかやらかしてる気がするで……」

  　田里应该只种了普通的作物吧？

  　畑は普通のものしか育ててないはずだよな？

  　虽然那座教会有点神秘，但也没有搞砸的要素。

  　あの教会はちょっと謎のままだけど、別にやらかし要素があるわけでもないし。

  『下一个问题「你对世界任务有什么看法？」怎么样？』

  『次の質問は「ワールドクエストについてどう思いますか？」はどうでしょう』

  「嗯……好像很辛苦？」

  「うーん……なんか大変そう？」

  【永流】「完全事不关己w」

  【ヨンロー】「めっちゃ
    
     他人
    ひと
    
     事
    ごとｗ」

  【榭肯娜】「被官方指名不参加呢(^_^;」

  【シェケナ】「運営にほぼ名指しで不参加扱いって言われてましたね(^_^;」

  【咲雷】「实际上，也无计可施呢」

  【サクレ】「実際、どうしようもないもんねえ」

  【艾姆戴克】「你有想到什么和龙族交涉的方法吗？」

  【エムデイク】「竜族と交渉する方法、何か思いつく？」

  【格里多】「希望世界任能给点建议w」

  【グリッドサン】「今のワークエのアドバイス欲しいｗ」

  「就算你这么说……」

  「アドバイスって言われても……」

  　因为已经认识了，事到如今还说什么交涉方法啊。

  　もう知り合いだから、今さら交渉する方法とか言われてもなんだよな。

  　只要能见面，送点帕普干肉贿赂一下？还有……

  　出会いさえできれば、とろとろ干しパプを袖の下として送るとか？　あとは……

  「调查一下那个死灵都市是什么样的地方？感觉会有陷阱……」

  「その死霊都市がどういう場所なのか調べるとか？　なんか罠とかありそうだし……」

  　如果能在调查过程中，注意到那个魔导设施失控的事情就好了。

  　その過程で、例の魔導施設の暴走の話とかに気づいてくれれば。

  　总之，希望他们先知道这件事，再进入下一章……

  　とりあえず、それは知っておいてから、次の章に進んでほしい気がする……

  「啾～！」

  「キュ〜！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「嗯，粗茶淡饭不成敬意。」

  「うん、お粗末さまでした」

  　塞尔奇将拉蒂的卡鲁帕乔吃得一干二净，看上去很满足。

  　綺麗にラティオのカルパッチョを平らげて満足そうなセルキー。

  　评论栏也从提问模式变成了温馨模式，差不多该进入最后的问题了……

  　コメント欄も質問モードから、なごみモードになったし、そろそろ最後の質問に……

  「嗯？」

  「ん？」

  　突然间，只有我们周围变暗了。不对，只是阳光被遮住，形成了阴影而已。

  　急に自分たちの周りだけ暗く、いや、日差しが遮られて影が落ちてるだけか。

  　我抬头望向天空，以为是不是突然下起了雨……

  　また、急に雨でも降ってくるのかと見上げると……

  「咦？真的假的……」

  「え？　マジ……」

  【德雷奇】「哈？龙！？」

  【ドライチサン】「は？　ドラゴン!?」

  【秀明】「龙来了！」

  【シューメイ】「ドラゴン来た！」

  【乌皮】「银龙！？」

  【ウッピー】「シルバードラゴン!?」

  【迪特隆】「〈这下超出负荷了(・o・;：10000日元〉」

  【デイトロン】「〈さすがにキャパオーバー(・o・;：１００００円〉」

  　呃，亚珍塔先生，你特地跑来做什么？话说，怎么偏偏挑这个时候……

  　えー、アージェンタさん、わざわざ何しにきたの？　ってか、このタイミングでって……

  〈虽然情况出乎意料，但直播还要继续吗？还有十五分钟左右哦〉

  〈かなり予想外っぽいですがー、ライブは続けますかー？　まだ一五分ぐらいありますよー〉

  　雅塔老师好冷静……

  　ヤタ先生、冷静だな……

  『翔君，直播』

  『ショウ君、ライブは』

  「啊，嗯。虽然还要继续，但时间到了就只能结束了，抱歉」

  「あ、うん。続けるけど時間で切れちゃったらごめん」

  　听到这句话，评论栏沸腾了。

  　その言葉にコメント欄が沸き上がる。

  　要是在这里强制结束直播，不知道美音会被说成什么样……

  　今ここでライブ強制終了したら、ミオンが何言われるかわかったもんじゃないし……

  「翔大人～！」

  「ショウ様〜！」

  　亚珍塔先生的声音从上空传来。

  　上空からアージェンタさんの声が響く。

  　露比和斯薇看上去没什么事，但塞尔奇似乎很害怕，躲在我身后紧紧地抓住我的外套。

  　ルピとスウィーは平気そうだけど、セルキーは怖いのか俺の後ろに隠れて、コートをぎゅっと摑んでるし。

  「没事的」

  「大丈夫だよ」

  　我摸着海豹玩偶装的兜帽，这时亚珍塔先生从堤坝的根部降落下来……他能变成人形啊。

  　着ぐるみのアザラシのフードを撫でてると、堤防の根元にアージェンタさんが降りてきて……、人の姿に変身できたんだ。

  　银发的高个帅哥执事？看上去和真白姐差不多大，但实际年龄应该更大吧。

  　銀髪で背の高いイケメン執事？　年は真白姉と同じぐらいに見えるけど、本当の年齢はもっとずっと上だよな。

  　他直接朝我跑来，不过既然是执事，还是优雅地走过来比较好吧。

  　そのままこっちに駆けてくるんだけど、執事スタイルならもう少しこう優雅に歩いた方がいいんじゃないかとか。

  
   [image: ]
  

  「突然打扰真是抱歉。」

  「突然お邪魔してすいません」

  「没事。那个，发生什么事了吗？」

  「いえ。えっと、何かありました？」

  「在我处理其他事情的时候，公主大人把甜点……」

  「私が別件対応で目を離している間に、お姫様が甘味をですね……」

  　亚珍塔先生说到这里移开了视线。啊，全部吃掉了啊……

  　そこまで言って目を逸らすアージェンタさん。ああ、全部食べちゃったと……

  　然后，他被派来要追加的甜点？算了，反正我也拿到了空间魔法的书，正好把那个给他吧。

  　で、追加でもらってこいってパシりに出された的な？　まあ、空間魔法の本ももらったし、ちょうどいいからあれを渡しておくか。

  「之后我会把整套送过去，今天就先拿着这个回去吧。」

  「まとまった量は後日送るんで、とりあえず今日はこれ持って帰ってください」

  　我从道具栏里取出装着卡姆拉斯糖渍水果的小瓶子。我打开用沙龙蜥蜴的皮革做的盖子，让他看里面的东西。

  　インベントリから取り出したのは、カムラスのコンポートが入った小さな瓶。サロンリザードの革で作った蓋を取って中身を見せる。

  「这还真是……」

  「これはまた……」

  「～～～！！」

  「〜〜〜!!」

  　斯薇从兜帽里伸出手，拉扯我的耳垂，像是在说「别这样～！！」。

  　スウィーが「それはやめて〜!!」ってフードから手を伸ばし、俺の耳たぶを引っ張る。

  「好痛痛痛！我会再做给斯薇的！」

  「いでででっ！　スウィーにはまた作ってあげるから！」

  「斯薇大人，非常抱歉……」

  「スウィー様、申し訳ありません……」

  　亚珍塔先生向斯薇深深低下了头。

  　スウィーに深々と頭を下げるアージェンタさん。

  　虽然斯薇鼓着脸颊，双手抱胸，把脸扭向一边，不过应该可以认为她原谅了亚珍塔先生吧。

  　ほっぺたをぷくーっと膨らませ、腕組みしたままぷいっとそっぽを向いてるけど、まあまあ許してくれたってことで良いだろう。

  　我看到评论栏变得好厉害……不过也是。

  　なんかコメント欄がすごいことになってるのが見えて……まあそうだよな。

  「另一件事是指不死者大量出现的都市吗？」

  「別件ってアンデッドがいっぱいいる都市の件ですか？」

  「您已经听说了吗？那件事确实也让我们忙得不可开交……」

  「すでに聞き及んでおられましたか。確かにそちらも手一杯でして……」

  「那借助他人的力量呢？」

  「人の力を借りるというのは？」

  「公主大人说，不让不知道那片土地发生的事情的人进入。内部调查也进展缓慢，所以我们也反对让不值得信任的人进入。」

  「
    
     彼
    かの
    
     地
    ちで起きたことを知らぬ者は立ち入らせぬようにとお姫様が。内部調査もあまり進んでいませんので、我々としても信用に値せぬ者を入れるのは反対です」

  「啊，确实如此……」

  「ああ、確かに……」

  　那倒也是。

  　そりゃそうだよな。

  　如果又出现什么不得了的东西，然后在不知道的情况下启动的话……

  　なんかまたとんでもないものがあって、それを知らずに起動されたりしたらって考えると……

  「不过，要得到龙族的信任不是很难吗？」

  「でも、竜族に信用されるって大変じゃないです？」

  「不不，如果是翔大人的话，可以放心交给您。您似乎也受到露比大人、斯薇大人和塞尔奇的喜爱。」

  「いえいえ、ショウ様ならお任せできますよ。ルピ様やスウィー様、またセルキーにも好かれているようですしね」

  　虽然他笑眯眯地这么说，但很遗憾，我完全没有那个意思……

  　とニッコリされるんだけど、残念ながら俺はそのつもりは全くないので……

  『翔君，时间差不多了。』

  『ショウ君、そろそろ時間が』

  　啊，糟糕。一聊起来，时间就过得很快。

  　あ、やべ。話し込んでるとあっという間だ。

  「啊，不好意思。您不早点回去的话，对方会等您吧？」

  「おっと、すいません。早く帰らないと待ってるんですよね？」

  「对了！那我就先告辞了。改日必定会登门道谢！」

  「そうでした！　それでは失礼いたします。お礼はいずれ必ず！」

  　亚珍塔先生抱着糖渍水果的瓶子高高跃起，变回了银色的龙。

  　コンポートの瓶を抱えたアージェンタさんが高く飛び上がると銀色の竜の姿へと戻る。

  　然后，以惊人的速度飞向了东方……

  　そして、すごいスピードで東の方へと飛び去っていった……

  『各位，对不起。时间差不多到了，今天就到此为止！』

  『皆さん、ごめんなさい。そろそろタイムリミットなので、今日はここまでです！』

  「抱歉！」

  「ごめん！」

  『那么再见啦～』

  『それではまた〜』

  「再见～」

  「また〜」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「啾～」

  「キュ〜」

  〈好，直播结束咯～〉

  〈はいー、ライブ終わりましたよー〉

  『翔君，辛苦了』

  『ショウ君、お疲れ様です』

  「嗯。美音也辛苦了」

  「うん。ミオンもお疲れ」

  　评论栏还在滚动，而且几乎都是打赏评论，好可怕。

  　コメント欄がまだ流れてて、しかもそのほとんどが投げ銭コメントって怖いんだけど。

  　啊，对了！

  　あ、そうだ！

  「亚珍塔先生出现的地方还在存档里吗？」

  「アーカイブのアージェンタさん出てる場所って残ってる？」

  『啊！我确认一下！』

  『あ！　確認しますね！』

  　之前遇到的时候，那部分已经完全消失了，这次会怎么样呢。

  　前に出会った時は、そのあたりがすっぱり消えてたけど、今回はどうなんだろ。

  　运营应该也知道我们在直播，都这么开放了，现在应该也不会有直播onlie保护措施了吧……

  　運営も俺たちがライブやってるのは把握してただろうし、あそこまでオープンにして今さらライブオンリープロテクトもないと思うんだけど……

  〈怎么回事呢？〉

  〈どういうことでしょー？〉

  「啊，之前遇到龙并和它对话的影像完全没有保存下来。我猜大概是被直播only的保护措施给覆盖了吧」

  「あー、前にドラゴンと出会って会話した時の映像が全く保存されてなくて。多分、ライブオンリーのプロテクトがかかってたんじゃないかと」

  〈原来如此。意思是这次可能也会这样吧〉

  〈なるほどー。今回もそうかもということですねー〉

  　总之，先确认一下再公开吧？

  　とりあえず、それを確認してから公開かな？

  　如果消失了，就得发个通知或者提醒一下。

  　もし消えてるようなら、注意書きというかお知らせ出さないとだろうし。

  『没问题。今天的直播全部保存下来了』

  『大丈夫でした。今日のライブは全てちゃんと残ってます』

  「谢啦。那就直接公开吧」

  「さんきゅ。じゃ、そのまま公開にしようか」

  『好的』

  『はい』

  　那边就交给她，我来收拾吧……

  　そっちは任せて、俺は片付けかな……

  「啾？」

  「キュ？」

  「啊，今天谢谢啦」

  「あ、今日はありがとな」

  　我摸了摸抬头看我的塞尔奇的头，它露出了非常开心的表情。

  　見上げるセルキーの頭を撫でると、すごく嬉しそうな顔をしてくれる。

  「汪」

  「ワフ」

  「露比当然也是」

  「ルピももちろんな」

  　我好好地摸了摸它。露比是第一位。

  　しっかりたっぷりと撫でてあげる。ルピが一番。

  　话说回来，这个塞尔奇是住在岛上的吗？如果是的话，感觉也不能说是无人岛了。不对，它看上去像妖精，所以不算？话说，塞尔奇是……

  　それにしても、このセルキーは島に住んでる？　だとすると、無人島とは言わない気がしなくもない。いや、妖精っぽいからノーカン？　っていうか、セルキーって……

  【塞尔奇（王子）：友好】

  【セルキー（王子）：友好】

  『妖精塞尔奇的王子。要接受成为王的试炼，还太年幼了』

  『妖精セルキーの王子。王となるための試練を受けるには、まだまだ幼い』

  「……」

  「……」

  　露比是狼王。斯薇是妖精女王。这孩子是塞尔奇的王子。

  　ルピ、狼の王。スウィー、フェアリーの女王。この子はセルキーの王子。

  　美音是社长千金。我只是个普通人……

  　ミオン、社長令嬢。俺、ただの一般人……

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好痛！抱歉抱歉。不过，要是不那么做的话，亚珍塔先生也会很为难的。来，这个给你。」

  「いででっ！　ごめんごめん。でも、ああでもしないとアージェンタさんも大変なんだろうし。はい、これ」

  　我从道具栏里取出一个小容器给斯薇看。

  　インベントリから小さな器を取り出してスウィーに見せる。

  　给亚珍塔先生的卡姆拉斯糖渍水果，其实并不是全部。

  　渡したカムラスのコンポート、実はあれが全部ってわけじゃない。

  　为了以防万一，具体来说，就是我留了一部分给可能有毒的对手。虽然只有我、露比和斯薇的三份。

  　何かの時のため、具体的には毒持ちの相手が出てきた時用に取っておいた分。俺、ルピ、スウィー分の三個だけだけど。

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇露出「什么嘛，你不是有吗～♪」的坏笑，一口咬了下去。

  　スウィーが「な〜んだ、持ってんじゃん〜♪」ってにやけ顔でぱくっとかぶりつく。

  　露比和塞尔奇也目不转睛地盯着看，斯薇也分给了它们，看来她确实是个女王。

  　それをじーっと見つめるルピとセルキーにも分けてあげるあたり、ちゃんと女王してるんだよな。

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　虽然我的份没了，不过也无所谓。

  　俺の分がなくなっちゃったけど、まあいいか。

  　总之，今天得早点登出，确认刚才的混乱中聊天栏里发生了什么……

  　とりあえず、今日は早めにログアウトして、さっきのゴタゴタの時のコメント欄がどうなってたか確認しないとなんだけど……

  「呃，你是从哪里来的？」

  「えーっと、君ってどこから来たの？」

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  「啾？啾～」

  「キュ？　キュ〜」

  　斯薇似乎翻译了我的话，告诉了塞尔奇，它转过身指着海湾南侧的边缘。不，不是手指，是鳍吧。不过哪个都无所谓。

  　俺の言葉をスウィーが通訳して、セルキーに伝えてくれたのか、振り向いて入り江の南側の端を指差す。いや、指じゃなくてヒレか。どっちでも良いけど。

  　岩棚绵延的南侧尽头是高耸的悬崖，原来对面还有住处啊。也就是说，还有其他塞尔奇？

  　岩棚が続く南側は、高い崖がそびえ立って終わってるけど、その向こうに住んでる場所があるのか。ってことは、他にもセルキーがいる？

  「算了，无所谓。我今天要回家了，帮我转告它，我每周只会来这个港口一次？」

  「まあ、いいや。今日はもう家に帰るし、この港に来るのは週一ぐらいだって伝えてくれる？」

  　我请吃着糖渍水果吃得心满意足的斯薇转告，塞尔奇点了点头，从怀里取出一个指尖大小的漂亮绿色宝石给我。

  　コンポートを食べてご満悦なスウィーに伝えてもらうと、セルキーはふんふんと頷いて、懐から指先サイズの綺麗な緑色の宝石を渡してくれる。

  「嗯？这是……」

  「ん？　これって……」

  　不知道是什么，鉴定一下就知道了。我看看……

  　なんだろうって鑑定すりゃいいんだ。えっと……

  【塞尔奇的呼哨】

  【セルキーの呼び子】

  『能够呼唤塞尔奇的笛子。翡翠制。

  『セルキーを呼ぶことのできる笛。
    
     翡
    ひ
    
     翠
    すい製。

  　用这个笛子呼唤出塞尔奇，必须给予工作和报酬。

  　この笛で呼び出したセルキーには仕事と報酬を与える必要がある。

  　游泳＋1，潜水＋1』

  　水泳＋１、潜水＋１』

  　……好像有技能加成，不过，嗯。

  　……なんかスキル補正ついてるけど、まあ、うん。

  　我比较在意的是『必须给予工作和报酬』。

  　どっちかというと『仕事と報酬を与える必要がある』の方が気になる。

  「那下次来的时候再叫你。」

  「じゃ、今度来た時にまた呼ぶから」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　即使不透过斯薇，塞尔奇似乎也听懂了，它微微一笑，转过身跳进海里。突然跳进海里，吓了我一跳……

  　スウィーを介さなくても伝わったのか、セルキーがニッコリ笑ってから、くるっと振り向いて海へと飛び込む。いきなり飛び込まれるとびっくりするな……

  「汪？」

  「ワフ？」

  「那收拾一下回家吧。」

  「じゃ、片付けして帰ろうか」

  　登出之后，得向贝露部长和赛丝报告才行。

  　ログアウトしたら、ベル部長とセスに報告しとかないとだよな。

  　明天要去美音家，还要买东西，希望她能早点放我走……

  　明日はミオンの家に行ったり買い物したりだし、早めに解放してくれるといいんだけど……

  「我回来了」

  「ただいま」

  『欢迎回来。辛苦了』

  『おかえりなさい。お疲れ様でした』

  「嗯。美音也辛苦了。也谢谢老师」

  「うん。ミオンもお疲れ。先生もありがとうございます」

  「没事没事，感觉你好像很辛苦呢，之前感觉你好像在隐瞒什么，是和这只龙相遇的事吗？」

  「いえいえー、なんだか大変そうですがー、この間から何か隠してる感じだったのはー、このドラゴンと出会ってた件ですかー？」

  「是的。不过，她让我保密」

  「はい。まあ、秘密にって言われてたんで」

  　严格来说，她只是让我对“魔导设施的失控和由此引发的惨剧”保密，相遇这件事本身说出来应该也没关系。不，已经没必要隐瞒了。

  　厳密には『魔導施設の暴走とそれによる惨劇』について秘密にって言われただけなので、出会ってたこと自体は話しても良いのかも。いやもう隠す必要ないか。

  　雅塔老师也没有再追问，那我也没必要说出来，比起这个……

  　ヤタ先生もそれ以上は聞いてこないし、それなら話す必要もないだろうし、それよりも……

  「亚珍塔老师出现之后，我就没看到评论了……没问题吗？」

  「アージェンタさんが出たあたりからコメント全然見れてないんだけど……大丈夫だった？」

  『没问题！大家一开始都很惊讶，不过好像知道翔君是在寻找世界任务的提示』

  『はい！　皆さん、最初は驚いてましたけど、ショウ君がワールドクエストのヒントを探ろうとしてくれてるって伝わったみたいで』

  「大家很敏锐真是太好了。我还在想，就这样闲聊下去也不太好……」

  「察しのいい人たちで良かった。あのまま世間話するのもどうかと思ったし……」

  　虽然有很多在意的事情，比如我们是怎么认识的，不过这些事情就等到星期三的直播之前再想答案吧。

  　どうやって知り合ったのかとか、気になることは山ほどあるんだろうけど、とりあえずそれは水曜のライブまでに答えを考えとけばいいか。

  　关于和亚珍塔老师相遇的视频被删除这件事，只能老实交代了。

  　アージェンタさんと出会ったあたりの動画が消えてる件については、正直に話すしかないよな。

  「你们两位都很冷静，真是太好了。打赏的总额也比平时多了三倍左右」

  「お二人とも冷静で良かったですよー。投げ銭の合計額もいつもの三倍ぐらいになりましたー」

  「雅塔老师……打赏太多的话，不是也会有问题吗？」

  「ヤタ先生……。あんまり多くても問題があるんじゃなかったでしたっけ？」

  「话是这么说没错。不过美音的妈妈也说过，希望我们不要让她偷懒」

  「それはそうなんですけどねー。ミオンさんのお母さんからー、手抜きはさせないでほしいとも言われてますしー」

  　咦，真的假的。我看了看美音。

  　えー、マジかよとミオンを見ると、

  『妈妈对演艺活动是绝不妥协的……』

  『母は芸能活動には妥協を許さない人なので……』

  「那倒也是」

  「そりゃそうか」

  　毕竟是演艺事务所的社长嘛。之前也工作到很晚。

  　芸能事務所の社長さんだもんなあ。この間もギリギリまで仕事してたし。

  　不过，我也不觉得她会不认真……

  　まあ、不真面目にやることでもないとは思うけど……

  『翔君，你不会累吗？』

  『ショウ君、辛くないですか？』

  「啊，没事没事。比起这个，我更担心明天不要迟到」

  「ああ、大丈夫大丈夫。それより明日は遅刻したくないし、そっちの方が気になってるかな」

  『嗯！』

  『はい！』

  　话说，贝露部长和赛丝怎么还不来啊。

  　てか、ベル部長とセス、早く来ないかな。

  　如果到了晚上十一点还没来，我就先下线吧……

  　午後十一時になって来なかったら、先に上がるか……

  『对了，翔君。有件事我很在意……』

  『それで、ショウ君。一つだけ気になることが……』

  「咦？有什么奇怪的评论吗？」

  「え？　なんか変なコメント来てた？」

  『就是这个』

  『これです』

  　美音给我看的评论确实很奇怪。

  　ミオンがそう言って見せてくれたコメントは確かに変なコメントだった。
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  　真的假的……

  　マジかよ……

  「那我就下线啦。虽然是周六，但熬夜也要适可而止哦」

  「それでは私は落ちますねー。土曜ですがー、夜更かしはほどほどにー」

  　雅塔老师说完就干脆地离开了。

  　ヤタ先生がそんなことを言ってあっさりと退室してしまった。

  　算了，再怎么在意也没用。

  　まあ、気にしてもしょうがないってことなんだろうけど。

  「感觉有点不舒服……」

  「なんか不気味で嫌だなあ……」

  『是啊。第一次直播是和部长的联动，所以被盯上了吗？』

  『そうですね。初ライブが部長とのコラボでしたし、目をつけられてるということでしょうか』

  　我估计是这样，但对方也不能直接对岛出手。这样的话，

  　多分、そんなところだろうなと思うものの、島に直接手出しをできるわけもなく。となると、

  「可能会找美音联动？」

  「ミオンにコラボしようとか言ってくるかも？」

  『和部长以外的人联动有点……』

  『部長以外とのコラボはちょっと……』

  　也是。毕竟对方原本就是粉丝，而且还认识现实中的贝露部长，所以才没问题。

  　だよな。もともとファンで、かつ、リアルのベル部長を知ってるから大丈夫だったんだろうし。

  　干脆把打赏的钱退回去？虽然也有这种想法，但那样的话感觉又会被当成话题。

  　いっそのこと、この投げ銭は返金処理しちゃうか？　って考えもよぎるんだけど、そしたらそれはそれでネタにされそう。

  「等贝露部长来了再商量吧」

  「まあ、ベル部長が来たら相談しようか」

  『好的』

  『はい』

  　想象还没发生的事，往坏的方向想也没意义，所以先放一边。

  　起きてないことをあれこれ想像して悪い方に考えても意味ないので棚上げ。

  　比起这个，最好先准备好周三直播时可能会被问到的问题的答案。

  　それよりも、水曜のライブで来るであろう質問の答えを用意しておいた方が良さそう。

  　关于和亚珍塔老师的相遇，就简单说一下地下大房间的事？

  　アージェンタさんとの出会いについては、地下のでかい部屋のことをざっくり話すぐらい？

  　把地下紧急用的魔晶石注入玛那后，亚珍塔先生注意到并转移过来，这件事直接说出来应该没问题吧。

  　地下の非常用の魔晶石にマナを入れたら、それに気づいたアージェンタさんが転移してきた話、これはそのまま伝えてもいいよな。

  　还有，为了在知道这座岛的古代遗迹后能联络上我们，她给了我们一个能传送小物件的箱子。

  　あとは、この島の古代遺跡についてわかったことがあったら連絡できるよう、小物を転送できる箱をもらったこととか。

  「怎么样？」

  「どうかな？」

  『我觉得可以。转移魔法阵的事要隐瞒对吧？』

  『良いと思います。転移魔法陣のことは伏せるんですよね？』

  「与其说隐瞒，不如说不要主动提起。虽然应该会有人注意到，但这类问题我会随便应付过去」

  「伏せるっていうか、自分から言わないってぐらいかな。気づく人もいそうだけど、その手の質問はさらっと流すよ」

  『好的！』

  『はい！』

  　从龙都的某处能转移到那个地下吗？如果是这样，只要拜托她不要使用应该就行。

  　あの地下へは竜の都のどこかから転移できるのかな。だとしたら、それは使わせないようにお願いしとけばいいはず。

  　把妨碍转移的障碍物放在这边或许比较保险？毕竟已经知道亚珍塔先生能飞过来了。

  　こっちに転移を邪魔する障害物置いとくのが確実かも？　アージェンタさん、飛んでこられるってわかったし。

  　我和美音商量着这些事，到了晚上十一点前，赛丝和贝露部长出现了。

  　ミオンとそんな相談をしていると、午後十一時前になって、セスとベル部長が現れた。

  「兄长！你好像又搞砸了！」

  「兄上！　またやらかしたそうだの！」

  「直播那边没问题吗？」

  「ライブの方は大丈夫だったの？」

  　赛丝还是老样子，贝露部长则是在担心我，我向她道歉。

  　セスは相変わらずだが、ベル部長は心配してくれてて、ホントすいませんっていう。

  「我想应该控制在没问题的范围内了。除了这些打赏以外……」

  「とりあえず大丈夫って範囲で収まったと思います。この投げ銭以外は……」

  　看到安希雅公主的高额打赏，贝露部长一瞬间僵住了，

  　例のアンシア姫からの高額投げ銭を見て、ベル部長が一瞬硬直するんだけど、

  「别，别管她就好了！要，要是有什么奇怪的反应，就正中她的下怀了！」

  「ス、スルーすればいいわ！　へ、へ、変に反応したら
    
     思
    おもう
    
     壺
    つぼよ！」

  　我觉得奇怪的反应是部长那边，不过，无视她确实比较稳妥。

  　変な反応してるのは部長の方だと思うんだけど、まあ、スルー安定だよな。

  「那种自以为是谋士的人无视掉就好了。比起这个，还是兄长搞砸了的事！」

  「あの手の策士気取りは無視で良い。それよりも兄上のやらかしよ！」

  『赛丝酱，好厉害啊』

  『すごいですよ。セスちゃん』

  「嗯嗯！已经和龙族有接触了，兄长好厉害！」

  「うむうむ！　すでに竜族と接点を持っておったとは、兄上はすごいのう！」

  『最初遇到龙先生的时候，也非常冷静！』

  『最初にドラゴンさんに会った時も、すごく冷静でした！』

  　有那么冷静吗？

  　そんな冷静だったっけ？

  　虽然感觉只是因为太过吃惊，反而冷静下来了。

  　びっくりしすぎが一周回って落ち着いてただけって気がしなくもないけど。

  「哦！没有当时的视频吗？」

  「ほう！　その時の様子はないのか？」

  「视频好像有保护措施。而且我答应过不能说出去，所以不会说的」

  「それが動画にプロテクトかかってるっぽくてさ。それに他言無用って約束があるから、何を話したかは言わないぞ」

  「嗯。那就没办法了」

  「ふーむ。そういうことなら仕方あるまい」

  　赛丝似乎接受了这个回答，没有再问下去。

  　その答えに納得したのか、それ以上は聞いてこないセス。

  　然后贝露部长也恢复了冷静，

  　そしてベル部長も落ち着きを取り戻したのか、

  「居然有保护措施，看来是相当重要的事……」

  「プロテクトまでかけてるなんて、よっぽどのことなのね……」

  　她有些惊讶，但似乎不打算深究。

  　と呆れ気味。深く聞いてくるつもりもなさそう。

  　嘛，毕竟有种剧透的感觉，不会想问的吧。

  　まあ、モロにネタバレっぽい雰囲気あることを聞きたいとは思わないよな。

  「今天的存档怎么样？」

  「今日のアーカイブはどうだったのだ？」

  「啊，今天的没问题。那个……」

  「ああ、今日のは大丈夫。えっと……」

  『是』

  『はい』

  　美音立刻飞到亚珍塔先生出现的地方，让两人看当时的状况。

  　ミオンがさっそく、アージェンタさんが現れたあたりまで飛ばして、その様子を二人に見せる。

  　仔细一看，我抬头看着天空露出「诶～」的表情，而斯薇则在旁边露出「呃～」的表情……她还真是胆大啊。

  　よく見ると、俺が上を見て「え〜」って顔してる横で、スウィーが「げ〜」って顔をしてて……ホント肝が据わってるよな。

  「甜食……你们是用食物搞好关系的吗？」

  「甘味って……食べ物で仲良くなったの？」

  「嗯，我本来只是想分一点给她而已。」

  「まあ、ちょっとしたお裾分けのつもりだったんですけど」

  　说实话，我没想到她会这么喜欢。而且我明明又送了一个月的份，她却一下子吃完了，公主大人到底是有多能吃啊……

  　正直、そんな気に入られると思ってなかったし。というか、追加で一月分は送ったのに、あっさり平らげるとか、お姫様どんだけだよっていう……

  「原来如此。首先得知道那片土地上发生了什么事啊。」

  「なるほどのう。まずは彼の地で何が起きたかを知らねばならぬのか」

  「还有，从这句台词来看，应该是称号吧。翔君得到了守护者的称号对吧？」

  「あと、このセリフからすると称号かしらね。ショウ君は守護者の称号をもらってたわよね？」

  「啊，是的。是【菲雅莉的守护者】。」

  「あ、はい。【フェアリーの守護者】ですね」

  　如果和今天来玩的塞尔奇也搞好关系的话，会有称号吗？

  　今日、遊びに来てたセルキーも仲良くなれば称号あるかな？

  『如果调查死灵都市需要知识和称号，判定是由龙人来做的吗？』

  『その死霊都市の調査に知識と称号が必要な場合、判定は竜人さんがするということでしょうか？』

  「嗯？什么意思？」

  「ん？　どういうこと？」

  「如果是美音阁下说的模式，游戏系统会根据玩家的Flag，改变NPC的对应方式。」

  「ミオン殿のいうパターンであれば、ゲームシステムがプレイヤーのフラグを見て、ＮＰＣの対応が変わるであろうの」

  　啊，是这样啊。

  　ああ、そういうことか。

  　这其实还挺常见的，普通的RPG也是这样。

  　割とよくあるというか、普通のＲＰＧとかだとそうだよな。

  　如果立了事件Flag，NPC的台词就会改变……

  　イベントフラグ的なものが立ってると、ＮＰＣのセリフが変わるっていう……

  「总觉得在ＩＲＯ里，这种感觉很不协调……」

  「なんか、ＩＲＯだと違和感あるな……」

  『是啊』

  『です』

  　看着人的脸，然后说「这家伙立了Flag所以OK」，这种行为实在很像游戏。

  　人の顔見て「こいつはフラグ立ってるからオッケー」とか、いかにもゲームっぽい動きはしてこないと思うんだよな。

  「关于这点，虽然还没有确认，但有情报。有人和监视死灵都市的龙人卫兵好好谈过，听说问出了『只要是持有某种龙货的人』这样的条件。」

  「それに関しては未確認だけど情報があるのよ。死霊都市を見張ってる竜人の衛兵にしっかりと話を聞いた人がいて、『いずれかの
    
     竜
    りゅう
    
     貨
    かを持つ者であれば』という条件を聞き出せたらしいわ」

  「龙货？」

  「りゅうか？」

  「就是龙的货币，龙货。不是作为货币使用，而是作为从龙那里得到信任的人物的证明。」

  「竜の貨幣で竜貨ね。通貨としてじゃなく、竜からの信用に値する人物という
    
     証
    あかしになるらしいわ」

  　也就是说，要完成其他任务，得到龙货之类的吗？

  　つまり、なんらか別のクエストなりをクリアして、竜貨とやらを手に入れてこいって感じか。

  「如果是这样，确实很自然。如果有的话，就能通过了。」

  「確かにそれなら自然か。持ってるなら通すって話になるし」

  『是啊。不过，要怎么得到呢？』

  『そうですね。でも、どうやって手に入れるんでしょう？』

  「关于这点，就是兄长和亚珍塔阁下谈话的内容吧。」

  「そこで、兄上がアージェンタ殿と話しておった内容になるのであろう」

  「那个地方过去发生过什么，还有，守护者的称号吧。」

  「あの場所で過去何があったか、そして、守護者の称号かしらね」

  　原来如此……

  　なるほど……

  　然后我知道那个地方发生过什么，也拥有守护者的称号。

  　そして俺はあの場所で何があったかも知ってるし、守護者の称号も持っていると。

  「兄长没有从亚珍塔阁下那里得到龙货吗？」

  「兄上はアージェンタ殿から竜貨はもらっておらんのか？」

  「不，完全没有。虽然我觉得只要我开口，她就会给我」

  「いや、全然。欲しいって言えばくれる気はするけど」

  　她对我说过，如果需要调查岛上的古代遗迹，或者作为甜品的回礼，只要跟我说一声就行，但就算给我龙货也没用啊。

  　島の古代遺跡の調査だったり、甘味のお礼だったりで、必要なものがあれば言ってくれって言われてるけど、別に竜貨もらってもなあ。

  　话说，要是把得到空间魔法的魔导书这件事告诉贝露部长，她可能会生气……

  　てか、空間魔法の魔導書もらったのベル部長に言ったらキレられそう……

  『那个……为什么赛丝酱会知道龙先生的名字呢？』

  『あの……、どうしてセスちゃんはドラゴンさんの名前を知ってるんですか？』

  「咦？啊？」

  「え？　あれ？」

  　对了！我在直播中也一直没提到亚珍塔先生的名字！

  　そうだ！　俺、ライブ中もアージェンタさんの名前は出さないようにしてたよな！

  「哼哼哼！亚珍塔阁下在出现在兄长那里之前，来过阿梅拉领！」

  「クックック！　アージェンタ殿は兄上のところに現れる前、アミエラ領に来ておったのだ！」

  「亚珍塔先生说的“处理其他事情”大概就是指这件事吧。我们这边也发生了很多事。真的很多……」

  「アージェンタさんが『別件対応』って言ってたのは多分そのことね。こっちもいろいろあったのよ。ホントいろいろ……」

  　在阿梅拉领发生的事……和有翼人有关吗？

  　アミエラ領で何かあったってことは……有翼人関係か？

  　赛丝心情很好，应该没有往坏的方向发展……

  　セスは機嫌いいし、悪い方向には行かなかったんだろうけど……

  　贝露部长和赛丝的对话，要追溯到我和美音的直播开始之前。

  　ベル部長とセスの話は、俺とミオンのライブが始まる前まで遡る。

  　今天在『白银之馆』的商谈结束后，似乎要举办雷帝蕾欧娜大人的庆功宴。

  　今日は『白銀の館』の打ち合わせの後、雷帝レオナ様の祝勝会ってことだったらしい。

  　F·V·C的正式比赛，蕾欧娜大人以压倒性的实力轻松达成了三连霸。

  　Ｆ・Ｖ・Ｃの本戦は、レオナ様が圧倒的な強さであっさり三連覇を達成。

  　下次似乎会把冠军的位置安排给传奇选手，让冠军可以挑战蕾欧娜大人……

  　次回はレジェンド枠ってことで、優勝した人がチャレンジできる位置付けになりそうだとか……

  「蕾欧娜大人每次庆功都会直播，你没看过吗？」

  「祝勝会をレオナ様がライブ配信するのはいつものことなのよ。見たことないかしら？」

  『感觉就是把熟人叫到工作室，然后一起玩游戏』

  『スタジオに親しい人を呼んで、ゲームしたりする感じですよね』

  　美音说道。我倒是没看过，不过美音原本就是贝露部长的粉丝，所以知道得很清楚。

  　とミオン。俺はそれ見たことないんだけど、ミオンは元々ベル部長のファンだからか詳しいな。

  「这是平时看不到的和乐融融直播，而且嘉宾也很多，不过这次在我的提议下，决定在ＩＲＯ里举办」

  「普段は見られない
    
     和
    わ
    
     気
    き
    
     藹
    あい
    
     々
    あいとしたライブだし、ゲストも多いんだけど、今回は私の提案でＩＲＯの中でやろうってことになってたの」

  「嘿，感觉很有意思……」

  「へー、めっちゃ面白そう……」

  　在工作室的话，感觉只能叫真正亲近的人，不过在ＩＲＯ里的话，普通的粉丝也能参加。

  　スタジオだとホントに親しい人しか呼べない感じだけど、ＩＲＯ内ならただのファンでも参加できそうだもんな。

  「存档差不多公开了吧？」

  「そろそろアーカイブが公開されておるのではないか？」

  「嗯，是啊」

  「ええ、そうね」

  　也就是说，两人来到虚拟活动室之前，庆功直播还在继续吗。那么……

  　つまり、二人がバーチャル部室に来る直前まで、その祝勝会ライブが続いてたってことか。ってことは……

  「亚珍塔先生在直播中？」

  「そのライブ中にアージェンタさんが？」

  「好啦好啦，大家一起看吧」

  「まあまあ、皆で見ようではないか」

  　贝露部长打开蕾欧娜大人的频道，开始播放刚刚公开的存档。

  　ベル部長がレオナ様のチャンネルを開き、つい先ほど公開されたアーカイブを再生し始める。

  　不过也不可能从头开始看……

  　さすがに全部最初から見るわけにもいかないので……

  「大概是在这里吧」

  「このあたりかしらね」

  　庆功宴？还是野外BBQ会场？

  　祝勝会ってか野外バーベキュー会場？

  　准备了大量料理和饮料，感觉只要带东西过来就能参加。

  　すごい量の料理と飲み物が用意されてるし、これは持ち込みすれば参加可能とかそういう感じだったのかな。

  「矮人好多，难道是来采掘的NPC矮人也混在里面吗？」

  「ドワーフが多いの、ひょっとして採掘に来たＮＰＣのドワーフも交じってるの？」

  「嗯，是NPC矮人格拉多阁下和他的同志。我告诉他们有喜事可以喝酒，他们就猎了两头兰吉野猪过来。」

  「うむ、ＮＰＣドワーフのグラド殿とその同志よな。祝い事があって酒が飲めると伝えておいたところ、ランジボアを二頭も仕留めて持ってきてくれたのだ」

  　总觉得他们感情变得很好，这时突然出现几名有翼人，和格拉多先生他们吵了起来。

  　なんだか、すっかり仲良くなってるなと思ってたところに、急に数人の有翼人が現れて、そのグラドさんたちと揉め始めてる。

  『发生什么事了？』

  『何があったんですか？』

  「格拉多阁下他们似乎开始探索那座古代遗迹，但没有缴纳有翼人所说的『上缴金』。」

  「グラド殿らが
    
     件
    くだんの古代遺跡の探索を始めたようだが、有翼人らのいう『上がり』とやらを収めておらんとな」

  「还在继续那件事啊……」

  「まだその話、続いてたんだ……」

  　我以为他们把事情丢给我们，结果无法管理，最后放弃回去了。

  　丸投げされて、結局管理できなくて、諦めて帰っちゃったかと思ってたんだけど。

  　蕾欧娜大人走向骚动。我心想这下绝对会发生什么事——

  　そして、騒ぎに近づいていくレオナ様。これもう絶対に何か起きるやつだと思ってると、

  『我们接受白龙公主大人的委托！没有义务听不会飞的人指手画脚！』

  『我々は白竜姫様からの依頼を受けている！　飛べぬ者らごときに指図される
    
     謂
    いわれはない！』

  『哦！真敢说！那我就问问看吧！』

  『ほう！　言ったな！　では、聞いてみようではないか！』

  「『咦？』」

  「『え？』」

  　格拉多先生将右手朝天高举，随后……有什么信号弹一样的东西？

  　グラドさんが右手を天に向けて掲げると、そこから……信号弾みたいなもの？

  　有什么东西朝天空飞去，在上空发出烟花般的声响和光芒。

  　何かが空に向けて打ち上がり、上空で花火のような音と光を放った。

  　然后……

  　そして……

  「哇啊……」

  「うわあ……」

  　出现在那里的是银色的龙。毫无疑问是亚珍塔先生。

  　その場所に現れたのは銀色の竜。間違いなくアージェンタさん。

  　那是能将转移目的地设置在那个地方的魔导具吗……

  　あれって、あの場所に転移先を作る魔導具とかそういうのなのかな……

  『难，难道……』

  『ま、まさか……』

  　有翼人们说着杂鱼台词，跪倒在地。

  　そんな雑魚セリフを吐きつつ膝から崩れ落ちる有翼人たち。

  　亚珍塔先生在他们面前着陆，灵巧地避免踩坏桌子……

  　その目の前にアージェンタさんが着地するんだけど、器用に置いてあるテーブル類を踏み潰さないようにしてるな……

  『亚珍塔阁下。这些家伙说「受白龙公主大人所托」。在这里的我们，以及周围的各位都是证人！』

  『アージェンタ殿。こいつらは「白竜姫様から依頼を受けている」と言っておったぞ。ここにおるワシら、そして、周りの皆が証人だ！』

  　听到这句话，亚珍塔先生狠狠瞪向有翼人们。

  　その言葉に有翼人たちをギロリと睨むアージェンタさん。

  　和我相遇时的印象完全不同……

  　俺と出会った時と印象が全然違うんだけど……

  『愚蠢的孩子们，你们不过是狐假虎威罢了。公主大人不可能拜托你们这种事！』

  『竜の威を借る愚かな子らよ。お姫様がそなたらに頼み事などするはずもない！』

  『可，可是……』

  『し、しかし……』

  『你们还是赶紧回自己的村子吧！之后再通知你们处分！』

  『早々に己が里へと帰るが良い！　沙汰は追って伝える！』

  『是，是！』

  『はっ、ははっ！』

  　有翼人们逃也似地飞走了……

  　逃げ帰るように飛び去っていく有翼人たち……

  　嘴上这么说，其实还是很温柔啊。这么想的只有我吗？

  　なんだかんだ言いつつ優しいなあと思うのは俺だけなのかな。

  　不过在场的玩家们几乎都呆住了。

  　まあ、その場にいるプレイヤーたちはほとんどポカーンってなっちゃってるんだけどさ。

  『格拉多阁下，之后就交给你了。我还有比公主大人更紧急的事要办……』

  『グラド殿、あとはお任せします。私はお姫様より火急の用があると……』

  『好，交给我吧！』

  『おう、任せとけ！』

  　亚珍塔先生听到回答后就飞走了。

  　その返事を聞いて飛び去るアージェンタさん。

  　结果他没有变回人形，不过在我们的直播上变身真的好吗？

  　結局、人に変身しないままだったけど、うちのライブで変身したのは良かったのかな？

  『来吧！继续宴会！』

  『さあ！　宴のつづきだ！』

  『『『噢噢噢～～！！』』』

  『『『おおお〜〜〜!!』』』

  　庆功宴的会场被欢呼声所包围。

  　大歓声に包まれる祝勝会場。

  　蕾欧娜大人也和贝露部长与赛丝一起走向格拉多先生……视频就在这里停止了。

  　レオナ様もベル部長やセスと連れ立って、グラドさんの所へ……ってところで再生が止まった。

  『真是急转直下呢。』

  『急展開だったんですね』

  「一开始发生争执时我捏了把冷汗，难得的庆功宴却……」

  「最初に揉め始めた時はヒヤヒヤしたわ。せっかくの祝勝会なのにって……」

  　说得也是。贝露部长是提议者，也是干事。

  　そりゃそうだよな。ベル部長、言い出しっぺで幹事だったんだろうし。

  「所以，有翼人他们到底想做什么？」

  「それで、有翼人たちって、結局何がしたかったんだ？」

  「格拉多阁下说，龙族的庇护下也有阶级之分。他们是最底层，所以想立下什么功劳吧。」

  「グラド殿曰く、竜族の庇護下にも序列があるようでの。彼らは一番下ゆえ、何かしらの手柄を立てたかったのだろうとな」

  『那就是征收矿石吗？』

  『それが鉱石の徴収ですか？』

  「真正的目标似乎是魔银。他们想借由征收魔银，多少提升一点地位吧。」

  「本命は
    
     魔銀
    ミスリルだったみたいね。それを収めることで少しでもってあたりじゃないかって」

  　真是肤浅……

  　なんというか浅はかだなあ……

  　而且就算得到魔银，对方也不是会为此感到高兴的对象。

  　それに
    
     魔銀
    ミスリルもらったからって、別に喜ぶような相手でもないと思うんだけど。

  「比起稀少的矿石，兄长的甜品更胜一筹！」

  「希少な鉱石よりも、兄上の甘味の方が上ということよの！」

  『是啊！』

  『そうですね！』

  「那个“十万火急的要事”就是去翔君的岛上取甜品吧？」

  「その『火急の用』って、ショウ君の島に甘味を取りに行くことよね？」

  「啊，是这样吗……」

  「あー、そうなるか……」

  　怎么说呢，真是辛苦啊。

  　なんていうか、大変だな。

  　从时间上来看，大概一个小时左右就飞过来了？从王国到岛上，我觉得应该有相当的距离。

  　時間的に一時間かそこらで飛んできた？　王国から島まで、かなり距離があると思うんだけど。

  「而且，还有一件事必须向兄长确认」

  「それでもう一つ、兄上に確認しておかねばならんことがあっての」

  「当然，如果不想回答的话，可以不用勉强回答」

  「もちろん答えたくなければ、無理に答えなくていいわ」

  「啊？」

  「はあ？」

  　是什么呢？我觉得已经没有比见到亚珍塔先生更厉害的事了。

  　なんだろ？　アージェンタさんに会った以上のことってもうないと思うけど。

  「除了来我们这里的银龙以外，你还有见过其他的龙吗？」

  「私たちのところに来た銀色の竜以外に会ったことはあるのかしら？」

  「不，没有。和我有联系的也只有亚珍塔先生吧。啊，时不时会听到“公主大人”这个词，所以我想大概是有龙族的公主吧」

  「いや、ないですよ。連絡を取り合ってるのもアージェンタさんだけかな。ああ、ちょいちょい『お姫様』っていう言葉は出てくるんで、そういう竜族のお姫様がいるんだろうなー、ぐらいには思ってますけど」

  　话说，直接侍奉公主大人，亚珍塔先生也是相当上位的龙吧。

  　てか、お姫様に直接仕えてるって、アージェンタさんもかなり上位の竜だよな。

  　虽然我也不知道龙族的总数有多少。

  　そもそも竜族の総数がどれくらいなのか知らないけど。

  『有什么问题吗？』

  『それが何かあるんでしょうか？』

  「听说有几名Game Dolls的粉丝试图越过白龙山脉，结果被绯色的龙抓住了」

  「ゲームドールズのファン数名が白竜山脈を越えようとして、
    
     緋
    ひ
    
     色
    いろの竜に捕まったらしいのよ」

  「……」

  「……」

  　嗯，抱歉。都怪我写了信告诉她……

  　うん、ごめん。俺が手紙で知らせてたからだ……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君＆露比酱】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君＆ルピちゃん】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　哎呀，这次的直播也好厉害啊。

  　いやー、今回もすごいライブだったねー。

  　从毛茸茸增量开始，到酿造魔导具，食物轰炸，还有萌啾萌啾。

  　もふもふ増量から始まって、醸造の魔導具、そして飯テロ、さらにもきゅもきゅ。

  　直到最后都高潮迭起……（移开视线）

  　最後まで盛りだくさんだったわー……（目逸らし）

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　我曾经想过……

  　ライブ終わったら、今日はこんなにたくさんやらかしがーって……

  　要是直播结束，今天就会发生这么多搞砸的事情……

  　そう思っていた時期もありました……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那只银色的龙，叫翔君为『翔大人』呢。

  　あの銀色のドラゴン、ショウ君のこと『ショウ様』って言ってたな。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　喂，好像有很不妙的人在打赏……

  　おい、なんかヤバい人から投げ銭飛んでるぞ……

  　而且还是三万日元，认真的吗？

  　しかも三万円ってガチか？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　别这样，观众的生命值已经归零了！

  　やめて、視聴者のライフはゼロよ！

  　话说，他们是在哪里认识的呢？

  　というか、どこで知り合ったんでしょうね。

  　感觉古代遗迹里很窄啊。

  　古代遺跡の中だと狭い気がしますし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　虽然只是单纯的猜测，会不会是点亮了那个灯塔就来了？

  　単純な思いつきだけど、あの灯台を
    
     灯
    ともしたら来たとか？

  　感觉很像这样。

  　いかにもな感じだったし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　哇，这不是安希雅吗……

  　うわー、アンシアじゃん……

  　我可以老实地收下这个情报费吗？

  　これ素直に情報提供料と受け取っていいのか？

  　是贝露碳那边施加压力了吗？

  　ベルたそ絡みで圧かけてきてる？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不过，这方面应该会在周三的直播里说吧？

  　まあ、その辺は水曜のライブで話してくれるんじゃない？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那个给她的金桔？　的糖渍水果，看起来超好吃的……

  　あの渡した金柑？　のコンポート、めちゃくちゃ美味しそうだった……

  　周三一定要问做法。

  　水曜日に作り方聞かなくちゃ。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　会怎么样呢。

  　どうなんでしょう。

  　如果会变成麻烦事，我觉得也不用勉强说出来。

  　厄介事になりそうなら、無理に話さなくてもって気が。

  　明明只是想在岛上享受悠闲的生活……(^◇^;)

  　島でのんびりライフを楽しみたいだけなのに……(^◇^;)

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　怎么办？

  　どうする？

  　要帮忙圆场吗？

  　なんかフォローにまわる？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　如果真的想隐瞒的话，我觉得直播就会中断了。

  　本当に隠したかったらライブ打ちきってたと思うよ。

  　而且，还问出了世界任务的提示。

  　それに、ワールドクエストのヒントまで聞き出してくれたじゃん。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　明明都明言离岛是不参加的ｗ

  　離島は不参加扱いって明言されてるのにねｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　下次流行的是糖渍水果！

  　次の流行はコンポート！

  　其他能采到的柑橘类是什么呢？

  　他に採れそうな
    
     柑
    かん
    
     橘
    きつ
    
     類
    るいってなんだろう？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那位银龙先生，明明是帅气的执事，却在给公主大人跑腿。龙族到底是……

  　あの銀竜さん、イケメン執事なのにお姫様の使いっ走りなんですね。竜族って一体……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　虽然想帮忙圆场，但不管是我们还是对方，在游戏里都无能为力。

  　フォローしたいところですが、ゲーム内でどうこうできないのは、こっちも向こうもですし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　冰姬也意外地是露比酱派，斯薇大人派，塞尔奇君派的其中之一吧？

  　氷姫も案外、ルピちゃん派、スウィー様派、セルキーくん派のどれかじゃないの？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　因为海岸上就有柑橘类的田地。

  　柑橘類は普通に海岸に畑あったりするからね。

  　王国的西边好像有个渔村，我钓鱼的时候顺便找找看吧。

  　王国の西の端に漁村があるらしいし、釣りがてら探しに行ってみるか。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　关于这件事，翔君来到岛上之前好像去过王国。

  　それなんだけど、ショウ君の島に来る前に王国に来てたらしいぞ。

  　他好像去参加了蕾欧娜大人F・V・C的庆功直播。

  　レオナ様のＦ・Ｖ・Ｃ祝勝会ライブに来たらしい。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　这样就会开始说三国鼎立什么的，别说了w

  　それはそれで三国
    
     鼎
    てい
    
     立
    りつとか言い出し始めるからやめれｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　啥？什么意思？

  　は？　どういうこと？

  　我从ＩＲＯ里没办法开两个视窗，所以没看蕾欧娜大人的直播……

  　ＩＲＯ内からだと二窓できないから、レオナ様の方見てなかった……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　王国串是最容易了解来龙去脉的吧。

  　
    
     顚
    てん
    
     末
    まつは王国スレが一番わかりやすいかな。

  　一言以蔽之就是「有翼人活该！www」

  　まあ一言で言うと「有翼人ざまあ！ｗｗｗ」

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　总之，要让直播不要往奇怪的方向发展。

  　ともかく、ライブが変な方向に行かないようにだよな。

  　星期三的乐趣增加了，来营造个好气氛吧！

  　水曜の楽しみ増えたんだし、いい雰囲気つくってこう！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　翔君的甜点 >>>（无法跨越的墙壁） >>> 魔银

  　ショウ君の甘味 >>>（越えられない壁）>>> 
    
     魔銀
    ミスリル

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　啊啊，真是的，好在意下星期三！！

  　ああ、もう、次の水曜が気になる!!

  ★☆★☆★无人岛考察串★☆★☆★

  ★☆★☆★無人島考察スレッド★☆★☆★

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这个，翔君知道世界任务的关键是什么吧？

  　これ、ショウ君、ワールドクエストの鍵が何か知ってるよね？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　他是不是为了避免剧透才保持沉默？

  　ネタバレ回避で黙っててくれてるんじゃない？

  　或者是被运营封口了。

  　もしくは、運営から口止めされてるとか。

  　只要保持沉默，就会得到某种回报……

  　黙ってれば何かしらリターンがあったりして……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　诶，我觉得这无人岛开局的优待也太好了吧。

  　えー、さすがにそれは無人島スタート優遇すぎると思うんだが。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　就算他知道什么，也没必要公开吧。

  　何かを知ってたとして、それを公に言う必要ないと思うけど。

  　倒不如说，要是他开始滔滔不绝地说，讨厌剧透的人就会离开。

  　むしろ、それをベラベラ話し始めたら、ネタバレ嫌悪勢が去るし。

  　频道订阅数减少的坏处更大。

  　チャンネル登録者が減るデメリットのがでかいよ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　同感。祸从口出。

  　同感。口は災いの元だよ。

  　翔君说了什么之后，运营也不可能推翻。

  　ショウ君が何かしら
    
     喋
    しゃべっちゃった後に、運営がそれを覆すのも不可能じゃない。

  　今天问出的情报，也必须验证是否真的有用。

  　今日聞き出してくれた情報だって、本当に役立つかは検証しないとだぞ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　但是，知道却不能告诉任何人，我觉得也很辛苦。

  　でも、知ってて誰にも言えない状況も辛いと思うなあ。

  　啊，他有美音酱在，所以没有这方面的压力吧。

  　ああ、彼にはミオンちゃんがいるから、そこのストレスはないのか。

  　好羡慕……

  　くっそ羨ましい……[image: ]

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　可能性是，世界任务的隐藏设定之类的，在岛上就能知道吧？

  　可能性としては、ワールドクエストの裏設定みたいなのが、島でわかるって線じゃないかな？

  　本来应该在更后面才能知道的事情，因为翔君在无人岛上RTA。

  　本当ならもっと後にわかるはずのことが、ショウ君が無人島ＲＴＡしてるせいでっていう。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　原来如此。

  　なるほど。

  　世界任务结束后，在岛上发现各种各样的东西，「啊，原来是这样啊」，反过来。

  　ワールドクエストが終わった後に、島でいろいろ見つかって「ああ、そういうことだったのか」ってのが、逆転しちゃってると。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不错。感觉很合适。

  　いいね。なんかしっくりくる。

  　不过，感觉剧透还是太偏向翔君的岛了。

  　ただ、それでもネタバレがショウ君の島に偏りすぎてる気が。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　其实只是些零散的情报吧？

  　本当は断片情報だけだったんじゃない？

  　然后因为他的料理技术而发生了变化……

  　それが彼の料理の腕前で変わっちゃったっていうか……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　为了甜味让银龙跑腿，白龙姬大人会不会太过分了？w

  　甘味のために銀竜パシらせるとか、白竜姫様ひどくない？ｗ

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　是「甜味不够的话，让别人去弄不就好了」的精神呢。

  　「甘味が足りなければ、パシらせればいいじゃない」の精神ですわね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　我倒是觉得应该让有翼人去跑腿w

  　それこそ、有翼人にパシらせろよって気がするがなｗ

  【死灵都市】主线剧情考察串【世界任务】

  【死霊都市】メインストーリー考察スレッド【ワールドクエスト】

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　就算是周六也是一口气动太多了吧！

  　土曜だからって一気に動きすぎだるぉお！

  　不过，比起停滞不前还是好得多。

  　まあ、停滞するより全然嬉しいんだけどさ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　总结。

  　まとめです。

  
   　・进入死灵都市需要出示龙货（龙人谈）

   　・死霊都市に入るには竜貨を見せる必要あり（竜人談）

   　・有翼人是狐假虎威的小人物。之后来的NPC矮人似乎更有门路。

   　・有翼人はドラゴンの威を借りた小物。後から来たＮＰＣドワーフの方がコネがありそう。

   　・岛上的翔君已经认识银龙亚珍塔，似乎在进行甜味交易。

   　・島のショウ君は銀竜アージェンタと既に知り合いで、甘味取り引きをしてる模様。

   　・Galls的几名粉丝试图翻越白龙山脉进入龙都，被绯龙巴米利昂抓住扔了出去。

   　・ゲールズのファン数名が白竜山脈を越えて竜の都に入ろうとし、緋竜バーミリオンに捕まってぽいっとされた。

  

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　总结辛苦了！

  　まとめ乙！

  　顺便一提，翔君打听来的情报

  　ちなみに、ショウ君が聞き出してくれた情報

  
   　・不知道死灵都市过去的人不行（白龙姬大人的话）

   　・死霊都市の過去を知らない人はダメ（白竜姫様のお言葉らしい）

   　・不是妖精之类喜欢的人有点……（银龙亚珍塔的话）

   　・妖精とかに慕われる人じゃないとちょっと……（銀竜アージェンタのお言葉）

  

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　辛苦了。顺便问一下，「被扔了出去」是怎么回事？

  　乙乙。ちなみに「ぽいっとされた」ってどういうこと？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　他被爪子牢牢抓住，享受了一趟空中之旅，然后被扔到了漆黑森林入口正在建设的防壁上w

  　爪でがっちりホールドされまたま空の旅を満喫し、漆黒の森の入り口に建設中の防壁に放り出されたらしいｗ

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　呜哇……　呜哇……

  　うわあ……　うわあ……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　如果世界任的进度因此下降的话，我会很无语的……

  　それでワークエの進捗率下がってたら、ドン引きなんですけど……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　好像绯龙先生对他说了「我认可你的毅力，但给我好好带龙货过来」，所以应该不会扣分吧。

  　なんか「根性は認めるが、ちゃんと竜貨持ってこい」って言われたらしいから、マイナスってことはないだろ。

  　绯龙先生好像觉得他很有趣。

  　緋竜さん、面白がってたって話だしな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　嗯？为什么知道绯龙先生叫巴米利昂？

  　ん？　緋竜バーミリオンって名前はなんでわかったの？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这是魔王国的情报。

  　魔王国情報ですね。

  　据说经常看到的龙，是被称为白龙姬心腹的银龙亚珍塔，以及被称为亲卫队长的绯龙巴米利昂。

  　よく見かける竜というのが、白竜姫の懐刀と言われる銀竜アージェンタ、親衛隊長と言われる緋竜バーミリオンだそうです。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　银龙先生是帅哥执事呢。

  　銀竜さんはイケメン執事でしたねえ。

  　和翔君说话的时候很温柔，但对有翼人怒吼的时候很可怕……

  　ショウ君と話してる時は優しそうだったけど、有翼人を怒鳴り散らかしてた時はやばかった……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这么说来，绯龙先生是纯情系的吗？

  　だとすると、緋竜さんは純情オラオラ系ですかね。

  　绯×银，银×绯，哪个都好……(*'▽'*)

  　緋×銀、銀×緋、どっちもいい……(*'▽'*)

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　你们在考察什么啊ｗ

  　なんの考察してるんだよ、お前らｗ

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那么，先行调查死灵都市的家伙怎么样了？

  　で、先行して死霊都市の調査してた連中はどう？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　嗯，这个吧。

  　うーん、これかなーってのが。

  　王都冒险者公会的公会日志。

  　王都の冒険者ギルドのギルド日誌。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　啊，我也觉得是那个。

  　ああ、俺もそれだと思ってる。

  　内容是剧透，所以先不说了。

  　中身はネタバレなので伏せるけど。

  　帝国和共和国大概也有吧。公国好像没有。

  　多分、帝国や共和国にもあるんじゃないかな。公国にはなさそう。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哦，谢啦！我先去一趟！

  　おお、さんきゅ！　ちょっと行ってくる！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　啊，已经走了吗？

  　あ、もう行っちゃったかな？

  　卷数很多，没问题吧。

  　めちゃくちゃ巻数あったけど大丈夫だろうか。

  　不过，从旧的开始看，总有一天会找到的……

  　まあ、古いやつから見ていけば、いずれたどり着くか……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　每年一本吗？

  　年に一冊ぐらいあるんですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　里面写着那一年的委托，作为读物也很有趣。

  　その年にあった依頼について書かれたりするんだけど、読み物としてもかなり面白かったよ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这个游戏准备得真周到……

  　よくそこまで準備してますね、このゲーム……

 
  闲谈　冒险者公会日志　～灾厄之日・然后～

  閑話　冒険者ギルド日誌　〜厄災の日・そして〜

  【○月△日】

  【○月△日】

  　上午没有特别事项。只有科普提的库存让人有点不安。

  　午前中、特記事項なし。コプティの在庫が少し不安な程度。

  　下午开始，许多成员表示身体不适，公会内开始变得冷清。

  　午後に入り、体調不良を訴えるメンバーが多く、ギルド内が閑散とし始めた。

  　走在外面的人数也减少了，听说许多小孩和老人被送到了教会。

  　外を歩く人の数も減っていて、子供やお年寄りの多くが教会へ運ばれているらしい。

  　负责窗口的女性成员也全都表示身体不适，因此我让她们早退了。

  　窓口対応をしていた女性陣も、皆、体調不良を訴え始めたので早退させた。

  　公会已经无法发挥机能，处于开店休业的状态。

  　もはやギルドとして機能しておらず、開店休業状態となっている。

  　然后，我自己的头痛也变得严重。我勉强忍着不舒服的感觉关了公会，但整个城市已经发生了机能不全的现象。

  　そして、私自身も頭痛が酷くなってきた。気分の悪さをなんとか堪えつつギルドを閉めたが、すでに街全体が機能不全を起こしている。

  　我太晚发现了。已经没有人能处理这种状态。

  　気がつくのが遅すぎた。もはや、誰もこの状態に対処できそうにない。

  　一开始我以为是某种传染病，但看来似乎是玛那耗尽了。

  　最初は何かしら疫病の類かと思ったが、どうやらマナ切れを起こしているらしい。

  　喜欢我的树精灵拼命地抑制玛那的释放，但即使如此，释放还是没有停止。我的视线模糊，无法站立。

  　私を好いてくれている樹の精霊が必死になって、マナの放出を抑えてくれているが、それでも放出が止まらない。目が霞み、立っていられなくなる。

  　大气中的玛那浓度似乎显著下降。不，简直就像被吸走一样，玛那从身体里被抽走。到底发生了什么事？

  　大気中のマナ濃度が著しく下がっているようだ。いや、まるで吸われているかのように体からマナが抜けていく。一体何が起こっているのか。

  　这样下去，所有有生命的东西都会……

  　このままでは生あるもの全てが……

  【△月◇日】

  【△月◇日】

  　没想到我还能继续写这本日志。

  　この日誌の続きを書くことができるとは思わなかった。

  　活下来的人有义务记录发生了什么事。

  　生き延びたものは何が起きたかを記す義務があるだろう。

  　我恢复意识是在那天的十天后。

  　私が意識を取り戻したのは、あの日から十日後。

  　在公会里倒下后，大气中的玛那浓度没有恢复，似乎持续了将近一周。

  　ギルドの中で倒れた後も大気中のマナ濃度低下は収まることがなく、一週間近く続いたらしい。

  　虽然玛那浓度终于慢慢恢复了，但包括我在内，恢复意识的人都处于绝食绝水的状态。我的情况是树精灵让我一点一点地喝水。我想起了上衣的衣领部分湿透了。

  　やがて少しずつマナ濃度が回復したそうだが、私も含め、意識を取り戻したものは皆が絶食絶水状態だった。私の場合は樹の精霊が少しずつ水を飲ませてくれていたのだろう。上着の襟部分がぐっしょり
    
     濡
    ぬれていたのを思い出す。

  　不久后，我能够活动了，走出公会后看到的是……

  　やがて動けるようになり、ギルドを出て目にしたのは……

  　我的脚自然地走向教会，在那里终于遇到了除了自己以外的活人。大家的境遇都和我差不多，对街道的样子感到绝望，所以才来到了教会。

  　私の足は自然と教会へと向かい、そこでようやっと自分以外の生きている人間と出会えた。皆、私と似たような境遇で、街の様子に絶望し、教会へと来たそうだ。

  　随着时间的流逝，幸存者们聚集到了教会。

  　時が
    
     経
    たつにつれ、生き延びた人たちが教会へと集まってきた。

  　大家各自与熟人重逢，互相拥抱，分享喜悦。

  　
    
     各
    おの
    
     々
    おのが知り合いと再会し、抱き合って喜び合う。

  　我和公会的部下重逢时，也忍不住流下了眼泪。

  　私もギルドの部下と再会した時は、溢れる涙を堪えることができなかった。

  　这场灾难中唯一的救赎，就是没有发生火灾。多亏如此，暂时不用担心粮食问题。

  　この厄災において唯一の救いだったのは、火災が起きなかったことだろう。おかげで、当面の食糧の確保に困ることはなかった。

  　虽然有些内疚，但我们还是从失去主人的房子里收集了粮食，然后在教会里分发。

  　後ろめたくはあるものの、主を亡くした家々から食糧を調達し、教会に集積して配る。

  　因为很多人都知道我是公会会长，所以就让我负责管理与重新分配。

  　私がギルドマスターであることを多くの人が知っていたため、その管理と再分配を任された。

  　收集到的粮食大约有两周的分量。这里的人们的身体状况也逐渐恢复，应该可以外出狩猎了。

  　集まった食糧はおおよそ二週間分。ここにいる人たちは体調も戻りつつあり、狩りに出ることも可能だろう。

  　第二天，统治这片土地的沃鲁斯托伯爵带着部下出现了。

  　翌日、この地を治めるウォルースト伯爵が部下を伴って現れた。

  　他似乎为了应对灾害而储备了各种物资，如果有什么不足的话，他愿意提供。

  　災害があった時のためにいろいろと備蓄してあったらしく、足りないものがあれば供出すると。

  　在灾难发生之前，我还以为他是个可疑的领主，但看来他很优秀。

  　厄災があるまでは
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くさい領主だと思っていたが、どうやら優秀だったようだ。

  　又过了三天，有翼人出现了。

  　さらに三日後、有翼人たちが現れた。

  　据他们所说，『龙族及其庇护下的种族将支援受灾地区的复兴』。

  　彼らが言うには『竜族とその庇護下にある種族が厄災からの復興を支援する』らしい。

  　据说有翼人族、龙人族等能够飞行的种族正在搜索受灾民众。

  　既に有翼人族、竜人族といった飛べる種族によって、被災民の捜索が行われているそうだ。

  　他们询问是否可以将找到的人引导到这里来，我当然同意了。

  　見つかった人は手近な街へと避難させるとのことだが、ここへも案内して良いかと尋ねられたので、もちろん了承しておいた。

  　现在最重要的是尽可能地聚集更多的人。幸好房屋都平安无事……

  　今は一人でも多く集まることが重要だ。幸いにも家屋は無事なのだから……

  　一个月后，沃鲁斯托伯爵，不知为何连我也被叫去和龙族商谈。虽然我觉得还有其他人更适合，但伯爵和龙族都指名了我，我也没法拒绝。

  　一ヵ月後、ウォルースト伯爵、そして、なぜか私も竜族と話し合うこととなった。他にもっと適任がいると思うのだが、伯爵、それに竜族からの指名とあっては断ることもできない。

  　在与龙族的商谈中，首先得知了灾厄的原因。

  　竜族との話し合いで、まず聞かされたのが厄災の原因。

  　在沃鲁斯托领地的东边，越过格兰尼亚领地的更远处，使用了最尖端的魔导设施进行了大规模的实验，而实验失控引发了灾厄。

  　ウォルースト領から東、グラニア領を越えたさらに先、最新鋭の魔導施設を使った大規模な実験が行われ、それが暴走して厄災を引き起こしたらしい。

  　那个实验是将大气中的玛那聚集起来，制作巨大的人工魔晶石。据说失控的实验差点夺走这颗星球的所有玛那。

  　その実験とは大気中のマナを集積し、巨大な人工魔晶石を作ること。その暴走はこの星のマナを全て奪うところだったという。

  　阻止了失控的，是白龙公主和她的龙族眷属们。

  　その暴走を止めたのが、白竜姫とその
    
     眷
    けん
    
     属
    ぞくの竜たち。

  　他们一口气注入了自己拥有的庞大玛那，让装置本身因为过载而强制停止。

  　彼らが持つ膨大なマナを一気に注ぎ込んで、装置そのものを過負荷で強制停止させた。

  　但是，代价很大，注入最多玛那的白龙公主陷入了漫长的沉睡……

  　だが、その代償は大きく、もっともマナを注いだ白竜姫は長い眠りについたそうだ……

  　积蓄了庞大玛那的魔晶石被月白女神打碎，由三位妹妹神散布到世界各地。为了让人不要忘记这场灾厄。

  　膨大なマナを蓄積した魔晶石は、月白の女神によって砕かれ、三人の
    
     妹
    まい
    
     神
    しんによって世界中へとばら
    
     撒
    まかれた。この厄災を忘れぬようにと。

  　然后，伯爵和我被吩咐将沃鲁斯托作为国家。

  　そして、伯爵と私にはウォルーストを国とするよう言い渡された。

  　他们说『人增加得太多，聚集在一起就会引发灾厄』。

  　彼ら曰く『人が増えて集まりすぎると厄災が起こる』と。

  　将我们所在的沃鲁斯托领，隔壁的谷仓地带格兰尼亚领，大神殿所在的马西斯领分成三个国家，互相监视……

  　私たちがいる開拓中のウォルースト領、隣の穀倉地帯グラニア領、大神殿があるマーシス領の三国に分かれ、お互いがお互いを監視せよと……

  　伯爵同意了。虽然他似乎没有拒绝的选项。

  　伯爵はそれを了承した。そもそも断るという選択肢は用意されていなかったようだが。

  　然后，我今后也要参与建国。

  　そして、私もこれからその建国に携わることになる。

  　今后，作为国家，作为知道灾厄的人，必须将这件事传给后世。

  　これから先、国として、厄災を知るものとして、それを後世に伝えていかねばならない。

  　但是，要赤裸裸地讲述发生的事情，还需要一段时间。

  　だが、起きたことを赤裸々に話すには今しばらくの時間が必要だ。

  　伯爵和我都问了『是谁引发失控的』。

  　伯爵も私も『誰が暴走を引き起こしたか』を聞いている。

  　现在，这件事如果公开的话，失去家人和朋友的悲伤和愤怒就会成为矛头吧。

  　今、このことが公になると、家族や友人を失った悲しみや怒りが向く矛先となってしまうだろう。

  　这件事，等到有一天跨越这场灾厄，大家都能笑着生活的国家建立的时候……

  　このことは、いつかこの厄災を乗り越え、皆が笑って暮らせる国ができたその時に……

  记录者：艾力克·阿梅拉

  記入者：エリック＝アミエラ

 
  尾声

  エピローグ

  「还有这样的日志啊……」

  「そんな日誌があったんだ……」

  　赛丝把冒险者公会日志上写的内容告诉了我。

  　セスから、冒険者ギルドの日誌に書かれていた内容を教えてもらった。

  　留在山间小屋一楼的“记录”。在最后，写着所长让设备失控的事情。

  　山小屋の一階に残されていた『記録』。その最後にあった、所長が設備を暴走させたという話。

  　从亚珍塔先生那里听说的“魔导设施失控”似乎把这颗星球的玛那逼到了枯竭的边缘，和公会日志上写的“灾厄之日”的内容一致。

  　アージェンタさんから聞いた『魔導施設の暴走』はこの星のマナを枯渇寸前まで追い込んだそうだけど、ギルド日誌に書かれていた『厄災の日』の内容と合致する。

  「虽然也不清楚制作巨大人工魔晶石的理由，但为什么要让那个失控呢？」

  「巨大な人工魔晶石を作る理由もよくわからないのだけれど、それを暴走させるなんて、なんでそんなことをしたのかしらね」

  「真是不可思议啊。」

  「不思議よの」

  　赛丝把视线转向我。

  　と目線をこちらに向けるセス。

  　虽然她一副“你知道些什么吧”的表情，但我因为和亚珍塔先生的约定而无视了。

  　俺が何か知ってるんだろうという表情だが、アージェンタさんとの約束もあるのでスルー。

  「说起来，世界任务开始的时候，进度就已经有1%了，这是因为在开始之前就和龙族有过交流的翔君的份吗？」

  「そういえば、ワールドクエストが始まった時、すでに進捗が１％あったのだけど、これって開始前から竜族と交流があったショウ君の分だったのかしら？」

  「肯定没错！因为他是目前唯一得到龙族信任的玩家！」

  「違いない！　現状で唯一、竜族からの信頼を得ておるプレイヤーだからの！」

  　美音对这句话连连点头，

  　その言葉にうんうんと頷くミオンだけど、

  「不，我可是被官方明确表示为“不参加”的人啊……」

  「いや、俺、公式から『不参加扱い』って明言されちゃってるんですけど……」

  「我觉得那是指不给你世界任务的奖励SP的意思哦？」

  「それって、ワールドクエストの褒賞ＳＰを配らないって意味だと思うわよ？」

  「嗯。没有从0％开始，就是最好的证据！」

  「うむ。０％から始まらなかったのが、その証左であろう！」

  　听她这么一说，好像确实如此……

  　そう言われるとそうかもって気になるけど……

  「好了，日期也快变了，我先下线了」

  「さて、日付も変わりそうだし、私は落ちるわね」

  　在我们聊着各种话题的时候，不知不觉就到了这个时间。

  　あれこれと話してるうちに、いつの間にかそんな時間に。

  　目送贝露部长登出后，

  　ベル部長がログアウトするのを見送って、

  「美姬，你先去洗澡吧。可别在浴缸里睡着了哦？」

  「美姫、先に風呂入ってこい。湯船で寝るなよ？」

  「嗯！」

  「うむ！」

  　虽然美姬因为各种事情而情绪高涨，但登出后应该会一下子困意袭来。

  　いろいろあってテンション高めな美姫だけど、ログアウトすると一気に眠くなるはず。

  「那我也下线了」

  「じゃ、俺も」

  『好的。翔君，明天……』

  『はい。ショウ君、明日は……』

  「嗯。我会在平时的时间去车站的」

  「うん。いつもの時間に駅に行くから」

  『好的！』

  『はい！』

  　明天是周日，我和美音约好去她家做鱼料理。

  　明日、日曜はミオンの家に行って魚料理を振る舞う約束。

  　得考虑一下做什么菜，趁美姬洗澡的时候稍微查一下吧。

  　何を作るかも考えないとだし、美姫が風呂から上がるまでの間にちょっと調べておくか。

  　对我来说，这可是比世界任务更加重要的独特任务。

  　俺にとっては、ワールドクエストよりも、ずっと重要なユニーククエストだもんな。

 
  后　记

  あとがき

  　好久不见。我是纪美野猫。

  　お久しぶりです。
    
     紀
    き
    
     美
    み
    
     野
    のねこです。

  　非常感谢您购买本书。

  　本書をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

  　第四卷的更新顺利发布，我非常高兴。

  　四巻というアップデートを無事リリースでき、とても嬉しく思います。

  　而且漫画化也开始了！请享受小说和漫画的交叉播放。

  　そしてなんとコミカライズも開始！　ノベルとコミックのクロスプレイでお楽しみください。

  　话说回来，前几天，我想起了某款游戏的○周年，那是我第一次接到书籍化的讨论。

  　そういえば先日、とあるゲームの〇〇周年で思い出したのが、書籍化のお話をいただいた最初の打ち合わせのこと。

  　关于书籍化，我第一次告诉对方时，对方说「咦？我以为你已经有过书籍化的经验了……」，让我吓了一跳。

  　書籍化について、何もかも初めての私がそのことを伝えた時、「え？　すでに書籍化したことがあるとばかり……」と言われてびっくりしました。

  　不不不，这是客套话吧，我这么想，不过这么说来，我写的故事曾经作为商品发布过呢。虽然是游戏。

  　いやいやお世辞ですよね、と思っていたんですが、そういえば、自分が書いたお話が製品としてリリースされたことはあったなあと。ゲームですが。

  　身为程序员的我，为什么会写剧本呢，这是个谜，不过我觉得自己写故事时的兴致，从当时到现在都没有什么改变。

  　プログラマーの私が、なぜシナリオを書いていたかは謎ですが、自分がお話を書く時のノリは、その当時からあまり変わってないと思います。

  　顺便说一下，那款游戏后来被正式的作家小说化，我也以剧本监修的身份，检查了校样（笑）。

  　ちなみに、そのゲームはのちにちゃんとした作家さんによってノベライズされ、私もシナリオ監修ということで、ゲラチェックさせてもらったりしました（笑）

  　那么，翔君的无人岛探索也有所进展，活动范围已经扩大到西北的教会和东边的港口。

  　さて、無人島の探索も進み、北西にある教会や、東にある港にまで活動範囲を広げたショウ君。

  　在意外的情况下认识的银龙亚珍塔，告诉了我本土正在进行的世界任务的内幕。

  　思わぬかたちで知り合った銀竜アージェンタから、本土で進行中のワールドクエストの裏話を聞いてしまいました。

  　本来和翔君完全无关，但妖精女王斯薇大人推荐的甜品，牢牢抓住了龙族公主大人的胃，事情朝着意想不到的方向发展……

  　本来なら全く関係ないはずのショウ君ですが、フェアリーの女王スウィー様イチオシの甘味は、竜族のお姫様の胃袋もがっちりと摑んで、とんでもない方向へと……

  　希望能让运营的胃袋受到『背刺特大伤害！』的翔君的搞砸，能继续下去。

  　運営の胃袋には『バックスタブで特大ダメージ！』なショウ君のやらかしを、引き続きお届けできればと思います。

  　最后，感谢一直为我画出精美插画的福狐老师，捡到并培养本作的责编大人，以及一直支持着Web版和本作的各位读者，我由衷地感谢你们。

  　最後になりましたが、いつも素敵なイラストを描いてくださる
    
     福
    ふくきつね先生、本作を拾い上げ＆育ててくださっている担当様、そして、Ｗｅｂ版ともども応援し続けてくれている読者の皆様に、心からの感謝を。

  　那么，希望下一卷还能与大家见面……

  　それでは、また次巻でお会いできることを願いつつ……

  纪美野猫

  紀美野ねこ
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